
ⅣⅣ    雑雑草草防防除除ガガイイドド 

１１　　除除草草剤剤使使用用上上のの基基本本事事項項 
　除草剤は雑草を枯殺、あるいは発生を抑制することが目的であり、作物と雑草との選択性の
高い除草剤や作物に薬害発生の危険性が低い剤であっても、作物の生育や生理状態などによっ
て何らかの影響をおよぼすものである。そのため、除草剤の使用に当たっては、除草剤の性質、
土壌条件、作物の生育状況等に十分注意するとともに次の事項に留意する。 

（１）除草剤の特性に合わせて適期散布を励行するとともに、薬剤ごとの使用時期や回数、薬量
などの使用基準を厳守する。 

（２）除草剤は、適用作物、適用地帯、適用作型以外には使用しない。 
（３）薬剤は、均一に散布し、むらまき、重複散布にならないよう注意する。 
（４）薬剤散布は、特に散布法や風向等に十分注意して薬剤が近接ほ場や用排水路へ飛散、流入

しないようにする。 
（５）除草剤散布後の機械機具は、直ちに水洗いをする。特にホルモン系除草剤については、専

用の機具を使用するか、使用後は洗剤で洗ってから、さらに数回水洗いをする。 
（６）その他、作物別の除草剤使用上の留意事項は、それぞれの項目を参照する。 
（７）昨年度の本ガイドから変更のあった事項については、下線で示した。（誤字などの簡易な

修正を除く） 
 

２２　　水水　　稲稲 
（１）除草剤使用上の留意事項 
　　ア　共通事項 
　　（ア）水稲用除草剤は、剤型が多様化し製品数が多いことから、製品ラベルを熟読し対象草

種、使用時期、投下量などを散布前に必ず確認する。 
 
　　イ　水管理 
　　（ア）水稲用除草剤は、一部の直播用剤や茎葉処理剤を除き湛水条件で使用することから水

管理が最も重要である。 
　　（イ）事前に落水口や漏水箇所の点検・補修を行い、散布後の水田水をほ場外へ流出させな

いようにするとともに、漏水田では除草剤を使用しない。 
　　（ウ）散布時は完全に止め水とし、散布後７日間程度は田面を露出させないようそのまま湛

水を保ち、落水やかけ流しをしない。また、やむを得ず止め水期間中に入水する場合は
静かに行う。 

　　（エ）粒剤では水深３～５㎝で散布すること。フロアブル剤、ジャンボ剤その他少量拡散型
粒剤等は５～６㎝とし、拡散を阻害する藻類・表層剥離が少ないことを確認する。 

　　（オ）散布後は、田面が露出したり土壌表面の薬剤処理層を撹拌すると除草効果が低下する
ため、効果が持続している間は落水や中干し、中耕等は行わない。 

　　（カ）落水散布又は極浅水にして散布する剤の場合は、雑草茎葉部が水面上に十分露出して
いることを確認する。散布後は少なくとも７日間はそのままの状態とし入水や掛け流し
はしない。 

 
　　ウ　使用時期 
　　（ア）ガイドで示す水稲の葉令とは平均葉令、ノビエの葉令とは最高葉令（最も生育の進ん

でいる個体の葉令）であり、散布適期を逸しないよう注意する。 
　　（イ）代かきから移植までの日数はおよそ５日以内として処理時期が設定されているので、

代かきから移植までの日数が長くなる時は、雑草特にノビエの生育（葉令）に注意する。 
　　（ウ）移植前処理は、移植時の落水や田植機等による処理層の破壊などによって除草効果が

変動しやすいこと、除草剤成分の河川への流出による環境への影響の恐れがあることを
考慮し、平成１１年に本防除ガイドから削除した。 

 
　　エ　散布方法 
　　（ア）無人ヘリコプター及び無人マルチローターでは、薬剤がほ場外に落下しないように風

向に注意する。 
　　（イ）ラジコンボートでは、処理むらが生じないように、運用は慎重に行う。 
 

水
稲
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　　（ウ）水口処理では、均平度が高く水持ちの良い水田で、給水能力として５～６cmの湛水が
６時間以内に可能な水田に限る。処理はヒタヒタ水もしくは浅水条件（１～２cm）で薬
剤を投入し、流入水とともに水田全面に拡散させる。田面水が通常の湛水状態(湛水深
５cm前後)に達した後は必ず水を止め、水尻からのオーバーフローに注意する。また、
水口が２箇所以上の場合は、薬剤を均等に分け、それぞれの水口から同時又は連続して
処理する。 

 
　　オ　薬害 
　　（ア）軟弱・徒長苗の使用や極端な浅植えで根が露出する水田では、薬害の発生する恐れが

あるので使用しない。 
　　（イ）土壌還元の著しい水田において、シメトリンなどトリアジン系除草剤を使用すると水

稲の生育に障害を与えることがあるので注意する。 
　　（ウ）ＭＣＰＢなどフェノキシ系除草剤は、低温条件で使用すると水稲に対して筒状葉の発

生や生育抑制等の薬害を生じやすいので、水稲の葉令が5.5葉以上、平均気温15.5℃以
上の条件で使用する。 

　　（エ）魚毒性分類に代わる新たな評価基準が導入されており、すべての薬剤は新たな評価手
法に切り替わっているので、ＦＡＭＩＣのホームページ等で確認し、魚介類に被害をお
よぼす恐れのある薬剤については、河川、養魚池等に絶対流出させることのないよう特
に留意して処置する。 

 
　　カ　抵抗性雑草 
　　（ア）同じ系統の除草剤を毎年使用すると抵抗性を持ち効果が著しく劣る雑草が発生するこ

とがあることから連用は避ける。もし、一部の雑草種だけが繁茂した場合は関係機関に
相談するとともに、次年度同じ剤は使用しない。 

　　（イ）ＳＵ系除草剤抵抗性イヌホタルイの発生は、感受性イヌホタルイより早いことが多い
ので、観察時期を早め、処理時期が遅れないよう注意する。 

　　（ウ）ＳＵ系除草剤抵抗性イヌホタルイに対しては、種子の生存率を考慮し、当面、有効除
草剤を継続して３年以上使用する。 

　　（エ）道内においても平成２１年にＳＵ剤抵抗性オモダカの存在が確認されたことから、オ
モダカの残草が増えた場合には、ＳＵ剤以外の有効な除草剤の使用を検討する。なお、
オモダカは発生期間が長く、遅く発生する固体には効果が劣るので、必要に応じて有効
な中期剤などとの組み合わせで使用する。 

 
  　キ　表記 
　　（ア）薬剤は、原則として商品名のアイウエオの順番で整理した。 
　　（イ）ＳＵ系除草剤抵抗性イヌホタルイに対して効果が確認された除草剤については、ホタ

ルイ欄の下段に◎で記載し、殺草限界葉令が通常のイヌホタルイ以下の場合のみ葉令を
記載した。 

　　（ウ）ミズアオイとアゼナでは、ＳＵ系除草剤抵抗性を含む個体に対し効果が確認された除
草剤について◎で記載した。なお、アゼナの殺草限界は主にノビエの葉令で示した。 
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l
砂

壌
土

～
埴

土
○ 1
.5

L
○

○
○ 始

○ 始
◎ 1
.5

L
○ 前

1

7
ｻ

ｷ
ﾄﾞ

ﾘ
E
W

[K
P

P
-
2
0
0
8
E
W

]
ﾌ
ﾞﾀ

ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
　

 1
2
.0

%
ﾍ

ﾟﾝ
ﾄｷ

ｻ
ｿ
ﾞﾝ

　
4
.0

%
+
0
～

+
5

(ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

1
L
)

5
0
0
m

l
砂

壌
土

～
埴

土
○ 1
L

○
○

○ 始
○ 前

1
□

葉
鞘

褐
変

、
初

期
生

育
抑

制
●

ｻ
ｷ

ﾄﾞ
ﾘ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
 ※

□
同

左

使
用

方
法

及
び

1
0
a当

た
り

使
用

量

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

対
象

雑
草

と
処

理
限

界
本 剤 の 使 用 回 数

土 壌 条 件

ｸ
ﾐﾙ

ﾛ
ﾝ
　

2
7
.4

%
ﾍ

ﾟﾝ
ﾄｷ

ｻ
ｿ
ﾞﾝ

　
8
.2

%

毒 性
新 規 ・ 改 訂

+
0
～

+
5

(ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

1
L
)

使
用

上
の

注
意

事
項

と
薬

害
症

状

□
薬

害
症

状

使
用

時
期

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

草
笛

ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[K
P

P
-
2
0
0
5
H

･F
]

5
・
3
0
0
ｍ

ｌは
、

一
発

処
理

除
草

剤
の

前
処

理
と

し
て

使
用

す
る

□
葉

鞘
褐

変
、

初
期

生
育

抑
制

1
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（（
２２
））
移移
植植
水水
稲稲
（（
苗苗
代代
））
、、
（（
３３
））
移移
植植
水水
稲稲
（（
本本
田田
・・
移移
植植
後後
土土
壌壌
処処
理理
））

関
連

指
導

対
象

剤

ノ ビ エ

一 年 生 雑 草

マ ツ バ イ

ホ タ ル イ

ヘ ラ オ モ ダ カ

ウ リ カ ワ

ヒ ル ム シ ロ

エ ゾ ノ サ ヤ ヌ カ グ サ

セ リ
オ モ ダ カ

ミ ズ ア オ イ

ア ゼ ナ

コ ウ キ ヤ ガ ラ

藻 ･ 表 層 剥 離

（
含

有
の

有
効

成
分

が
同

一
で

剤
型

が
異

な
る

商
品

（
詳

し
く

は
掲

載
農

薬
一

覧
表

の
見

方
と

留
意

事
項

を
参

照
）
）

使
用

方
法

及
び

1
0
a当

た
り

使
用

量

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

対
象

雑
草

と
処

理
限

界
本 剤 の 使 用 回 数

土 壌 条 件

毒 性
新 規 ・ 改 訂

使
用

上
の

注
意

事
項

と
薬

害
症

状

□
薬

害
症

状

使
用

時
期

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

8
先

陣
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ
[K

Y
H

-
1
8
0
3
・
J
]

ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾆ
ﾙ

　
　

7
.5

%
ｼ
ﾞﾒ

ﾀ
ﾒ
ﾄﾘ

ﾝ
　

1
.5

%
+
0
～

+
5

(ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

1
L
)

2
0
g×

1
0
個

砂
壌

土
～

埴
土

○ 1
L

○
○

○ 始
○ 前

○ 始
○ 始

◎ 始
○ 始

1
・
一

発
処

理
剤

の
前

処
理

剤
と

し
て

用
い

る
（
後

処
理

剤
と

し
て

防
除

す
る

草
種

を
除

く
）
。

・
5
c
m

程
度

の
水

深
で

散
布

す
る

。
・
散

布
時

に
藻

類
・
表

層
剥

離
な

ど
の

障
害

物
が

多
い

と
部

分
的

な
薬

害
や

効
果

不
足

を
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
。

●
先

陣
2
0
0
F
G

○
先

陣
1
ｷ

ﾛ
粒

剤

9
ｿ
ﾙ

ﾈ
ｯ
ﾄ1

ｷ
ﾛ
粒

剤
[C

G
-
1
1
3
]

ﾌ
ﾟﾚ

ﾁ
ﾗ
ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
　

4
.0

%
移

植
時

、
+
0
～

+
5

(ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

1
L
)

1
kg

田
植

同
時

散
布

可
砂

壌
土

～
埴

土
○ 1
L

○
○

◎ 始
○ 始

◎ 始
1

・
注

２
□

生
育

抑
制

訂

1
0

ﾃ
ﾏ
ｶ
ｯ
ﾄﾌ

ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[S
B

-
5
2
8
･F

]
ﾀ
ﾞｲ

ﾑ
ﾛ
ﾝ
　

2
8
.0

%
ﾍ

ﾟﾝ
ﾄｷ

ｻ
ｿ
ﾞﾝ

  
  

 7
.2

%
移

植
時

、
+
0
～

+
5

(ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

1
L
)

5
0
0
m

l
水

口
処

理
可

田
植

同
時

散
布

可

砂
壌

土
～

埴
土

○ 1
L

○
○

○ 始
○ 始

◎ 始
1

□
葉

鞘
褐

変
訂

1
1

ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾝ
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[Y
H

-
6
5
0
･F

]
●

ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾝ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
・
注

５
　

□
同

左
○

ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾝ
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ
○

ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾝ
3
0
0
F
G

1
2

兆
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[Y
H

-
6
5
0
･F

]
●

兆
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
注

５
　

□
同

左

1
3

ﾎ
ｯ
ﾄｺ

ﾝ
ﾋ
ﾞﾌ

ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[S
B

-
5
3
1
・
F
]

ﾃ
ﾆ
ﾙ

ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
　

4
%
,

ﾍ
ﾞﾝ

ｿ
ﾞﾋ

ﾞｼ
ｸ
ﾛ
ﾝ
　

4
%

+
0
～

+
1
0

(ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

1
.5

L
)

3
0
0
m

l
少

量
散

布
可

砂
壌

土
～

埴
土

○ 1
.5

L
○

○
○ 始

○ 始
◎ 1
.5

L
2

ﾏ
ｯ
ﾄﾀ

ﾌ
ﾞｼ

ﾞｬ
ﾝ
ﾎ

ﾞ
[M

A
T
-
1
5
9
･J

]
ｸ
ﾐﾙ

ﾛ
ﾝ
　

1
8
.0

%
ﾃ
ﾆ
ﾙ

ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
　

3
.0

%
+
0
(砂

壌
土

は
+
1
)

～
+
5

(ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

1
L
)

5
0
g×

1
0
個

砂
壌

土
～

埴
土

○ 1
L

○
○

○ 始
1

・
注

１

+
0
～

+
5

(ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

1
L
)

5
0
g×

5
個

壌
土

～
埴

土
○ 1
L

○
○

○ 始
1

・
注

１

1
5

ﾒ
ﾃ
ｵ

ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[H
O

K
-
0
9
0
1
･F

]
ﾍ

ﾟﾝ
ﾄｷ

ｻ
ｿ
ﾞﾝ

　
5
.0

%
+
0
～

+
5

(ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

1
L
)

5
0
0
m

l
砂

壌
土

～
埴

土
○ 1
L

○
○

○ 始
◎ 1
L

2
・
深

水
条

件
で

は
薬

害
が

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

□
葉

鞘
褐

変
、

初
期

生
育

抑
制

●
ﾒ
ﾃ
ｵ

1
ｷ

ﾛ
粒

剤
□

同
左

○
ﾒ
ﾃ
ｵ

ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ

1
6

ﾕ
ﾆ
ﾊ

ｰ
ﾌ
ﾞﾌ

ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[C
G

M
-
7
1
･F

]
ﾌ
ﾟﾚ

ﾁ
ﾗ
ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
　

5
.0

%
ﾍ

ﾞﾝ
ｿ
ﾞﾌ

ｪﾅ
ｯ
ﾌ
ﾟ　

2
0
.0

%
+
0
～

+
5

(ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

1
L
)

5
0
0
m

l
壌

土
～

埴
土

○ 1
L

○
○

○ 始
○ 始

○ 始
○ 始

1
・
注

４
・
湛

水
後

露
出

部
分

で
効

果
が

劣
る

の
で

均
平

な
代

か
き

を
行

う
□

初
期

生
育

抑
制

1
7

ﾊ
ﾔ

ﾄﾞ
ﾘ
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[K
U

H
-
1
9
2
・
F
]

ﾌ
ｪﾉ

ｷ
ｻ

ｽ
ﾌ
ﾙ

ﾎ
ﾝ
　

1
.5

%
ﾌ
ｪﾝ

ｷ
ﾉ
ﾄﾘ

ｵ
ﾝ
　

3
.0

%
+
0
～

+
5

（
ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

1
L
）

5
0
0
m

l
砂

壌
土

～
埴

土
○ 1
L

○
○

○ 始
○ 前

○ 始
◎ 始

1
・
体

系
処

理
の

前
処

理
剤

と
し

て
用

い
る

。
○

ﾊ
ﾔ

ﾄﾞ
ﾘ
豆

つ
ぶ

2
5
0
※

新

1
4

ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾆ
ﾙ

　
3
.6

%
砂

壌
土

～
埴

土
○ 1
.5

L
○

5
0
0
m

l
田

植
同

時
散

布
可

○ 始
○

移
植

時
、

+
0
～

+
1
0

(ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

1
.5

L
)

○ 始
○ 期

・
注

３
（
付

着
薬

害
）
、

５
□

褐
変

○ 始
○ 前 ～ 始

◎ 1
.5

L
1

訂
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（（
３３
））
－－
２２
　　
販販
売売
数数
量量
がが
33
年年
連連
続続
しし
てて
55
00
00
hh
aaにに

満満
たた
なな
いい
剤剤
（（
掲掲
載載
かか
らら
55
年年
以以
上上
経経
過過
））

（（
２２
））
移移
植植
水水
稲稲
（（
苗苗
代代
））
、、
（（
３３
））
移移
植植
水水
稲稲
（（
本本
田田
・・
移移
植植
後後
土土
壌壌
処処
理理
））

番 号
指
導
参
考
年

新 規 ・ 改 訂

1
H
1
3

2
H
2
1

3
H
9

4
H
9

5
H
1
0

6
H
1
7

7
H
6

8
H
1
6

9
H
1
0

1
0

H
8

1
1

H
9

1
2

H
1
3

1
3

H
4

ﾜ
ﾝ
ﾍ
ﾞｽ
ﾄﾌ
ﾛ
ｱ
ﾌ
ﾞﾙ

H
8

ﾍ
ﾞｸ
ｻ
ｰ
ﾌ
ﾛ
ｱ
ﾌ
ﾞﾙ

K
P
P
-
3
1
4
L
･F

H
9

ﾊ
ﾟﾃ
ﾞﾎ
ｰ
ﾌ
ﾟ1
ｷ
ﾛ
粒
剤

K
U
H
-
9
4
2

ﾏ
ｰ
ｼ
ｪｯ
ﾄ1
ｷ
ﾛ
粒
剤

ﾌ
ﾞﾀ
ｸ
ﾛ
ｰ
ﾙ

H
1
5

S
L
-
9
7
0
･F

H
6

ｽ
ﾋ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾛ
ｱ
ﾌ
ﾞﾙ

K
P
P
-
2
0
1
1
･F

H
1
7

農
将
軍
ﾌ
ﾛ
ｱ
ﾌ
ﾞﾙ

Y
H
-
5
6
2
･F

H
1
0

H
2
5

ｱ
ｰ
ｸ
ｴ
ｰ
ｽ
粒
剤

K
H
-
1
8
3

H
1
4

K
P
P
-
2
0
0
8
E
W

H
2
3

ｼ
ｰ
ｾ
ﾞｯ
ﾄﾌ
ﾛ
ｱ
ﾌ
ﾞﾙ

ｼ
ｮｷ
ﾆ
ｰ
ﾌ
ﾛ
ｱ
ﾌ
ﾞﾙ

ｼ
ｮｯ
ｶ
ｰ
ﾌ
ﾛ
ｱ
ﾌ
ﾞﾙ

商
品
名

試
験
コ
ー
ド

防
除
ガ
イ
ド

初
掲
載
年

ｸ
ﾘ
ｱ
ﾎ
ｰ
ﾌ
ﾟﾌ
ﾛ
ｱ
ﾌ
ﾞﾙ

A
K
D
-
7
1
5
5
･F

ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ乳

剤

T
S
M
-
6
1
2
･F

K
U
H
-
9
5
8
･F

T
C
G
-
1
2
8
乳

H
9

H
9

H
6

N
S
K
-
8
5
9
･F

H
1
0

ｼ
ﾝ
ｳ
ﾁ
E
W
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（（
４４

））
移移

植植
水水

稲稲
（（
初初

期期
一一

発発
剤剤

））
使使

用用
上上

のの
注注

意意
事事

項項
注
１
：
オ
モ
ダ
カ
の
発
生
期
間
は
長
い
た
め
、
発
生
の
遅
い
も
の
に
は
効
果
を
示
さ
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
有
効
な
中
期
剤
又
は
後
期
剤
と
の
組
み
合
わ
せ
で
使
用
す
る
。

注
２
：
注
１
に
「
特
に
発
生
始
の
オ
モ
ダ
カ
を
対
象
と
す
る
場
合
は
、
有
効
な
一
発
処
理
剤
を
前
処
理
と
す
る
組
み
合
わ
せ
で
の
み
使
用
す
る
。
」
を
追
加
。

注
３
（
付
着
薬
害
）
：
稲
体
に
多
量
に
付
着
す
る
と
薬
害
を
生
ず
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
稲
体
に
付
着
し
な
い
よ
う
に
、
水
深
５
～
６
㎝
で
散
布
す
る
。

注
４
（
付
着
薬
害
）
：
薬
剤
散
布
用
ノ
ズ
ル
な
ど
を
使
用
し
て
霧
状
に
散
布
す
る
と
、
薬
剤
が
稲
に
付
着
し
て
薬
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
ノ
ズ
ル
散
布
は
避
け
る
。

注
５
（
付
着
薬
害
）
：
苗
が
水
没
す
る
よ
う
な
深
水
状
態
・
徒
長
苗
・
強
風
な
ど
で
流
れ
葉
が
あ
る
と
、
薬
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
注
意
す
る
。

注
６
：
藻
類
、
表
層
剥
離
の
著
し
い
水
田
で
は
効
果
の
劣
る
場
合
が
あ
る
。

注
７
：
水
深
５
～
６
cm
で
止
水
し
、
小
包
装
（
パ
ッ
ク
）
の
ま
ま
投
げ
入
れ
る
。

（（
４４
））
移移
植植
水水
稲稲
（（
初初
期期
一一
発発
剤剤
））

関
連

指
導

対
象

剤

ノ ビ エ

一 年 生 雑 草

マ ツ バ イ

ホ タ ル イ

ヘ ラ オ モ ダ カ

ウ リ カ ワ

ヒ ル ム シ ロ

エ ゾ ノ サ ヤ ヌ カ グ サ

セ リ
オ モ ダ カ

ミ ズ ア オ イ

ア ゼ ナ

コ ウ キ ヤ ガ ラ

藻 ・ 表 層 剥 離

（
含

有
の

有
効

成
分

が
同

一
で

剤
型

が
異

な
る

商
品

（
詳

し
く
は

掲
載

農
薬

一
覧

表
の

見
方

と
留

意
事

項
を

参
照

）
）

1
ｳ

ﾘ
ﾎ

ｽ
粒

剤
1
5

[S
W

-
9
0
7
H

]
ｼ
ﾞﾒ

ﾀ
ﾒ
ﾄﾘ

ﾝ
　

0
.2

%
ﾋ
ﾟﾗ

ｿ
ﾞﾚ

ｰ
ﾄ　

8
.0

%
ﾌ
ﾟﾚ

ﾁ
ﾗ
ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
　

1
.5

%
ﾍ

ﾞﾝ
ﾌ
ﾚ
ｾ

ｰ
ﾄ　

1
.5

%

+
5
～

+
1
0

(ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

1
.5

L
)

3
kg

壌
土

～
埴

土
○ 1
.5

L
○

○
○ 2
L ◎ 1
.5 L

○ 2
L

○ 2
L

○ 期
○ 2
L

◎ 1
L

○ 前
1

・
泥

炭
質

土
壌

で
の

ウ
リ

カ
ワ

に
は

効
果

が
劣

る
こ

と
が

あ
る

。
□

白
化

現
象

、
初

期
生

育
抑

制
、

下
葉

枯

2
ｳ

ﾘ
ﾎ

ｽ
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[H
S
W

-
9
5
1
･F

]
ｼ
ﾞﾒ

ﾀ
ﾒ
ﾄﾘ

ﾝ
　

0
.6

%
ﾋ
ﾟﾗ

ｿ
ﾞﾚ

ｰ
ﾄ　

1
8
.0

%
ﾌ
ﾟﾚ

ﾁ
ﾗ
ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
　

3
.0

%
ﾍ

ﾞﾝ
ﾌ
ﾚ
ｾ

ｰ
ﾄ　

3
.0

%

+
0
～

+
1
0

(ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

1
.5

L
)

1
,0

0
0
m

l
水

口
処

理
可

壌
土

～
埴

土
○ 1
.5

L
○

○
○ 2
L ◎ 2
L

 
○ 2
L

 
○ 2
L

◎ 1
L

○ 前
1

・
注

３
（
付

着
薬

害
）

□
白

化
現

象
、

初
期

生
育

抑
制

、
葉

の
黄

化
と

葉
枯

●
ｳ

ﾘ
ﾎ

ｽ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
 ※

[H
S
W

-
9
4
1
]

・
泥

炭
質

土
壌

で
の

ウ
リ

カ
ワ

に
は

効
果

が
劣

る
こ

と
が

あ
る

。
□

白
化

現
象

、
初

期
生

育
抑

制
、

下
葉

枯

3
ﾃ
ｯ
ｼ
ﾝ
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[K
U

H
-
2
2
1
・
F
]

ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾆ
ﾙ

　
3
.7

%
ﾌ
ｪﾝ

ｷ
ﾉ
ﾄﾘ

ｵ
ﾝ
　

5
.6

%
ﾍ

ﾞﾝ
ｽ

ﾙ
ﾌ
ﾛ
ﾝ
ﾒ
ﾁ
ﾙ

　
1
.4

%

+
0
～

+
1
0

(ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

1
.5

L
)

5
0
0
m

l
砂

壌
土

～
埴

土
○ 1
.5

L
○

○ 始
○ 始

○ 始
○ 期

○ 始
○ 前 ～ 矢 尻 1
L

◎ 4
L

1
改

4
葉

が
く
れ

1
ｷ

ﾛ
粒

剤
[B

A
H

-
1
1
0
4
]

ｼ
ｸ
ﾛ
ｽ

ﾙ
ﾌ
ｧ
ﾑ

ﾛ
ﾝ
　

0
.5

%
ﾌ
ﾟﾚ

ﾁ
ﾗ
ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
　

6
%

+
0
～

+
1
0

（
ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

1
.5

L
)

1
kg

壌
土

～
埴

土
○ 1
.5

L
○

○
○ 始

○ 始
○ 期

○ 始
1

○
か

ね
つ

ぐ
-
ﾗ
ｼ
ﾞｶ

ﾙ
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ

5
ﾎ

ｯ
ﾄｺ

ﾝ
ﾋ
ﾞﾌ

ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[S
B

-
5
3
1
・
F
]

ﾃ
ﾆ
ﾙ

ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
　

4
%
,

ﾍ
ﾞﾝ

ｿ
ﾞﾋ

ﾞｼ
ｸ
ﾛ
ﾝ
　

4
%

移
植

時
、

+
0
～

+
1
0

(ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

1
.5

L
)

5
0
0
m

l
田

植
同

時
散

布
可

３
０

０
ｍ

ｌ
少

量
散

布
可

砂
壌

土
～

埴
土

○ 1
.5

L
○

○
○ 始

○ 始
○ 期

◎ 1
.5

L
2本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項

と
薬

害
症

状

□
薬

害
症

状

新 規 ・ 改 訂

対
象

雑
草

と
処

理
限

界
番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

1
0
a当

た
り

使
用

量

使
用

時
期

土 壌 条 件
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（（
４４
））
－－
２２
　　
販販
売売
数数
量量
がが
33
年年
連連
続続
しし
てて
55
00
00
hh
aaにに

満満
たた
なな
いい
剤剤
（（
掲掲
載載
かか
らら
55
年年
以以
上上
経経
過過
））

（（
４４
））
移移
植植
水水
稲稲
（（
初初
期期
一一
発発
剤剤
））

番 号
指
導
参
考
年

新 規 ・ 改 訂

1
H
4

2
H
3

3
H
1
8

4
H
1
0

5
H
1
5

6
H
1
7

7
H
1
4

8
H
1
8

9
H
2
0

1
0

H
2
2

1
1

H
2
2

1
2

H
1
0

ｻ
ﾝ
ｼ
ｬ
ｲ
ﾝ
ﾌ
ﾛ
ｱ
ﾌ
ﾞﾙ

S
B
-
5
6
4

H
2
3

ｻ
ｽ
ｹ
-
ﾗ
ｼ
ﾞｶ
ﾙ
ｼ
ﾞｬ
ﾝ
ﾎ
ﾞ

B
A
G
-
0
3
2
･J

H
1
9

ﾈ
ﾋ
ﾞﾛ
ｽ
-
ﾗ
ｼ
ﾞｶ
ﾙ
ｼ
ﾞｬ
ﾝ
ﾎ
ﾞ

A
C
-
0
1
4
R
･J

H
1
5

ｲ
ﾉｰ
ﾊ
ﾞD
X
1
ｷ
ﾛ
粒
剤
7
5

N
B
A
-
1
3
1
a

H
1
6

ﾖ
ｼ
ｷ
ﾀ
ﾌ
ﾛ
ｱ
ﾌ
ﾞﾙ

S
S
T
-
4
0
3
・
F

H
2
0

ﾅ
ｲ
ｽ
ｼ
ｮｯ
ﾄｼ
ﾞｬ
ﾝ
ﾎ
ﾞ

S
W
-
9
6
5
･J

H
1
2

商
品
名

試
験
コ
ー
ド

防
除
ガ
イ
ド

初
掲
載
年

ﾜ
ﾝ
ﾍ
ﾞｽ
ﾄﾌ
ﾛ
ｱ
ﾌ
ﾞﾙ

S
L
-
9
7
0
･F

H
6

ｼ
ｰ
ｾ
ﾞｯ
ﾄﾌ
ﾛ
ｱ
ﾌ
ﾞﾙ

T
S
M
-
6
1
2
･F

H
4

ﾏ
ｷ
ｼ
-
M
X
1
ｷ
ﾛ
粒
剤

S
Y
J
-
1
6
7

H
2
3

ｶ
ﾐｵ
ﾝ
M
X
1
ｷ
ﾛ
粒
剤

S
Y
J
-
2
1
9

H
2
4

半
蔵
1
ｷ
ﾛ
粒
剤

B
A
H
-
0
4
1

H
2
4

ﾕ
ｰ
ﾄﾋ
ﾟｱ
1
ｷ
ﾛ
粒
剤

A
C
-
0
1
4
A

H
1
2
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（（
５５

））
移移

植植
水水

稲稲
（（
初初

中中
期期

一一
発発

剤剤
））

使使
用用

上上
のの

注注
意意

事事
項項

注
１
：
オ
モ
ダ
カ
の
発
生
期
間
は
長
い
た
め
、
発
生
の
遅
い
も
の
に
は
効
果
を
示
さ
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
有
効
な
中
期
剤
又
は
後
期
剤
と
の
組
み
合
わ
せ
で
使
用
す
る
。

注
２
：
藻
類
、
表
層
剥
離
の
著
し
い
水
田
で
は
効
果
の
劣
る
場
合
が
あ
る
。

注
３
（
付
着
薬
害
）
：
薬
剤
散
布
用
ノ
ズ
ル
な
ど
を
使
用
し
て
霧
状
に
散
布
す
る
と
、
薬
剤
が
稲
に
付
着
し
て
薬
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
ノ
ズ
ル
散
布
は
避
け
る
。

注
４
（
付
着
薬
害
）
：
手
振
り
散
布
で
は
、
で
き
る
だ
け
稲
に
薬
剤
が
付
着
し
な
い
よ
う
に
、
水
深
は
通
常
よ
り
や
や
深
く
し
た
う
え
、
使
用
晩
限
を
厳
守
す
る
。

注
５
：
抵
抗
性
イ
ヌ
ホ
タ
ル
イ
に
対
し
て
は
有
効
な
初
期
剤
と
組
み
合
わ
せ
移
植
後
2
0
日
ま
で
に
使
用
す
る
。

注
６
：
散
布
時
に
藻
類
・
表
層
剥
離
な
ど
の
浮
遊
物
が
多
い
と
部
分
的
な
薬
害
や
効
果
不
足
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

（（
５５

））
移移

植植
水水

稲稲
（（
初初

中中
期期

一一
発発

剤剤
））

関
連

指
導

対
象

剤

ノ ビ エ

一 年 生 雑 草

マ ツ バ イ

ホ タ ル イ

ヘ ラ オ モ ダ カ

ウ リ カ ワ

ヒ ル ム シ ロ

エ ゾ ノ サ ヤ ヌ カ

グ サ
セ リ

オ モ ダ カ

ミ ズ ア オ イ

ア ゼ ナ

コ ウ キ ヤ ガ ラ

藻 ･ 表 層 剥 離

（
含

有
の

有
効

成
分

が
同

一
で

剤
型

が
異

な
る

商
品

（
詳

し
く

は
掲

載
農

薬
一

覧
表

の
見

方
と

留
意

事
項

を
参

照
）
）

1
ｱ

ｼ
ｭ
ﾗ
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[K
Y
H

-
1
6
0
1
･F

]
ﾄﾘ

ｱ
ﾌ
ｧ
ﾓ
ﾝ
　

0
.9

6
%

ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾆ
ﾙ

　
3
.8

%
ﾍ

ﾞﾝ
ｿ
ﾞﾋ

ﾞｼ
ｸ
ﾛ
ﾝ
　

3
.8

%

+
0
～

+
2
5
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

3
L
)

5
0
0
m

l
水

口
処

理
可

壌
土

～
埴

土
○ 3
L

○
○

○ 2
L

○ 3
L

○ 2
L

○ 期
○ 2
L

○ 前

○
前

～
始

、
始

～
矢

尻
葉 3
L

◎ 1
L

1
・
オ

モ
ダ

カ
防

除
は

有
効

な
剤

と
の

組
み

合
わ

せ
で

実
施

す
る

。
前

処
理

剤
（
始

～
矢

3
L
）
、

後
処

理
剤

（
前

～
始

）

○
ｱ

ｼ
ｭ
ﾗ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
○

ｱ
ｼ
ｭ
ﾗ
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ
○

ｱ
ｼ
ｭ
ﾗ
4
0
0
F
G

2
ｱ

ｯ
ﾊ

ﾟﾚ
Z
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[K
Y
H

-
1
3
0
1
･F

]
ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾆ
ﾙ

　
3
.7

%
ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾘ

ｽ
ﾙ

ﾌ
ﾛ
ﾝ
　

1
.7

%
ﾌ
ﾞﾛ

ﾓ
ﾌ
ﾞﾁ

ﾄﾞ
　

1
6
.8

%

+
3
～

+
2
0
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

2
.5

L
)

(但
し

、
移

植
後

3
0
日

ま
で

) 
5
0
0
m

l
水

口
処

理
可

砂
壌

土
～

埴
土

○ 2
.5

L
○

○
○ 2
L

○ 2
L

○ 2
L

○ 期
○ 2
L

○ 始
○ 前 ～ 始

◎ 1
L

◎ 2
.5

L
○ 始

○ 前
1

○
ｱ

ｯ
ﾊ

ﾟﾚ
Z
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
○

ｱ
ｯ
ﾊ

ﾟﾚ
Z
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ
○

ｱ
ｯ
ﾊ

ﾟﾚ
Z
 4

0
0
F
G

3
ｱ

ｰ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟﾌ

ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[M
IH

-
1
3
1
･F

]
ﾋ
ﾟﾗ

ｿ
ﾞﾚ

ｰ
ﾄ　

1
8
.2

%
ﾍ

ﾞﾝ
ｿ
ﾞﾋ

ﾞｼ
ｸ
ﾛ
ﾝ
　

3
.6

%
ﾒ
ﾀ
ｿ
ﾞｽ

ﾙ
ﾌ
ﾛ
ﾝ
　

1
.1

%

+
3
～

+
1
5
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

2
L
)

(但
し

、
移

植
後

3
0
日

ま
で

) 
5
0
0
m

l
水

口
処

理
可

壌
土

～
埴

土
○ 2
L

○
○

○ 2
L

○ 2
L

○ 始
○ 期

○ 始
○ 前 ～ 始

◎ 1
Ｌ

◎ 2
L

○ 前
1

●
ｱ

ｰ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ1

ｷ
ﾛ
粒

剤
※

●
ｱ

ｰ
ﾙ

ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟｼ

ﾞｬ
ﾝ
ﾎ

ﾞ※

4
ｲ
ｯ
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[N
H

-
0
5
1
(H

)･
F
]

ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾆ
ﾙ

　
4
.0

%
ﾌ
ﾞﾛ

ﾓ
ﾌ
ﾞﾁ

ﾄﾞ
　

1
8
.0

%
ﾍ

ﾞﾝ
ｽ

ﾙ
ﾌ
ﾛ
ﾝ
ﾒ
ﾁ
ﾙ

　
1
.4

%

移
植

時
+
0
～

+
1
5
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

2
L
)

(但
し

、
移

植
後

3
0
日

ま
で

) 

5
0
0
m

l
田

植
同

時
処

理
可

砂
壌

土
～

埴
土

○ 2
L

○
○

○ 2
L

○ 2
L

○ 2
L

○ 期
○ 2
L

○ 始
○ 始

◎ 2
L

○ 前
1

・
注

１
、

３
（
付

着
薬

害
）

□
初

期
生

育
抑

制
、

褐
変

●
ｲ
ｯ
ﾎ

ﾟﾝ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
7
5

●
ｲ
ｯ
ﾎ

ﾟﾝ
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ※
・
注

１
、

２
　

　
□

同
左

5
ｲ
ﾈ

ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞﾌ

ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[S
W

-
0
6
2
･F

]
ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾆ
ﾙ

　
3
.6

%
ﾋ
ﾟﾗ

ｿ
ﾞﾚ

ｰ
ﾄ　

2
0
.0

%
ﾍ

ﾞﾝ
ｿ
ﾞﾋ

ﾞｼ
ｸ
ﾛ
ﾝ
　

4
.0

%

移
植

時
、

+
0
～

+
1
5
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

2
L
)

5
0
0
m

l
田

植
同

時
処

理
可

砂
壌

土
～

埴
土

○ 2
L

○
○

○ 2
L

○ 2
L

○ 始
○ 期

○ 前 ～ 始

◎ 1
L

◎ 2
L

1
・
注

１
、

３
（
付

着
薬

害
）

□
初

期
生

育
抑

制
、

褐
変

●
ｲ
ﾈ

ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞ1

ｷ
ﾛ
粒

剤
 ※

・
注

１
□

同
左

●
ｲ
ﾈ

ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞｼ

ﾞｬ
ﾝ
ﾎ

ﾞ 
※

□
同

左

6
ｳ

ﾙ
ﾃ
ｨﾓ

Z
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[M
IH

-
1
4
2
･F

]
ｼ
ｸ
ﾛ
ﾋ
ﾟﾘ

ﾓ
ﾚ
ｰ

ﾄ 
5
.5

%
ﾋ
ﾟﾗ

ｿ
ﾞﾚ

ｰ
ﾄ 

1
1
.0

%
ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾘ

ｽ
ﾙ

ﾌ
ﾛ
ﾝ
 1

.6
5
%

+
5
～

+
2
0
(ノ

ビ
エ

2
.5

L
)

5
0
0
m

l
砂

壌
土

～
埴

土
○ 2
.5

L
○

○
○ 2
L

○ 2
L

○ 2
L

○ 期
○ 2
L

○ 始
○ 前 ～ 始

◎ 5
L

◎ 2
.5

L
1

7
ｴ
ﾝ
ﾍ

ﾟﾗ
ｰ

ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[K
U

H
-
1
5
1
･F

]
ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾆ
ﾙ

　
3
.7

%
ﾋ
ﾟﾘ

ﾐﾉ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ
ﾒ
ﾁ
ﾙ

　
1
.4

％
ﾌ
ｪﾝ

ｷ
ﾉ
ﾄﾘ

ｵ
ﾝ
　

5
.6

％

+
0
～

+
2
0
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

2
.5

L
)

但
し

、
移

植
後

3
0
日

ま
で

5
0
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つ
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ﾝ
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ｼ
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ﾝ
ﾎ
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※

○
ｴ
ﾝ
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ﾛ
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験
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る
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験
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雑
草
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理
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注
意

事
項

と
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害
症

状

□
薬

害
症

状

8
ｵ

ｲ
ｶ
ｾ

ﾞZ
2
5
0
F
G

[K
Y
H

-
2
1
0
4
]

ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾆ
ﾙ

　
8
.0

%
ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾘ

ｽ
ﾙ

ﾌ
ﾛ
ﾝ
　

3
.6

%
+
3
～

+
2
5
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

3
.0

L
、

但
し

、
砂

壌
土

は
2
.5

L
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 但
し

、
収

穫
6
0
日

前
ま

で

2
5
0
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砂
壌

土
～

埴
土

○ 3
L

○
○

○ 3
L

○ 3
L

○ 3
L

○ 期
○ 2
L

○ 期
◎ 2
L

1
・
注

６
・
5
c
m

程
度

の
水

深
で

散
布

す
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。
□

初
期

生
育

抑
制
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変

○
ｵ

ｲ
ｶ
ｾ
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ﾌ
ﾛ
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ﾌ
ﾞﾙ
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3
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日

ま
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ｵ
ｲ
ｶ
ｾ

ﾞZ
1
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剤
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ｵ
ｲ
ｶ
ｾ
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ﾝ
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(収
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6
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改

9
ｾ

ﾝ
ﾒ
ﾂ
Z
ﾌ
ﾛ
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ﾞﾙ
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Y
H

-
2
0
0
2
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

]
ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾆ
ﾙ
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.8

%
ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾘ

ｽ
ﾙ

ﾌ
ﾛ
ﾝ
 1
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%

ｼ
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ｽ
ﾙ

ﾌ
ｧ
ｾ
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2
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%
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3
～
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2
L
)

但
し

、
移

植
後

3
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L
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○
○
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L
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○
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○
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F
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ｶ
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ﾙ
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ﾝ
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ﾌ
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ﾝ
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○

○ 3
L

○ 3
L

○ 2
L

○ 期
○ 始

○ 始
◎ 1
L

1
○

ｶ
ｳ

ﾝ
ｼ
ﾙ
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ﾟﾘ
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ﾛ
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ﾙ
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ﾞﾙ
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ﾓ
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ﾉ
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○
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ﾝ
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1
2
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ﾝ
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ﾌ
ﾛ
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ﾞﾙ

［
K
Y
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1
8
0
2
］
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ﾉ
ﾋ
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植
後

3
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）

5
0
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土
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埴
土
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L
○

○
○ 2
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L

1
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注

３
○

ｶ
ﾞﾂ

ﾝ
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1
ｷ
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○
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ﾞﾂ
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ﾙ
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ﾝ
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ﾞ
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ﾞﾙ

[K
U

H
-
0
7
2
K
･F

]
ﾌ
ｪﾉ
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ﾙ
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○
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ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ
[K

U
H

-
2
0
3
ｼ
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ﾐｽ
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ﾄﾞ
　

3
6
.0

%

+
3
～

+
2
0
（
ﾉ
ﾋ
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縁
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5
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○ 2
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◎ 2
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5
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散
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注
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ﾝ
1
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ﾛ
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剤
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ｲ
ｯ
ｾ

ﾝ
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2
5
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1
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ﾓ
ﾝ
ﾌ
ﾛ
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ﾞﾙ
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-
9
6
6
3
]
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ﾌ
ﾟﾌ

ｪﾝ
ｶ
ﾙ

ﾊ
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ﾞﾝ
　

4
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％
ｲ
ﾏ
ｿ
ﾞｽ

ﾙ
ﾌ
ﾛ
ﾝ
　

1
.7

％
ﾌ
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ﾓ
ﾌ
ﾞﾁ

ﾄﾞ
　

1
6
.7

％
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0
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2
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)
5
0
0
ｍ

ｌ
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土
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埴
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○
○

○ 2
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○ 期

○ 始
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1
●

ｺ
ﾞｴ

ﾓ
ﾝ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
●

ｺ
ﾞｴ

ﾓ
ﾝ
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ

1
7

ｺ
ﾒ
ｯ
ﾄ顆

粒
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C
-
6
3
1
]

ﾃ
ﾌ
ﾘ
ﾙ

ﾄﾘ
ｵ

ﾝ
　

2
5
.0

%
ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾆ
ﾙ

　
2
5
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%
ﾒ
ﾀ
ｿ
ﾞｽ

ﾙ
ﾌ
ﾛ
ﾝ
　

7
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%

+
5
～

+
1
5
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ﾋ
ﾞｴ

2
L
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し
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植
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3
0
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ま
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)
8
0
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布

液
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5
0
0
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口
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理
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壌
土

～
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○
○

○ 2
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1
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8
0
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薬
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5
0
0
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●
ｺ
ﾒ
ｯ
ﾄｼ
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ﾝ
ﾎ

ﾞ　
※
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縁
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ﾙ
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ﾌ
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ｇ
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ｸ
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ﾚ
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～
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用

す
る

。
（

後
処

理
剤

と
の

組
合

せ
）

○
ｼ
ﾞｪ

ｲ
ｿ
ｳ

ﾙ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
○

ｼ
ﾞｪ

ｲ
ｿ
ｳ

ﾙ
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ

2
0

ｼ
ﾞｪ

ｲ
ﾌ
ﾚ
ﾝ
ﾄﾞ

ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[K
Y
H

-
1
4
0
1
F
L
･F

]
ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾆ
ﾙ

　
3
.8

%
ﾃ
ﾌ
ﾘ
ﾙ

ﾄﾘ
ｵ

ﾝ
　

5
.7

%
ｵ

ｷ
ｻ

ｼ
ﾞｸ

ﾛ
ﾒ
ﾎ

ﾝ
　

0
.5

7
%

+
5
～

+
1
5
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

2
L
)

（
但

し
、

移
植

後
3
0
日

ま
で

）
5
0
0
m

l
壌

土
～

埴
土

○ 2
L

○
○ 2
L

○ 2
L

○ 2
L

○ 期
○ 始

◎ 1
L

◎ 2
L

1
・
散

布
後

の
低

温
条

件
に

よ
り

薬
害

が
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
。

●
ｼ
ﾞｪ

ｲ
ﾌ
ﾚ
ﾝ
ﾄﾞ

1
ｷ

ﾛ
粒

剤

2
1

ｼ
ﾞｬ

ｲ
ﾛ
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[H
O

K
-
1
4
0
1
F
L
･F

]
ｲ
ﾌ
ﾟﾌ

ｪﾝ
ｶ
ﾙ

ﾊ
ﾞｿ

ﾞﾝ
　

4
.5

%
ﾍ

ﾞﾝ
ｿ
ﾞﾋ

ﾞｼ
ｸ
ﾛ
ﾝ
　

5
.4

%
ﾍ

ﾞﾝ
ｿ
ﾞﾌ

ｪﾅ
ｯ
ﾌ
ﾟ　

1
4
.3

%

+
0
～

+
1
5
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

2
L
)

（
但

し
、

移
植

後
3
0
日

ま
で

）
5
0
0
m

l
砂

壌
土

～
埴

土
○ 2
L

○
○

○ 2
L

○ 2
L

○ 始
○ 期

○ 2
L

○ 前 ～ 始

◎ 1
L

◎ 2
L

1
・
注

１
○

ｼ
ﾞｬ

ｲ
ﾛ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤

2
2

ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾀ
ﾞﾙ

ﾑ
M

X
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ
[S

Y
J
-
2
9
1
]

ﾋ
ﾟﾘ

ﾌ
ﾀ
ﾘ
ﾄﾞ

　
7
.2

%
ﾒ
ｿ
ﾄﾘ

ｵ
ﾝ
　

3
.6

%
ﾋ
ﾟﾘ

ﾐｽ
ﾙ

ﾌ
ｧ
ﾝ
　

2
.0

%

+
3
～

+
2
5
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

3
L
)

（
但

し
、

移
植

後
3
0
日

ま
で

）
2
5
0
g（

2
5
g×

1
0

個
）

砂
壌

土
～

埴
土

○ 3
L

○
○

○ 3
L

○ 2
L

○ 期
○ 始

◎ 2
L

1
・
注

１
・
注

６
・
5
c
m

程
度

の
水

深
で

散
布

す
る

。

○
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾀ
ﾞﾙ

ﾑ
M

X
豆

つ
ぶ

○
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾀ
ﾞﾙ

ﾑ
M

X
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
訂

2
3

ｼ
ﾞｬ

ｽ
ﾀ
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[M
IH

-
1
6
2
･F

]
ｼ
ｸ
ﾛ
ﾋ
ﾟﾘ

ﾓ
ﾚ
ｰ

ﾄ 
5
.5

%
ﾄﾘ

ｱ
ﾌ
ｧ
ﾓ
ﾝ
 0

.9
%

ﾋ
ﾟﾗ

ｿ
ﾞﾚ

ｰ
ﾄ 

1
1
.0

%

+
0
～

+
2
5
(ノ

ビ
エ

3
L
)

（
砂

壌
土

は
+
5
か

ら
）

5
0
0
m

l
水

口
処

理
可

能
砂

壌
土

～
埴

土
○ 3
L

○
○

○ 3
L

○ 3
L

○ 2
L

○ 期
○ 2
L

○ 始
○ 矢 尻 葉 1
L

◎ 5
L

1
・
オ

モ
ダ

カ
防

除
は

有
効

な
剤

と
の

組
合

せ
で

使
用

す
る

。
（
前

処
理

剤
ま

た
は

後
処

理
剤

と
の

組
合

せ
）

○
ｼ
ﾞｬ

ｽ
ﾀ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
○

ｼ
ﾞｬ

ｽ
ﾀ
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ
○

ｼ
ﾞｬ

ｽ
ﾀ
4
0
0
F
G

2
4

ｼ
ﾝ
ｹ

ﾞｷ
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

［
K
U

H
-
2
0
2
・
F
］

ﾌ
ｪﾝ

ｷ
ﾉ
ﾄﾘ

ｵ
ﾝ
　

5
.6

%
ﾌ
ｪﾝ

ﾄﾗ
ｻ

ﾞﾐ
ﾄﾞ

　
5
.6

%
+
0
～

+
1
0

(ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

1
.5

L
)

5
0
0
m

l
砂

壌
土

～
埴

土
○ 1
.5

L
○

○
○ 2
L

○ 始
○ 始

○ 期
◎ 4
L

1

2
5

ｼ
ﾝ
ｽ

ﾞｲ
Z
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

［
K
U

H
ｰ

1
8
1
］

ｵ
ｷ

ｻ
ｼ
ﾞｸ

ﾛ
ﾒ
ﾎ

ﾝ
　

　
　

1
.1

%
ﾌ
ｪﾝ

ｷ
ﾉ
ﾄﾘ

ｵ
ﾝ
　

　
　

  
5
.4

%
ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾘ

ｽ
ﾙ

ﾌ
ﾛ
ﾝ
 　

　
 1

.6
%

ﾌ
ﾞﾛ

ﾓ
ﾌ
ﾞﾁ

ﾄﾞ
　

　
　

　
 1

6
.1

%

+
3
～

+
2
5

(ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

3
L
)

5
0
0
m

l/
1
0
a

砂
壌

土
～

埴
土

○ 3
L

○
○

○ 3
L

○ 3
L

○ 2
L

○ 期
○ 2
L

○ 始
○ 前 ～ 始

◎ 3
L

1
○

ｼ
ﾝ
ｽ

ﾞｲ
Z
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
○

ｼ
ﾝ
ｽ

ﾞｲ
Z
豆

つ
ぶ

2
5
0

○
ｼ
ﾝ
ｽ

ﾞｲ
Z
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ

追 ・ 訂

2
6

ｽ
ﾄﾚ

ﾝ
ｸ
ﾞｽ

1
ｷ

ﾛ
粒

剤
[B

C
H

-
1
9
1
]

ﾃ
ﾌ
ﾘ
ﾙ

ﾄﾘ
ｵ

ﾝ
　

3
.0

%
ﾄﾘ

ｱ
ﾌ
ｧ
ﾓ
ﾝ
　

0
.5

%
ﾌ
ﾛ
ﾙ

ﾋ
ﾟﾗ

ｳ
ｷ

ｼ
ﾌ
ｪﾝ

ﾍ
ﾞﾝ

ｼ
ﾞﾙ

0
.4

5
%

+
5
～

+
2
5
（
ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

3
L
）

（
但

し
、

移
植

後
3
0
日

ま
で

）
1
kg

砂
壌

土
～

埴
土

○ 3
L

○
○

○ 3
L

○ 3
L

○ 期
○ 4
L

○ 始
◎ 4
L

2
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（（
５５

））
移移

植植
水水

稲稲
（（
初初

中中
期期

一一
発発

剤剤
））

関
連

指
導

対
象

剤

ノ ビ エ

一 年 生 雑 草

マ ツ バ イ

ホ タ ル イ

ヘ ラ オ モ ダ カ

ウ リ カ ワ

ヒ ル ム シ ロ

エ ゾ ノ サ ヤ ヌ カ

グ サ
セ リ

オ モ ダ カ

ミ ズ ア オ イ

ア ゼ ナ

コ ウ キ ヤ ガ ラ

藻 ･ 表 層 剥 離

（
含

有
の

有
効

成
分

が
同

一
で

剤
型

が
異

な
る

商
品

（
詳

し
く

は
掲

載
農

薬
一

覧
表

の
見

方
と

留
意

事
項

を
参

照
）
）

対
象

雑
草

と
処

理
限

界
本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項

と
薬

害
症

状

□
薬

害
症

状

新 規 ・ 改 訂

毒 性
番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

時
期

使
用

方
法

及
び

1
0
a当

た
り

使
用

量

土 壌 条 件

2
7

ｾ
ﾞｱ

ｽ
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[N
C

-
6
5
5
・
F
]

ｵ
ｷ

ｻ
ｼ
ﾞｸ

ﾛ
ﾒ
ﾎ

ﾝ
　

0
.8

%
ｼ
ﾞﾒ

ｽ
ﾙ

ﾌ
ｧ
ｾ

ﾞｯ
ﾄ　

3
.0

%
ﾋ
ﾟﾗ

ﾛ
ｸ
ﾛ
ﾗ
ﾆ
ﾙ

　
4
.0

%

+
0
～

+
1
5
（
ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

2
L
）

（
但

し
、

移
植

後
3
0
日

ま
で

）
5
0
0
m

l
砂

壌
土

～
埴

土
○ 2
L

○
○

○ 2
L

○ 始
○ 始

◎ 1
L

1
●

ｾ
ﾞｱ

ｽ
顆

粒
※

・
水

口
処

理
可

能
・
6
0
g(

5
0
0
m

L
)水

希
釈

し
て

湛
水

散
布 ○

ｾ
ﾞｱ

ｽ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
○

ｾ
ﾞｱ

ｽ
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ
○

ｾ
ﾞｱ

ｽ
ｴ
ｱ

ｰ
粒

剤

追

2
8

ｾ
ﾞｰ

ﾀ
ﾀ
ｲ
ｶ
ﾞｰ

ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[S
-
9
4
7
7
･F

]
●

ｾ
ﾞｰ

ﾀ
ﾀ
ｲ
ｶ
ﾞｰ

1
ｷ

ﾛ
粒

剤
※

●
ｾ

ﾞｰ
ﾀ
ﾀ
ｲ
ｶ
ﾞｰ

ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ※

2
9

ﾄﾞ
ﾗ
ｺ
ﾞﾝ

ﾎ
ｰ

ｸ
Z
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[S
-
9
4
7
7
-
F
]

3
0

ｾ
ﾞｰ

ﾀ
ｼ
ﾞｬ

ｶ
ﾞｰ

ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[S
-
9
2
2
6
]

ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾘ

ｽ
ﾙ

ﾌ
ﾛ
ﾝ
 1

.7
%

ﾍ
ﾟﾝ

ﾄｷ
ｻ

ｿ
ﾞﾝ

 3
.8

%
ﾌ
ｪﾝ

ｷ
ﾉ
ﾄﾘ

ｵ
ﾝ
 5

.7
%

+
3
～

+
2
5
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

3
L
) 

5
0
0
m

l
砂

壌
土

～
埴

土
 

○ 3
L

○
○

○ 3
L

○ 3
L

○ 期
○ 2
L

○ 前
○ 始

◎ 3
L

1
○

ｾ
ﾞｰ

ﾀ
ｼ
ﾞｬ

ｶ
ﾞｰ

1
ｷ

ﾛ
粒

剤
○

ｾ
ﾞｰ

ﾀ
ｼ
ﾞｬ

ｶ
ﾞｰ

ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ

3
1

ｾ
ﾞｰ

ﾀ
ﾌ
ｧ
ｲ
ﾔ

ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[S
-
9
0
5
8
･F

]

ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾘ

ｽ
ﾙ

ﾌ
ﾛ
ﾝ
　

1
.7

%
ﾌ
ﾞﾛ

ﾓ
ﾌ
ﾞﾁ

ﾄﾞ
　

1
6
.8

%
+
5
～

+
2
0
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

2
.5

L
) 

5
0
0
m

l
砂

壌
土

～
埴

土
 

○ 2
.5 L

○
○

○ 3
L

○ 3
L

○ 2
L

○ 期
○ 始

○ 前 ～ 始

◎ 1
L

◎ 2
.5 L

1
・
注

１
●

ｾ
ﾞｰ

ﾀ
ﾌ
ｧ
ｲ
ﾔ

1
ｷ

ﾛ
粒

剤
●

ｾ
ﾞｰ

ﾀ
ﾌ
ｧ
ｲ
ﾔ

ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ※
・
注

２
・
5
c
m

程
度

の
水

深
で

散
布

す
る

。

3
2

ｾ
ﾞｰ

ﾀ
ﾌ
ﾟﾗ

ｽ
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[S
-
9
4
5
6
･Ｆ

]
ﾌ
ｪﾝ

ｷ
ﾉ
ﾄﾘ

ｵ
ﾝ
　

5
.8

%
ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾘ

ｽ
ﾙ

ﾌ
ﾛ
ﾝ
1
.7

%
+
3
～

+
3
0
2
5
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

3
.5

3
L
) 

(砂
壌

土
は

ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

3
L
ま

で
)

5
0
0
m

l
砂

壌
土

～
埴

土
 

○ 3
.5

L
3
L

○
○

○ 3
L

○ 3
L

○ 期
○ 2
L

○ 前
○ 始

◎ 3
L

1
・
注

６
・
5
c
m

程
度

の
水

深
で

散
布

す
る

。

○
ｾ

ﾞｰ
ﾀ
ﾌ
ﾟﾗ

ｽ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
○

ｾ
ﾞｰ

ﾀ
ﾌ
ﾟﾗ

ｽ
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

改

3
3

ﾀ
ﾞﾝ

ｸ
ｼ
ｮｯ

ﾄﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

［
S
B

-
6
1
4
]

ｶ
ﾌ
ｪﾝ

ｽ
ﾄﾛ

ｰ
ﾙ

　
5
.7

％
ﾍ

ﾞﾝ
ｿ
ﾞﾋ

ﾞｼ
ｸ
ﾛ
ﾝ
3
.8

%
ﾌ
ﾛ
ﾙ

ﾋ
ﾟﾗ

ｳ
ｷ

ｼ
ﾌ
ｪﾝ

ﾍ
ﾞﾝ

ｼ
ﾞﾙ

0
.9

4
％

+
3
～

+
1
5
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

2
L
)

（
但

し
、

移
植

後
3
0
日

ま
で

）
5
0
0
m

l
砂

壌
土

～
埴

土
○ 2
L

○
○

○ 2
L

○ 2
L

○ 2
L

○ 期
○ 2
L

○ 始
○ 始 ～ 1
0

ｃ
ｍ

◎ 5
L

1
・
オ

モ
ダ

カ
防

除
は

有
効

な
剤

と
の

組
合

せ
で

使
用

す
る

。
（
前

処
理

剤
ま

た
は

後
処

理
剤

と
の

組
合

せ
）

3
4

ﾃ
ﾞﾙ

ﾀ
ｱ

ﾀ
ｯ
ｸ
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[K
Y
H

-
0
9
0
1
･F

]
ｲ
ﾏ
ｿ
ﾞｽ

ﾙ
ﾌ
ﾛ
ﾝ
　

1
.7

%
ｵ

ｷ
ｻ

ｼ
ﾞｸ

ﾛ
ﾒ
ﾎ

ﾝ
　

0
.5

6
%

ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾆ
ﾙ

　
3
.7

%
ﾌ
ﾞﾛ

ﾓ
ﾌ
ﾞﾁ

ﾄﾞ
　

1
6
.3

%

移
植

時
、

+
0
～

+
1
5
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

2
L
) 

5
0
0
m

l
水

口
処

理
可

田
植

同
時

処
理

可

砂
壌

土
～

埴
土

○ 2
L

○
○

○ 2
L

○ 2
L

○ 2
L

○ 期
○ 2
L

○ 始
○ 前 ～ 始

◎ 2
L

◎ 2
L

○ 始
1

・
注

１
、

３
（
付

着
薬

害
）

・
浅

植
え

、
植

付
け

精
度

不
良

等
で

根
が

露
出

す
る

と
薬

害
を

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

。
□

初
期

生
育

抑
制

、
褐

変

〇
ﾃ
ﾞﾙ

ﾀ
ｱ

ﾀ
ｯ
ｸ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
 ※

・
注

１
　

　
□

同
左

〇
ﾃ
ﾞﾙ

ﾀ
ｱ

ﾀ
ｯ
ｸ
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ 
※

・
注

１
　

　
□

同
左

3
5

ﾄｯ
ﾌ
ﾟｶ

ﾞﾝ
R

ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

（
旧

商
品

名
：
ﾄｯ

ﾌ
ﾟｶ

ﾞﾝ
ﾌ

ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

）
[K

U
H

-
9
8
5
･F

]

ﾋ
ﾟﾘ

ﾐﾉ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ
ﾒ
ﾁ
ﾙ

　
0
.8

3
%

ﾍ
ﾟﾝ

ﾄｷ
ｻ

ｿ
ﾞﾝ

　
2
.8

%
ﾌ
ﾞﾛ

ﾓ
ﾌ
ﾞﾁ

ﾄﾞ
　

1
7
.0

%
ﾍ

ﾞﾝ
ｽ

ﾙ
ﾌ
ﾛ
ﾝ
ﾒ
ﾁ
ﾙ

　
1
.3

%

+
5
～

+
2
0
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

2
.5

L
) 

5
0
0
m

l
砂

壌
土

～
埴

土
○ 2
.5 L

○
○

◎ 2
L

○ 2
L

○ 2
L

○ 期
○ 始

 
○ 前

1
・
注

３
（
付

着
薬

害
）

□
葉

鞘
褐

変
●

ﾄ
ｯ
ﾌ
ﾟｶ

ﾞﾝ
R

1
ｷ

ﾛ
粒

剤
（
旧

商
品

名
：
ﾄｯ

ﾌ
ﾟｶ

ﾞﾝ
G

T
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
7
5
）
※

□
同

左
●

ﾄ
ｯ
ﾌ
ﾟｶ

ﾞﾝ
R

豆
つ

ぶ
2
5
0
（
旧

商
品

名
：
ﾄｯ

ﾌ
ﾟｶ

ﾞﾝ
2
5
0
ｸ
ﾞﾗ

ﾑ
）
 ※

□
同

左
●

ﾄ
ｯ
ﾌ
ﾟｶ

ﾞﾝ
R

ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ（
旧

商
品

名
：

ﾄｯ
ﾌ
ﾟｶ

ﾞﾝ
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ）
 ※

 ・
注

２

○ 2
L

1
・
注

１
○ 始

○ 前 ～ 始

◎ 始
◎ 2
.5 L

砂
壌

土
～

埴
土

○ 2
.5 L

○
○

○ 2
L

○ 2
L

○ 2
L

○ 期
ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾘ

ｽ
ﾙ

ﾌ
ﾛ
ﾝ
　

1
.7

%
ﾌ
ﾞﾌ

ﾟﾛ
ﾓ
ﾌ
ﾞﾁ

ﾄﾞ
　

1
6
.8

%
ﾍ

ﾟﾝ
ﾄｷ

ｻ
ｿ
ﾞﾝ

　
3
.7

%

+
3
～

+
2
0
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

2
.5

L
)

（
但

し
、

移
植

後
3
0
日

ま
で

）
5
0
0
m

l
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（（
５５

））
移移

植植
水水

稲稲
（（
初初

中中
期期

一一
発発

剤剤
））

関
連

指
導

対
象

剤

ノ ビ エ

一 年 生 雑 草

マ ツ バ イ

ホ タ ル イ

ヘ ラ オ モ ダ カ

ウ リ カ ワ

ヒ ル ム シ ロ

エ ゾ ノ サ ヤ ヌ カ

グ サ
セ リ

オ モ ダ カ

ミ ズ ア オ イ

ア ゼ ナ

コ ウ キ ヤ ガ ラ

藻 ･ 表 層 剥 離

（
含

有
の

有
効

成
分

が
同

一
で

剤
型

が
異

な
る

商
品

（
詳

し
く

は
掲

載
農

薬
一

覧
表

の
見

方
と

留
意

事
項

を
参

照
）
）

対
象

雑
草

と
処

理
限

界
本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項

と
薬

害
症

状

□
薬

害
症

状

新 規 ・ 改 訂

毒 性
番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

時
期

使
用

方
法

及
び

1
0
a当

た
り

使
用

量

土 壌 条 件

3
6

ﾄﾘ
ﾆ
ﾃ
ｨﾌ

ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

（
旧

商
品

名
：
ｶ
ﾁ
ﾎ

ﾞｼ
ﾌ
ﾛ

ｱ
ﾌ
ﾞﾙ

）
[H

O
K
-
1
0
0
2
･F

]

ｲ
ﾌ
ﾟﾌ

ｪﾝ
ｶ
ﾙ

ﾊ
ﾞｿ

ﾞﾝ
　

5
.0

%
ﾃ
ﾌ
ﾘ
ﾙ

ﾄﾘ
ｵ

ﾝ
　

4
.0

%
ﾍ

ﾞﾝ
ｽ

ﾙ
ﾌ
ﾛ
ﾝ
ﾒ
ﾁ
ﾙ

　
1
.4

%

+
5
～

+
1
5
（
ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

2
L
）

5
0
0
m

l
砂

壌
土

～
埴

土
○ 2
L

○
○

○ 2
L

○ 2
L

○ 2
L

○ 期
○ 始

○ 前 ～ 始

◎ 1
.5

L
1

・
注

１
、

３
（
付

着
薬

害
）
、

４
（
付

着
薬

害
）

・
著

し
い

低
温

が
続

く
場

合
は

生
育

抑
制

が
生

じ
る

場
合

が
あ

る
□

初
期

生
育

抑
制

、
白

化
現

象

●
ﾄﾘ

ﾆ
ﾃ
ｨ1

ｷ
ﾛ
粒

剤
※

（
旧

商
品

名
：
ｶ
ﾁ
ﾎ

ﾞｼ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
）

●
ﾄﾘ

ﾆ
ﾃ
ｨｼ

ﾞｬ
ﾝ
ﾎ

ﾞ※
（
旧

商
品

名
：
ｶ
ﾁ
ﾎ

ﾞｼ
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ）

3
7

ﾊ
ｰ

ﾃ
ﾞｨ

1
ｷ

ﾛ
粒

剤
[N

C
-
6
0
9
]

ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾆ
ﾙ

　
2
.0

%
ﾋ
ﾟﾗ

ｿ
ﾞｽ

ﾙ
ﾌ
ﾛ
ﾝ
ｴ
ﾁ
ﾙ

　
0
.3

%
ﾌ
ﾞﾀ

ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
　

7
.5

%
ﾍ

ﾞﾝ
ｿ
ﾞﾋ

ﾞｼ
ｸ
ﾛ
ﾝ
　

2
.0

%

移
植

時
、

+
0
～

+
2
0
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

2
.5

L
) 

1
kg

田
植

同
時

散
布

可
砂

壌
土

～
埴

土
○ 2
.5 L

○
○

○ 2
L ◎ 1
L

○ 2
L

○ 2
L

○ 期
○ 始

○ 始
◎ 1
L

◎ 2
L

○ 前
1

・
注

１
□

初
期

生
育

抑
制

、
褐

変

3
8

ﾊ
ﾞｯ

ﾁ
ﾘ
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[S
S
T
-
4
0
4
･F

]
ｲ
ﾏ
ｿ
ﾞｽ

ﾙ
ﾌ
ﾛ
ﾝ
　

1
.7

%
ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾆ
ﾙ

　
3
.7

%
ﾌ
ﾞﾛ

ﾓ
ﾌ
ﾞﾁ

ﾄﾞ
　

1
6
.3

%

+
0
～

+
1
5
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

2
L
)

5
0
0
m

l
水

口
処

理
可

砂
壌

土
～

埴
土

○ 2
L

○
○

○ 2
L

○ 2
L

○ 始
○ 期

○ 始
○ 始

◎ 1
.5 L

○ 前
1

・
注

１
、

３
（
付

着
薬

害
）

□
初

期
生

育
抑

制
、

褐
変

●
ﾊ

ﾞｯ
ﾁ
ﾘ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
 ※

・
注

１
　

　
□

同
左

・
移

植
時

可
●

ﾊ
ﾞｯ

ﾁ
ﾘ
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ 
※

・
注

１
　

　
□

同
左

○
ﾊ

ﾟｯ
ﾁ
ﾘ
4
0
0
F
G

3
9

ﾊ
ﾞｯ

ﾄｳ
Z
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

［
K
Y
H

-
1
8
0
1
］

ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾆ
ﾙ

　
3
.8

%
ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾘ

ｽ
ﾙ

ﾌ
ﾛ
ﾝ
　

1
.7

%
ﾍ

ﾞﾝ
ｿ
ﾞﾋ

ﾞｼ
ｸ
ﾛ
ﾝ
　

3
.8

%

+
3
～

+
2
0

（
ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

2
.5

L
）

（
た

だ
し

、
移

植
後

3
0
日

ま
で

）

5
0
0
m

l
砂

壌
土

～
埴

土
○ 2
.5

l
○

○
○ 2
L

○ 2
L

○ 始
○ 期

○ 始
○ 始

◎ 1
L

1
・
注

３
○

ﾊ
ﾞｯ

ﾄｳ
Z
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
　

※
○

ﾊ
ﾞｯ

ﾄｳ
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ　
※

4
0

ﾊ
ﾟﾋ

ﾟﾘ
ｶ
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[N
C

-
6
5
2
・
F
]

ﾃ
ﾆ
ﾙ

ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
 4

.0
%

ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾆ
ﾙ

 4
.0

%
ﾍ

ﾞﾝ
ｿ
ﾞﾋ

ﾞｼ
ｸ
ﾛ
ﾝ
 6

.0
％

+
0
～

+
1
5
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

2
L
)

5
0
0
m

l
水

口
処

理
可

能
砂

壌
土

～
埴

土
○ 2
L

○
○

○ 始
○ 前

○ 始
○ 期

○ 2
L

○ 始 ～ ﾍ
ﾗ

葉

◎ 2
L

1
・
オ

モ
ダ

カ
防

除
は

有
効

な
剤

と
の

組
み

合
わ

せ
で

使
用

す
る

。
（

後
処

理
剤

と
の

組
合

せ
）

○
ﾊ

ﾟﾋ
ﾟﾘ

ｶ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤

4
1

ﾋ
ﾟﾘ

ｶ
ﾑ

ｲ
Z
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[K
Y
H

-
1
9
0
2
]

ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾆ
ﾙ

　
3
.7

%
ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾘ

ｽ
ﾙ

ﾌ
ﾛ
ﾝ
　

1
.7

%
ﾌ
ｪﾝ

ｷ
ﾉ
ﾄﾘ

ｵ
ﾝ
　

5
.6

%

+
3
～

+
2
5

(ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

3
L
)

5
0
0
m

l
水

口
処

理
可

能
砂

壌
土

～
埴

土
○ 3
L

○
○

○ 3
L

○ 3
L

○ 3
L

○ 期
○ 2
L

○ 始
○ 前 ～ 始

◎ 3
L

1
・
注

３

4
2

ﾌ
ﾟﾗ

ｲ
ｵ

ﾘ
ﾃ
ｨﾌ

ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[K
U

H
-
1
6
2
]

ﾄﾘ
ｱ

ﾌ
ｧ
ﾓ
ﾝ
　

0
.9

5
%

ﾌ
ｪﾝ

ｷ
ﾉ
ﾄﾘ

ｵ
ﾝ
　

5
.7

%
+
0
～

+
2
5
(ノ

ビ
エ

3
L
)

5
0
0
m

l
砂

壌
土

～
埴

土
○ 3
L

○
○

○ 2
L

○ 2
L

○ 期
○ 2
L

○ 前
○ 前 ～ 始

◎ 3
L

1
○

ﾌ
ﾟﾗ

ｲ
ｵ

ﾘ
ﾃ
ｨ1

ｷ
ﾛ
粒

剤
○

ﾌ
ﾟﾗ

ｲ
ｵ

ﾘ
ﾃ
ｨ1

豆
粒

2
5
0

○
ﾌ
ﾟﾗ

ｲ
ｵ

ﾘ
ﾃ
ｨｼ

ﾞｬ
ﾝ
ﾎ

ﾞ

4
3

ﾍ
ﾞｯ

ｶ
ｸ
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ
[K

U
H

-
1
6
1
]

-
H

3
0

ﾋ
ﾟﾘ

ﾐｽ
ﾙ

ﾌ
ｧ
ﾝ
　

2
.0

%
ﾌ
ｪﾉ

ｷ
ｻ

ｽ
ﾙ

ﾎ
ﾝ
　

6
.0

%
ﾌ
ｪﾝ

ｷ
ﾉ
ﾄﾘ

ｵ
ﾝ
　

1
2
.0

%

+
3
～

+
2
0
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

2
.5

L
)

但
し

、
移

植
後

3
0
日

ま
で

2
5
g×

1
0
コ

2
5
0
g

砂
壌

土
～

埴
土

○ 2
.5

L
○

○
○ 2
L

○ 2
L

○ 2
L

○ 期
○ 2
L

○ 始
○ 前 ～ 始

◎ 3
L

1
・
注

１
、

２
、

・
5
c
m

程
度

の
水

深
で

散
布

す
る

●
ﾍ

ﾞｯ
ｶ
ｸ
豆

つ
ぶ

2
5
0

○
ﾍ

ﾞｯ
ｶ
ｸ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
　

※
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（（
５５

））
移移

植植
水水

稲稲
（（
初初

中中
期期

一一
発発

剤剤
））

関
連

指
導

対
象

剤

ノ ビ エ

一 年 生 雑 草

マ ツ バ イ

ホ タ ル イ

ヘ ラ オ モ ダ カ

ウ リ カ ワ

ヒ ル ム シ ロ

エ ゾ ノ サ ヤ ヌ カ

グ サ
セ リ

オ モ ダ カ

ミ ズ ア オ イ

ア ゼ ナ

コ ウ キ ヤ ガ ラ

藻 ･ 表 層 剥 離

（
含

有
の

有
効

成
分

が
同

一
で

剤
型

が
異

な
る

商
品

（
詳

し
く

は
掲

載
農

薬
一

覧
表

の
見

方
と

留
意

事
項

を
参

照
）
）

対
象

雑
草

と
処

理
限

界
本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項

と
薬

害
症

状

□
薬

害
症

状

新 規 ・ 改 訂

毒 性
番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

時
期

使
用

方
法

及
び

1
0
a当

た
り

使
用

量

土 壌 条 件

4
4

ﾍ
ﾞﾙ

ｰ
ｶ
ﾞﾌ

ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[K
U

H
-
1
2
1
･F

]
-
H

2
7
,H

3
0
,R

2

ﾋ
ﾟﾘ

ﾐﾉ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ
ﾒ
ﾁ
ﾙ

　
1
.7

%
ﾌ
ｪﾝ

ｷ
ﾉ
ﾄﾘ

ｵ
ﾝ
　

5
.6

%
移

植
時

、
+
0
～

+
2
0
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

2
.5

L
)

但
し

、
移

植
後

3
0
日

ま
で

5
0
0
m

l
田

植
同

時
処

理
可

砂
壌

土
～

埴
土

○ 2
.5 L

○
○

○ 2
L

○ 2
L

○ 期
○ 始

○ 始
○ 始

◎ 3
L

1
・
注

１
○

ﾍ
ﾞﾙ

ｰ
ｶ
ﾞ1

ｷ
ﾛ
粒

剤
　

※
○

ﾍ
ﾞﾙ

ｰ
ｶ
ﾞ豆

つ
ぶ

2
5
0
　

※

4
5

ﾏ
ｽ

ﾗ
ｵ

ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[S
-
9
2
0
3
]

ｲ
ﾏ
ｿ
ﾞｽ

ﾙ
ﾌ
ﾛ
ﾝ
  

1
.7

%
ﾋ
ﾟﾘ

ﾐﾉ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ
ﾒ
ﾘ
ﾙ

　
1
.2

%
ﾌ
ｪﾝ

ｷ
ﾉ
ﾄﾘ

ｵ
ﾝ
　

5
.8

%

+
0
～

+
2
0
（
ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

2
.5

L
)

但
し

、
移

植
後

3
0
日

ま
で

5
0
0
ｍ

ｌ
砂

壌
土

～
埴

土
○ 2
.5

L
○

○
○ 2
L

○ 2
L

○ 2
L

○ 期
○ 2
L

○ 始
○ 前 ～ 始

◎ 2
L

1
●

ﾏ
ｽ

ﾗ
ｵ

1
ｷ

ﾛ
粒

剤
●

ﾏ
ｽ

ﾗ
ｵ

ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ

4
6

ﾒ
ｶ
ﾞｾ

ﾞｰ
ﾀ
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[T
H

-
5
0
1
・
F
]

ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾆ
ﾙ

　
3
.9

%
ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾘ

ｽ
ﾙ

ﾌ
ﾛ
ﾝ
　

1
.7

%
+
5
～

+
2
0
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

2
.5

L
)

5
0
0
m

l
砂

壌
土

～
埴

土
○ 2
.5 L

○
○

○ 3
L

○ 3
L

○ 2
L

○ 期
○ 2
L

○ 始
○ 始

◎ 1
L

◎ 2
L

 
1

・
注

１
、

３
（
付

着
薬

害
）

□
初

期
生

育
抑

制
、

褐
変

●
ﾒ
ｶ
ﾞｾ

ﾞｰ
ﾀ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
・
注

１
□

同
左

●
ﾒ
ｶ
ﾞｾ

ﾞｰ
ﾀ
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ 
※

□
同

左
○

ﾒ
ｶ
ﾞｾ

ﾞｰ
ﾀ
4
0
0
F
G

 ※
・
注

１

4
7

ﾗ
ｲ
ｼ
ﾞﾝ

ﾊ
ﾟﾜ

ｰ
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[N
H

-
5
9
6
･F

]

ｲ
ﾝ
ﾀ
ﾞﾉ

ﾌ
ｧ
ﾝ
　

2
.3

%
ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾆ
ﾙ

　
2
.9

%
ﾍ

ﾞﾝ
ｿ
ﾞﾋ

ﾞｼ
ｸ
ﾛ
ﾝ
　

5
.7

%

+
3
～

+
1
5
(ノ

ビ
エ

2
L
)

5
0
0
m

l
砂

壌
土

～
埴

土
○ 2
L

○
○

○ 2
L

○ 2
L

○ 2
L

○ 期
○ 2
L

　
○ 前 ～ 始

◎ １
L

◎ 2
L

1
・
注

１
●

ﾗ
ｲ
ｼ
ﾞﾝ

ﾊ
ﾟﾜ

ｰ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
 ※

○
ﾗ
ｲ
ｼ
ﾞﾝ

ﾊ
ﾟﾜ

ｰ
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ 
※

・
注

２
・
5
c
m

程
度

の
水

深
で

散
布

す
る

。

4
8

ﾗ
ｵ

ｳ
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[K
U

H
-
1
9
1
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

]
ﾀ
ﾞｲ

ﾑ
ﾛ
ﾝ
　

　
1
1
.3

%
ﾌ
ｪﾉ

ｷ
ｻ

ｽ
ﾙ

ﾎ
ﾝ
　

2
.8

%
ﾌ
ｪﾝ

ｷ
ﾉ
ﾄﾘ

ｵ
ﾝ
　

4
.7

%
ﾍ

ﾞﾝ
ｽ

ﾙ
ﾌ
ﾛ
ﾝ
ﾒ
ﾁ
ﾙ

　
1
.4

%

+
0
～

+
1
5

(ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

2
L
)

5
0
0
m

l
壌

土
～

埴
土

○ 2
L

○
○

○ 2
L

○ 始
○ 期

○ 始
◎ 1
L

1
○

ﾗ
ｵ

ｳ
1
kg

粒
剤

○
ﾗ
ｵ

ｳ
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ
○

ﾗ
ｵ

ｳ
豆

つ
ぶ

2
5
0

追

4
9

ﾚ
ｵ

ｾ
ﾞｰ

ﾀ
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[S
-
9
3
8
0
]

ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾘ

ｽ
ﾙ

ﾌ
ﾛ
ﾝ
　

1
.7

%
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ﾌ
ﾞﾁ

ﾄﾞ
　

1
6
.7

%
ﾌ
ｪﾝ

ｷ
ﾉ
ﾄﾘ

ｵ
ﾝ
　

5
.6

%

+
3
～

+
3
0

(ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

3
.5

L
)

5
0
0
m

l
砂

壌
土

～
埴

土
○ 3
.5

L
○

  
○

  
○ 3
L

○ 3
L

○ 2
L

○ 期
○ 2
L

○ 期
○ 始

◎ 3
L

1
○

ﾚ
ｵ

ｾ
ﾞｰ

ﾀ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
○

ﾚ
ｵ

ｾ
ﾞｰ

ﾀ
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ
○

ﾚ
ｵ

ｾ
ﾞｰ

ﾀ
3
0
0
F
G
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（（
５５
））
－－
２２
　　
販販
売売
数数
量量
がが
33
年年
連連
続続
しし
てて
55
00
00
hh
aaにに

満満
たた
なな
いい
剤剤
（（
掲掲
載載
かか
らら
55
年年
以以
上上
経経
過過
））

（（
５５
））
移移
植植
水水
稲稲
（（
初初
中中
期期
一一
発発
剤剤
））

番 号
指
導
参
考
年

新 規 ・ 改 訂

1
H
1
4

2
H
2
2

3
H
2
0

4
H
1
7

5
H
1
4

6
H
1
8

7
H
1
9

8
H
1
8

9
H
1
4

1
0

H
1
0

1
1

H
2
0

1
2

H
1
7

1
3

H
1
8

1
4

H
2
2

1
5

H
1
7

1
6

H
1
6

1
7

H
2
6

1
8

H
2
4

1
9
ﾌ
ﾙ
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
M
X
1
ｷ
ﾛ
粒

剤
H
2
6

S
L
-
1
0
0
1

H
2
7

2
0
ｶ
ｲ
ﾘ
ｷ
Z
ﾌ
ﾛ
ｱ
ﾌ
ﾞﾙ

R
2

H
O
K
-
1
7
0
2
F
L

R
3

ｷ
ﾏ
ﾘ
ﾃ
ﾌ
ﾛ
ｱ
ﾌ
ﾞﾙ

H
O
K
-
1
1
0
1
･F

H
2
8

ｱ
ﾋ
ﾟﾛ
ｸ
ﾞﾛ
ｳ
M
X
1
ｷ
ﾛ
粒
剤

S
Y
J
-
2
2
3

H
2
6

H
2
7

H
2
5

H
1
5

H
1
9

忍
ﾌ
ﾛ
ｱ
ﾌ
ﾞﾙ

T
H
-
6
0
1
･F

H
2
7

M
Y
-
1
0
0
T
S
C
･F

H
2
3

H
1
1

H
1
9

S
-
9
4
2
1
・
F

N
H
-
0
6
1

商
品
名

試
験
コ
ー
ド

防
除
ガ
イ
ド

初
掲
載
年

ｲ
ｯ
ﾃ
ﾂ
ﾌ
ﾛ
ｱ
ﾌ
ﾞﾙ

T
H
-
0
0
1
･F

H
1
5

H
2
3

ｾ
ﾞｰ
ﾀ
ﾜ
ﾝ
ﾌ
ﾛ
ｱ
ﾌ
ﾞﾙ

T
H
-
5
4
7
(Z
)・
F

H
2
4

ｲ
ﾉｰ
ﾊ
ﾞﾄ
ﾘ
ｵ
1
ｷ
ﾛ
粒
剤
7
5

ﾌ
ﾞﾙ
ｾ
ﾞｰ
ﾀ
ﾌ
ﾛ
ｱ
ﾌ
ﾞﾙ

ｲ
ﾉｰ
ﾊ
ﾞﾄ
ﾘ
ｵ
ﾌ
ﾛ
ｱ
ﾌ
ﾞﾙ

H
2
4

H
2
0

ｲ
ﾉｰ
ﾊ
ﾞD
X
ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟﾌ
ﾛ
ｱ
ﾌ
ﾞﾙ

B
C
H
-
0
5
1
・
F

ﾑ
ｿ
ｳ
1
ｷ
ﾛ
粒
剤

ｷ
ﾁ
ｯ
ﾄﾌ
ﾛ
ｱ
ﾌ
ﾞﾙ

ｻ
ﾗ
ﾌ
ﾞﾚ
ｯ
ﾄﾞ
R
X
ﾌ
ﾛ
ｱ
ﾌ
ﾞﾙ

ﾋ
ﾞｯ
ｸ
ﾞｼ
ｭ
ｱ
ｴ
ｰ
ｽ
1
ｷ
ﾛ
粒
剤

H
1
9

H
1
5

ﾎ
ｸ
ﾄ1
ｷ
ﾛ
粒
剤

ﾒ
ｶ
ﾞﾄ
ﾝ
ﾌ
ﾛ
ｱ
ﾌ
ﾞﾙ

H
1
9

N
C
-
3
1
1
D
C
D

ｴ
ｰ
ﾜ
ﾝ
ﾌ
ﾛ
ｱ
ﾌ
ﾞﾙ

ﾄﾞ
ﾆ
ﾁ
S
1
ｷ
ﾛ
粒
剤

S
S
T
-
4
0
2

ﾀ
ﾞｲ
ﾅ
ﾏ
ﾝ
ﾌ
ﾛ
ｱ
ﾌ
ﾞﾙ

N
H
-
4
0
3
･F

N
H
-
8
0
3
･F

B
C
H
-
0
4
4

S
W
-
0
3
2
･F

S
W
-
0
3
2
･F

S
W
-
0
4
1
・
Ｈ

T
H
-
2
2
4
･F
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（（
６６

））
移移

植植
水水

稲稲
（（
中中

期期
剤剤

））
使使

用用
上上

のの
注注

意意
事事

項項
注
１
：
オ
モ
ダ
カ
の
発
生
期
間
は
長
い
た
め
、
発
生
の
遅
い
も
の
に
は
効
果
を
示
さ
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
有
効
な
移
植
後
土
壌
処
理
剤
又
は
一
発
剤
と
の
組
み
合
わ
せ
で
使
用
す
る
。

注
２
：
ヒ
エ
専
用
剤
、
持
続
期
間
短
い
。

注
３
：
５
cm
の
水
深
で
使
用
す
る
。

注
４
：
晴
天
で
水
温
の
高
い
と
き
に
５
cm
程
度
の
止
め
水
に
し
て
均
一
に
散
布
す
る
。

（（
６６
））
移移
植植
水水
稲稲
（（
中中
期期
剤剤
））

関
連

指
導

対
象

剤

ノ ビ エ

一 年 生 雑 草

マ ツ バ イ

ホ タ ル イ

ヘ ラ オ モ ダ カ

ウ リ カ ワ

ヒ ル ム シ ロ

エ ゾ ノ サ ヤ ヌ カ

グ サ
セ リ

オ モ ダ カ

ミ ズ ア オ イ

ア ゼ ナ

コ ウ キ ヤ ガ ラ

藻 ･ 表 層 剥 離

（
含

有
の

有
効

成
分

が
同

一
で

剤
型

が
異

な
る

商
品

（
詳

し
く
は

掲
載

農
薬

一
覧

表
の

見
方

と
留

意
事

項
を

参
照

）
）

1
ｱ

ﾄｶ
ﾗ
S
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞM
X

[M
IH

-
1
4
4
 ｼ

ﾞｬ
ﾝ
ﾎ

ﾞ]
ｱ

ｼ
ﾞﾑ

ｽ
ﾙ

ﾌ
ﾛ
ﾝ
　

0
.3

6
%

ﾍ
ﾟﾉ

ｷ
ｽ

ｽ
ﾗ
ﾑ

　
0
.3

6
%

ﾒ
ｿ
ﾄﾘ

ｵ
ﾝ
　

2
.0

%

+
2
0
～

+
3
5
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

3
.5

L
、

ｲ
ﾈ

5
L
以

降
)

(但
し

、
収

穫
4
5
日

前
ま

で
)

2
5
g×

2
0
個

壌
土

～
埴

土
○ 3
.5

L
○

○
○ 3
L

○ 3
L

○ 2
L

○ 期
○ 期

◎ 2
L

◎ 3
.5

L
1

・
注

３
・
散

布
時

に
藻

類
・
表

層
剥

離
な

ど
の

浮
遊

物
が

多
い

と
部

分
的

な
薬

害
や

効
果

不
足

が
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
。

・
体

系
処

理
の

後
処

理
剤

と
し

て
用

い
る

。

改

2
ｱ

ﾄﾄ
ﾘ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
[K

U
H

-
1
0
4
]

ﾋ
ﾟﾘ

ﾐｽ
ﾙ

ﾌ
ｧ
ﾝ
　

0
.7

5
%

+
2
0
～

+
4
0

（
ｲ
ﾈ

5
L
以

降
、

ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

4
L
）

(但
し

、
収

穫
4
5
日

前
ま

で
)

1
㎏

砂
壌

土
～

埴
土

○ 4
L

○ 4
L

○ 期
○ 期

○ 矢 尻 葉 3
L

1
・
注

1
・
体

系
処

理
の

後
処

理
剤

と
し

て
用

い
る

。

●
ｱ

ﾄﾄ
ﾘ
豆

つ
ぶ

2
5
0
  

※
・
注

３
・
湛

水
周

縁
部

散
布

で
は

藻
類

・
表

層
剥

離
な

ど
の

浮
遊

物
が

多
い

と
部

分
的

な
薬

害
や

効
果

不
足

が
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
・
前

処
理

剤
と

の
組

み
合

わ
せ

で
使

用
す

る

改

3
ｳ

ｨｰ
ﾄﾞ

ｺ
ｱ

1
ｷ

ﾛ
粒

剤
[D

A
H

-
1
5
0
1
]

ﾌ
ﾛ
ﾙ

ﾋ
ﾟﾗ

ｳ
ｷ

ｼ
ﾌ
ｪﾝ

ﾍ
ﾞﾝ

ｼ
ﾞﾙ

0
.4

%
ﾍ

ﾟﾉ
ｷ

ｽ
ｽ

ﾗ
ﾑ

 0
.5

%
ﾍ

ﾞﾝ
ｿ
ﾞﾋ

ﾞｼ
ｸ
ﾛ
ﾝ
 2

.0
%

+
1
5
～

+
3
5
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

4
L
、

ｲ
ﾈ

5
L

以
降

 )
(但

し
、

収
穫

6
0
日

前
ま

で
)

１
ｋ
ｇ

壌
土

～
埴

土
○ 4
L

○
○

○ 3
L

○ 3
L

○ 3
L

○ 期
○ 期

◎ 心 形 葉 2
L

2
・
体

系
処

理
の

後
処

理
剤

と
し

て
用

い
る

。
○

ｳ
ｨｰ

ﾄﾞ
ｺ
ｱ

2
0
0
S
D

粒
剤

○
ｳ

ｨｰ
ﾄﾞ

ｺ
ｱ

ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞS
D

改

ｸ
ﾘ
ﾝ
ﾁ
ｬ
ｰ

1
ｷ

ﾛ
粒

剤
[D

E
H

-
1
1
2
]

ｼ
ﾊ

ﾛ
ﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟﾌ

ﾞﾁ
ﾙ

  
1
.8

%
+
1
5
～

+
3
5
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

4
L
)

(但
し

、
収

穫
3
0
日

前
ま

で
)

1
kg

砂
壌

土
～

埴
土

○ 4
L

2

+
2
5
～

+
4
0
 (

ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

4
L
～

5
L
)

(但
し

、
収

穫
3
0
日

前
ま

で
)

1
.5

kg
砂

壌
土

～
埴

土
○ 5
L

5
ｹ

ﾞﾊ
ﾟｰ

ﾄﾞ
１

ｷ
ﾛ
粒

剤
[N

C
-
6
4
1
]

ﾀ
ﾞｲ

ﾑ
ﾛ
ﾝ
　

 1
0
.0

%
ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾆ
ﾙ

　
2
.0

%
ﾍ

ﾞﾝ
ｿ
ﾞﾋ

ﾞｼ
ｸ
ﾛ
ﾝ
　

2
.0

%
ﾒ
ﾀ
ｿ
ﾞｽ

ﾙ
ﾌ
ﾛ
ﾝ
　

1
.2

%

+
2
0
～

+
3
0
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

4
L
)

(但
し

、
収

穫
6
0
日

前
ま

で
)

1
kg

砂
壌

土
～

埴
土

○ 4
L

○
○

○ 3
L

○ 4
L

○ 3
L

○ 期
○ 期

○ 矢 尻 葉 3
L

◎ 2
L

◎ 4
L

1
・
体

系
処

理
の

後
処

理
剤

と
し

て
用

い
る

。
●

ｹ
ﾞﾊ

ﾟｰ
ﾄﾞ

ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ 
※

・
注

３
・
散

布
時

に
藻

類
・
表

層
剥

離
な

ど
の

浮
遊

物
が

多
い

と
部

分
的

な
薬

害
や

効
果

不
足

が
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
。

・
前

処
理

剤
と

の
組

み
合

わ
せ

で
使

用
す

る
。

改

6
ｹ

ﾞﾊ
ﾟｰ

ﾄﾞ
ｷ

ﾞｱ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
[N

C
-
6
5
8
]

ｼ
ｸ
ﾛ
ﾋ
ﾟﾘ

ﾓ
ﾚ
ｰ

ﾄ　
1
.5

%
ﾌ
ｪﾝ

ｷ
ﾉ
ﾄﾘ

ｵ
ﾝ
　

2
.5

%
ﾒ
ﾀ
ｿ
ﾞｽ

ﾙ
ﾌ
ﾛ
ﾝ
　

1
.2

%

+
2
0
～

+
3
5
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

4
L
)

（
但

し
、

収
穫

6
0
日

前
ま

で
）

1
kg

壌
土

～
埴

土
○ 4
L

○
○

○ 4
L

○ 4
L

○ 4
L

○ 期
○ 期

◎ 舟 形 3
L

1
・
体

系
処

理
の

後
処

理
剤

と
し

て
用

い
る

。
○

ｹ
ﾞﾊ

ﾟｰ
ﾄﾞ

ｷ
ﾞｱ

ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ
○

ゲ
パ

ー
ド

ギ
ア

エ
ア

ー
粒

剤
追

本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項

と
薬

害
症

状

□
薬

害
症

状

新 規 ・ 改 訂

毒 性

●
ｸ
ﾘ
ﾝ
ﾁ
ｬ
ｰ

ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ 
※

(収
穫

4
0
日

前
ま

で
)

注
２

、
３

・
注

２
、

３

土 壌 条 件

対
象

雑
草

と
処

理
限

界

4

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

時
期

使
用

方
法

及
び

1
0
a当

た
り

使
用

量
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（（
６６
））
移移
植植
水水
稲稲
（（
中中
期期
剤剤
））

関
連

指
導

対
象

剤

ノ ビ エ

一 年 生 雑 草

マ ツ バ イ

ホ タ ル イ

ヘ ラ オ モ ダ カ

ウ リ カ ワ

ヒ ル ム シ ロ

エ ゾ ノ サ ヤ ヌ カ

グ サ
セ リ

オ モ ダ カ

ミ ズ ア オ イ

ア ゼ ナ

コ ウ キ ヤ ガ ラ

藻 ･ 表 層 剥 離

（
含

有
の

有
効

成
分

が
同

一
で

剤
型

が
異

な
る

商
品

（
詳

し
く
は

掲
載

農
薬

一
覧

表
の

見
方

と
留

意
事

項
を

参
照

）
）

土 壌 条 件

対
象

雑
草

と
処

理
限

界
番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

時
期

使
用

方
法

及
び

1
0
a当

た
り

使
用

量

本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項

と
薬

害
症

状

□
薬

害
症

状

新 規 ・ 改 訂

毒 性

7
ｽ

ｹ
ﾀ
ﾞﾁ

ｴ
ｰ

ｽ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
[S

L
-
0
4
0
1
]

ﾌ
ﾙ

ｾ
ﾄｽ

ﾙ
ﾌ
ﾛ
ﾝ
　

0
.3

3
%

+
3
0
～

+
4
0
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

5
L
)

(但
し

、
収

穫
4
5
日

前
ま

で
)

1
kg

砂
壌

土
～

埴
土

○ 5
L

(砂 4
L
)

○ 4
L

○ 期
○ 草 丈 1
5

c
m

・
体

系
処

理
の

後
処

理
剤

と
し

て
用

い
る

。
改

8
ﾂ
ｲ
ｹ

ﾞｷ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
[K

U
H

-
1
6
3
]

ｼ
ﾒ
ﾄﾘ

ﾝ
　

3
.0

%
ﾋ
ﾟﾘ

ﾐｽ
ﾙ

ﾌ
ｧ
ﾝ
　

0
.7

5
%

ﾌ
ｪﾝ

ｷ
ﾉ
ﾄﾘ

ｵ
ﾝ
　

2
.5

%

+
2
0
～

+
4
0
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

4
L
)

(但
し

、
収

穫
6
0
日

前
ま

で
)

1
kg

砂
壌

土
～

埴
土

○ 4
L

○
○

○ 4
L

○ 4
L

○ 期
○ 4
L

○ 期
○ 矢 尻 葉 4
L

◎ 心 形 葉 1
L

1
・
著

し
い

高
温

条
件

で
は

薬
害

が
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
。

・
体

系
処

理
の

後
処

理
剤

と
し

て
用

い
る

。

○
ﾂ
ｲ
ｹ

ﾞｷ
豆

つ
ぶ

2
5
0

改

9
ﾄﾄ

ﾞﾒ
ﾊ

ﾞｽ
M

F
液

剤
［
K
P

P
-
1
3
1
液

］
ﾍ

ﾞﾝ
ﾀ
ｿ
ﾞﾝ

ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

塩
　

1
8
.3

%
ﾒ
ﾀ
ﾐﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟ　

1
.2

%
+
1
5
～

+
4
0
（
ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

5
L
）

（
た

だ
し

、
収

穫
5
0
日

前
ま

で
）

1
0
0
0
m

l
（
水

量
1
0
0
L
）

砂
壌

土
～

埴
土

○ 5
L

○
○

○ 5
L

○ 5
L

○ 3
L

○ 2
L

◎ 4
L

2
・
落

水
も

し
く

は
浅

水
で

散
布

し
、

散
布

日
を

含
む

3
日

間
は

、
入

水
し

な
い

・
体

系
処

理
の

後
処

理
剤

と
し

て
用

い
る

。

改

1
0

ﾊ
ﾞｲ

ｽ
ｺ
ｰ

ﾌ
ﾟ1

ｷ
ﾛ
粒

剤
/
ﾙ

ﾅ
ｸ
ﾛ
ｽ

1
ｷ

ﾛ
粒

剤
[M

IH
-
1
6
4
]

ｼ
ｸ
ﾛ
ﾋ
ﾟﾘ

ﾓ
ﾚ
ｰ

ﾄ　
2
.0

％
ﾃ
ﾌ
ﾘ
ﾙ

ﾄﾘ
ｵ

ﾝ
　

3
.0

％
+
1
4
～

+
6
0

（
砂

壌
土

は
、

＋
4
0
ま

で
）

（
但

し
、

収
穫

4
5
日

前
ま

で
）

1
kg

砂
壌

土
～

埴
土

○
○

○ 草
丈

1
5
c

m
以 下

○ ヘ
ラ

葉 1
L

○ 4
L

○ 期
○ 5
L

○ 矢 尻 葉 5
L

◎ 心 形 葉 1
L

1
・
体

系
処

理
の

後
処

理
剤

と
し

て
用

い
る

。
・
湛

水
条

件
も

し
く

は
、

ご
く

浅
水

条
件

で
使

用
す

る
。

改

1
1

ﾚ
ﾌ
ﾞﾗ

ｽ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
[N

C
-
6
4
0
]

ｼ
ﾞﾒ

ﾀ
ﾒ
ﾄﾘ

ﾝ
　

1
.0

%
ﾀ
ﾞｲ

ﾑ
ﾛ
ﾝ
　

 1
0
.0

%
ﾃ
ﾌ
ﾘ
ﾙ

ﾄﾘ
ｵ

ﾝ
　

3
.0

%
ﾒ
ﾀ
ｿ
ﾞｽ

ﾙ
ﾌ
ﾛ
ﾝ
　

1
.2

%

+
2
0
～

+
3
0
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

4
L
)

(但
し

、
収

穫
6
0
日

前
ま

で
)

1
kg

砂
壌

土
～

埴
土

○ 4
L

○
○

○ 3
L

○ 4
L

○ 3
L

○ 期
○ 期

○ 矢 尻 葉 3
L

◎ 2
L

◎ 4
L

1
・
体

系
処

理
の

後
処

理
剤

と
し

て
用

い
る

。
改

1
2

ﾚ
ﾌ
ﾞﾗ

ｽ
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ
[N

C
-
6
4
0
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ]
ｼ
ﾞﾒ

ﾀ
ﾒ
ﾄﾘ

ﾝ
　

2
.5

%
ﾀ
ﾞｲ

ﾑ
ﾛ
ﾝ
　

 2
5
.0

%
ﾃ
ﾌ
ﾘ
ﾙ

ﾄﾘ
ｵ

ﾝ
　

7
.5

%
ﾒ
ﾀ
ｿ
ﾞｽ

ﾙ
ﾌ
ﾛ
ﾝ
　

3
.0

%

+
2
0
～

+
3
0
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

4
L
)

(但
し

、
収

穫
6
0
日

前
ま

で
)

4
0
g×

1
0
ｺ

砂
壌

土
～

埴
土

○ 4
L

○
○

○ 3
L

○ 3
L

○ 3
L

○ 期
○ 期

◎ 2
L

1
・
散

布
時

に
藻

類
・
表

層
剥

離
な

ど
の

浮
遊

物
が

多
い

と
部

分
的

な
薬

害
や

効
果

不
足

が
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
・
５

ｃ
ｍ

程
度

の
水

深
で

散
布

す
る

・
体

系
処

理
の

後
処

理
剤

と
し

て
用

い
る

。

改

1
3

ﾚ
ﾌ
ﾞﾗ

ｽ
ｷ

ﾞｱ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
［
N

C
-
6
5
7
-
1
kg

］
ﾃ
ﾌ
ﾘ
ﾙ

ﾄﾘ
ｵ

ﾝ
　

2
.5

%
ｼ
ｸ
ﾛ
ﾋ
ﾟﾘ

ﾓ
ﾚ
ｰ

ﾄ　
1
.5

%
ﾒ
ﾀ
ｿ
ﾞｽ

ﾙ
ﾌ
ﾛ
ﾝ
　

1
.2

%

+
2
0
～

+
3
5
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

4
L
)

(但
し

、
収

穫
6
0
日

前
ま

で
)

1
kg

壌
土

～
埴

土
○ 4
L

○
○

○ 4
L

○ 4
L

○ 4
L

○ 期
○ 期

◎ 舟 形 3
L

1
・
体

系
処

理
の

後
処

理
剤

と
し

て
用

い
る

。
○

ﾚ
ﾌ
ﾞﾗ

ｽ
ｷ

ﾞｱ
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ
○

ﾚ
ﾌ
ﾞﾗ

ｽ
ｷ

ﾞｱ
ｴ
ｱ

ｰ
粒

剤
追 ・ 改

1
4

ﾛ
ｲ
ﾔ

ﾝ
ﾄ乳

剤
［
D

A
H

-
1
5
0
2
　

E
C

］
ﾌ
ﾛ
ﾙ

ﾋ
ﾟﾗ

ｳ
ｷ

ｼ
ﾌ
ｪﾝ

ﾍ
ﾞﾝ

ｼ
ﾞﾙ

2
.7

%
+
2
0
～

+
4
0
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

5
L
)

(但
し

、
収

穫
4
5
日

前
ま

で
)

2
0
0
m

l
壌

土
～

埴
土

○ 5
L

○
○ 4
L

○ 3
L

○ 期
◎ 4
L

2
・
散

布
後

、
散

布
日

を
含

む
3

日
以

内
に

入
水

す
る

。
・
体

系
処

理
の

後
処

理
剤

と
し

て
用

い
る

。

改
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（（
６６
））
－－
２２
　　
販販
売売
数数
量量
がが
33
年年
連連
続続
しし
てて
55
00
00
hh
aaにに

満満
たた
なな
いい
剤剤
（（
掲掲
載載
かか
らら
55
年年
以以
上上
経経
過過
））

（（
６６
））
移移
植植
水水
稲稲
（（
中中
期期
剤剤
））

番 号
指
導
参
考
年

新 規 ・ 改 訂

1
H
2
4

2
H
1
2

3
H
1
0

4
H
3
0

5
H
2
0

6
H
1
8

7
H
1
2

8
H
1
2

H
1
4

H
1
4

S
L
-
0
6
0
4

H
2
2

ﾋ
ｴ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾝ
1
ｷ
ﾛ
粒
剤

K
U
H
-
9
8
3

ﾅ
ｲ
ｽ
ﾐﾄ
ﾞﾙ
1
ｷ
ﾛ
粒
剤

ﾜ
ﾝ
ｽ
ﾃ
ｰ
ｼ
ﾞ１
ｷ
ﾛ
粒
剤

K
U
H
-
9
8
3

ﾊ
ｲ
ｶ
ｯ
ﾄ1
ｷ
ﾛ
粒
剤

N
C
-
6
1
2

H
2
0

ｻ
ﾞ-
ﾍ
ﾞｯ
ｸ
ｽ
S
M
1
ｷ
ﾛ
粒
剤

N
S
-
1
7
7

H
1
0

ｻ
ﾞｰ
ﾍ
ﾞｯ
ｸ
ｽ
D
X
1
ｷ
ﾛ
粒
剤

S
W
-
9
7
3

H
1
3

ｵ
ｼ
ｵ
ｷ
M
X
1
ｷ
ﾛ
粒
剤

M
IH
-
1
0
4

H
2
5

ｾ
ｶ
ﾝ
ﾄﾞ
ｼ
ｮｯ
ﾄS
ｼ
ﾞｬ
ﾝ
ﾎ
ﾞM
X

M
IH
-
1
4
4
ｼ
ﾞｬ
ﾝ
ﾎ
ﾞ

H
3
1

商
品
名

試
験
コ
ー
ド

防
除
ガ
イ
ド

初
掲
載
年
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（（
７７

））
移移

植植
水水

稲稲
（（
後後

期期
剤剤

））
使使

用用
上上

のの
注注

意意
事事

項項

注
１
：
オ
モ
ダ
カ
の
発
生
期
間
は
長
い
た
め
、
発
生
の
遅
い
も
の
に
は
効
果
を
示
さ
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
有
効
な
移
植
後
土
壌
処
理
剤
又
は
一
発
剤
と
の
組
み
合
わ
せ
で
使
用
す
る
。

（（
７７
））
移移
植植
水水
稲稲
（（
後後
期期
剤剤
））

関
連

指
導

対
象

剤

ノ ビ エ

一 年 生 雑 草

マ ツ バ イ

ホ タ ル イ

ヘ ラ オ モ ダ カ

ウ リ カ ワ

ヒ ル ム シ ロ

エ ゾ ノ サ ヤ ヌ カ グ サ

セ リ
オ モ ダ カ

ミ ズ ア オ イ

ア ゼ ナ

コ ウ キ ヤ ガ ラ

藻 ・ 表 層 剥 離

（
含

有
の

有
効

成
分

が
同

一
で

剤
型

が
異

な
る

商
品

（
詳

し
く

は
掲

載
農

薬
一

覧
表

の
見

方
と

留
意

事
項

を
参

照
）
）

1
ｸ
ﾘ
ﾝ
ﾁ
ｬ
ｰ

ﾊ
ﾞｽ

M
E

液
剤

[D
E
H

-
B

A
S
･M

E
]

ｼ
ﾊ

ﾛ
ﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟﾌ

ﾞﾁ
ﾙ

3
.0

%
ﾍ

ﾞﾝ
ﾀ
ﾞｿ

ﾞﾝ
2
0
.0

%

+
2
5
～

+
4
0
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

2
～

5
L
)

(収
穫

5
0
日

前
ま

で
)

1
,0

0
0
m

l(
散

布
水

量
：

7
0
～

1
0
0
L
)

落
水

又
は

極
浅

水
で

散
布

砂
壌

土
～

埴
土

○ 5
L

○
○

○ 4
L

○ 4
L

○ 4
L

○ 4
L

2
・
晴

天
で

水
温

の
高

い
と

き
に

浅
水

に
し

て
均

一
に

散
布

し
、

２
～

３
日

間
は

入
水

を
避

け
止

め
水

に
し

て
お

く
・
展

着
剤

を
加

用
す

る
と

薬
害

を
助

長
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
の

で
加

用
し

な
い

□
葉

の
黄

化
、

斑
点

状
薬

斑

2
ｸ
ﾘ
ﾝ
ﾁ
ｬ
ｰ

E
W

[D
E
H

-
1
1
2
E
W

]
ｼ
ﾊ

ﾛ
ﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟﾌ

ﾞﾁ
ﾙ

3
0
.0

%
+
2
5
～

+
4
0
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

2
～

6
L
)

(収
穫

3
0
日

前
ま

で
)

1
0
0
m

l(
散

布
水

量
：
2
5

～
1
0
0
L
)

湛
水

散
布

又
は

落
水

散
布

砂
壌

土
～

埴
土

○ 6
L

2
・
ヒ

エ
専

用
剤

、
持

続
効

果
短

い
。

使
用

直
前

に
希

釈
す

る
・
展

着
剤

加
用

3
ﾄﾄ

ﾞﾒ
M

F
乳

剤
[K

P
P

-
1
2
9
乳

]
ﾒ
ﾀ
ﾐﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟ　

4
.9

%
+
1
4
～

+
4
0
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

6
L
)

(収
穫

5
0
日

前
ま

で
)

2
0
0
m

l(
散

布
水

量
：

1
0
0
L
)

砂
壌

土
～

埴
土

○ 6
L

2
・
体

系
処

理
の

後
処

理
剤

と
し

て
用

い
る

。
●

ﾄﾄ
ﾞﾒ

M
F
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
 ※

・
ノ

ビ
エ

5
L

訂

4
ﾉ
ﾌ
ﾞﾚ

ｸ
ﾄ乳

剤
[C

A
H

-
2
0
0
1
E
C

]
ﾌ
ﾛ
ﾙ

ﾋ
ﾟﾗ

ｳ
ｷ

ｼ
ﾌ
ｪﾝ

ﾍ
ﾞﾝ

ｼ
ﾞ

ﾙ
　

2
.1

%
ｼ
ﾊ

ﾛ
ﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟﾌ

ﾞﾁ
ﾙ

 1
0
.6

%

+
2
0
～

+
4
0
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

5
L
)

（
収

穫
4
5
日

前
ま

で
）

2
5
0
m

l(
散

布
水

量
：

1
0
0
L
)

砂
壌

土
～

埴
土

○ 5
L

○
○ 5
L

○ 期
○ 期

◎ 4
L

2
・
体

系
処

理
の

後
処

理
剤

と
し

て
用

い
る

。
・
散

布
後

３
日

以
内

入
水

す
る

。
・
マ

ツ
バ

イ
に

対
し

て
は

効
果

が
劣

る
。

訂

○
○

○
○

○
1

発 生 盛 期

～ 増 殖 中 期

発 生 盛 期

～ 増 殖 中 期

発 生 盛 期

～ 増 殖 中 期

○
○

○
1

草 丈 3 0 ㎝

以 下

○
1
)

1
改

矢 尻 葉

抽 出 期

ﾓ
ｹ

ﾞﾄ
ﾝ
粒

剤
[A

C
N

]
A

C
N

　
9
.0

%
藻

類
発

生
始

期
～

盛
期

(収
穫

4
5
日

前
ま

で
)

2
～

3
kg

砂
壌

土
～

埴
土

○ 盛
3

藻
類

に
よ

る
表

層
剥

離
(収

穫
4
5
日

前
ま

で
)

1
～

2
kg

壌
土

～
埴

土
○ 期

新
○ 4
L

○ 2
L

○ ヘ
ラ

葉

○ 5
L

・
落

水
又

は
ご

く
浅

水
状

態
で

散
布

し
、

３
日

以
上

そ
の

ま
ま

の
状

態
を

保
ち

入
水

し
な

い
・
３

日
以

上
落

水
を

続
け

る
の

で
、

低
温

の
時

は
使

用
し

な
い

□
葉

の
黄

化
、

斑
点

状
薬

斑
、

生
育

抑
制

6
ﾊ

ﾞｻ
ｸ
ﾞﾗ

ﾝ
・
ｴ
ｱ

ｰ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
[B

A
H

-
1
5
0
1
-
1
㎏

粒
]

ﾍ
ﾞﾝ

ﾀ
ｿ
ﾞﾝ

3
3
.0

%
+
1
5
～

+
3
0

(収
穫

4
5
日

前
ま

で
)

1
kg

落
水

又
は

極
浅

水
で

散
布

砂
壌

土
～

埴
土

改

・
水

深
３

～
４

c
m

の
止

め
水

に
し

て
散

布
す

る
・
日

減
水

深
２

c
m

（
表

層
剥

離
）
、

３
c
m

（
藻

類
・
ウ

キ
ク

サ
）
ま

で

●
ﾓ
ｹ

ﾞﾄ
ﾝ
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ 
※

・
水

深
５

～
６

c
m

の
止

め
水

に
し

て
投

げ
入

れ
る

・
日

減
水

深
２

c
m

（
表

層
剥

離
）

、
３

c
m

（
藻

類
・

ウ
キ

ク
サ

）
ま

で

8

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

時
期

使
用

方
法

及
び

1
0
a当

た
り

使
用

量

土 壌 条 件

5

対
象

雑
草

と
処

理
限

界
毒 性

7

●
ﾊ

ﾞｻ
ｸ
ﾞﾗ

ﾝ
液

剤
□

同
左

+
1
5
～

+
3
5
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

4
L
)

(収
穫

4
5
日

前
ま

で
)

本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項

と
薬

害
症

状

□
薬

害
症

状

新 規 ・ 改 訂

砂
壌

土
～

埴
土

3
kg

ご
く
浅

く
湛

水
し

て
散

布

○ 4
L

○
・
ご

く
浅

水
で

散
布

し
、

２
日

間
は

入
水

し
な

い
。

・
散

布
後

に
降

雨
な

ど
で

湛
水

さ
れ

る
と

効
果

が
低

下
す

る
こ

と
が

あ
る

。

ﾊ
ﾞｻ

ｸ
ﾞﾗ

ﾝ
粒

剤
(ﾅ

ﾄﾘ
ｳ

ﾑ
塩

)
[B

A
S
-
3
5
1
0
]

○ 4
L

○ 3
L

○ 4
L

○
◎ 4
L

ﾋ
ｴ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾝ
ﾊ

ﾞｻ
ｸ
ﾞﾗ

ﾝ
粒

剤
[K

U
H

-
0
3
1
]

ﾋ
ﾟﾘ

ﾐﾉ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ
ﾒ
ﾁ
ﾙ

0
.4

%
ﾍ

ﾞﾝ
ﾀ
ｿ
ﾞﾝ

　
1
1
.0

%

ﾍ
ﾞﾝ

ﾀ
ｿ
ﾞﾝ

1
1
.0

%
+
2
0
～

+
4
5

(収
穫

4
5
日

前
ま

で
)

3
～

4
kg

落
水

又
は

極
浅

水
で

散
布

砂
壌

土
～

埴
土

・
落

水
又

は
ご

く
浅

水
状

態
で

散
布

し
、

３
日

以
上

そ
の

ま
ま

の
状

態
を

保
ち

入
水

し
な

い
・
３

日
以

上
落

水
を

続
け

る
の

で
、

低
温

の
時

は
使

用
し

な
い

□
葉

の
黄

化
、

斑
点

状
薬

斑
、

生
育

抑
制

○ 4
L

○ 揃
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使使
用用

上上
のの

注注
意意

事事
項項

注
１
：
オ
モ
ダ
カ
の
発
生
期
間
は
長
い
た
め
、
発
生
の
遅
い
も
の
に
は
効
果
を
示
さ
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
有
効
な
移
植
後
土
壌
処
理
剤
又
は
一
発
剤
と
の
組
み
合
わ
せ
で
使
用
す
る
。

（（
７７
））
移移
植植
水水
稲稲
（（
後後
期期
剤剤
））

関
連

指
導

対
象

剤

ノ ビ エ

一 年 生 雑 草

マ ツ バ イ

ホ タ ル イ

ヘ ラ オ モ ダ カ

ウ リ カ ワ

ヒ ル ム シ ロ

エ ゾ ノ サ ヤ ヌ カ グ サ

セ リ
オ モ ダ カ

ミ ズ ア オ イ

ア ゼ ナ

コ ウ キ ヤ ガ ラ

藻 ・ 表 層 剥 離

（
含

有
の

有
効

成
分

が
同

一
で

剤
型

が
異

な
る

商
品

（
詳

し
く

は
掲

載
農

薬
一

覧
表

の
見

方
と

留
意

事
項

を
参

照
）
）

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

時
期

使
用

方
法

及
び

1
0
a当

た
り

使
用

量

土 壌 条 件

対
象

雑
草

と
処

理
限

界
毒 性

本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項

と
薬

害
症

状

□
薬

害
症

状

新 規 ・ 改 訂

9
ﾜ
ｲ
ﾄﾞ

ｱ
ﾀ
ｯ
ｸ
S
C

[D
A

S
H

-
0
0
1
S
C

]
ﾍ

ﾟﾉ
ｷ

ｽ
ｽ

ﾗ
ﾑ

　
3
.6

%
+
2
5
～

+
4
0

(ｲ
ﾈ

6
L
以

降
、

ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

5
L
ま

で
)

(収
穫

3
0
日

前
ま

で
)

1
0
0
m

l(
散

布
液

量
：

1
0
0
L
)

砂
壌

土
～

埴
土

○ 5
L

○
○

○ 花 茎 抽 出 始

○ 5
L

○ 4
L

○ 期
○ 期

〇 草 丈 3 0 ㎝ 以 下

◎ 3 ～ 4 L

◎ 5
L

2
・
落

水
散

布
ま

た
は

ご
く
浅

く
湛

水
し

て
散

布
・
散

布
後

少
な

く
と

も
２

日
間

（
浅

水
処

理
は

３
日

間
）
は

入
水

を
避

け
止

水
に

し
て

お
く

・
展

着
剤

を
加

用
す

る
と

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

加
用

し
な

い
・
重

複
散

布
は

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

避
け

る
・
注

１

1
0

ｸ
ﾞﾗ

ﾝ
ｸ
ﾛ
ｽ

Z
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
/
ｿ
ﾆ
ｯ
ｸ
ﾌ
ﾞｰ

ﾑ
Z
１

ｷ
ﾛ
粒

剤
[M

IH
-
2
0
1
-
1
㎏

粒
]

ｼ
ｸ
ﾛ
ﾋ
ﾟﾘ

ﾓ
ﾚ
ｰ

ﾄ　
1
.5

%
ﾃ
ﾌ
ﾘ
ﾙ

ﾄﾘ
ｵ

ﾝ
　

3
.0

%
ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾘ

ｽ
ﾙ

ﾌ
ﾛ
ﾝ
粒

剤
0
.9

%
ｼ
ﾒ
ﾄﾘ

ﾝ
　

1
.5

%

+
3
0
～

+
4
0

(ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

3
.5

L
ま

で
)

1
kg

壌
土

～
埴

土
○ 3
.5 L

○
○

○ 3
L

○ 3
L

○ 期
○ 期

◎ 舟 形 3
L

1
・
体

系
処

理
の

後
処

理
剤

と
し

て
用

い
る

。
新
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（（
７７
））
－－
２２
　　
販販
売売
数数
量量
がが
33
年年
連連
続続
しし
てて
55
00
00
hh
aaにに

満満
たた
なな
いい
剤剤
（（
掲掲
載載
かか
らら
55
年年
以以
上上
経経
過過
））

（（
７７
））
移移
植植
水水
稲稲
（（
後後
期期
剤剤
））

番 号
指
導
参
考
年

新 規 ・ 改 訂

1
H
1
8

2
H
1
8

粒
状
水
中
M
C
P

－
H
1
8

ｽ
ｹ
ﾀ
ﾞﾁ
1
ｷ
ﾛ
粒
剤

S
L
-
0
4
0
1

H
2
2

商
品
名

試
験
コ
ー
ド

防
除
ガ
イ
ド

初
掲
載
年

- 316 -



（（
８８

））
直直

播播
水水

稲稲
（（
８８

））
直直

播播
水水

稲稲

関
連

指
導

対
象

剤

ノ ビ エ

一 年 生 雑 草

マ ツ バ イ

ホ タ ル イ

ヘ ラ オ モ ダ カ

ウ リ カ ワ

ヒ ル ム シ ロ

エ ゾ ノ サ ヤ ヌ カ グ サ

セ リ
オ モ ダ カ

ミ ズ ア オ イ

ア ゼ ナ

コ ウ キ ヤ ガ ラ

藻 ・ 表 層 剥 離

（
含

有
の

有
効

成
分

が
同

一
で

剤
型

が
異

な
る

商
品

（
詳

し
く

は
掲

載
農

薬
一

覧
表

の
見

方
と

留
意

事
項

を
参

照
）
）

1
ｲ
ｯ
ﾎ

ﾟﾝ
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ
[N

H
-
0
5
1
･J

]
ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾆ
ﾙ

　
4
.0

%
ﾍ

ﾞﾝ
ｽ

ﾙ
ﾌ
ﾛ
ﾝ
ﾒ
ﾁ
ﾙ

　
1
.5

%
ﾌ
ﾞﾛ

ﾓ
ﾌ
ﾞﾁ

ﾄﾞ
　

1
8
.0

%

ｲ
ﾈ

1
L
～

ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

2
.5

L
5
0
gX

1
0
ｺ

壌
土

～
埴

土
○ 2
.5 L

○
○

○ 2
L

○ 2
L

○ 始
○ 期

○ 始
◎ 2
.5 L

1
・
5
c
m

程
度

の
水

深
で

散
布

す
る

・
散

布
時

に
藻

類
・
表

層
剥

離
な

ど
の

浮
遊

物
が

多
い

と
部

分
的

な
薬

害
や

効
果

不
足

が
生

じ
る

こ
と

が
あ

る

2
ｴ
ﾝ
ﾍ

ﾟﾗ
ｰ

ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[K
U

H
-
1
5
1
]

ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾆ
ﾙ

　
3
.7

%
ﾋ
ﾟﾘ

ﾐﾉ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ
ﾒ
ﾁ
ﾙ

  
1
.4

%
ﾌ
ｪﾝ

ｷ
ﾉ
ﾄﾘ

ｵ
ﾝ
  

5
.6

%

+
稲

1
L
～

ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

3
L

5
0
0
m

l
壌

土
～

埴
土

○ 3
L

○
○

○ 2
L

○ 1
L

○ 期
1

3
ｷ

ｯ
ｸ
ﾊ

ﾞｲ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
[T

H
-
9
1
3
H

S
K
]

ｲ
ﾏ
ｿ
ﾞｽ

ﾙ
ﾌ
ﾛ
ﾝ
　

0
.9

%
ｴ
ﾄﾞ

ﾍ
ﾞﾝ

ｻ
ﾞﾆ

ﾄﾞ
　

1
5
.0

%
ﾀ
ﾞｲ

ﾑ
ﾛ
ﾝ
　

1
5
.0

%

播
種

後
+
5
～

+
1
5
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

2
L
)

(収
穫

9
0
日

前
ま

で
)

１
kg

壌
土

～
埴

土
○ 2
L

○
○

○ 2
L

○ 2
L

○ 2
L

○ 期
○ 始

 
○ 前

1

ｸ
ﾘ
ﾝ
ﾁ
ｬ
ｰ

1
ｷ

ﾛ
粒

剤
[D

E
H

-
1
1
2
]

ｼ
ﾊ

ﾛ
ﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟﾌ

ﾞﾁ
ﾙ

　
1
.8

%
播

種
後

+
1
5
～

+
2
5
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

3
L
)

(収
穫

3
0
日

前
ま

で
)

播
種

後
+
1
5
～

+
2
5
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

3
L
)

(収
穫

3
0
日

前
ま

で
)

壌
土

～
埴

土
○ 3
L

　
2

・
ヒ

エ
専

用
剤

、
持

続
効

果
短

い
、

５
c
m

程
度

の
止

め
水

で
使

用
す

る

播
種

後
+
2
5
～

+
3
5
(ﾉ

ﾋ
ﾞｴ

4
L
)

(収
穫

3
0
日

前
ま

で
)

1
.5

kg
○ 4
L

　

5
ｸ
ﾘ
ﾝ
ﾁ
ｬ
ｰ

E
W

[D
E
H

-
1
1
2
E
W

]
ｼ
ﾊ

ﾛ
ﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟﾌ

ﾞﾁ
ﾙ

　
3
0
.0

%
播

種
後

+
1
0
～

+
4
0

(ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

5
L
ま

で
)

(収
穫

3
0
日

前
ま

で
)

1
0
0
m

l
(散

布
水

量
：
7
0
～

1
0
0
L
)

湛
水

又
は

落
水

散
布

埴
壌

土
～

埴
土

○ 5
L

2
・
ヒ

エ
専

用
剤

、
持

続
効

果
短

い
、

５
c
m

程
度

の
止

め
水

で
使

用
す

る
・
初

期
除

草
剤

と
の

体
系

で
使

用
す

る

6
ｸ
ﾘ
ﾝ
ﾁ
ｬ
ｰ

ﾊ
ﾞｽ

M
E
B

A
S

液
剤

[D
E
H

-
B

A
S
･M

E
]

ｼ
ﾊ

ﾛ
ﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟﾌ

ﾞﾁ
ﾙ

　
3
.0

%
ﾍ

ﾞﾝ
ﾀ
ｿ
ﾞﾝ

　
2
0
.0

%
播

種
後

+
3
0
～

+
4
0

(ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

5
L
ま

で
)

(収
穫

5
0
日

前
ま

で
)

1
,0

0
0
m

l
(散

布
水

量
：
7
0
～

1
0
0
L
)

極
浅

水
又

は
落

水
散

布

埴
壌

土
～

埴
土

○ 5
L

○
○

○ 4
L

○ 4
L

2
・
初

期
除

草
剤

と
の

体
系

で
使

用
す

る

7
ｻ

ﾝ
ﾊ

ﾞｰ
ﾄﾞ

粒
剤

[S
W

-
7
5
1
]

ﾋ
ﾟﾗ

ｿ
ﾞﾚ

ｰ
ﾄ　

1
0
.0

%
は

種
直

後
～

は
種

後
７

日
(収

穫
9
0
日

前
ま

で
)

3
kg

壌
土

～
埴

土
○ 1
L

○
○ 1
L

○ 2
L

2
□

白
化

現
象

8
ｻ

ﾞｰ
ﾍ

ﾞｯ
ｸ
ｽ

D
X
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
[S

W
-
9
7
3
]

ｼ
ﾊ

ﾛ
ﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟﾌ

ﾞﾁ
ﾙ

　
1
.5

%
ｼ
ﾒ
ﾄﾘ

ﾝ
　

4
.5

%
ﾍ

ﾞﾝ
ﾌ
ﾚ
ｾ

ｰ
ﾄ　

6
.0

%
M

C
P

B
　

2
.4

%

ｲ
ﾈ

5
L
～

ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

3
.5

L
(収

穫
6
0
日

前
ま

で
)

1
kg

壌
土

～
埴

土
○ 3
.5 L

○
○

○ 3
L

○ 3
L

○ 期
○ 始

1
・
播

種
後

の
初

期
除

草
剤

に
よ

る
土

壌
処

理
と

の
体

系
で

使
用

・
著

し
い

高
温

条
件

で
は

薬
害

を
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
・
散

布
後

の
低

温
お

よ
び

急
激

な
気

温
の

上
昇

に
よ

り
薬

害
を

生
じ

る
こ

と
が

あ
る □

初
期

生
育

抑
制

、
下

葉
枯

れ
、

ロ
ー

ル
葉

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

1
0
a当

た
り

使
用

量

使
用

時
期

番 　 号

毒 性

4

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項

と
薬

害
症

状

□
薬

害
症

状

新 規 ・ 改 訂

土 壌 条 件

対
象

雑
草

と
処

理
限

界
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（（
８８

））
直直

播播
水水

稲稲
（（
８８

））
直直

播播
水水

稲稲

関
連

指
導

対
象

剤

ノ ビ エ

一 年 生 雑 草

マ ツ バ イ

ホ タ ル イ

ヘ ラ オ モ ダ カ

ウ リ カ ワ

ヒ ル ム シ ロ

エ ゾ ノ サ ヤ ヌ カ グ サ

セ リ
オ モ ダ カ

ミ ズ ア オ イ

ア ゼ ナ

コ ウ キ ヤ ガ ラ

藻 ・ 表 層 剥 離

（
含

有
の

有
効

成
分

が
同

一
で

剤
型

が
異

な
る

商
品

（
詳

し
く

は
掲

載
農

薬
一

覧
表

の
見

方
と

留
意

事
項

を
参

照
）
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

1
0
a当

た
り

使
用

量

使
用

時
期

番 　 号

毒 性
商

 品
 名

[試
験

番
号

]
本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項

と
薬

害
症

状

□
薬

害
症

状

新 規 ・ 改 訂

土 壌 条 件

対
象

雑
草

と
処

理
限

界

9
ｼ
ﾞｬ

ｽ
ﾀ
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[M
IH

-
1
6
2
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

]
ｼ
ｸ
ﾛ
ﾋ
ﾟﾘ

ﾓ
ﾚ
ｰ

ﾄ　
5
.5

%
ﾄﾘ

ｱ
ﾌ
ｧ
ﾓ
ﾝ
　

0
.9

%
ﾋ
ﾟﾗ

ｿ
ﾞﾚ

ｰ
ﾄ　

1
1
.0

%

ｲ
ﾈ

1
L
～

ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

3
L

5
0
0
ｍ

ｌ
壌

土
～

埴
土

○ 3
L

○
○

○ 2
L

○ 2
L

○ 始
○ 期

○
ｼ
ﾞｬ

ｽ
ﾀ
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

○
ｼ
ﾞｬ

ｽ
ﾀ
4
0
0
F
G

1
0

ｼ
ﾞｬ

ｽ
ﾀ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
[M

IH
-
1
6
1
-
1
kg

粒
]

ｼ
ｸ
ﾛ
ﾋ
ﾟﾘ

ﾓ
ﾚ
ｰ

ﾄ 
3
.0

 %
ﾄﾘ

ｱ
ﾌ
ｧ
ﾓ
ﾝ
 0

.5
%

ﾋ
ﾟﾗ

ｿ
ﾞﾚ

ｰ
ﾄ 

6
.0

%

播
種

時
(±

0
)

1
kg

壌
土

～
埴

土
○ 前

○
○

○ 前
○ 前

○ 前
・
散

布
後

、
速

や
か

に
極

浅
水

で
湛

水
し

、
自

然
減

水
に

よ
り

落
水

出
芽

を
行

う
・
出

芽
期

ま
で

の
落

水
が

不
十

分
な

場
合

に
薬

害
を

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

1
1

ﾋ
ｴ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾝ
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
[K

U
H

-
9
8
3
]

ﾋ
ﾟﾘ

ﾐﾉ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ
ﾒ
ﾁ
ﾙ

　
1
.2

%
0
.5

kg
壌

土
～

埴
土

○ 前
1

1
2

ﾜ
ﾝ
ｽ

ﾃ
ｰ

ｼ
ﾞ1

ｷ
ﾛ
粒

剤
[K

U
H

-
9
8
3
]

1
3

ﾌ
ﾙ

ﾊ
ﾟﾜ

ｰ
M

X
1
ｷ

ﾛ
粒

剤
[S

L
-
1
0
0
1
]

ﾋ
ﾟﾗ

ｸ
ﾛ
ﾆ
ﾙ

　
2
.0

%
ﾌ
ﾙ

ｾ
ﾄｽ

ﾙ
ﾌ
ﾛ
ﾝ
　

0
.2

%
ﾒ
ｿ
ﾄﾘ

ｵ
ﾝ
　

0
.9

%

ｲ
ﾈ

1
L
～

ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

3
L

(収
穫

6
0
日

前
ま

で
)

1
kg

壌
土

～
埴

土
○ 3
L

○
○

○ 2
L

○ 2
L

○ 2
L

○ 期
○ 始

◎ 1
L

◎ 3
L

1
○

ﾌ
ﾙ

ﾊ
ﾟﾜ

ｰ
M

X
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ

1
4

ﾏ
ｽ

ﾗ
ｵ

ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

［
S
-
9
2
0
3
］

ｲ
ﾏ
ｿ
ﾞｽ

ﾙ
ﾌ
ﾛ
ﾝ
　

1
.7

%
ﾋ
ﾟﾘ

ﾐﾉ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ
ﾒ
ﾁ
ﾙ

　
1
.2

%
ﾌ
ｪﾝ

ｷ
ﾉ
ﾄﾘ

ｵ
ﾝ
　

5
.8

%

+
稲

1
L
～

ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

2
.5

L
（
収

穫
9
0
日

前
ま

で
）

5
0
0
m

l
壌

土
～

埴
土

○ 3
L

○
○

○ 1
L

○ 始
○ 期

1
訂

1
5

ﾗ
ｵ

ｳ
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[K
U

H
-
1
9
1
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

]
ﾀ
ﾞｲ

ﾑ
ﾛ
ﾝ
　

　
1
1
.3

%
ﾌ
ｪﾉ

ｷ
ｻ

ｽ
ﾙ

ﾎ
ﾝ
　

2
.8

%
ﾌ
ｪﾝ

ｷ
ﾉ
ﾄﾘ

ｵ
ﾝ
　

4
.7

%
ﾍ

ﾞﾝ
ｽ

ﾙ
ﾌ
ﾛ
ﾝ
ﾒ
ﾁ
ﾙ

　
1
.4

%

稲
1
L
～

ﾉ
ﾋ
ﾞｴ

2
L

（
収

穫
9
0
日

前
ま

で
）

5
0
0
m

l
壌

土
～

埴
土

○ 2
L

○
○

○ 1
L

◎ 1
L

1
・
直

播
栽

培
で

イ
ネ

の
根

が
露

出
す

る
条

件
で

は
薬

害
を

生
じ

る
。

・
散

布
時

で
に

藻
類

・
表

層
剥

離
な

ど
の

障
害

物
が

多
い

と
、

部
分

的
な

薬
害

や
効

果
不

足
が

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

。
・
5
c
m

程
度

の
水

深
で

散
布

す
る

。

○
ﾗ
ｵ

ｳ
1
kg

粒
剤

○
ﾗ
ｵ

ｳ
ｼ
ﾞｬ

ﾝ
ﾎ

ﾞ
○

ﾗ
ｵ

ｳ
豆

つ
ぶ

2
5
0

追

+
0
（
播

種
同

時
）
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（（
９９

））
水水

田田
畦畦

畔畔
除除

草草
（（
９９

））
水水

田田
畦畦

畔畔
除除

草草

全 草 種

一 年 生 雑 草

ス ギ ナ

マ メ 科

1
ｶ
ｿ
ﾛ
ﾝ
粒

剤
4
.5

[D
B

N
-
4
.5

]
D

B
N

  
 4

.5
%

秋
冬

処
理

(根
雪

前
ま

で
)

6
～

8
kg

全
土

壌
 ○

×
1

・
流

入
、

飛
散

に
よ

る
水

稲
へ

の
薬

害
に

注
意

す
る

2
ｶ
ｿ
ﾛ
ﾝ
粒

剤
6
.7

[D
B

N
-
6
.7

]
D

B
N

  
 6

.7
%

秋
冬

処
理

(根
雪

前
ま

で
)

5
～

6
kg

全
土

壌
 ○

×
1

・
流

入
、

飛
散

に
よ

る
水

稲
へ

の
薬

害
に

注
意

す
る

3
ｸ
ｻ

ﾄﾘ
ｷ

ﾝ
ｸ
ﾞ

[W
O

C
-
0
1
]

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｲ

ｿ
ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾙ

ｱ
ﾐﾝ

塩
  

4
1
.0

%
雑

草
生

育
期

草
丈

3
0
c
m

以
下

(収
穫

1
4
日

前
ま

で
)

一
年

生
雑

草
　

2
5
0
～

5
0
0
m

l、
多

年
生

雑
草

　
5
0
0
～

1
,0

0
0
m

l、
散

布
液

量
：
1
0
0
L
、

2
5
L

全
土

壌
 ○

×
2

・
2
5
Ｌ

散
布

は
専

用
器

具
を

使
用

す
る

・
流

入
、

飛
散

に
よ

る
水

稲
へ

の
薬

害
に

注
意

す
る

4
ｻ

ﾞｸ
ｻ

液
剤

[A
H

-
0
1
液

]
ｸ
ﾞﾙ

ﾎ
ｼ
ﾈ

ｰ
ﾄP

ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

塩
 　

1
1
.5

%
雑

草
生

育
期

草
丈

3
0
c
m

以
下

(収
穫

7
日

前
ま

で
)

5
0
0
～

1
,0

0
0
m

l
散

布
液

量
：
1
0
0
～

1
5
0
L

全
土

壌
○

2
・
流

入
、

飛
散

に
よ

る
水

稲
へ

の
薬

害
に

注
意

す
る

5
ｻ

ﾝ
ﾀ
ﾞｰ

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ0
0
7

[N
H

-
0
0
7
]

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｲ

ｿ
ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾙ

ｱ
ﾐﾝ

塩
　

3
0
.0

%
ﾋ
ﾟﾗ

ﾌ
ﾙ

ﾌ
ｪﾝ

ｴ
ﾁ
ﾙ

　
0
.1

6
%

雑
草

生
育

期
草

丈
3
0
c
m

以
下

(収
穫

1
4
日

前
ま

で
)

4
0
0
～

6
0
0
m

l
散

布
液

量
：
1
0
0
L

全
土

壌
 ○

×
2

・
流

入
、

飛
散

に
よ

る
水

稲
へ

の
薬

害
に

注
意

す
る

6
ｻ

ﾝ
ﾌ
ｰ

ﾛ
ﾝ
液

剤
[A

K
-
0
1
]

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｲ

ｿ
ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾙ

ｱ
ﾐﾝ

塩
　

4
1
.0

%
雑

草
生

育
期

草
丈

3
0
c
m

以
下

(収
穫

1
4
日

前
ま

で
)

一
年

生
雑

草
　

2
5
0
～

5
0
0
m

l、
多

年
生

雑
草

　
5
0
0
～

1
,0

0
0
m

l、
散

布
液

量
：
5
0
～

1
0
0
L

全
土

壌
 ○

×
2

・
流

入
、

飛
散

に
よ

る
水

稲
へ

の
薬

害
に

注
意

す
る

一
年

生
雑

草
　

2
5
0
～

5
0
0
m

l、
多

年
生

雑
草

　
5
0
0
～

1
,0

0
0
m

l、
散

布
液

量
：
5
0
L
(専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
)

 ○
×

2
・
流

入
、

飛
散

に
よ

る
水

稲
へ

の
薬

害
に

注
意

す
る

ス
ギ

ナ
　

1
,5

0
0
～

2
,0

0
0
m

l、
散

布
液

量
：
5
0
～

1
0
0
L

(5
0
L
は

専
用

ノ
ズ

ル
を

使
用

)

○

8
ﾊ

ﾞｽ
ﾀ
液

剤
[H

o
e
-
8
6
6
]

ｸ
ﾞﾙ

ﾎ
ｼ
ﾈ

ｰ
ﾄ　

1
8
.5

%
雑

草
生

育
期

草
丈

3
0
c
m

以
下

(収
穫

7
日

前
ま

で
)

7
5
0
～

1
,0

0
0
m

l
散

布
液

量
：
1
0
0
～

1
5
0
L

全
土

壌
 ○

3
・
流

入
、

飛
散

に
よ

る
水

稲
へ

の
薬

害
に

注
意

す
る

2
0
0
～

5
0
0
m

l
散

布
液

量
：
5
0
～

1
0
0
L

5
0
L
は

専
用

ﾉ
ｽ

ﾞﾙ
使

用

○

1
,5

0
0
～

2
,0

0
0
m

l
散

布
液

量
：
5
0
～

1
0
0
L

5
0
L
は

専
用

ﾉ
ｽ

ﾞﾙ
使

用

○

5
0
0
～

1
,0

0
0
m

l
散

布
液

量
：
5
0
～

1
0
0
L

5
0
L
は

専
用

ﾉ
ｽ

ﾞﾙ
使

用

(○
)

多
年

生
ｲ
ﾈ

科
雑

草
対

象

1
0

M
C

P
ｿ
ｰ

ﾀ
ﾞ塩

[M
C

P
-
N

a液
]

M
C

P
A

ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

塩
　

1
9
.5

%
雑

草
生

育
期

草
丈

3
0
c
m

以
下

(収
穫

1
4
日

前
ま

で
)

2
0
0
g

散
布

液
量

：
1
0
0
L

全
土

壌
(○

)
広

葉
雑

草
に

限
る

○
3

・
イ

ネ
科

雑
草

に
対

す
る

効
果

は
な

い
□

下
葉

枯
れ

注
1
　

×
は

対
象

草
種

か
ら

除
く

こ
と

を
示

す
。

  
  
  
  
注

2
　

畦
畔

以
外

に
飛

散
さ

せ
な

い
よ

う
注

意
し

て
散

布
す

る
。

　
　

　
　

注
3
　

水
田

除
草

剤
は

畦
畔

の
り

面
へ

の
散

布
は

避
け

る
。

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

　
4
4
.7

%

9
ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

　
4
8
.0

%
雑

草
生

育
期

草
丈

3
0
c
m

以
下

(収
穫

前
日

ま
で

)

7
ﾀ
ｯ
ﾁ
ﾀ
ﾞｳ

ﾝ
iQ

[Z
K
-
1
2
2
]

本 剤 の 使 用 回 数 3
ﾗ
ｳ

ﾝ
ﾄﾞ

ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟﾏ

ｯ
ｸ
ｽ

ﾛ
ｰ

ﾄﾞ
[N

C
-
6
2
2
液

]

・
流

入
、

飛
散

に
よ

る
水

稲
へ

の
薬

害
に

注
意

す
る

雑
草

生
育

期
草

丈
3
0
c
m

以
下

(収
穫

1
4
日

前
ま

で
)

全
土

壌

全
土

壌

使
用

上
の

注
意

事
項

と
薬

害
症

状

□
薬

害
症

状

新 規 ・ 改 訂

番 号
商

 品
 名

[試
験

番
号

]
有

効
成

分
名

及
び

含
有

量
(%

)
使

用
時

期
使

用
方

法
及

び
1
0
a当

た
り

使
用

量
土 壌 条 件

対
象

草
種

毒 性
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（（
11
00
））
水水

田田
畦畦

畔畔
抑抑

草草
剤剤

（（
11
00
））
水水

田田
畦畦

畔畔
抑抑

草草
剤剤

（（
11
11
））
休休

耕耕
田田

全 草 種

一 年 生 雑 草

ス ギ ナ

マ メ 科

1
ｸ
ﾞﾗ

ｽ
ｼ
ｮｰ

ﾄ液
剤

[K
U

H
-
9
1
3
]

ﾋ
ﾞｽ

ﾋ
ﾟﾘ

ﾊ
ﾞｯ

ｸ
ﾅ

ﾄﾘ
ｳ

ﾑ
塩

  
 　

3
.0

%
刈

取
後

草
丈

1
0
c
m

以
下

(草
刈

取
後

1
0
～

2
0
日

)
(収

穫
前

日
ま

で
)

3
0
0
～

5
0
0
m

l
散

布
液

量
：
2
5
L
、

5
0
～

1
0
0
L

全
土

壌
 ○

3
・
草

種
に

よ
り

効
果

の
変

動
が

あ
る

・
草

丈
抑

制
に

よ
る

刈
り

取
り

作
業

軽
減

・
少

量
散

布
の

場
合

専
用

ノ
ズ

ル
を

使
用

す
る

（（
11
11
））
休休

耕耕
田田

全 草 種

一 年 生 雑 草

ス ギ ナ

マ メ 科

2
0
0
m

l、
散

布
液

量
：
2
5
～

5
0
L

専
用

ﾉ
ｽ

ﾞﾙ
使

用
○

5
0
0
m

l、
散

布
液

量
：
2
0
～

5
0
L

専
用

ﾉ
ｽ

ﾞﾙ
使

用
(○

)
多

年
生

雑
草

対
象

全
土

壌
3

1
ﾗ
ｳ

ﾝ
ﾄﾞ

ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟﾏ

ｯ
ｸ
ｽ

ﾛ
ｰ

ﾄﾞ
[N

C
-
6
2
2
液

]

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

　
4
8
.0

%
雑

草
生

育
期

草
丈

１
m

以
下

番 号
商

 品
 名

[試
験

番
号

]
有

効
成

分
名

及
び

含
有

量
(%

)
新 規 ・ 改 訂

対
象

草
種

毒 性
本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項

と
薬

害
症

状

□
薬

害
症

状

新 規 ・ 改 訂

対
象

草
種

毒 性
本 剤 の 使 用 回 数

番 号
商

 品
 名

[試
験

番
号

]
有

効
成

分
名

及
び

含
有

量
(%

)
使

用
時

期
使

用
方

法
及

び
1
0
a当

た
り

使
用

量

使
用

上
の

注
意

事
項

と
薬

害
症

状

□
薬

害
症

状

使
用

方
法

及
び

1
0
a当

た
り

使
用

量
土 壌 条 件 土 壌 条 件

使
用

時
期
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３３　　畑畑作作物物、、園園芸芸作作物物、、飼飼料料作作物物・・草草地地 

３３－－１１　　共共通通 

（（１１））除除草草剤剤使使用用上上のの留留意意事事項項 
アア  全全面面土土壌壌散散布布 
（ア）全面土壌散布とは、雑草の発生前並びに発生直後に薬剤を土壌表面に処理し、土壌表

面に処理層を形成して、出芽に必要な水と同時に薬剤が種子に吸収されるか、出芽中並
びに出芽直後の幼芽、幼根に接触又は吸収され植物の生理機能をみだし、殺草効果をあ
げる方法である。 

（イ）全面土壌散布の除草剤には、効果の持続期間が比較的長いものが多く、使用時期は、
作物のは種後から出芽（萌芽）前で、雑草の発生前か発生初期に処理する。 

（ウ）覆土が浅かったり、覆土むらがあると薬害の危険があるので、砕土、整地をていねい
に行い、覆土は均一にする。なお、鎮圧を実施することにより効果を一層高めることが
できる。 

（エ）土壌が乾燥している場合は効果が劣るので、散布水量を増すか、土壌水分が適度にあ
る時に散布する。 

（オ）乳剤、水和剤などの散布にはスプレーを使用し、噴霧口は除草剤専用ノズルを使用す
る。粉粒剤の散布に当たっては専用の器具を使用する。 

（カ）散布水量は、10アール当たり100リットルを標準とし、特に散布水量の異なるときは、
注意事項に記載している。 

 
イイ  雑雑草草茎茎葉葉散散布布 
（ア）雑草茎葉散布には、生育中の雑草に直接薬剤を散布し、接触した部分の組織を破壊し

て殺草する方法と、茎葉や根から薬剤を吸収させ光合成阻害や細胞分裂阻害など植物体
の生理的障害を誘発し、殺草効果をあげる方法とがある。 

（イ）処理後、降雨があると効果が低下したり薬害を起こすことがあるので、散布後１日程
度降雨のない好天の日を選び散布する。 

（ウ）作物の生育にむらがあると処理時期の決定が困難であり、薬害を生ずる危険があるの
で生育をそろえるよう配慮する。 

（エ）散布水量は、10アール当たり噴霧機で70から100リットルを標準とし、雑草に薬剤が均
一に付着するよう散布する。 
　なお、除草剤によっては、展着剤を加用するものがあるので、必ず所定の展着剤を加
用する。 

（オ）付近の立毛中の作物に飛散しないように散布する。 
（カ）畦間処理は作物にかからないことを前提とした処理方法であり、飛散防止装置を装着

し、畦間に精度良く散布する。 
 

ウウ  共共通通的的事事項項 
（ア）ＤＢＮ（カソロン）を含む剤は、処理後に地表面から気化して滞留した場合に下枝や

果実に薬害を生じるおそれがあるため、空気の滞留しやすい場所での使用を避ける。ま
た、かぼちゃ、うり類などに隣接しているほ場及びその栽培予定地では、異常果の発生
要因となるので使用を避ける。 

（イ）ペンディメタリンを含む剤は、後作物としてかぼちゃ等のうり科やほうれんそう、そ
ばを作付けると生育が抑制されることがあるので、薬剤、後作物の選択に注意する。 

（ウ）砂土系で有機物の少ない土壌では、薬剤の移動性が大きく、薬害の危険があるので、
土壌条件に応じて使用量を少なめにするなどの注意が必要である。 

（エ）土壌が乾燥し過ぎたり、長雨により土壌が過湿のときは、効果が不安定となるので使
用を避け、適当な土壌水分のときに散布する。 

（オ）使用後のタンク、ブーム、ノズルなどに薬液が残らないよう散布器具は十分に洗浄す
るとともに、薬液及び洗浄水を河川等に流さず、環境に影響を与えないよう処理する。 

（カ）散布水量が10アール当たり50リットルより少ない少水量散布では、少水量散布専用ノ
ズルを使用する。散布水量は農薬登録の範囲を厳守する。 

- 322 -



３３　　畑畑作作物物、、園園芸芸作作物物、、飼飼料料作作物物・・草草地地 

３３－－１１　　共共通通 

（（１１））除除草草剤剤使使用用上上のの留留意意事事項項 
アア  全全面面土土壌壌散散布布 
（ア）全面土壌散布とは、雑草の発生前並びに発生直後に薬剤を土壌表面に処理し、土壌表

面に処理層を形成して、出芽に必要な水と同時に薬剤が種子に吸収されるか、出芽中並
びに出芽直後の幼芽、幼根に接触又は吸収され植物の生理機能をみだし、殺草効果をあ
げる方法である。 

（イ）全面土壌散布の除草剤には、効果の持続期間が比較的長いものが多く、使用時期は、
作物のは種後から出芽（萌芽）前で、雑草の発生前か発生初期に処理する。 

（ウ）覆土が浅かったり、覆土むらがあると薬害の危険があるので、砕土、整地をていねい
に行い、覆土は均一にする。なお、鎮圧を実施することにより効果を一層高めることが
できる。 

（エ）土壌が乾燥している場合は効果が劣るので、散布水量を増すか、土壌水分が適度にあ
る時に散布する。 

（オ）乳剤、水和剤などの散布にはスプレーを使用し、噴霧口は除草剤専用ノズルを使用す
る。粉粒剤の散布に当たっては専用の器具を使用する。 

（カ）散布水量は、10アール当たり100リットルを標準とし、特に散布水量の異なるときは、
注意事項に記載している。 

 
イイ  雑雑草草茎茎葉葉散散布布 
（ア）雑草茎葉散布には、生育中の雑草に直接薬剤を散布し、接触した部分の組織を破壊し

て殺草する方法と、茎葉や根から薬剤を吸収させ光合成阻害や細胞分裂阻害など植物体
の生理的障害を誘発し、殺草効果をあげる方法とがある。 

（イ）処理後、降雨があると効果が低下したり薬害を起こすことがあるので、散布後１日程
度降雨のない好天の日を選び散布する。 

（ウ）作物の生育にむらがあると処理時期の決定が困難であり、薬害を生ずる危険があるの
で生育をそろえるよう配慮する。 

（エ）散布水量は、10アール当たり噴霧機で70から100リットルを標準とし、雑草に薬剤が均
一に付着するよう散布する。 
　なお、除草剤によっては、展着剤を加用するものがあるので、必ず所定の展着剤を加
用する。 

（オ）付近の立毛中の作物に飛散しないように散布する。 
（カ）畦間処理は作物にかからないことを前提とした処理方法であり、飛散防止装置を装着

し、畦間に精度良く散布する。 
 
ウウ  共共通通的的事事項項 
（ア）ＤＢＮ（カソロン）を含む剤は、処理後に地表面から気化して滞留した場合に下枝や

果実に薬害を生じるおそれがあるため、空気の滞留しやすい場所での使用を避ける。ま
た、かぼちゃ、うり類などに隣接しているほ場及びその栽培予定地では、異常果の発生
要因となるので使用を避ける。 

（イ）ペンディメタリンを含む剤は、後作物としてかぼちゃ等のうり科やほうれんそう、そ
ばを作付けると生育が抑制されることがあるので、薬剤、後作物の選択に注意する。 

（ウ）砂土系で有機物の少ない土壌では、薬剤の移動性が大きく、薬害の危険があるので、
土壌条件に応じて使用量を少なめにするなどの注意が必要である。 

（エ）土壌が乾燥し過ぎたり、長雨により土壌が過湿のときは、効果が不安定となるので使
用を避け、適当な土壌水分のときに散布する。 

（オ）使用後のタンク、ブーム、ノズルなどに薬液が残らないよう散布器具は十分に洗浄す
るとともに、薬液及び洗浄水を河川等に流さず、環境に影響を与えないよう処理する。 

（カ）散布水量が10アール当たり50リットルより少ない少水量散布では、少水量散布専用ノ
ズルを使用する。散布水量は農薬登録の範囲を厳守する。 

エエ  使使用用時時期期 
　麦類、豆類、直播のてんさい及びとうもろこしの出芽前～出芽始の使用時期については、
次の区分を基準参考として指導する。 

 
 区 分 使 用 時 期 摘　要

は 種 直 後 は種当日 ～ １日後 は種後は、農薬登録上 
 

は 種 後 は種後２日 ～ ５日後 「は種当日～出芽前」で 
 

出 芽 前 は種後６日 ～ 出芽２日前 ある。

出 芽 直 前 出芽の前日

出 芽 始 １個体でも出芽を認めたとき

出 芽 期 は種粒数の40～50％の出芽を認めた日

出 芽 揃 は種粒数の80％の出芽を認めた日

 
オオ  そそのの他他 
（ア）作物に使用できる除草剤が２種類以上列記してある場合は、適宜その中から選択して

使用するものとする。 
　　（イ）魚毒性分類に代わる新たな評価基準が導入されており、すべての薬剤は新たな評価手

法に切り替わっているので、ＦＡＭＩＣのホームページ等で確認し、製剤毎の注意事項
に基づき使用する。

畑
作
物
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（（
２２
））
除除
草草
剤剤
のの
作作
物物
別別
適適
用用
範範
囲囲
一一
覧覧
（（
畑畑
作作
・・
野野
菜菜
・・
花花
木木
・・
飼飼
料料
作作
物物
））

作
　
物
　
名

農
　
薬
　
の
　
種
　
類

1
ア
イ
オ
キ
シ
ニ
ル
乳
剤

●

2
ア
シ
ュ
ラ
ム
液
剤

●
●

3
ア
ト
ラ
ジ
ン
･S
-
メ
ト
ラ
ク
ロ
ー
ル
乳
剤

●
●

4
ア
ト
ラ
ジ
ン
水
和
剤

●
●

5
ア
ラ
ク
ロ
ー
ル
・
リ
ニ
ュ
ロ
ン
乳
剤

●
●

●
●

●

6
ア
ラ
ク
ロ
ー
ル
乳
剤

●
●

●
●

●
●

●
●

7
イ
マ
ザ
モ
ッ
ク
ス
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
塩
液
剤

●
●

●
●

●
●

8
イ
ン
ダ
ノ
フ
ァ
ン
・
ジ
フ
ル
フ
ェ
ニ
カ
ン
水
和
剤

●
●

9
エ
ス
プ
ロ
カ
ル
ブ
・
ジ
フ
ル
フ
ェ
ニ
カ
ン
乳
剤

●

1
0
カ
ー
バ
ム
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
液
剤

●
●

1
1
キ
ザ
ロ
ホ
ッ
プ
エ
チ
ル
水
和
剤
（
ポ
ル
ト
）

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

1
2
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
ア
ミ
ン
塩
・
ピ
ラ
フ

ル
フ
ェ
ン
エ
チ
ル
水
和
剤

●
●

1
3
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
ア
ミ
ン
塩
液
剤

●
●

1
4
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
カ
リ
ウ
ム
塩

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●

1
5
グ
ル
ホ
シ
ネ
ー
ト
P
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
液
剤

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

1
6
グ
ル
ホ
シ
ネ
ー
ト
液
剤

●
●

●
●

●
●

●

1
7
ク
レ
ト
ジ
ム
乳
剤

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

1
8
シ
ア
ナ
ジ
ン
水
和
剤

●
●

●

1
9
ジ
フ
ル
フ
ェ
ニ
カ
ン
・
ＩＰ
Ｃ
水
和
剤

●
●

2
0
ジ
フ
ル
フ
ェ
ニ
カ
ン
・
ト
リ
フ
ル
ラ
リ
ン
粉
粒
剤

●
●

2
1
ジ
フ
ル
フ
ェ
ニ
カ
ン
・
ト
リ
フ
ル
ラ
リ
ン
乳
剤

●
●

2
2
ジ
メ
テ
ナ
ミ
ド
・
リ
ニ
ュ
ロ
ン
乳
剤

●
●

●

2
3
ジ
メ
テ
ナ
ミ
ド
Ｐ
・
リ
ニ
ュ
ロ
ン
乳
剤

●
●

2
4
ジ
メ
テ
ナ
ミ
ド
Ｐ
・
ペ
ン
デ
ィ
メ
タ
リ
ン
乳
剤

●
●

●
●

2
5
ジ
メ
テ
ナ
ミ
ド
Ｐ
・
ペ
ン
デ
ィ
メ
タ
リ
ン
乳
剤
・
リ

ニ
ュ
ロ
ン

●

2
6
ジ
メ
テ
ナ
ミ
ド
P
乳
剤

●
●

●
●

●
●

●
●

●

2
7
ジ
メ
テ
ナ
ミ
ド
P
・
レ
ナ
シ
ル
水
和
剤

●
　

2
8
セ
ト
キ
シ
ジ
ム
乳
剤

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

2
9
ダ
ゾ
メ
ッ
ト
微
粒
剤

●
●

●

3
0
チ
フ
ェ
ン
ス
ル
フ
ロ
ン
メ
チ
ル
水
和
剤

●
●

●
●

3
1
デ
ス
メ
デ
ィ
フ
ァ
ム
･フ
ェ
ン
メ
デ
ィ
フ
ァ
ム
･メ
ト
ラ

ク
ロ
ー
ル
乳
剤

●

3
2
デ
ス
メ
デ
ィ
フ
ァ
ム
･フ
ェ
ン
メ
デ
ィ
フ
ァ
ム
･S
-
メ
ト

ラ
ク
ロ
ー
ル
乳
剤

●

3
3
ト
プ
ラ
メ
ゾ
ン
液
剤

●

3
4
ト
リ
フ
ル
ラ
リ
ン
・
ペ
ン
デ
ィ
メ
タ
リ
ン
粉
粒
剤

●
●

3
5
ト
リ
フ
ル
ラ
リ
ン
乳
剤

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●

3
6
ト
リ
フ
ル
ラ
リ
ン
粒
剤

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

3
7
ト
ル
ピ
ラ
レ
ー
ト
液
剤

●
●

3
8
ニ
コ
ス
ル
フ
ロ
ン
乳
剤

●

ひ ま わ り

ラ イ ラ ッ ク

ど う だ ん つ つ じ

飼 料 用 と う も ろ こ し

草 地
も り あ ざ み

( や ま ご ぼ う )

わ さ び だ い こ ん

あ さ つ き

実 え ん ど う

カ ー ネ ー シ ョ ン

き く
メ ロ ン

か ぼ ち ゃ

ア ス パ ラ ガ ス

い ち ご

食 用 ゆ り

み つ ば

さ や い ん げ ん

た ま ね ぎ

ね ぎ
に ん に く

な す
ト マ ト

す い か

ご ぼ う

は く さ い

キ ャ ベ ツ

レ タ ス

ブ ロ ッ コ リ ー

ほ う れ ん そ う

甘 草
お う ご ん ( こ が ね ば な )

し ゃ く や く ( 薬 用 )

だ い こ ん

に ん じ ん

な が い も

キ ノ ア

だ い お う

お け ら

と う す け ぼ う ふ う

と う き

か の こ そ う

な た ね

食 用 亜 麻

は っ か

べ に ば な い ん げ ん

お う ぎ

せ ん き ゅ う

と り か ぶ と

チ コ リ ( 根 株 )

小 豆
菜 豆

え ん ど う

ば れ い し ょ

て ん さ い

そ ば
春 ま き 小 麦

秋 ま き 小 麦

大 麦
え ん 麦

生 食 用 と う も ろ こ し

大 豆
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作
　

物
　

名

農
　

薬
　

の
　

種
　

類

ひ ま わ り

ラ イ ラ ッ ク

ど う だ ん つ つ じ

飼 料 用 と う も ろ こ し

草 地
も り あ ざ み

( や ま ご ぼ う )

わ さ び だ い こ ん

あ さ つ き

実 え ん ど う

カ ー ネ ー シ ョ ン

き く
メ ロ ン

か ぼ ち ゃ

ア ス パ ラ ガ ス

い ち ご

食 用 ゆ り

み つ ば

さ や い ん げ ん

た ま ね ぎ

ね ぎ
に ん に く

な す
ト マ ト

す い か

ご ぼ う

は く さ い

キ ャ ベ ツ

レ タ ス

ブ ロ ッ コ リ ー

ほ う れ ん そ う

甘 草
お う ご ん ( こ が ね ば な )

し ゃ く や く ( 薬 用 )

だ い こ ん

に ん じ ん

な が い も

キ ノ ア

だ い お う

お け ら

と う す け ぼ う ふ う

と う き

か の こ そ う

な た ね

食 用 亜 麻

は っ か

べ に ば な い ん げ ん

お う ぎ

せ ん き ゅ う

と り か ぶ と

チ コ リ ( 根 株 )

小 豆
菜 豆

え ん ど う

ば れ い し ょ

て ん さ い

そ ば
春 ま き 小 麦

秋 ま き 小 麦

大 麦
え ん 麦

生 食 用 と う も ろ こ し

大 豆

3
9

ハ
ロ

ス
ル

フ
ロ

ン
メ

チ
ル

水
和

剤
●

4
0

ﾋ
ﾟﾛ

ｷ
ｻ

ｽ
ﾙ

ﾎ
ﾝ
･ｼ

ﾞﾌ
ﾙ

ﾌ
ｪﾆ

ｶ
ﾝ
水

和
剤

●
●

4
1

ﾋ
ﾟﾛ

ｷ
ｻ

ｽ
ﾙ

ﾎ
ﾝ
･ﾘ

ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
水

和
剤

●
●

4
2

ピ
ラ

フ
ル

フ
ェ

ン
エ

チ
ル

水
和

剤
●

●
●

4
3

フ
ェ

ン
メ

デ
ィ

フ
ァ

ム
・
メ

タ
ミ

ト
ロ

ン
水

和
剤

●
●

4
4

フ
ェ

ン
メ

デ
ィ

フ
ァ

ム
乳

剤
●

●

4
5

フ
ェ

ン
メ

デ
ィ

フ
ァ

ム
水

和
剤

●

4
6

ブ
タ

ミ
ホ

ス
粒

剤
●

4
7

ブ
タ

ミ
ホ

ス
乳

剤
●

●
●

●
●

●
●

●

4
8

フ
ル

ア
ジ

ホ
ッ

プ
Ｐ

乳
剤

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●

4
9

フ
ル

ア
ジ

ホ
ッ

プ
Ｐ

乳
剤

・
ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ

●
●

5
0

フ
ル

チ
ア

セ
ッ

ト
メ

チ
ル

乳
剤

●

5
1

フ
ル

ミ
オ

キ
サ

ジ
ン

水
和

剤
●

●
●

●
●

5
2

プ
ロ

ス
ル

ホ
カ

ル
ブ

乳
剤

●
●

●
●

●
●

●

5
3

プ
ロ

ス
ル

ホ
カ

ル
ブ

・
ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
乳

剤
●

●

5
4

プ
ロ

ピ
ザ

ミ
ド

水
和

剤
●

●
●

●
●

●
●

5
5

プ
ロ

メ
ト

リ
ン

・
ＩＰ

Ｃ
乳

剤
●

●
●

5
6

プ
ロ

メ
ト

リ
ン

･ベ
ン

チ
オ

カ
ー

ブ
乳

剤
●

●

5
7

プ
ロ

メ
ト

リ
ン

・
Ｓ

-
メ

ト
ラ

ク
ロ

ー
ル

水
和

剤
●

●
●

●
●

●
●

●

5
8

プ
ロ

メ
ト

リ
ン

水
和

剤
●

●
●

●
●

5
9

ベ
ン

タ
ゾ

ン
液

剤
（
ナ

ト
リ

ウ
ム

塩
）

「
大

豆
バ

サ
グ

ラ
ン

液
剤

（
ナ

ト
リ

ウ
ム

塩
）
」

●

6
0

ベ
ン

タ
ゾ

ン
液

剤
（
ナ

ト
リ

ウ
ム

塩
）

「
バ

サ
グ

ラ
ン

液
剤

（
ナ

ト
リ

ウ
ム

塩
）
」

●
●

●
●

●
●

●

6
1

ベ
ン

チ
オ

カ
ー

ブ
･ペ

ン
デ

ィ
メ

タ
リ

ン
･リ

ニ
ュ

ロ
ン

乳
剤

●
●

●
●

●

6
2

ベ
ン

チ
オ

カ
ー

ブ
･ペ

ン
デ

ィ
メ

タ
リ

ン
･リ

ニ
ュ

ロ
ン

粉
粒

剤
●

6
3

ペ
ン

デ
ィ

メ
タ

リ
ン

・
リ

ニ
ュ

ロ
ン

乳
剤

●
●

●
●

6
4

ペ
ン

デ
ィ

メ
タ

リ
ン

・
リ

ニ
ュ

ロ
ン

粉
粒

剤
●

●
●

●

6
5

ペ
ン

デ
ィ

メ
タ

リ
ン

乳
剤

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●

6
6

ペ
ン

デ
ィ

メ
タ

リ
ン

粉
粒

剤
●

●
●

●
●

●
●

●
●

6
7

メ
タ

ミ
ト

ロ
ン

水
和

剤
●

6
8

S
-
メ

ト
ラ

ク
ロ

ー
ル

乳
剤

●
●

●
●

●
●

6
9

メ
タ

ミ
ト

ロ
ン

･レ
ナ

シ
ル

水
和

剤
●

7
0

メ
タ

ミ
ロ

ン
水

和
剤

●
●

●

7
1

メ
ト

リ
ブ

ジ
ン

水
和

剤
●

●

7
2

リ
ニ

ュ
ロ

ン
水

和
剤

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●

7
3

リ
ニ

ュ
ロ

ン
粒

剤
●

7
4

レ
ナ

シ
ル

・
Ｐ

Ａ
Ｃ

水
和

剤
●

7
5

Ｄ
Ｃ

Ｍ
Ｕ

水
和

剤
●

●
●

●
●

7
6

ＩＰ
Ｃ

乳
剤

●
●

●
●

●
●

●

7
7

Ｍ
Ｃ

Ｐ
Ａ

ナ
ト

リ
ウ

ム
塩

●
●

●
●

●

7
8

Ｍ
Ｄ

Ｂ
Ａ

液
剤

 　
●

注
１
）
●
は
防
除
ガ
イ
ド
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。
農
薬
登
録
さ
れ
て
い
て
も
指
導
参
考
事
項
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
本
表
に
は
掲
載
し
て
い
な
い
。

注
２
）
Ｄ
Ｃ
Ｍ
Ｕ
水
和
剤
の
う
ち
「
カ
ー
メ
ッ
ク
ス
Ｄ
」
は
、
大
豆
の
み
の
登
録
で
あ
る
。

注
３
）
生
食
用
と
う
も
ろ
こ
し
に
つ
い
て
、
青
果
用
品
種
（
ス
ー
パ
ー
ス
イ
ー
ト
系
）
は
使
用
上
の
注
意
事
項
に
留
意
す
る
こ
と
。
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雑雑
草草

防防
除除

ガガ
イイ

ドド
掲掲

載載
農農

薬薬
一一

覧覧
（（
除除

草草
剤剤

））
※※

　　
掲掲

載載
農農

薬薬
一一

覧覧
のの

見見
方方

はは
、、

PP
77
～～

PP
88
をを

参参
照照

すす
るる

ここ
とと

。。

３３
－－

２２
　　

畑畑
作作

物物
●

＝
対

象
雑

草
、

－
＝

対
象

外
、

○
＝

効
果

が
高

い
、

△
＝

劣
る

、
空

欄
＝

草
種

別
評

価
な

し

（（
１１

））
麦麦

　　
　　

類類
（
１

）
麦

　
　

類

秋 ま き 小 麦

春 ま き 小 麦

大 麦
一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生

広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ナ ズ ナ

ス カ シ タ ゴ ボ ウ

ギ シ ギ シ 類

一 年 生 イ ネ 科

多 年 生 イ ネ 科

ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ

1
ｸ
ｻ

ﾄﾘ
ｷ

ﾝ
ｸ
ﾞ

[W
O

C
-
0
1
]

-
H

1
0
,H

1
8
,H

2
0

耕
起

前
雑

草
茎

葉
散

布
耕

起
前

ま
で

(雑
草

生
育

期
草

丈
3
0
c
m

以
下

)
2
5
0
～

5
0
0
m

l(
水

量
2
5
～

1
0
0
L
)

●
○

3

2
ｻ

ﾝ
ﾌ
ｰ

ﾛ
ﾝ
液

剤
[A

K
-
0
1
]

-
H

1
7

耕
起

前
雑

草
茎

葉
散

布
耕

起
7
日

前
ま

で
(雑

草
生

育
期

)
5
0
0
～

7
5
0
m

l
●

○
1

3
ｻ

ﾝ
ﾀ
ﾞｰ

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ0
0
7

[N
H

-
0
0
7
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

]
-
H

1
8

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｲ

ｿ
ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾙ

ｱ
ﾐﾝ

塩
　

3
0
.0

%
ﾋ
ﾟﾗ

ﾌ
ﾙ

ﾌ
ｪﾝ

ｴ
ﾁ
ﾙ

0
.1

6
%

耕
起

前
雑

草
茎

葉
散

布
耕

起
前

(雑
草

生
育

期
)

5
0
0
～

1
0
0
0
m

l
●

○
2

通
常

散
布

耕
起

３
日

以
前

(雑
草

生
育

期
)

5
0
0
～

7
5
0
m

l

●
○

少
水

量
散

布
耕

起
３

日
以

前
(雑

草
生

育
期

)
5
0
0
～

7
5
0
m

l(
水

量
2
5
～

5
0
L
)

●
○

5
ﾗ
ｳ

ﾝ
ﾄﾞ

ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟﾏ

ｯ
ｸ
ｽ

ﾛ
ｰ

ﾄﾞ
[N

C
6
2
2
]

-
H

2
1

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

4
8
%

耕
起

前
雑

草
茎

葉
散

布
耕

起
前

・
雑

草
生

育
期

2
0
0
～

5
0
0
m

l
●

○
3

●
（
秋

ま
き

小
麦

）
新

○
○

（
春

ま
き

小
麦

）

○
○

○
○

6
ｻ

ﾞｸ
ｻ

液
剤

[A
H

-
0
1
]

-
H

2
9
,H

3
0

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｼ
ﾈ

ｰ
ﾄP

ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

塩
 1

1
.5

%
圃

場
内

周
縁

部 雑
草

茎
葉

散
布

小
麦

生
育

期
、

雑
草

生
育

期
（
草

丈
2
0
㎝

以
下

）
3
0
0
～

5
0
0
m

l
散

布
水

量
1
0
0
L
/
1
0
a

小
麦

生
育

期
、

雑
草

生
育

期
（
草

丈
2
0
㎝

以
下

）
3
0
0
～

5
0
0
m

l
散

布
水

量
1
0
0
L
/
1
0
a

1

（
各

薬
剤

共
通

）
１

. 
多

年
生

イ
ネ

科
雑

草
が

1
5
c
m

以
上

に
再

生
し

て
か

ら
散

布
す

る
。

２
. 
本

剤
は

展
着

剤
を

加
用

し
な

い
。

３
. 
散

布
後

一
定

時
間

降
雨

の
な

い
日

に
散

布
す

る
（
剤

に
よ

っ
て

１
～

６
時

間
）
。

４
. 
周

辺
の

作
物

に
薬

液
が

か
か

ら
な

い
よ

う
注

意
す

る
と

と
も

に
、

ド
リ

フ
ト

低
減

ノ
ズ

ル
（
ラ

ウ
ン

ド
ノ

ズ
ル

等
）
の

使
用

が
望

ま
し

い
。

（
少

水
量

散
布

）
１

. 
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

（
秋

ま
き

小
麦

・
春

ま
き

小
麦

）
１

．
圃

場
内

周
縁

部
散

布
は

作
物

に
か

か
ら

な
い

こ
と

を
前

提
と

し
た

処
理

方
法

で
あ

る
。

２
．

非
選

択
性

の
薬

剤
で

あ
り

、
作

物
に

飛
散

す
る

と
付

着
し

た
部

分
に

薬
害

を
生

じ
る

の
で

、
周

辺
の

作
物

に
薬

剤
が

か
か

ら
な

い
よ

う
に

十
分

注
意

す
る

。
３

．
雑

草
が

大
き

く
な

り
す

ぎ
る

と
効

果
が

劣
る

の
で

散
布

時
期

を
失

し
な

い
よ

う
、

雑
草

に
薬

液
が

十
分

付
着

す
る

よ
う

に
散

布
す

る
。

（
秋

ま
き

小
麦

）
１

．
雑

草
が

過
繁

茂
状

態
で

は
、

下
繁

草
に

効
果

が
劣

る
場

合
が

あ
る

。

1 周 縁 部 3

薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

4
ﾀ
ｯ
ﾁ
ﾀ
ﾞｳ

ﾝ
iQ

[Z
K
-
1
2
2
]

-
H

1
7
,H

1
8

新 規 ・ 改 訂

使
用

上
の

注
意

事
項

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

4
4
.7

%

毒 性
対

象
雑

草
効

果
の

程
度

本 剤 の 使 用 回 数

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

、
1
0
a当

た
り

使
用

量

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｲ

ｿ
ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾙ

ｱ
ﾐﾝ

塩
　

4
1
%

耕
起

前
雑

草
茎

葉
散

布

（
秋
ま
き
小
麦
）

（
秋
ま
き
小
麦
）

（
秋
ま
き
小
麦
）

（
秋
ま
き
小
麦
）

（
秋
ま
き
小
麦
）

（
秋
ま
き
小
麦
）

雑雑
草草

防防
除除

ガガ
イイ

ドド
掲掲

載載
農農

薬薬
一一

覧覧
（（
除除

草草
剤剤

））
※※

　　
掲掲

載載
農農

薬薬
一一

覧覧
のの

見見
方方

はは
、、

PP
77
～～

PP
88
をを

参参
照照

すす
るる

ここ
とと

。。

３３
－－

２２
　　

畑畑
作作

物物
●

＝
対

象
雑

草
、

－
＝

対
象

外
、

○
＝

効
果

が
高

い
、

△
＝

劣
る

、
空

欄
＝

草
種

別
評

価
な

し

（（
１１

））
麦麦

　　
　　

類類
（
１

）
麦

　
　

類

秋 ま き 小 麦

春 ま き 小 麦

大 麦
一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生

広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ナ ズ ナ

ス カ シ タ ゴ ボ ウ

ギ シ ギ シ 類

一 年 生 イ ネ 科

多 年 生 イ ネ 科

ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ

1
ｸ
ｻ

ﾄﾘ
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ﾝ
ｸ
ﾞ

[W
O

C
-
0
1
]

-
H

1
0
,H

1
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2
0

耕
起

前
雑

草
茎

葉
散

布
耕

起
前

ま
で

(雑
草

生
育

期
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丈
3
0
c
m

以
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)
2
5
0
～

5
0
0
m

l(
水

量
2
5
～

1
0
0
L
)

●
○

3

2
ｻ

ﾝ
ﾌ
ｰ

ﾛ
ﾝ
液

剤
[A

K
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0
1
]

-
H

1
7

耕
起

前
雑

草
茎

葉
散

布
耕

起
7
日

前
ま

で
(雑

草
生

育
期

)
5
0
0
～

7
5
0
m

l

●
○

1

3
ｻ

ﾝ
ﾀ
ﾞｰ

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ0
0
7

[N
H

-
0
0
7
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

]
-
H

1
8

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｲ

ｿ
ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾙ

ｱ
ﾐﾝ

塩
　

3
0
.0

%
ﾋ
ﾟﾗ

ﾌ
ﾙ

ﾌ
ｪﾝ

ｴ
ﾁ
ﾙ

0
.1

6
%

耕
起

前
雑

草
茎

葉
散

布
耕

起
前

(雑
草

生
育

期
)

5
0
0
～

1
0
0
0
m

l
●

○
2

通
常

散
布

耕
起

３
日

以
前

(雑
草

生
育

期
)

5
0
0
～

7
5
0
m

l

●
○

少
水

量
散

布
耕

起
３

日
以

前
(雑

草
生

育
期

)
5
0
0
～

7
5
0
m

l(
水

量
2
5
～

5
0
L
)

●
○

5
ﾗ
ｳ

ﾝ
ﾄﾞ

ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟﾏ

ｯ
ｸ
ｽ

ﾛ
ｰ

ﾄﾞ
[N

C
6
2
2
]

-
H

2
1

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

4
8
%

耕
起

前
雑

草
茎

葉
散

布
耕

起
前

・
雑

草
生

育
期

2
0
0
～

5
0
0
m

l
●

○
3

●
（
秋

ま
き

小
麦

）
新

○
○

（
春

ま
き

小
麦

）

○
○

○
 ○

○

6
ｻ

ﾞｸ
ｻ

液
剤

[A
H

-
0
1
]

-
H

2
9
,H

3
0

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｼ
ﾈ

ｰ
ﾄP

ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

塩
 1

1
.5

%
圃

場
内

周
縁

部 雑
草

茎
葉

散
布

小
麦

生
育

期
、

雑
草

生
育

期
（
草

丈
2
0
㎝

以
下

）
3
0
0
～

5
0
0
m

l
散

布
水

量
1
0
0
L
/
1
0
a

小
麦

生
育

期
、

雑
草

生
育

期
（
草

丈
2
0
㎝

以
下

）
3
0
0
～

5
0
0
m

l
散

布
水

量
1
0
0
L
/
1
0
a

1

（
各

薬
剤

共
通

）
１

. 
多

年
生

イ
ネ

科
雑

草
が

1
5
c
m

以
上

に
再

生
し

て
か

ら
散

布
す

る
。

２
. 
本

剤
は

展
着

剤
を

加
用

し
な

い
。

３
. 
散

布
後

一
定

時
間

降
雨

の
な

い
日

に
散

布
す

る
（
剤

に
よ

っ
て

１
～

６
時

間
）。

４
. 
周

辺
の

作
物

に
薬

液
が

か
か

ら
な

い
よ

う
注

意
す

る
と

と
も

に
、

ド
リ

フ
ト

低
減

ノ
ズ

ル
（
ラ

ウ
ン

ド
ノ

ズ
ル

等
）
の

使
用

が
望

ま
し

い
。

（
少

水
量

散
布

）
１

. 
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

（
秋

ま
き

小
麦

・
春

ま
き

小
麦

）
１

．
圃

場
内

周
縁

部
散

布
は

作
物

に
か

か
ら

な
い

こ
と

を
前

提
と

し
た

処
理

方
法

で
あ

る
。

２
．

非
選

択
性

の
薬

剤
で

あ
り

、
作

物
に

飛
散

す
る

と
付

着
し

た
部

分
に

薬
害

を
生

じ
る

の
で

、
周

辺
の

作
物

に
薬

剤
が

か
か

ら
な

い
よ

う
に

十
分

注
意

す
る

。
３

．
雑

草
が

大
き

く
な

り
す

ぎ
る

と
効

果
が

劣
る

の
で

散
布

時
期

を
失

し
な

い
よ

う
、

雑
草

に
薬

液
が

十
分

付
着

す
る

よ
う

に
散

布
す

る
。

（
秋

ま
き

小
麦

）
１

．
雑

草
が

過
繁

茂
状

態
で

は
、

下
繁

草
に

効
果

が
劣

る
場

合
が

あ
る

。

1 周 縁 部 3

薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

4
ﾀ
ｯ
ﾁ
ﾀ
ﾞｳ

ﾝ
iQ

[Z
K
-
1
2
2
]

-
H

1
7
,H

1
8

新 規 ・ 改 訂

使
用

上
の

注
意

事
項

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

4
4
.7

%

毒 性
対

象
雑

草
効

果
の

程
度

本 剤 の 使 用 回 数

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

、
1
0
a当

た
り

使
用

量

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｲ

ｿ
ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾙ

ｱ
ﾐﾝ

塩
　

4
1
%

耕
起

前
雑

草
茎

葉
散

布
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（（
１１

））
麦麦

　　
　　

類類
（
１

）
麦

　
　

類

秋 ま き 小 麦

春 ま き 小 麦

大 麦
一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生

広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ナ ズ ナ

ス カ シ タ ゴ ボ ウ

ギ シ ギ シ 類

一 年 生 イ ネ 科

多 年 生 イ ネ 科

ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ

薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

新 規 ・ 改 訂

使
用

上
の

注
意

事
項

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

毒 性
対

象
雑

草
効

果
の

程
度

本 剤 の 使 用 回 数

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

、
1
0
a当

た
り

使
用

量

小
麦

2
～

4
葉

期
5
0
～

7
5
m

l
●

○
○

○

春
期

(雑
草

発
生

始
期

)
5
0
～

7
5
m

l
(止

葉
抽

出
前

ま
で

)
(収

穫
4
5
日

前
ま

で
)

●
○

○
○

小
麦

2
～

4
葉

期
5
0
～

1
0
0
m

l
(広

葉
雑

草
2
～

4
葉

期
)

(収
穫

4
5
日

前
ま

で
)

●
○

○
○

○
１

．
.散

布
後

に
一

過
性

の
白

斑
を

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

。
２

．
生

育
の

進
ん

だ
雑

草
に

対
す

る
効

果
は

劣
る

。

※
春

ま
き

小
麦

品
種

の
初

冬
ま

き
栽

培
春

期
、

小
麦

止
葉

抽
出

前
ま

で
5
0
～

7
5
m

l
(広

葉
雑

草
4
葉

期
ま

で
)

(収
穫

4
5
日

前
ま

で
)

●
○

１
．

散
布

後
に

一
過

性
の

白
斑

を
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
。

２
．

生
育

の
進

ん
だ

雑
草

に
対

す
る

効
果

は
劣

る
。

３
．

春
ま

き
小

麦
品

種
の

初
冬

ま
き

栽
培

は
、

農
薬

登
録

上
、

秋
ま

き
小

麦
と

し
て

取
り

扱
わ

れ
る

。

8
ｶ
ｲ
ﾀ
ｯ
ｸ
乳

剤
[P

L
-
1
0
]

-
H

7

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

1
5
%

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

1
0
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

直
後

～
は

種
後

(雑
草

発
生

前
)

3
0
0
～

4
0
0
m

l

●
○

○
○

○
1

9
ｶ
ｲ
ﾀ
ｯ
ｸ
細

粒
剤

F
[P

L
-
1
0
]

-
H

8

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

1
.5

%
ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

1
.0

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
直

後
～

は
種

後
(雑

草
発

生
前

)
3
～

5
kg

●
○

○
○

○
1

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

(雑
草

発
生

前
)

1
5
0
～

2
5
0
m

l

出
芽

直
前

～
小

麦
3
葉

期
(雑

草
発

生
前

～
発

生
始

期
)

1
0
0
～

2
0
0
ｍ

ｌ

小
麦

1
～

3
葉

期
（
雑

草
発

生
始

）
2
0
0
m

l

小
麦

4
～

6
葉

期
（
越

冬
前

）
2
0
0
～

2
5
0
m

l
（
散

布
水

量
7
0
～

1
0
0
L
）

●
○

○
○

麦
の

葉
身

に
一

過
性

の
白

斑
を

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

。

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
～

出
芽

前
(雑

草
発

生
前

)
2
0
0
m

l

は
種

後
～

出
芽

前
(雑

草
発

生
前

)
2
0
0
～

2
5
0
m

l
小

麦
出

芽
後

～
出

芽
揃

期
(雑

草
発

生
前

)
1
5
0
～

2
5
0
m

l

小
麦

の
1
～

3
葉

期
(雑

草
発

生
前

～
発

生
始

期
)

1
0
0
～

1
5
0
m

l

小
麦

1
～

3
葉

期
(雑

草
発

生
前

～
発

生
始

期
)

1
0
0
～

1
5
0
m

l

１
.
砂

土
お

よ
び

過
湿

の
透

水
不

良
ほ

場
で

の
使

用
を

避
け

る
。

２
. 
一

過
性

の
白

斑
を

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

。
３

.
自

動
車

、
作

業
衣

に
付

着
す

る
と

、
変

色
、

着
色

す
る

恐
れ

が
あ

る
の

で
注

意
す

る
。

４
.
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
は

生
育

が
進

む
と

効
果

が
劣

る
(麦

の
1

～
3
葉

期
散

布
の

場
合

)。
５

．
イ

ヌ
カ

ミ
ツ

レ
が

多
発

す
る

圃
場

で
は

使
用

基
準

の
範

囲
内

で
高

薬
量

で
使

用
す

る
。

１
.麦

の
葉

身
に

一
過

性
の

白
斑

を
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
。

２
．

イ
ヌ

カ
ミ

ツ
レ

が
多

発
す

る
圃

場
で

は
使

用
基

準
の

範
囲

内
で

高
薬

量
で

使
用

す
る

。
３

．
砂

土
及

び
過

湿
で

排
水

不
良

ほ
場

で
の

使
用

を
避

け
る

。
４

．
水

量
は

1
0
a当

た
り

7
0
～

1
0
0
L
と

す
る

。

１
.
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
ほ

場
や

、
多

量
の

降
雨

が
続

く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
２

.
雑

草
が

大
き

く
な

る
と

効
果

が
劣

る
の

で
、

雑
草

の
発

生
前

か
発

生
始

期
に

散
布

す
る

。
３

.
重

複
散

布
は

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

、
散

布
ム

ラ
が

な
い

よ
う

均
一

に
散

布
す

る
。

（
秋

ま
き

小
麦

）
１

.
雑

草
２

～
４

葉
期

に
有

効
で

あ
る

が
、

雑
草

の
生

育
が

進
む

と
効

果
が

低
下

す
る

の
で

、
使

用
時

期
を

失
し

な
い

よ
う

に
散

布
す

る
。

２
. 
越

年
し

た
雑

草
に

は
効

果
が

劣
る

（
春

処
理

）
。

３
.
展

着
剤

は
薬

害
を

助
長

す
る

恐
れ

が
あ

る
の

で
加

用
し

な
い

。
４

.
散

布
後

白
斑

点
を

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

。
ま

た
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

小
麦

止
葉

の
抽

出
前

ま
で

に
散

布
す

る
。

５
.
緑

肥
用

ク
ロ

ー
バ

を
は

種
す

る
場

合
は

、
本

剤
の

散
布

後
1
0
日

以
降

に
行

う
。

12 1

○
○

○
○

○

○
ｶ
ﾞﾚ

ｰ
ｽ

乳
剤

[R
S
H

-
4
4
]

-
H

4
,H

1
2
,H

1
8
,H

2
3

○
●

○

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

土
壌

散
布

○

○
○

●

7
ｴ
ｺ
ﾊ

ﾟｰ
ﾄﾌ

ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[N
H

-
9
3
0
1
]

-
H

9
,H

1
0
,H

2
3
,H

2
5

ﾋ
ﾞﾗ

ﾌ
ﾙ

ﾌ
ｪﾝ

ｴ
ﾁ
ﾙ

　
2
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

1
1

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

土
壌

散
布

○
ｶ
ﾞﾙ

ｼ
ｱ

ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[H
S
W

-
0
6
2
]

-
H

2
2
,H

2
7
,R

4

1
0

ｲ
ﾝ
ﾀ
ﾞﾉ

ﾌ
ｧ
ﾝ
　

1
0
%

ｼ
ﾞﾌ

ﾙ
ﾌ
ｪﾆ

ｶ
ﾝ
　

4
%

ｼ
ﾞﾌ

ﾙ
ﾌ
ｪﾆ

ｶ
ﾝ
　

3
.7

%
ﾄﾘ

ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
  

3
7
%

○
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（（
１１

））
麦麦

　　
　　

類類
（
１

）
麦

　
　

類

秋 ま き 小 麦

春 ま き 小 麦

大 麦
一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生

広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ナ ズ ナ

ス カ シ タ ゴ ボ ウ

ギ シ ギ シ 類

一 年 生 イ ネ 科

多 年 生 イ ネ 科

ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ

薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

新 規 ・ 改 訂

使
用

上
の

注
意

事
項

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

毒 性
対

象
雑

草
効

果
の

程
度

本 剤 の 使 用 回 数

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

、
1
0
a当

た
り

使
用

量

1
2

ｶ
ﾞﾚ

ｰ
ｽ

G
[R

S
H

-
4
4
]

-
H

1
4
,H

1
8

ｼ
ﾞﾌ

ﾙ
ﾌ
ｪﾆ

ｶ
ﾝ
　

0
.1

5
%

ﾄﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
　

2
.0

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
後

～
出

芽
前

(雑
草

発
生

前
)

4
～

5
kg

は
種

後
～

出
芽

前
(雑

草
発

生
前

)
4
～

5
kg

●
○

○
○

○
○

○
○

1
１

.麦
の

葉
身

に
一

過
性

の
白

斑
を

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

。
２

.イ
ヌ

カ
ミ

ツ
レ

が
多

発
す

る
圃

場
で

は
使

用
基

準
の

範
囲

内
で

高
薬

量
で

使
用

す
る

。

（
秋

ま
き

小
麦

）
1

○
○

○

（
春

ま
き

小
麦

）

○
○

○

1
4

ｸ
ﾘ
ｱ

ﾀ
ｰ

ﾝ
乳

剤
[K

U
H

-
9
0
1
]

-
H

7

ﾍ
ﾞﾝ

ﾁ
ｵ

ｶ
ｰ

ﾌ
ﾞ　

5
0
%

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

5
%

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
 　

7
.5

%

全
面

土
壌

散
布

は
種

直
後

(雑
草

発
生

前
)

4
0
0
～

6
0
0
m

l
●

○
○

○
○

○
1

１
.
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
ほ

場
や

、
多

量
の

降
雨

が
続

く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
２

．
キ

ク
科

に
は

効
果

が
劣

る
。

訂

1
5

ｸ
ﾘ
ｱ

ﾀ
ｰ

ﾝ
細

粒
剤

F
[K

U
H

-
9
0
1
]

-
H

9

ﾍ
ﾞﾝ

ﾁ
ｵ

ｶ
ｰ

ﾌ
ﾞ　

8
%

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

0
.8

%
ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
 　

1
.2

%

全
面

土
壌

散
布

は
種

直
後

(雑
草

発
生

前
)

4
～

5
kg

●
○

○
○

○
○

1
１

.
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
ほ

場
や

、
多

量
の

降
雨

が
続

く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
２

.
土

壌
が

乾
燥

し
て

い
る

場
合

は
効

果
が

劣
る

の
で

、
土

壌
が

適
度

の
水

分
の

時
に

散
布

す
る

。
３

.
重

複
散

布
は

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

、
散

布
ム

ラ
が

な
い

よ
う

均
一

に
散

布
す

る
４

. 
葉

身
に

白
斑

点
が

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

。
５

．
ツ

ユ
ク

サ
に

は
効

果
が

劣
る

。

訂

1
6

ｹ
ﾞｻ

ﾞｶ
ﾞｰ

ﾄﾞ
5
0

[ﾌ
ﾟﾛ

ﾒ
ﾄﾘ

ﾝ
]

-
S
5
9

ﾌ
ﾟﾛ

ﾒ
ﾄﾘ

ﾝ
　

5
0
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

直
後

 1
5
0
g

●
○

○
○

1
１

.
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
ほ

場
や

、
多

量
の

降
雨

が
続

く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
２

.
雑

草
が

大
き

く
な

る
と

効
果

が
劣

る
の

で
、

雑
草

の
発

生
前

か
発

生
始

期
に

散
布

す
る

。

追 ・ 改

（
秋

ま
き

小
麦

・
春

ま
き

小
麦

）
１

．
雑

草
の

発
生

前
か

ら
発

生
始

期
ま

で
有

効
な

の
で

、
時

期
を

失
し

な
い

よ
う

に
散

布
す

る
。

２
．

砂
土

系
で

透
水

性
の

よ
い

圃
場

や
多

量
の

降
雨

が
予

想
さ

れ
る

場
合

は
使

用
を

避
け

る
。

３
．

 覆
土

は
で

き
る

だ
け

均
一

、
覆

土
深

を
2
～

3
c
m

と
す

る
。

４
．

水
稲

、
大

麦
、

ソ
ル

ガ
ム

に
薬

害
を

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
た

め
、

散
布

し
た

当
年

ま
た

は
翌

年
の

栽
培

を
さ

け
る

こ
と

。
（
秋

ま
き

小
麦

）
１

．
麦

の
葉

身
に

一
過

性
の

白
斑

を
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
。

（
少

量
散

布
）

１
．

5
0
L
 よ

り
少

な
い

少
水

量
散

布
で

は
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

（
春

ま
き

小
麦

）
１

．
乾

燥
条

件
で

は
効

果
が

劣
る

場
合

が
あ

る
。

２
．

処
理

後
に

一
過

性
の

白
斑

ま
た

は
黄

化
が

生
じ

る
場

合
が

あ
る

。
３

．
ｲ
ﾇ
ﾋ
ﾞｴ

、
ｼ
ﾛ
ｻ

ﾞに
対

し
て

効
果

が
劣

る
場

合
が

あ
る

。
４

．
生

育
の

進
ん

だ
ｽ

ｽ
ﾞﾒ

ﾉ
ｶ
ﾀ
ﾋ
ﾞﾗ

に
対

し
て

低
薬

量
で

は
効

果
が

劣
る

場
合

が
あ

る
。

ｷ
ﾀ
ｼ
ｰ

ﾌ
ﾞﾌ

ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

［
K
U

H
-
1
6
5
]

-
R

1
,R

6
,R

7

ﾋ
ﾟﾛ

ｷ
ｻ

ｽ
ﾙ

ﾎ
ﾝ
 7

.4
%

ｼ
ﾞﾌ

ﾙ
ﾌ
ｪﾆ

ｶ
ﾝ
 7

.4
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
～

小
麦

出
芽

揃
期

（
雑

草
発

生
前

～
発

生
始

期
）

8
0
～

1
0
0
ｍ

ｌ
散

布
水

量
5
0
～

1
0
0
L

小
麦

1
～

3
葉

期
（
雑

草
発

生
前

～
発

生
始

期
）

8
0
～

1
0
0
ｍ

ｌ
散

布
水

量
1
0
0
L

は
種

後
～

出
芽

前
（
雑

草
発

生
前

）
8
0
～

1
0
0
ｍ

ｌ
散

布
水

量
2
5
～

5
0
L

は
種

後
～

小
麦

3
葉

期
（
雑

草
発

生
前

～
発

生
始

期
）

8
0
～

1
0
0
m

l

●
1
3

（
秋
ま
き
小
麦
）

（
秋
ま
き
小
麦
）

（
秋
ま
き
小
麦
）

（
秋
ま
き
小
麦
）

（
秋
ま
き
小
麦
）

（
秋
ま
き
小
麦
）

（
秋
ま
き
小
麦
）

（
秋
ま
き
小
麦
）
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（（
１１

））
麦麦

　　
　　

類類
（
１

）
麦

　
　

類

秋 ま き 小 麦

春 ま き 小 麦

大 麦
一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生

広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ナ ズ ナ

ス カ シ タ ゴ ボ ウ

ギ シ ギ シ 類

一 年 生 イ ネ 科

多 年 生 イ ネ 科

ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ

薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

新 規 ・ 改 訂

使
用

上
の

注
意

事
項

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

毒 性
対

象
雑

草
効

果
の

程
度

本 剤 の 使 用 回 数

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

、
1
0
a当

た
り

使
用

量

(秋
ま

き
小

麦
)

○
○

○
○

○

(春
ま

き
小

麦
･大

麦
)

出
芽

前
～

麦
2
葉

期
(雑

草
発

生
前

～
ｲ
ﾈ

科
雑

草
1
葉

期
ま

で
)

3
0
0
～

5
0
0
m

l

○
○

○
○

○
○

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

(雑
草

発
生

前
)

3
0
0
～

4
0
0
m

l

（
秋

ま
き

小
麦

）
○

○
○

○
○

(春
ま

き
小

麦
)

○
○

○
○

は
種

後
～

小
麦

３
葉

期
(イ

ネ
科

雑
草

１
葉

期
ま

で
)

2
0
0
～

3
0
0
m

l

は
種

後
(雑

草
発

生
前

)
2
0
0
～

3
0
0
m

l

１
. 
砂

土
及

び
過

湿
の

透
水

不
良

ほ
場

で
の

使
用

は
避

け
る

。

小
麦

生
育

期
（
雑

草
発

生
前

）
（
収

穫
4
5
日

前
ま

で
）

2
0
0
～

3
0
0
m

l
水

量
：
1
0
0
L
/
1
0
a

１
．

砂
土

及
び

過
湿

の
透

水
不

良
ほ

場
で

の
使

用
は

避
け

る
。

２
．

越
年

し
た

雑
草

は
対

象
と

し
て

い
な

い
の

で
、

は
種

後
に

慣
行

の
除

草
剤

を
使

用
す

る
。

2
0

ﾄﾚ
ﾌ
ｧ
ﾉ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

粒
剤

2
.5

[ﾄ
ﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
]

-
H

5
,H

1
8

ﾄﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
　

2
.5

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
後

(雑
草

発
生

前
）

4
～

5
kg

は
種

後
(雑

草
発

生
前

)
4
～

5
kg

●
○

○
2

１
. 
砂

土
及

び
過

湿
の

透
水

不
良

ほ
場

で
の

使
用

は
避

け
る

。
２

. 
雑

草
発

生
前

に
散

布
す

る
。

３
．

砕
土

・
整

地
は

土
塊

が
出

来
る

だ
け

細
か

く
な

る
よ

う
に

丁
寧

に
行

う
。

４
.
土

壌
が

乾
燥

し
て

い
る

場
合

は
効

果
が

劣
る

の
で

、
土

壌
が

適
度

な
水

分
の

時
に

散
布

す
る

。
５

.
重

複
散

布
は

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

、
散

布
ム

ラ
が

な
い

よ
う

均
一

に
散

布
す

る
。

１
.
排

水
不

良
の

ほ
場

や
多

量
の

降
雨

が
予

想
さ

れ
る

時
は

使
用

を
避

け
る

。
２

.
土

壌
が

乾
燥

し
て

い
る

場
合

は
効

果
が

劣
る

の
で

、
土

壌
が

適
度

の
水

分
の

時
に

散
布

す
る

。
３

.
雑

草
の

生
育

が
進

む
と

効
果

が
低

下
す

る
の

で
、

雑
草

の
発

生
前

か
ら

発
生

始
期

に
散

布
す

る
。

４
.
重

複
散

布
は

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

、
散

布
ム

ラ
が

な
い

よ
う

均
一

に
散

布
す

る
。

５
. 
ツ

ユ
ク

サ
、

キ
ク

科
雑

草
に

効
果

が
劣

る
。

６
．

後
作

物
と

し
て

か
ぼ

ち
ゃ

等
の

う
り

科
や

ほ
う

れ
ん

そ
う

、
そ

ば
を

作
付

け
る

と
生

育
が

抑
制

す
る

こ
と

が
あ

る
の

で
避

け
る

。

１
. 
排

水
不

良
の

ほ
場

や
多

量
の

降
雨

が
予

想
さ

れ
る

時
は

使
用

を
避

け
る

。
２

. 
雑

草
の

生
育

が
進

む
と

効
果

が
低

下
す

る
の

で
、

雑
草

の
発

生
前

か
ら

発
生

始
期

に
散

布
す

る
。

３
.ｽ

ｽ
ﾞﾒ

ﾉ
ｶ
ﾀ
ﾋ
ﾞﾗ

に
対

し
て

は
低

薬
量

で
は

除
草

効
果

が
劣

る
場

合
が

あ
る

。
４

．
 ツ

ユ
ク

サ
、

キ
ク

科
雑

草
に

効
果

が
劣

る
。

５
. 
後

作
物

と
し

て
か

ぼ
ち

ゃ
等

の
う

り
科

や
ほ

う
れ

ん
そ

う
、

そ
ば

を
作

付
け

る
と

生
育

が
抑

制
す

る
こ

と
が

あ
る

の
で

避
け

る
。

1 21
訂

1
9

ﾄﾚ
ﾌ
ｧ
ﾉ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

乳
剤

[ﾄ
ﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
]

-
S
6
3
,H

1
8
,H

2
2
,3

1

は
種

後
～

出
芽

前
(雑

草
発

生
前

)
5
～

6
kg

は
種

後
～

麦
2
葉

期
(雑

草
発

生
前

～
ｲ
ﾈ

科
雑

草
1

葉
期

ま
で

)
3
0
0
～

4
0
0
m

l

●
○

●

○

　
 ●

全
面

土
壌

散
布

1
7

1
8

全
面

土
壌

散
布

ｺ
ﾞｰ

ｺ
ﾞｰ

ｻ
ﾝ
乳

剤
[A

N
K
-
5
5
3
]

-
S
5
7
,6

3
,H

元
,

H
2
,H

1
7
,H

1
8
,H

1
9

ｺ
ﾞｰ

ｺ
ﾞｰ

ｻ
ﾝ
細

粒
剤

F
[A

N
K
-
5
5
3
]

-
S
6
3
,H

3

は
種

後
～

出
芽

前
(雑

草
発

生
前

)
6
kg

ﾄﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
　

4
4
.5

%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

土
壌

散
布

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

2
%

は
種

後
～

出
芽

前
(雑

草
発

生
前

～
ｲ
ﾈ

科
雑

草
1
葉

期
ま

で
)

3
0
0
～

4
0
0
m

l

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

3
0
%
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（（
１１

））
麦麦

　　
　　

類類
（
１

）
麦

　
　

類

秋 ま き 小 麦

春 ま き 小 麦

大 麦
一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生

広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ナ ズ ナ

ス カ シ タ ゴ ボ ウ

ギ シ ギ シ 類

一 年 生 イ ネ 科

多 年 生 イ ネ 科

ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ

新 規 ・ 改 訂

使
用

上
の

注
意

事
項

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

毒 性
対

象
雑

草
効

果
の

程
度

本 剤 の 使 用 回 数

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

、
1
0
a当

た
り

使
用

量
薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

麦
の

幼
穂

形
成

期
(春

)
7
.5

～
1
0
g

(収
穫

4
5
日

前
ま

で
)

麦
の

3
～

5
葉

期
3
～

5
ｇ

●
○

○
○

○
○

ギ
シ

ギ
シ

類
麦

の
幼

穂
形

成
期

(春
)

3
～

5
ｇ

(収
穫

4
5
日

前
ま

で
)

●
○

2
2

ﾊ
ﾞｻ

ｸ
ﾞﾗ

ﾝ
液

剤
(ﾅ

ﾄﾘ
ｳ

ﾑ
塩

)
[B

A
S
-
3
5
1
0
(N

a)
]

-
H

元
,H

1
8

ﾍ
ﾞﾝ

ﾀ
ｿ
ﾞﾝ

ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

塩
4
0
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

麦
の

幼
穂

形
成

期
(春

)
(春

生
え

の
み

)
1
0
0
～

1
5
0
m

l
(収

穫
4
5
日

前
ま

で
)

小
麦

5
葉

期
(雑

草
3
～

5
葉

期
)

1
0
0
～

2
0
0
m

l
(収

穫
4
5
日

前
ま

で
)

●
○

○
○

○
○

1
１

.
散

布
後

に
降

雨
が

あ
る

と
効

果
が

劣
る

の
で

、
な

る
べ

く
好

天
の

続
く
見

込
み

の
時

期
に

散
布

す
る

。
２

.シ
ロ

ザ
お

よ
び

タ
ニ

ソ
バ

に
対

し
て

は
低

薬
量

で
は

効
果

が
劣

る
こ

と
が

あ
る

。
３

．
雑

草
が

大
き

く
な

る
と

効
果

が
劣

る
。

４
.
緑

肥
ク

ロ
ー

バ
を

は
種

す
る

場
合

は
、

本
剤

の
散

布
後

1
0

日
以

降
に

す
る

。

（
秋

ま
き

小
麦

）
○

○
○

○

(春
ま

き
小

麦
)

○
○

○
○

○
○

(春
ま

き
小

麦
品

種
の

初
冬

ま
き

栽
培

)
○

○
○

○

(春
ま

き
大

麦
)

○
○

○
○

○
○

（
大

麦
）

○
○

○
○

○
○

2
4

ﾑ
ｷ

ﾞﾚ
ﾝ
ｼ
ﾞｬ

ｰ
乳

剤
[M

B
H

-
0
7
5
]

-
H

2
9

ﾌ
ﾟﾛ

ｽ
ﾙ

ﾎ
ｶ
ﾙ

ﾌ
ﾞ

4
6
.0

%
ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

1
1
.5

%

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

(雑
草

発
生

前
)

3
0
0
～

6
0
0
m

l
（
水

量
2
5
～

1
0
0
L
）

●
○

○
○

○
1

１
．

少
量

散
布

（
2
5
～

5
0
L
/
1
0
a）

の
場

合
は

専
用

ノ
ズ

ル
を

使
用

す
る

。
２

．
葉

先
の

白
化

、
折

れ
、

枯
れ

な
ど

が
生

じ
る

場
合

が
あ

る
が

、
速

や
か

に
回

復
す

る
。

３
．

砂
壌

土
で

は
黄

化
、

生
育

抑
制

を
生

じ
る

場
合

が
あ

る
の

で
、

登
録

範
囲

内
の

低
め

の
薬

量
で

使
用

す
る

。

ﾌ
ﾟﾛ

ｽ
ﾙ

ﾎ
ｶ
ﾙ

ﾌ
ﾞ

7
8
.4

%

は
種

後
出

芽
前

～
出

芽
揃

期
(雑

草
発

生
前

～
発

生
始

期
）

4
0
0
～

5
0
0
m

l

は
種

後
～

出
芽

揃
期

（
雑

草
発

生
前

～
発

生
始

期
）

5
0
0
m

l

2
1

●

ﾊ
ｰ

ﾓ
ﾆ
ｰ

D
F

[D
P

X
-
1
6
]

-
H

1
2
.H

2
1

ﾁ
ﾌ
ｪﾝ

ｽ
ﾙ

ﾌ
ﾛ
ﾝ
ﾒ
ﾁ
ﾙ

7
5
%

2
3

ﾎ
ﾞｸ

ｻ
ｰ

[S
Y
J
-
1
0
0
]

- H
1
7
,H

2
3
,H

2
4
,H

2
5
,H

2
8

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

土
壌

散
布

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

改

１
.
散

布
液

の
飛

散
や

流
出

に
よ

っ
て

有
用

植
物

に
薬

害
が

生
ず

る
こ

と
が

な
い

よ
う

に
十

分
注

意
し

て
散

布
す

る
。

２
.
本

剤
散

布
に

用
い

た
器

具
類

は
、

タ
ン

ク
や

ホ
ー

ス
内

に
薬

液
が

残
ら

な
い

よ
う

、
使

用
後

で
き

る
だ

け
早

く
専

用
の

洗
浄

剤
で

よ
く
洗

浄
し

、
他

の
用

途
に

使
用

す
る

場
合

薬
害

の
原

因
に

な
ら

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

３
. 
葉

が
変

色
す

る
こ

と
が

あ
る

。
４

．
ギ

シ
ギ

シ
類

に
対

し
て

処
理

後
３

週
間

頃
か

ら
抑

制
効

果
が

現
れ

る
が

、
効

果
の

完
成

に
7
～

8
週

間
か

か
る

場
合

が
あ

る
。

１
．

麦
の

葉
身

に
薬

斑
、

葉
の

褐
変

、
黄

化
等

が
生

じ
る

場
合

が
あ

る
が

、
速

や
か

に
回

復
す

る
。

２
．

排
水

不
良

の
圃

場
や

多
量

の
降

雨
が

予
想

さ
れ

る
と

き
は

使
用

を
避

け
る

。
３

．
覆

土
が

浅
い

と
薬

害
を

生
じ

易
く
な

る
の

で
、

覆
土

は
３

㎝
程

度
と

す
る

。

1

１
．

小
麦

の
葉

身
に

白
斑

が
生

じ
る

場
合

が
あ

る
が

、
速

や
か

に
回

復
す

る
。

２
．

排
水

不
良

の
圃

場
や

多
量

の
降

雨
が

予
想

さ
れ

る
時

は
使

用
を

避
け

る
。

３
．

覆
土

が
浅

い
と

薬
害

を
発

生
し

易
く
な

る
の

で
、

覆
土

は
３

㎝
程

度
と

す
る

。
４

．
春

ま
き

小
麦

品
種

の
初

冬
ま

き
栽

培
は

、
農

薬
登

録
上

、
秋

ま
き

小
麦

と
し

て
取

り
扱

わ
れ

る
。

2

は
種

後
～

麦
2
葉

期
ま

で
(雑

草
発

生
前

～
発

生
始

期
)

4
0
0
～

5
0
0
m

l（
水

量
5
0
～

1
0
0
L

麦
2
～

4
葉

期
(雑

草
発

生
前

～
発

生
始

期
)

4
0
0
～

5
0
0
m

l
※

春
ま

き
小

麦
品

種
の

初
冬

ま
き

栽
培

春
期

　
小

麦
4
葉

期
ま

で
（
雑

草
発

生
始

期
ま

で
）

4
0
0
～

5
0
0
m

l
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（（
１１

））
麦麦

　　
　　

類類
（
１

）
麦

　
　

類

秋 ま き 小 麦

春 ま き 小 麦

大 麦
一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生

広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ナ ズ ナ

ス カ シ タ ゴ ボ ウ

ギ シ ギ シ 類

一 年 生 イ ネ 科

多 年 生 イ ネ 科

ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ

薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

新 規 ・ 改 訂

使
用

上
の

注
意

事
項

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

毒 性
対

象
雑

草
効

果
の

程
度

本 剤 の 使 用 回 数

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

、
1
0
a当

た
り

使
用

量

耕
起

ま
た

は
小

麦
は

種
前

、
雑

草
生

育
期

（
草

丈
3
0
c
m

以
下

）
2
0
0
～

5
0
0
m

L
水

量
 5

～
6
L

●
○

○
○

○
○

○
○

3
１

. 
本

剤
は

展
着

剤
を

加
用

し
な

い
。

２
.
散

布
後

一
定

時
間

降
雨

の
な

い
日

に
散

布
す

る
（
剤

に
よ

っ
て

１
～

６
時

間
）
。

３
.
周

辺
の

作
物

に
薬

液
が

か
か

ら
な

い
よ

う
注

意
す

る
と

と
も

に
、

ド
リ

フ
ト

低
減

ノ
ズ

ル
（
ラ

ウ
ン

ド
ノ

ズ
ル

等
）
の

使
用

が
望

ま
し

い
。

（
少

水
量

散
布

）
１

. 
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

ほ
場

内
周

縁
部

小
麦

生
育

期
、

雑
草

生
育

期
（
草

丈
3
0
c
m

以
内

）
2
0
0
～

5
0
0
m

l
水

量
 5

～
6
L

●
○

○
○

○
○

○
○

3
１

．
ほ

場
内

周
縁

部
散

布
は

作
物

に
か

か
ら

な
い

こ
と

を
前

提
と

し
た

処
理

方
法

で
あ

る
。

２
. 
本

剤
は

展
着

剤
を

加
用

し
な

い
。

３
.
散

布
後

一
定

時
間

降
雨

の
な

い
日

に
散

布
す

る
（
剤

に
よ

っ
て

１
～

６
時

間
）
。

４
.
周

辺
の

作
物

に
薬

液
が

か
か

ら
な

い
よ

う
注

意
す

る
と

と
も

に
、

ド
リ

フ
ト

低
減

ノ
ズ

ル
（
ラ

ウ
ン

ド
ノ

ズ
ル

等
）
の

使
用

が
望

ま
し

い
。

５
．

雑
草

が
過

繁
茂

状
態

で
は

、
下

繁
草

に
効

果
が

劣
る

場
合

が
あ

る
。

（
少

水
量

散
布

）
１

. 
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

2
6

ﾛ
ﾛ
ｯ
ｸ
ｽ

[ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
]

-
S
4
0

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

5
0
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

直
後

(雑
草

発
生

前
～

発
生

始
期

)
1
0
0
～

1
5
0
g

●
○

○
○

1
１

.
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
ほ

場
や

、
多

量
の

降
雨

が
続

く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。

2
7

M
C

P
ｿ
ｰ

ﾀ
ﾞ塩

[M
C

P
]

-
S
3
7
,H

2
0
,2

1

M
C

P
A

ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

塩
1
9
.5

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布

麦
の

幼
穂

形
成

期
(春

)
3
0
0
ｇ
(水

量
2
5
～

1
0
0
L
)

(収
穫

4
5
日

前
ま

で
)

麦
の

5
葉

期
(雑

草
生

育
初

期
)

2
0
0
～

3
0
0
g

(水
量

2
5
～

1
0
0
L
)

(収
穫

4
5
日

前
ま

で
)

麦
の

5
葉

期
(雑

草
生

育
初

期
)

3
0
0
g

(収
穫

4
5
日

前
ま

で
)

●
● 広 葉

○
○

○
○

○
1

１
.
除

草
効

果
は

、
高

温
、

晴
天

時
で

生
育

の
盛

ん
な

と
き

ほ
ど

高
い

の
で

、
日

中
気

温
が

2
0
℃

以
上

の
好

天
日

を
選

び
散

布
す

る
。

２
.
越

年
草

や
タ

デ
類

な
ど

は
、

枯
殺

に
至

ら
な

い
場

合
が

あ
る

が
、

種
子

を
つ

け
な

い
か

、
地

面
に

は
い

生
長

し
な

い
こ

と
が

多
い

。
３

.
ク

ロ
ー

バ
混

播
の

場
合

は
、

ク
ロ

ー
バ

に
薬

害
が

生
じ

る
の

で
、

ク
ロ

ー
バ

本
葉

の
２

葉
期

以
降

に
散

布
す

る
。

（
少

水
量

散
布

）
１

．
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

注
：
対

象
雑

草
の

多
年

生
イ

ネ
科

は
シ

バ
ム

ギ
・
レ

ッ
ド

ト
ッ

プ
を

示
す

。

ﾗ
ｳ

ﾝ
ﾄﾞ

ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟﾏ

ｯ
ｸ
ｽ

ﾛ
ｰ

ﾄﾞ
[N

C
-
6
2
2
液

剤
]

-
H

3
0
,H

3
1

2
5

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

4
8
%

雑
草

茎
葉

散
布
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（（
２２

））
とと

うう
もも

ろろ
ここ

しし
（（
生生

食食
用用

））
　　

　　
　　

　　
　　

　　
（
２

）
と

う
も

ろ
こ

し
（
生

食
用

）

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生

広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

一 年 生 イ ネ 科
1

ｸ
ﾘ
ｱ

ﾀ
ｰ

ﾝ
乳

剤
[K

U
H

-
9
0
1
]

-
H

7
,H

1
1
,H

1
2

ﾍ
ﾞﾝ

ﾁ
ｵ

ｶ
ｰ

ﾌ
ﾞ 
5
0
%

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
 5

%
ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
  

  
7
.5

%

全
面

土
壌

散
布

は
種

直
後

(雑
草

発
生

前
)

5
0
0
～

8
0
0
m

l
●

○
○

○
○

1
１

.
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
ほ

場
や

、
多

量
の

降
雨

が
続

く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
２

. 
土

壌
が

乾
燥

し
て

い
る

場
合

は
効

果
が

劣
る

の
で

、
土

壌
が

適
度

の
水

分
の

時
に

散
布

す
る

。
３

. 
雑

草
が

大
き

く
な

る
と

効
果

が
劣

る
の

で
、

雑
草

の
発

生
前

か
発

生
始

期
に

散
布

す
る

。
４

. 
だ

い
ず

、
え

だ
ま

め
、

に
ん

じ
ん

、
と

う
も

ろ
こ

し
の

マ
ル

チ
栽

培
で

は
薬

害
を

生
じ

る
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

し
な

い
。

は
種

後
発

芽
前

(雑
草

発
生

前
)

1
4
0
～

2
0
0
m

l
●

○
○

○
○

生
育

期
(作

物
2
～

4
葉

期
)

全
面

土
壌

散
布

1
4
0
～

2
0
0
ｍ

ｌ

●
○

○
○

○
○

3
ｹ

ﾞｻ
ﾞｶ

ﾞｰ
ﾄﾞ

5
0

[ﾌ
ﾟﾛ

ﾒ
ﾄﾘ

ﾝ
]

-
S
5
9

ﾌ
ﾟﾛ

ﾒ
ﾄﾘ

ﾝ
 5

0
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

直
後

1
5
0
～

2
0
0
g

●
○

○
○

1
１

.
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
ほ

場
や

、
多

量
の

降
雨

の
続

く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
２

. 
雑

草
が

大
き

く
な

る
と

効
果

が
劣

る
の

で
、

雑
草

の
発

生
前

か
発

生
始

期
に

散
布

す
る

。

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
～

出
芽

前
(雑

草
発

生
前

)
1
0
0
～

2
0
0
m

l

●
○

○
○

全
面

土
壌

散
布

及
び

雑
草

茎
葉

散
布

雑
草

発
生

揃
期

ま
で

(作
物

の
2
～

4
葉

期
)

1
0
0
～

2
0
0
m

l

●
○

○
○

○

5
ｺ
ﾀ
ﾞｰ

ﾙ
S
水

和
剤

[N
K
-
1
1
0
1
]

-
H

2
9

ｓ
-
ﾒ
ﾄﾗ

ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
 2

4
.8

%
ﾌ
ﾟﾛ

ﾒ
ﾄﾘ

ﾝ
　

2
6
.6

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
後

～
出

芽
前

(雑
草

発
生

前
)

2
2
5
～

3
0
0
g

●
○

○
○

1
１

．
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
ほ

場
や

、
多

量
の

降
雨

の
続

く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
２

．
水

稲
に

薬
害

が
生

じ
る

恐
れ

が
あ

る
た

め
、

使
用

ほ
場

に
お

け
る

当
年

ま
た

は
翌

年
の

水
稲

栽
培

を
避

け
る

。
３

．
葉

身
に

脱
色

、
褐

変
な

ど
軽

微
な

薬
害

を
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
。

6
ｺ
ﾞｰ

ｺ
ﾞｰ

ｻ
ﾝ
乳

剤
[A

N
K
-
5
5
3
]

-
S
5
5
,S

5
9

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
 3

0
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

(雑
草

発
生

前
)

2
0
0
～

3
0
0
m

l

●
○

○
○

○
1

１
. 
雑

草
の

生
育

が
進

む
と

効
果

が
低

下
す

る
の

で
、

雑
草

の
発

生
前

か
発

生
始

期
に

散
布

す
る

。
２

. 
処

理
時

期
が

遅
れ

る
と

、
薬

害
が

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

。
３

. 
ツ

ユ
ク

サ
、

キ
ク

科
雑

草
に

効
果

が
劣

る
。

４
. 
後

作
物

と
し

て
か

ぼ
ち

ゃ
等

の
う

り
科

や
ほ

う
れ

ん
そ

う
及

び
そ

ば
を

作
付

け
る

と
生

育
を

抑
制

す
る

こ
と

が
あ

る
の

で
避

け
る

。

7
ｺ
ﾞｰ

ｺ
ﾞｰ

ｻ
ﾝ
細

粒
剤

F
[A

N
K
-
5
5
3
]

-
H

4

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
 2

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
後

出
芽

前
(雑

草
発

生
前

)
5
～

6
kg

●
○

○
○

○
1

１
. 
土

壌
が

乾
燥

し
て

い
る

場
合

は
効

果
が

劣
る

の
で

、
土

壌
が

適
度

の
水

分
の

時
に

散
布

す
る

。
２

. 
雑

草
の

生
育

が
進

む
と

効
果

が
低

下
す

る
の

で
、

雑
草

の
発

生
前

か
発

生
始

期
に

散
布

す
る

。
３

. 
処

理
時

期
が

遅
れ

る
と

、
薬

害
が

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

。
４

. 
重

複
散

布
は

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

、
散

布
ム

ラ
が

な
い

よ
う

均
一

に
散

布
す

る
。

５
. 
ツ

ユ
ク

サ
、

キ
ク

科
雑

草
に

効
果

が
劣

る
。

６
.
後

作
物

と
し

て
か

ぼ
ち

ゃ
等

の
う

り
科

や
ほ

う
れ

ん
そ

う
及

び
そ

ば
を

作
付

け
る

と
生

育
を

抑
制

す
る

こ
と

が
あ

る
の

で
避

け
る

。
７

. 
青

果
用

品
種

(ｽ
ｰ

ﾊ
ﾟｰ

ｽ
ｨｰ

ﾄ系
)に

は
、

道
の

試
験

成
績

が
無

い
の

で
除

く
。

8
ｻ

ﾀ
ｰ

ﾝ
ﾊ

ﾞｱ
ﾛ
乳

剤
[ﾍ

ﾞﾝ
ﾁ
ｵ

ｶ
ｰ

ﾌ
ﾞ・

ﾌ
ﾟﾛ

ﾒ
ﾄﾘ

ﾝ
]-

S
5
9

ﾌ
ﾟﾛ

ﾒ
ﾄﾘ

ﾝ
　

5
%

ﾍ
ﾞﾝ

ﾁ
ｵ

ｶ
ｰ

ﾌ
ﾞ5

0
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

8
0
0
～

1
,0

0
0
m

l
●

○
○

○
○

○
1

１
. 
雑

草
の

発
生

後
で

は
効

果
が

劣
る

。
２

. 
タ

デ
、

シ
ロ

ザ
、

ハ
コ

ベ
に

対
し

て
は

、
薬

量
が

少
な

い
と

効
果

の
劣

る
場

合
が

あ
る

。
訂

ｹ
ﾞｻ

ﾞﾉ
ﾝ
ｺ
ﾞｰ

ﾙ
ﾄﾞ

[C
G

-
1
2
3
α

]
-
H

1
2

ｱ
ﾄﾗ

ｼ
ﾞﾝ

　
2
7
.8

%
S
-
ﾒ
ﾄﾗ

ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
 2

6
.4

%
1

１
．

砂
土

で
は

使
用

し
な

い
。

２
．

極
端

な
過

湿
土

壌
及

び
砂

質
土

壌
で

は
、

生
育

を
抑

制
す

る
こ

と
が

あ
り

、
使

用
を

控
え

る
。

３
．

ﾒ
ﾋ
ｼ
ﾊ

ﾞに
効

果
が

劣
る

（
雑

草
処

理
）
。

４
．

低
温

等
で

生
育

が
遅

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
カ

ス
リ

状
の

退
緑

斑
を

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

の
で

、
薬

量
を

少
な

く
す

る
（
雑

草
処

理
）
。

５
．

生
育

の
遅

れ
る

地
域

（
根

釧
）
な

ど
で

は
2
葉

期
処

理
と

す
る

。
６

．
水

稲
に

薬
害

が
生

じ
る

恐
れ

が
あ

る
た

め
、

使
用

ほ
場

に
お

け
る

当
年

ま
た

は
翌

年
の

水
稲

栽
培

を
避

け
る

。

ｹ
ﾞｻ

ﾞﾌ
ﾟﾘ

ﾑ
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[ｱ
ﾄﾗ

ｼ
ﾞﾝ

]
-
S
5
9

１
.
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
ほ

場
や

、
多

量
の

降
雨

の
続

く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
２

. 
雑

草
の

発
生

前
か

ら
発

生
揃

期
に

散
布

す
る

と
、

最
も

効
果

が
高

い
。

３
. 
青

果
用

品
種

(ｽ
ｰ

ﾊ
ﾟｰ

ｽ
ｨｰ

ﾄ系
)に

つ
い

て
は

、
使

用
時

期
を

作
物

の
２

～
３

葉
期

と
す

る
。

４
．

使
用

回
数

は
、

全
面

土
壌

散
布

又
は

雑
草

茎
葉

散
布

の
い

ず
れ

か
１

回
と

す
る

。

毒 性
本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項

新 規 ・ 改 訂

全
面

土
壌

散
布

1

薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

対
象

雑
草

効
果

の
程

度
使

用
方

法
及

び
使

用
時

期
、

1
0
a当

た
り

使
用

量

2 4
ｱ

ﾄﾗ
ｼ
ﾞﾝ

　
4
5
%

- 332 -



（（
２２

））
とと

うう
もも

ろろ
ここ

しし
（（
生生

食食
用用

））
　　

　　
　　

　　
　　

　　
（
２

）
と

う
も

ろ
こ

し
（
生

食
用

）

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生

広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

一 年 生 イ ネ 科

毒 性
本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項

新 規 ・ 改 訂

薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

対
象

雑
草

効
果

の
程

度
使

用
方

法
及

び
使

用
時

期
、

1
0
a当

た
り

使
用

量

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

(雑
草

発
生

前
)

7
0
～

1
0
0
m

l

●
○

全
面

土
壌

散
布

作
物

の
1
～

2
葉

期
(イ

ネ
科

雑
草

２
葉

期
ま

で
)

7
0
～

1
0
0
m

l

●
○

1
0

ﾊ
ﾞｻ

ｸ
ﾞﾗ

ﾝ
液

剤
(ﾅ

ﾄﾘ
ｳ

ﾑ
塩

)
[B

A
S
-
3
5
1
0
(N

a)
]

-
S
6
1

ﾍ
ﾞﾝ

ﾀ
ｿ
ﾞﾝ

(ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

塩
)

4
0
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

雑
草

の
3
～

4
葉

期
1
0
0
m

l(
収

穫
5
0
日

前
ま

で
)

●
○

○
○

○
1

１
. 
散

布
後

、
曇

天
、

降
雨

日
が

長
く
続

く
と

効
果

が
劣

る
こ

と
が

あ
る

の
で

、
晴

天
を

見
計

ら
っ

て
散

布
す

る
。

２
. 
高

温
条

件
下

で
は

薬
害

が
生

じ
や

す
い

の
で

、
異

常
高

温
下

で
の

散
布

は
避

け
る

。
３

. 
青

果
用

品
種

(ｽ
ｰ

ﾊ
ﾟｰ

ｽ
ｨｰ

ﾄ系
)に

は
道

の
試

験
成

績
が

無
い

の
で

除
く
。

1
1

ﾊ
ﾞｽ

ﾀ
液

剤
[H

o
e
-
8
6
6
液

剤
]

-
R

6

ｸ
ﾞﾙ

ﾎ
ｼ
ﾈ

ｰ
ﾄ　

1
8
.5

%
雑

草
茎

葉
散

布
（
畦

間
処

理
）

と
う

も
ろ

こ
し

生
育

期
・

雑
草

生
育

期
（
草

丈
3
0
c
m

以
下

）
3
0
0
～

5
0
0
m

l
散

布
水

量
1
0
0
L
/
1
0
a

（
収

穫
7
日

前
ま

で
）

●
○

○
○

○
3

１
．

畦
間

処
理

は
作

物
に

か
か

ら
な

い
こ

と
を

前
提

と
し

た
方

法
で

あ
り

、
飛

散
防

止
装

置
を

装
着

し
、

畦
間

に
精

度
良

く
散

布
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

２
．

非
選

択
性

の
薬

剤
で

あ
り

、
作

物
に

飛
散

す
る

と
付

着
し

た
部

分
に

薬
害

を
生

じ
る

。

1
2

ﾌ
ｨｰ

ﾙ
ﾄﾞ

ｽ
ﾀ
ｰ

P
乳

剤
[B

A
S
-
6
5
6
乳

剤
]

-
H

2
2
,H

2
4
,H

2
5

ｼ
ﾞﾒ

ﾃ
ﾅ

ﾐﾄ
ﾞP

　
6
4
.0

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
後

～
2
葉

期
(ｲ

ﾈ
科

雑
草

2
葉

期
ま

で
)

7
5
～

1
2
0
m

l

●
○

1
１

．
発

芽
後

の
雑

草
に

対
し

て
は

、
効

果
が

劣
る

の
で

時
期

を
失

し
な

い
よ

う
に

散
布

す
る

。
２

．
砂

土
で

は
使

用
し

な
い

。

1
3

ﾌ
ﾞﾙ

ｰ
ｼ
ｱ

ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[S
L
-
5
7
3
　

F
]

－
H

2
7

ﾄﾙ
ﾋ
ﾟﾗ

ﾚ
ｰ

ﾄ　
1
0
.4

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布
作

物
の

3
～

5
葉

期
、

雑
草

生
育

期
（
草

丈
1
5
c
m

以
下

）
（
但

し
収

穫
4
5
日

前
ま

で
）

4
0
～

5
0
m

l

● ※
ｽ

ｽ
ﾞﾒ

ﾉ
ｶ
ﾀ
ﾋ
ﾞ

ﾗ
を

除
く

○
○

○
1

１
．

イ
ネ

科
雑

草
が

多
い

ほ
場

で
は

、
高

薬
量

で
使

用
す

る
。

２
．

一
過

性
の

葉
身

黄
化

症
状

が
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
。

1
4

ﾎ
ﾞｸ

ｻ
ｰ

[S
Y
J
-
1
0
0
]

-
H

1
9

ﾌ
ﾟﾛ

ｽ
ﾙ

ﾎ
ｶ
ﾙ

ﾌ
ﾞ

7
8
.4

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
後

出
芽

前
(雑

草
発

生
前

)
4
0
0
～

5
0
0
m

l

●
○

○
○

○
1

１
．

排
水

不
良

の
ほ

場
や

多
量

の
降

雨
が

予
想

さ
れ

る
時

は
使

用
を

避
け

る
。

２
．

覆
土

が
浅

い
と

薬
害

を
発

生
し

易
く
な

る
の

で
、

覆
土

は
３

㎝
程

度
と

す
る

。

1
5

ﾓ
ｰ

ﾃ
ｨﾌ

ﾞ乳
剤

[B
A

H
-
0
8
0
5
乳

]
-
H

2
3

ｼ
ﾞﾒ

ﾃ
ﾅ

ﾐﾄ
ﾞP

　
1
9
.7

%
ﾍ

ﾟﾝ
ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

2
3
.1

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
後

～
作

物
の

2
葉

期
(ｲ

ﾈ
科

雑
草

2
葉

期
ま

で
)

2
0
0
～

4
0
0
m

l

●
○

○
○

○
1

１
. 
多

量
の

降
雨

が
続

く
時

期
の

散
布

及
び

マ
ル

チ
栽

培
で

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
２

.
砕

土
、

整
地

は
丁

寧
に

行
い

、
種

子
が

露
出

し
な

い
よ

う
に

覆
土

は
丁

寧
に

行
い

、
覆

土
深

さ
２

～
３

c
m

以
上

と
す

る
。

３
.
後

作
物

と
し

て
か

ぼ
ち

ゃ
等

の
う

り
科

や
ほ

う
れ

ん
そ

う
及

び
そ

ば
を

作
付

け
る

と
生

育
を

抑
制

す
る

こ
と

が
あ

る
の

で
避

け
る

。
４

．
砂

土
で

は
、

使
用

し
な

い
こ

と

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
～

出
芽

前
(雑

草
発

生
前

)
2
0
0
～

3
0
0
m

l

●
○

１
. 
土

壌
が

乾
い

て
い

る
と

効
果

が
劣

る
。

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

土
壌

散
布

作
物

の
1
～

2
葉

期
、

雑
草

生
育

期
(ｲ

ﾈ
科

雑
草

2
葉

期
ま

で
)

2
0
0
～

4
0
0
m

l

●

1
7

M
C

P
ｿ
ｰ

ﾀ
ﾞ塩

[M
C

P
]

-
S
3
1

M
C

P
A

ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

塩
1
9
.5

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布
作

物
の

2
～

3
葉

期
3
0
0
g

●
● 広 葉

○
○

○
○

1
１

. 
散

布
直

後
に

降
雨

が
あ

る
と

効
果

が
劣

る
の

で
、

な
る

べ
く
好

天
の

続
く
見

込
み

の
時

期
に

散
布

す
る

。
２

. 
高

温
条

件
下

で
は

薬
害

が
生

じ
や

す
い

の
で

、
異

常
高

温
下

で
の

散
布

は
避

け
る

。
３

. 
青

果
用

品
種

(ｽ
ｰ

ﾊ
ﾟｰ

ｽ
ｨｰ

ﾄ系
)に

は
道

の
試

験
成

績
が

無
い

の
で

除
く
。

１
．

砂
土

で
は

使
用

し
な

い
。

２
．

砂
土

系
で

透
水

性
の

よ
い

ほ
場

や
、

多
量

の
降

雨
の

続
く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
３

．
水

稲
に

薬
害

が
生

じ
る

恐
れ

が
あ

る
た

め
、

使
用

ほ
場

に
お

け
る

当
年

ま
た

は
翌

年
の

水
稲

栽
培

を
避

け
る

。

ﾗ
ｯ
ｿ
ｰ

乳
剤

[ｱ
ﾗ
ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
]

-
S
5
8
,S

5
9
,H

2
0

1 1

9

1
6

ｱ
ﾗ
ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
 4

3
%

ﾃ
ﾞｭ

ｱ
ｰ

ﾙ
ｺ
ﾞｰ

ﾙ
ﾄﾞ

[C
G

-
1
1
9
α

]
-
H

1
2
,H

2
0

S
-
ﾒ
ﾄﾗ

ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
 8

3
.7

%

- 333 -



（（
３３

））
豆豆

　　
　　

類類
（
３

）
豆

　
　

類

大
豆

小
豆

菜
豆

1
)

(い
ん

げ
ん

ま
め

)
え

ん
豆

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生 広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

一 年 生 イ ネ 科

ス ズ メ ノ カ タ ビ

ラ

1
ｴ
ｺ
ﾄｯ

ﾌ
ﾟP

乳
剤

[N
M

-
5
3
6
-
P

]
-
H

2
4

ｼ
ﾞﾒ

ﾃ
ﾅ

ﾐﾄ
ﾞP

　
8
.5

%
ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

1
2
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

(雑
草

発
生

前
)

4
0
0
～

6
0
0
m

l

●
○

○
○

○
○

1
１

.
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
ほ

場
や

、
散

布
後

の
多

量
の

降
雨

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
２

.
本

剤
は

眼
に

強
い

刺
激

性
が

あ
る

の
で

、
散

布
液

調
製

時
に

保
護

メ
ガ

ネ
を

着
用

し
て

、
薬

剤
が

眼
に

は
い

ら
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。

2
ｸ
ﾘ
ｱ

ﾀ
ｰ

ﾝ
乳

剤
[K

U
H

-
9
0
1
]

-
H

7
,H

1
3

ﾍ
ﾞﾝ

ﾁ
ｵ

ｶ
ｰ

ﾌ
ﾞ　

5
0
%

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

5
%

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
 7

.5
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

直
後

(雑
草

発
生

前
)

6
0
0
～

8
0
0
m

l
(水

量
7
0
～

1
0
0
L
)

●
○

○
○

○
1

１
.
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
ほ

場
や

、
多

量
の

降
雨

が
続

く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
２

. 
初

生
葉

が
黄

化
、

萎
縮

す
る

こ
と

が
あ

る
。

３
. 
ツ

ユ
ク

サ
、

キ
ク

科
雑

草
に

効
果

が
劣

る
。

４
．

後
作

物
と

し
て

か
ぼ

ち
ゃ

等
の

う
り

科
や

ほ
う

れ
ん

そ
う

、
そ

ば
を

作
付

け
る

と
生

育
が

抑
制

す
る

こ
と

が
あ

る
の

で
避

け
る

。

3
ｸ
ﾛ
ﾛ
IP

C
乳

剤
[I
P

C
]

-
S
3
1

IP
C

　
4
5
.8

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
後

出
芽

前
2
0
0
m

l
は

種
直

後
2
0
0
m

l
●

○
○

○
1

１
. 
砂

質
土

壌
で

の
使

用
は

避
け

る
。

２
.
土

壌
が

乾
い

て
い

る
と

効
果

が
劣

り
、

過
湿

の
と

き
は

薬
害

が
生

じ
や

す
い

の
で

、
適

湿
の

と
き

使
用

す
る

。
３

.
生

長
し

た
雑

草
に

は
効

果
が

劣
る

の
で

、
発

生
前

に
散

布
す

る
。

４
. 
気

温
が

2
0
℃

以
上

の
と

き
は

効
果

が
劣

る
。

4
ｹ

ﾞｻ
ﾞｶ

ﾞｰ
ﾄﾞ

5
0

[ﾌ
ﾟﾛ

ﾒ
ﾄﾘ

ﾝ
]

-
S
3
8
,H

2

ﾌ
ﾟﾛ

ﾒ
ﾄﾘ

ﾝ
　

5
0
%

全
面

土
壌

散
布

●
○

○
○

1
１

.
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
ほ

場
、

及
び

出
芽

前
処

理
や

多
量

の
降

雨
が

続
く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
２

.
雑

草
が

大
き

く
な

る
と

効
果

が
劣

る
の

で
、

雑
草

の
発

生
前

か
発

生
始

期
に

散
布

す
る

。

5
ｺ
ﾀ
ﾞｰ

ﾙ
S
水

和
剤

[N
K
-
1
1
0
1
]

-
H

2
7

ｓ
-
ﾒ
ﾄﾗ

ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
 2

4
.8

%
ﾌ
ﾟﾛ

ﾒ
ﾄﾘ

ﾝ
　

2
6
.6

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
後

出
芽

前
(雑

草
発

生
前

)
2
2
5
～

3
0
0
g

(水
量

7
0
～

1
0
0
L
)

は
種

後
出

芽
前

(雑
草

発
生

前
)

2
2
5
～

3
0
0
g

(水
量

7
0
～

1
0
0
L
)

●
○

○
○

○
1

１
.
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
ほ

場
や

、
多

量
の

降
雨

が
続

く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
２

.
雑

草
が

大
き

く
な

る
と

効
果

が
劣

る
の

で
、

雑
草

の
発

生
前

か
発

生
始

期
に

散
布

す
る

。
３

.
水

稲
に

薬
害

が
生

じ
る

恐
れ

が
あ

る
た

め
、

使
用

ほ
場

に
お

け
る

当
年

ま
た

は
翌

年
の

水
稲

栽
培

を
避

け
る

。

6
ｻ

ﾀ
ｰ

ﾝ
ﾊ

ﾞｱ
ﾛ
乳

剤
[ﾍ

ﾞﾝ
ﾁ
ｵ

ｶ
ｰ

ﾌ
ﾞ-

ﾌ
ﾟﾛ

ﾒ
ﾄﾘ

ﾝ
]

-
S
4
7

ﾌ
ﾟﾛ

ﾒ
ﾄﾘ

ﾝ
 5

%
ﾍ

ﾞﾝ
ﾁ
ｵ

ｶ
ｰ

ﾌ
ﾞ　

5
0
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

8
0
0
～

1
,0

0
0
m

l
●

○
○

○
○

○
1

１
. 
雑

草
の

発
生

後
は

効
果

が
劣

る
。

7
ｻ

ﾞｸ
ｻ

液
剤

[A
H

-
0
1
]

-
H

2
2

ｸ
ﾞﾙ

ﾎ
ｼ
ﾈ

ｰ
ﾄP

ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

塩
　

1
1
.5

%
畦

間
散

布
・
株

間
散

布

畦
間

散
布

大
豆

生
育

期
(大

豆
5
葉

期
以

降
)・

雑
草

生
育

期
3
0
0
～

5
0
0
m

l
(収

穫
2
8
日

前
ま

で
)

●
○

○
○

○
3

１
．

畦
間

処
理

は
作

物
に

か
か

ら
な

い
こ

と
を

前
提

と
し

た
処

理
方

法
で

あ
り

、
飛

散
防

止
装

置
を

装
着

し
、

畦
間

に
精

度
良

く
散

布
す

る
。

２
．

非
選

択
性

の
薬

剤
で

あ
り

、
作

物
に

飛
散

す
る

と
付

着
し

た
部

分
に

薬
害

を
生

じ
る

。
３

．
雑

草
の

草
丈

3
0
㎝

以
下

で
散

布
す

る
。

使
用

上
の

注
意

事
項

本 剤 の 使 用 回 数

効
果

の
程

度
毒 性

新 規 ・ 改 訂

は
種

直
後

1
0
0
～

1
5
0
g

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

、
1
0
a当

た
り

使
用

量
薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

対
象

雑
草
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（（
３３

））
豆豆

　　
　　

類類
（
３

）
豆

　
　

類

大
豆

小
豆

菜
豆

1
)

(い
ん

げ
ん

ま
め

)
え

ん
豆

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生 広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

一 年 生 イ ネ 科

ス ズ メ ノ カ タ ビ

ラ

使
用

上
の

注
意

事
項

本 剤 の 使 用 回 数

効
果

の
程

度
毒 性

新 規 ・ 改 訂

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

、
1
0
a当

た
り

使
用

量
薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

対
象

雑
草

ｸ
ﾚ
ﾄｼ

ﾞﾑ
 2

4
%

○
1

(収
穫

5
0
日

前
ま

で
)

(収
穫

4
5
日

前
ま

で
)

(収
穫

6
0
日

前
ま

で
)

イ
ネ

科
雑

草
6
～

8
葉

期
(ｽ

ｽ
ﾞﾒ

ﾉ
ｶ
ﾀ
ﾋ
ﾞﾗ

を
除

く
)

5
0
～

7
5
m

l(
収

穫
5
0
日

前
ま

で
)

○

○

(収
穫

5
0
日

前
ま

で
)

(収
穫

4
5
日

前
ま

で
)

(収
穫

6
0
日

前
ま

で
)

ﾍ
ﾞﾝ

ﾀ
ｿ
ﾞﾝ

ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

塩
4
0
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

● 広 葉

●
○

○
1

ﾀ
ﾞｲ

ﾛ
ﾝ
ｿ
ﾞﾙ

[H
C

W
-
2
0
1
]

-
H

2
4

D
C

M
U

　
5
0
%

畦
間

散
布

・
株

間
散

布

畦
間

散
布

小
豆

生
育

期
､雑

草
生

育
期

1
0
0
～

2
0
0
m

l
(収

穫
3
0
日

前
ま

で
)

●
○

○
○

○
1

１
．

畦
間

処
理

は
作

物
に

か
か

ら
な

い
こ

と
を

前
提

と
し

た
処

理
方

法
で

あ
り

、
飛

散
防

止
装

置
を

装
着

し
、

畦
間

に
精

度
良

く
散

布
す

る
。

２
．

作
物

に
飛

散
す

る
と

付
着

し
た

部
分

に
薬

害
を

生
じ

る
。

３
．

低
薬

量
で

は
、

イ
ネ

科
雑

草
に

対
す

る
効

果
が

劣
る

。

畦
間

・
株

間
散

布
大

豆
生

育
期

(本
葉

5
葉

期
以

降
)､

雑
草

生
育

期
1
5
0
～

2
0
0
m

l
(収

穫
3
0
日

前
ま

で
)

○
○

○
1

１
．

飛
散

防
止

装
置

を
装

着
し

、
作

物
に

か
か

ら
な

い
よ

う
に

畦
間

、
株

間
に

精
度

良
く
散

布
す

る
。

２
．

作
物

に
飛

散
す

る
と

付
着

し
た

部
分

に
薬

害
を

生
じ

る
。

３
．

低
薬

量
で

は
、

生
育

の
進

ん
だ

タ
デ

科
雑

草
に

対
す

る
効

果
が

劣
る

。

1
1

ﾃ
ﾞｭ

ｱ
ｰ

ﾙ
ｺ
ﾞｰ

ﾙ
ﾄﾞ

[C
G

-
1
1
9
α

]
-
H

1
2

ｓ
-
ﾒ
ﾄﾗ

ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
 8

3
.7

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
後

出
芽

前
(雑

草
発

生
前

)
7
0
～

1
0
0
m

l

は
種

後
出

芽
前

(雑
草

発
生

前
)

7
0
～

1
0
0
m

l

● 主 に イ ネ 科

●
○

1
１

．
砂

土
で

は
使

用
し

な
い

。
２

．
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
圃

場
や

、
多

量
の

降
雨

の
続

く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
３

．
水

稲
に

薬
害

が
生

じ
る

恐
れ

が
あ

る
た

め
、

使
用

ほ
場

に
お

け
る

当
年

ま
た

は
翌

年
の

水
稲

栽
培

を
避

け
る

。

8 9

1
0

●
１

. 
や

や
遅

効
性

で
あ

り
、

効
果

の
発

現
に

は
１

週
間

程
度

を
要

す
る

の
で

、
誤

っ
て

ま
き

直
し

な
ど

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。
２

. 
広

葉
雑

草
お

よ
び

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
雑

草
な

ど
が

混
在

す
る

場
合

は
、

こ
れ

ら
の

雑
草

に
有

効
な

除
草

剤
と

の
体

系
で

使
用

す
る

。
３

. 
低

温
時

に
は

、
効

果
が

劣
る

場
合

が
あ

る
。

ｽ
ｽ

ﾞﾒ
ﾉ
ｶ
ﾀ
ﾋ
ﾞﾗ

3
～

5
葉

期
5
0
～

7
5
m

l
１

.
や

や
遅

効
性

で
あ

り
、

効
果

の
発

現
に

は
2
～

3
週

間
程

度
を

要
す

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

２
.
5
0
m

l/
1
0
a
の

薬
量

で
は

、
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
に

効
果

が
不

十
分

な
場

合
が

あ
る

。
３

．
低

温
時

に
は

、
効

果
が

劣
る

場
合

が
あ

る
。

イ
ネ

科
雑

草
3
～

5
葉

期
(ｽ

ｽ
ﾞﾒ

ﾉ
ｶ
ﾀ
ﾋ
ﾞﾗ

を
除

く
)

　
3
5
～

5
0
m

l
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布

ｾ
ﾚ
ｸ
ﾄ乳

剤
[S

-
6
0
4
],

[A
L
H

0
8
3
1
]

-
H

8
,H

1
2
,H

1
6

,H
2
4

大
豆

ﾊ
ﾞｻ

ｸ
ﾞﾗ

ﾝ
液

剤
(ﾅ

ﾄﾘ
ｳ

ﾑ
塩

)
[B

A
S
-
3
5
1
0
(N

a)
L
]

-
H

1
8
,H

2
1
,H

2
5

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

2
葉

期
～

6
葉

期
(雑

草
の

生
育

初
期

～
6
葉

期
ま

で
)

1
0
0
～

1
5
0
m

l
(収

穫
4
5
日

前
ま

で
)

１
．

大
豆

で
は

薬
害

を
生

じ
、

減
収

す
る

場
合

が
あ

る
こ

と
を

十
分

認
識

し
、

使
用

者
責

任
に

お
い

て
使

用
す

る
。

ま
た

、
使

用
に

際
し

て
は

公
的

指
導

機
関

に
必

ず
相

談
す

る
。

２
．

大
豆

の
葉

に
黄

化
、

縮
葉

、
褐

変
が

発
生

し
、

枯
葉

、
落

葉
に

至
り

生
育

抑
制

さ
れ

る
場

合
が

あ
る

。
３

．
薬

害
の

程
度

、
及

び
回

復
に

は
品

種
、

気
象

、
土

壌
条

件
な

ど
に

よ
る

差
異

が
あ

り
、

1
5
％

程
度

減
収

す
る

場
合

が
あ

る
。

４
．

｢ユ
ウ

ヅ
ル

｣、
「
大

袖
の

舞
」
は

他
品

種
よ

り
薬

斑
の

発
生

程
度

が
大

き
い

。
５

．
低

温
、

排
水

不
良

、
過

湿
、

地
力

不
足

、
養

分
吸

収
不

足
や

肥
料

の
濃

度
障

害
、

連
作

等
に

よ
り

大
豆

の
生

育
が

不
良

な
場

合
に

は
、

薬
害

を
助

長
し

、
生

育
の

回
復

を
遅

ら
せ

る
こ

と
が

あ
る

の
で

、
使

用
を

避
け

る
。

６
．

処
理

時
期

に
つ

い
て

、
大

豆
の

2
～

3
葉

期
で

は
、

5
～

6
葉

期
に

比
べ

薬
害

回
復

に
多

く
の

日
数

を
要

す
る

。
７

．
散

布
時

に
著

し
い

高
温

、
干

ば
つ

に
な

る
場

合
は

、
使

用
を

避
け

る
。

８
．

雑
草

の
生

育
が

進
む

と
除

草
効

果
が

劣
る

。
９

．
シ

ロ
ザ

、
タ

ニ
ソ

バ
、

ヒ
ユ

類
、

イ
ヌ

ホ
ウ

ズ
キ

に
は

除
草

効
果

が
劣

る
。

1
0
．

イ
ネ

科
雑

草
や

シ
ロ

ザ
が

多
く
発

生
す

る
ほ

場
で

は
、

有
効

な
土

壌
処

理
剤

や
イ

ネ
科

茎
葉

処
理

剤
と

の
体

系
で

使
用

す
る

。
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（（
３３

））
豆豆

　　
　　

類類
（
３

）
豆

　
　

類

大
豆

小
豆

菜
豆

1
)

(い
ん

げ
ん

ま
め

)
え

ん
豆

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生 広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

一 年 生 イ ネ 科

ス ズ メ ノ カ タ ビ

ラ

使
用

上
の

注
意

事
項

本 剤 の 使 用 回 数

効
果

の
程

度
毒 性

新 規 ・ 改 訂

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

、
1
0
a当

た
り

使
用

量
薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

対
象

雑
草

1
2

ﾄｯ
ﾌ
ﾟﾒ

ﾘ
ｯ
ﾄﾌ

ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[N
P

-
6
6
H

]
-
R

3
,R

4

ﾋ
ﾟﾛ

ｷ
ｻ

ｽ
ﾙ

ﾎ
ﾝ
　

3
.4

％
ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

2
4
％

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

（
雑

草
発

生
前

）
2
5
0
～

3
5
0
m

l

●
○

○
○

○
○

1
１

．
乾

燥
条

件
で

は
高

薬
量

(3
5
0
m

L
)で

使
用

す
る

。
２

．
稲

、
大

麦
、

ソ
ル

ガ
ム

に
薬

害
を

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
の

で
、

散
布

し
た

当
年

ま
た

は
翌

年
の

栽
培

を
避

け
る

。

1
3

ﾄﾚ
ﾌ
ｧ
ﾉ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

乳
剤

[ﾄ
ﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
]

-
H

7
,H

2
4

ﾄﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
　

4
4
.5

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
後

出
芽

前
(雑

草
発

生
前

)
2
0
0
～

3
0
0
m

l

出
芽

前
(雑

草
発

生
前

)
2
0
0
～

3
0
0
m

l

● 主 に イ ネ 科

○
1

１
. 
砂

土
で

の
使

用
は

避
け

る
。

２
. 
菜

豆
で

は
初

生
葉

が
縮

葉
す

る
こ

と
が

あ
る

。

●
○

(収
穫

3
0
日

前
ま

で
)

(収
穫

1
4
日

前
ま

で
)

(収
穫

1
4
日

前
ま

で
)

(収
穫

3
0
日

前
ま

で
)

(収
穫

3
0
日

前
ま

で
)

(収
穫

1
4
日

前
ま

で
)

(収
穫

1
4
日

前
ま

で
)

一
年

生
イ

ネ
科

雑
草

6
～

8
葉

期
(ｽ

ｽ
ﾞﾒ

ﾉ
ｶ
ﾀ
ﾋ
ﾞﾗ

を
除

く
)

 2
0
0
m

l（
水

量
2
5
～

5
0
L
）

(収
穫

3
0
日

前
ま

で
)

○
１

．
少

水
量

専
用

ノ
ズ

ル
を

使
用

す
る

。

1
5

ﾊ
ﾞｻ

ｸ
ﾞﾗ

ﾝ
液

剤
(ﾅ

ﾄﾘ
ｳ

ﾑ
塩

)
[B

A
S
-
3
5
1
0
(N

a)
]

-
S
5
5
,H

2
0

ﾍ
ﾞﾝ

ﾀ
ｿ
ﾞﾝ

ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

塩
4
0
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

初
生

葉
展

開
期

～
本

葉
抽

出
始

期
(雑

草
2
～

3
葉

期
)

5
0
～

7
0
m

l

●
○

○
1

１
．

散
布

後
、

曇
天

、
降

雨
が

続
く
と

効
果

が
劣

る
の

で
、

晴
天

時
に

散
布

す
る

。
２

．
高

温
条

件
下

で
は

、
薬

害
を

生
じ

や
す

い
の

で
、

異
常

高
温

下
で

の
散

布
は

避
け

る
。

畦
間

散
布

・
株

間
散

布

畦
間

雑
草

散
布

大
豆

生
育

期
(雑

草
生

育
期

)
3
0
0
～

5
0
0
m

l
(収

穫
2
8
日

前
ま

で
)

●
○

○
○

○
3

株
間

処
理

本
葉

5
葉

期
以

降
雑

草
生

育
期

3
0
0
～

5
0
0
m

l
(収

穫
2
8
日

前
ま

で
)

○
○

○
○

1
4 1
6

ﾊ
ﾞｽ

ﾀ
液

剤
[H

o
e
-
8
6
6
]

-
H

2
1
,H

2
3

ｸ
ﾞﾙ

ﾎ
ｼ
ﾈ

ｰ
ﾄ　

1
8
.5

%
１

．
畦

間
処

理
は

作
物

に
か

か
ら

な
い

こ
と

を
前

提
と

し
た

処
理

方
法

で
あ

り
、

飛
散

防
止

装
置

を
装

着
し

、
畦

間
に

精
度

良
く
散

布
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

２
.株

間
処

理
に

つ
い

て
も

飛
散

防
止

装
置

を
装

着
し

、
株

間
に

精
度

良
く
散

布
す

る
。

３
．

非
選

択
性

の
薬

剤
で

あ
り

、
作

物
に

飛
散

す
る

と
付

着
し

た
部

分
に

薬
害

を
生

じ
る

。

○

ﾅ
ﾌ
ﾞ乳

剤
[N

P
-
5
5
]

-
S
5
7
,H

2
,H

2
1
,

H
2
3
,H

2
5
,H

2
6
,R

4

ｾ
ﾄｷ

ｼ
ｼ
ﾞﾑ

　
2
0
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

一
年

生
イ

ネ
科

雑
草

3
～

5
葉

期
　

1
5
0
～

2
0
0
m

l
１

．
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

．
広

葉
雑

草
対

象
薬

剤
と

の
体

系
散

布
を

行
う

。
３

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
完

全
枯

死
ま

で
に

7
～

1
0
日

程
度

要
す

る
の

で
誤

っ
て

ま
き

直
し

な
ど

し
な

い
よ

う
に

す
る

。

一
年

生
イ

ネ
科

雑
草

6
～

8
葉

期
(ｽ

ｽ
ﾞﾒ

ﾉ
ｶ
ﾀ
ﾋ
ﾞﾗ

を
除

く
) 

2
0
0
m

l

1 ( 小 豆 ､ 菜 豆 は 2 )
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（（
３３

））
豆豆

　　
　　

類類
（
３

）
豆

　
　

類

大
豆

小
豆

菜
豆

1
)

(い
ん

げ
ん

ま
め

)
え

ん
豆

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生 広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

一 年 生 イ ネ 科

ス ズ メ ノ カ タ ビ

ラ

使
用

上
の

注
意

事
項

本 剤 の 使 用 回 数

効
果

の
程

度
毒 性

新 規 ・ 改 訂

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

、
1
0
a当

た
り

使
用

量
薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

対
象

雑
草

出
芽

直
前

～
出

芽
期

(雑
草

発
生

始
期

～
発

生
揃

期
)

2
0
0
～

3
0
0
m

l

●
○

○
○

１
.
雑

草
の

発
生

始
期

か
ら

幼
少

期
に

か
け

て
高

い
効

果
を

示
す

の
で

、
使

用
時

期
を

逸
し

な
い

よ
う

に
散

布
す

る
。

２
.
使

用
時

期
を

逸
す

る
と

作
物

の
生

育
に

影
響

が
出

る
恐

れ
が

あ
る

。
３

.
有

機
燐

系
殺

虫
剤

又
は

イ
ネ

科
雑

草
処

理
除

草
剤

と
の

1
0
日

以
内

の
近

接
散

布
は

、
薬

害
の

恐
れ

が
あ

る
の

で
避

け
る

。
４

. 
周

辺
の

作
物

に
薬

液
が

か
か

ら
な

い
よ

う
十

分
注

意
す

る
。

初
生

葉
展

開
期

～
1
葉

期
、

雑
草

2
葉

期
ま

で
2
0
0
～

3
0
0
m

l

●
○

○
○

１
．

大
豆

に
使

用
す

る
場

合
、

初
生

葉
展

開
期

以
降

の
散

布
は

、
天

候
に

よ
り

、
葉

の
褐

変
、

縮
葉

、
生

育
の

抑
制

が
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
。

２
．

葉
齢

が
進

ん
だ

雑
草

に
は

、
低

薬
量

で
は

効
果

が
劣

る
た

め
、

有
効

な
土

壌
処

理
剤

と
の

体
系

で
使

用
す

る
。

畦
間

散
布

大
豆

生
育

期
（
雑

草
発

生
揃

～
2
葉

期
ま

で
）

2
0
0
～

3
0
0
m

l
(収

穫
3
0
日

前
ま

で
)

小
豆

生
育

期
（
雑

草
発

生
揃

～
2
葉

期
ま

で
)

2
0
0
～

3
0
0
m

l
(収

穫
3
0
日

前
ま

で
)

菜
豆

生
育

期
（
雑

草
発

生
揃

～
2
葉

期
ま

で
）
2
0
0
～

3
0
0
m

l
（
収

穫
3
0
日

前
ま

で
）

●
○

○
○

1
１

.
畦

間
処

理
は

作
物

に
か

か
ら

な
い

こ
と

を
前

提
と

し
た

処
理

方
法

で
あ

り
、

飛
散

防
止

装
置

を
装

着
し

、
畦

間
に

精
度

良
く
散

布
す

る
。

２
. 
作

物
に

飛
散

す
る

と
薬

害
を

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
。

３
．

低
薬

量
で

は
効

果
が

劣
る

こ
と

が
あ

る
。

1
8

ﾋ
ﾞﾝ

ｻ
ｲ
ﾄﾞ

乳
剤

[H
S
W

-
9
7
1
]

-
H

1
1
,H

1
2

ﾌ
ﾟﾛ

ﾒ
ﾄﾘ

ﾝ
　

1
5
%

IP
C

　
2
5
%

全
面

土
壌

散
布

－
●

○
○

○
1

１
.
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
土

壌
で

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
２

．
高

温
乾

燥
時

及
び

散
布

後
高

温
が

予
想

さ
れ

る
条

件
下

で
は

、
薬

害
又

は
効

果
不

足
を

生
じ

る
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
３

. 
生

長
し

た
雑

草
や

深
根

雑
草

に
は

、
効

果
が

期
待

で
き

な
い

。

1
9

ﾌ
ｨｰ

ﾙ
ﾄﾞ

ｽ
ﾀ
ｰ

P
乳

剤
[B

A
S
-
6
5
6
乳

剤
]

-
H

1
4

ｼ
ﾞﾒ

ﾃ
ﾅ

ﾐド
P

　
6
4
.0

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
後

出
芽

前
(雑

草
発

生
前

)
7
5
～

1
2
0
m

l

は
種

後
出

芽
前

（
雑

草
発

生
前

）
7
5
～

1
2
0
m

l

● 主 に イ ネ 科

●
○

○
1

１
．

い
ん

げ
ん

ま
め

に
使

用
す

る
と

き
は

、
品

種
に

よ
り

薬
害

を
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
の

で
「
金

時
類

」
以

外
に

は
使

用
し

な
い

こ
と

。
２

．
砂

土
で

は
使

用
し

な
い

。

2
0

ﾌ
ﾙ

ﾐｵ
W

D
G

[S
-
4
8
2
]

-
H

2
0
,H

2
2

ﾌ
ﾙ

ﾐｵ
ｷ

ｻ
ｼ
ﾞﾝ

　
5
0
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

(雑
草

発
生

前
)

5
～

1
0
ｇ

は
種

後
出

芽
前

(雑
草

発
生

前
)

5
～

1
0
ｇ

●
○

○
○

1
１

．
処

理
時

期
が

出
芽

期
に

近
い

と
生

育
抑

制
を

生
じ

る
場

合
が

あ
る

の
で

、
処

理
が

遅
れ

な
い

よ
う

に
す

る
。

２
．

本
剤

は
使

用
後

著
し

い
降

雨
が

あ
る

と
、

初
生

葉
に

萎
縮

を
生

じ
る

お
そ

れ
が

あ
る

。
３

．
本

剤
散

布
に

用
い

た
器

具
類

は
、

タ
ン

ク
ホ

ー
ス

内
に

薬
剤

が
残

ら
な

い
よ

う
、

使
用

後
で

き
る

だ
け

早
く

，
専

用
の

洗
剤

で
よ

く
洗

浄
し

、
他

の
用

途
に

使
用

す
る

場
合

、
薬

害
の

原
因

に
な

ら
な

い
よ

う
注

意
す

る
。

2
1

ﾌ
ﾟﾛ

ｰ
ﾙ

ﾌ
ﾟﾗ

ｽ
乳

剤
[B

A
H

-
1
1
1
4
]

-
H

2
6

ｼ
ﾞﾒ

ﾃ
ﾅ

ﾐﾄ
ﾞP

　
 6

.7
%

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
  

6
.5

%
ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
  

  
  

 1
1
.4

%

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

（
雑

草
発

生
前

）
4
0
0
～

6
0
0
m

l

●
○

○
○

○
○

○
1

１
．

後
作

物
と

し
て

か
ぼ

ち
ゃ

等
の

う
り

科
や

ほ
う

れ
ん

そ
う

、
そ

ば
を

作
付

け
る

と
生

育
が

抑
制

す
る

こ
と

が
あ

る
の

で
避

け
る

。

ｲ
ﾏ
ｻ

ﾞﾓ
ｯ
ｸ
ｽ

ｱ
ﾝ
ﾓ
ﾆ
ｳ

ﾑ
塩

　
0
.8

5
%

1
1
7

ﾊ
ﾟﾜ

ｰ
ｶ
ﾞｲ

ｻ
ﾞｰ

液
剤

[A
C

-
2
6
3
]

-
H

8
,H

9
,H

1
0
,

H
1
1
,H

2
6
,R

4

-
H

2
1
,H

2
3
,H

2
7

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

土
壌

散
布

出
芽

直
前

～
出

芽
揃

(雑
草

発
生

始
期

～
発

生
揃

期
)

2
0
0
～

3
0
0
m

l

は
種

後
(雑

草
発

生
前

)3
3
0
～

4
0
0
m

l
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（（
３３

））
豆豆

　　
　　

類類
（
３

）
豆

　
　

類

大
豆

小
豆

菜
豆

1
)

(い
ん

げ
ん

ま
め

)
え

ん
豆

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生 広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

一 年 生 イ ネ 科

ス ズ メ ノ カ タ ビ

ラ

使
用

上
の

注
意

事
項

本 剤 の 使 用 回 数

効
果

の
程

度
毒 性

新 規 ・ 改 訂

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

、
1
0
a当

た
り

使
用

量
薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

対
象

雑
草

●
○

(収
穫

3
0
日

前
ま

で
)

イ
ネ

科
雑

草
3
～

8
葉

期
2
0
0
～

3
0
0
m

l（
水

量
2
5

～
5
0
L
/
1
0
a）

(収
穫

3
0
日

前
ま

で
)

○

ﾗ
ｳ

ﾝ
ﾄﾞ

ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟﾏ

ｯ
ｸ
ｽ

ﾛ
ｰ

ﾄﾞ
[N

C
-
6
2
2
液

剤
]

-
H

3
0
、

H
3
1

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

4
8
%

雑
草

茎
葉

散
布

耕
起

ま
た

は
大

豆
は

種
前

、
雑

草
生

育
期

（
草

丈
3
0
c
m

以
下

）
2
0
0
～

5
0
0
m

l

●
○

○
○

○
○

１
. 
本

剤
は

展
着

剤
を

加
用

し
な

い
。

２
.
散

布
後

一
定

時
間

降
雨

の
な

い
日

に
散

布
す

る
（
剤

に
よ

っ
て

１
～

６
時

間
）
。

３
.
周

辺
の

作
物

に
薬

液
が

か
か

ら
な

い
よ

う
注

意
す

る
と

と
も

に
、

ド
リ

フ
ト

低
減

ノ
ズ

ル
（
ラ

ウ
ン

ド
ノ

ズ
ル

等
）
の

使
用

が
望

ま
し

い
。

（
少

水
量

散
布

）
１

. 
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

耕
起

ま
た

は
大

豆
は

種
前

、
雑

草
生

育
期

(草
丈

3
0
c
m

以
下

)
2
0
0
～

5
0
0
m

l
水

量
 5

～
6
L

●
○

○
○

○
○

（
少

水
量

散
布

）
１

. 
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

2
4

ﾗ
ｸ
ｻ

ｰ
乳

剤
[A

L
-
5
1
3
乳

剤
]

-
H

2
1

ｱ
ﾗ
ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
  

3
0
%

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
  

 1
2
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

(雑
草

発
生

前
)

4
0
0
～

6
0
0
m

l

は
種

後
出

芽
前

(雑
草

発
生

前
)

4
0
0
～

6
0
0
ｍ

ｌ
(使

用
で

き
る

品
種

：
金

時
(赤

系
)う

ず
ら

)

●
○

○
○

○
1

１
.
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
ほ

場
や

、
多

量
の

降
雨

の
続

く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
２

. 
土

壌
が

乾
い

て
い

る
と

効
果

が
劣

る
。

2
5

ﾗ
ｯ
ｿ
ｰ

乳
剤

[ｱ
ﾗ
ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
]

-
S
5
4
,S

5
5
,S

5
6

ｱ
ﾗ
ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
　

4
3
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

3
0
0
m

l
は

種
後

出
芽

前
3
0
0
m

l
(使

用
で

き
る

品
種

：
金

時
(赤

系
)う

ず
ら

)

● 主 に イ ネ 科

●
○

1
１

. 
本

葉
1
～

2
葉

の
一

部
が

欠
損

縮
葉

す
る

こ
と

が
あ

る
。

2
6

ﾛ
ﾛ
ｯ
ｸ
ｽ

[ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
]

-
S
4
0
,S

4
2
,H

2
4

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

5
0
%

畦
間

散
布

・
株

間
散

布

茎
葉

兼
土

壌
処

理
(畦

間
・
株

間
)

大
豆

生
育

期
(本

葉
5
葉

期
以

降
)、

雑
草

生
育

期
（
草

丈
1
5
㎝

以
下

)
1
0
0
～

2
0
0
ｇ
(収

穫
3
0
日

前
ま

で
）

●
○

○
○

1
１

．
飛

散
防

止
装

置
を

装
着

し
、

作
物

に
か

か
ら

な
い

よ
う

に
畦

間
、

株
間

に
精

度
良

く
散

布
す

る
。

２
．

作
物

に
飛

散
す

る
と

付
着

し
た

部
分

に
薬

害
を

生
じ

る
。

2
3

2
2

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

１
. 
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

. 
広

葉
雑

草
や

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
の

雑
草

に
は

効
果

が
な

い
の

で
、

こ
れ

ら
の

雑
草

が
混

発
す

る
ほ

場
で

は
有

効
な

除
草

剤
と

の
体

系
で

使
用

す
る

。
３

. 
イ

ネ
科

雑
草

が
完

全
に

枯
死

す
る

に
は

約
１

週
間

を
要

す
る

の
で

、
誤

っ
て

ま
き

直
し

な
ど

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。
４

. 
だ

い
ず

の
葉

に
褐

点
を

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

が
、

そ
の

後
の

生
育

に
影

響
は

な
い

。
５

. 
（
少

水
量

散
布

）
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

2

ﾎ
ﾟﾙ

ﾄﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[N
C

-
3
6
0
]

-
H

9
,H

1
1
,H

2
3

ｷ
ｻ

ﾞﾛ
ﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟｴ

ﾁ
ﾙ

　
7
%

・
イ

ネ
科

雑
草

3
～

6
葉

期
　

　
　

2
0
0
～

2
5
0
m

l
・
イ

ネ
科

雑
草

7
～

8
葉

期
　

　
　

2
0
0
～

3
0
0
m

l

(収
穫

5
0
日

前
ま

で
)

大 豆 2 、 そ の 他 1
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（（
３３

））
豆豆

　　
　　

類類
（
３

）
豆

　
　

類

大
豆

小
豆

菜
豆

1
)

(い
ん

げ
ん

ま
め

)
え

ん
豆

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生 広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

一 年 生 イ ネ 科

ス ズ メ ノ カ タ ビ

ラ

使
用

上
の

注
意

事
項

本 剤 の 使 用 回 数

効
果

の
程

度
毒 性

新 規 ・ 改 訂

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

、
1
0
a当

た
り

使
用

量
薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

対
象

雑
草

2
7

ﾛ
ﾛ
ｯ
ｸ
ｽ

[ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
]

-
S
4
0
,S

4
2

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

5
0
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

直
後

1
0
0
～

1
5
0
g

は
種

直
後

1
0
0
～

1
5
0
g

●
○

○
○

1
１

.
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
ほ

場
や

、
多

量
の

降
雨

が
続

く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
２

.
雑

草
が

大
き

く
な

る
と

効
果

が
劣

る
の

で
、

雑
草

の
発

生
直

前
か

発
生

始
期

に
散

布
す

る
。

2
8

ﾜ
ﾝ
ｸ
ﾛ
ｽ

W
G

[S
L
-
1
2
2
顆

粒
水

和
剤

]
-
H

2
8

ﾌ
ﾙ

ｱ
ｼ
ﾞﾎ

ﾟｯ
ﾌ
ﾟP

　
7
.0

%
ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

3
0
.0

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
後

出
芽

前
(雑

草
発

生
前

)
3
0
0
g

●
○

○
○

○
1

１
．

砂
質

土
で

透
水

性
の

よ
い

畑
や

多
量

の
降

雨
が

続
く

時
期

の
散

布
は

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

仕
様

を
避

け
る

。

ﾌ
ﾙ

ｱ
ｼ
ﾞﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟP

　
1
7
.5

%
●

○

(収
穫

6
0
日

前
ま

で
)

(収
穫

6
0
日

前
ま

で
)

(収
穫

4
5
日

前
ま

で
)

大
豆

生
育

期
　

イ
ネ

科
雑

草
６

～
8
葉

期
1
0
0
m

l（
水

量
2
5
～

1
0
0
L
/
1
0
a）

(収
穫

6
0
日

前
ま

で
)

○

2
9

ﾜ
ﾝ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

P
乳

剤
[S

L
-
2
3
6
(L

)]
-
S
6
2
,H

元
,H

2
2

（
大

豆
、

小
豆

、
菜

豆
）
生

育
期

　
イ

ネ
科

雑
草

3
～

5
葉

期
7
5
～

1
0
0
m

l（
水

量
2
5
～

1
0
0
L
/
1
0
a）

1
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布

改
１

. 
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

.
広

葉
雑

草
お

よ
び

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
雑

草
と

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

が
混

在
す

る
場

合
は

、
こ

れ
ら

の
雑

草
に

有
効

な
除

草
剤

と
の

体
系

で
使

用
す

る
。

３
.
遅

効
性

の
た

め
、

イ
ネ

科
雑

草
が

完
全

に
枯

死
す

る
に

は
約

３
週

間
程

度
か

か
る

場
合

も
あ

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

（
少

水
量

散
布

）
１

. 
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。
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（（
４４

））
ばば

れれ
いい

しし
ょょ

（
４

）
ば

れ
い

し
ょ

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生

広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

一 年 生 イ ネ 科

①①
萌萌

芽芽
前前

散散
布布

1
ｸ
ﾞﾗ

ﾒ
ｯ
ｸ
ｽ

水
和

剤
[S

K
H

-
0
1
]

-
S
4
9
,S

6
3

ｼ
ｱ

ﾅ
ｼ
ﾞﾝ

 5
0
%

全
面

土
壌

散
布

植
付

後
～

萌
芽

前
1
0
0
～

1
5
0
g

●
○

○
○

○
1

１
.
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
ほ

場
や

、
多

量
の

降
雨

が
続

く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

は
避

け
る

。
２

. 
雑

草
の

発
生

前
か

ら
発

生
始

期
に

有
効

で
あ

る
。

３
. 
高

温
時

の
処

理
は

、
薬

害
を

生
じ

る
恐

れ
が

あ
る

の
で

注
意

す
る

。
４

. 
イ

ネ
科

雑
草

に
効

果
が

や
や

劣
る

。

2
ｸ
ﾚ
ﾏ
ｰ

ﾄ乳
剤

[S
-
2
8
]

-
S
5
7

ﾌ
ﾞﾀ

ﾐﾎ
ｽ

 5
0
%

全
面

土
壌

散
布

植
付

後
～

萌
芽

前
(雑

草
発

生
前

)
3
0
0
～

4
0
0
m

l
●

○
○

○
○

1
１

. 
キ

ク
科

雑
草

に
効

果
が

劣
る

。

3
ｺ
ﾞｰ

ｺ
ﾞｰ

ｻ
ﾝ
乳

剤
[A

N
K
-
5
5
3
]

-
S
5
5

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
 3

0
%

全
面

土
壌

散
布

植
付

後
～

萌
芽

前
(雑

草
発

生
前

)
2
0
0
～

3
0
0
m

l
●

○
○

○
○

1
１

. 
雑

草
の

生
育

が
進

む
と

効
果

が
低

下
す

る
の

で
、

雑
草

の
発

生
前

か
ら

発
生

始
期

に
散

布
す

る
。

２
. 
処

理
時

期
が

遅
れ

る
と

、
薬

害
を

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

。
３

. 
ツ

ユ
ク

サ
・
キ

ク
科

雑
草

に
効

果
が

劣
る

。
４

.
後

作
物

と
し

て
か

ぼ
ち

ゃ
等

の
う

り
科

や
ほ

う
れ

ん
そ

う
及

び
そ

ば
を

作
付

け
る

と
生

育
を

抑
制

す
る

こ
と

が
あ

る
の

で
避

け
る

。

4
ｻ

ﾞｸ
ｻ

液
剤

[A
H

-
0
1
]

-
H

1
9

ｸ
ﾞﾙ

ﾎ
ｼ
ﾈ

ｰ
ﾄP

ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

塩
1
1
.5

%
雑

草
茎

葉
散

布
雑

草
生

育
期

(萌
芽

前
処

理
)

1
0
0
～

2
0
0
m

l
(水

量
1
0
0
～

1
5
0
L
)

●
○

○
○

○
○

1
１

．
非

選
択

性
の

薬
剤

で
あ

り
、

作
物

に
飛

散
す

る
と

付
着

し
た

部
分

に
薬

害
を

生
じ

る
。

5
ｾ

ﾝ
ｺ
ﾙ

水
和

剤
[N

T
N

-
7
0
]

-
S
5
0

ﾒ
ﾄﾘ

ﾌ
ﾞｼ

ﾞﾝ
 5

0
%

全
面

土
壌

散
布

又
は

雑
草

茎
葉

散
布

植
付

後
～

萌
芽

直
前

1
0
0
g

●
○

○
○

○
○

1
１

. 
有

機
質

含
有

量
の

少
な

い
砂

土
系

の
土

壌
で

は
薬

害
を

生
じ

や
す

い
の

で
使

用
を

避
け

る
。

２
. 
土

壌
の

乾
燥

が
続

く
場

合
は

、
効

果
の

劣
る

こ
と

が
あ

る
。

３
. 
散

布
後

、
多

量
の

降
雨

が
あ

る
と

、
薬

害
を

生
じ

る
恐

れ
が

あ
る

。
４

. 
品

種
に

よ
っ

て
は

、
葉

の
黄

化
等

の
薬

害
を

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

。
５

.
散

布
機

の
始

動
時

、
枕

地
等

重
複

散
布

に
よ

っ
て

薬
害

（
ば

れ
い

し
ょ

及
び

後
作

の
秋

ま
き

小
麦

）
を

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

の
で

注
意

す
る

。
６

.
散

布
当

年
の

ば
れ

い
し

ょ
後

作
物

に
だ

い
こ

ん
・
は

く
さ

い
を

作
付

け
す

る
場

合
、

処
理

後
1
0
0
日

以
上

経
過

し
て

か
ら

は
種

、
ま

た
は

移
植

す
る

。
７

. 
採

種
ほ

場
で

は
、

散
布

が
遅

れ
る

と
ウ

ィ
ル

ス
病

株
と

混
同

す
る

恐
れ

が
あ

る
。

6
ﾀ
ｯ
ﾁ
ﾀ
ﾞｳ

ﾝ
iQ

[Z
K
ｰ

1
2
2
]

-
H

2
0

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

4
4
.7

%
茎

葉
処

理
植

付
後

萌
芽

前
(雑

草
生

育
期

：
草

丈
3
0
㎝

以
下

)
2
5
0
～

5
0
0
m

l
(散

布
水

量
2
5
～

5
0
L
/
1
0
a)

●
○

○
○

○
○

1
１

. 
本

剤
は

展
着

剤
を

加
用

し
な

い
。

２
. 
散

布
後

一
定

時
間

(１
時

間
)降

雨
の

な
い

日
に

散
布

す
る

。
３

.
周

辺
の

作
物

に
薬

液
が

か
か

ら
な

い
よ

う
注

意
す

る
と

と
も

に
、

飛
散

の
少

な
い

ラ
ウ

ン
ド

ノ
ズ

ル
の

使
用

が
望

ま
し

い
。

（
少

水
量

散
布

）
１

. 
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

7
ﾀ
ﾞｲ

ﾛ
ﾝ
ｿ
ﾞﾙ

[H
C

W
-
2
0
1
]

-
H

2
2

D
C

M
U

 5
0
%

土
壌

散
布

植
付

後
萌

芽
前

(雑
草

発
生

始
期

)
1
0
0
～

2
0
0
m

l
●

○
○

○
○

1
１

．
低

薬
量

で
は

除
草

効
果

が
劣

る
場

合
が

あ
る

。

8
ﾃ
ﾞｼ

ｶ
ﾝ
乳

剤
[N

H
-
6
1
1
]

-
H

1
8

ﾋ
ﾟﾗ

ﾌ
ﾙ

ﾌ
ｪﾝ

ｴ
ﾁ
ﾙ

 0
.4

%
雑

草
茎

葉
散

布
植

付
後

～
萌

芽
前

(雑
草

発
生

期
)

1
5
0
～

2
5
0
m

l
●

○
○

1
１

. 
散

布
後

に
発

生
し

た
雑

草
に

は
効

果
が

な
い

。

9
ﾊ

ﾞｽ
ﾀ
液

剤
[H

o
e
-
8
6
6
]

-
S
6
3

ｸ
ﾞﾙ

ﾎ
ｼ
ﾈ

ｰ
ﾄ 

1
8
.5

%
雑

草
茎

葉
散

布
植

付
後

～
萌

芽
前

(雑
草

発
生

期
)

2
0
0
m

l
●

○
○

○
○

○
1

１
. 
散

布
後

６
時

間
以

内
に

降
雨

が
予

想
さ

れ
る

場
合

は
散

布
を

避
け

る
。

効
果

の
程

度
使

用
方

法
及

び
使

用
時

期
、

1
0
a当

た
り

使
用

量
使

用
上

の
注

意
事

項
新 規 ・ 改 訂

毒 性
本 剤 の 使 用 回 数

薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

対
象

雑
草
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（（
４４

））
ばば

れれ
いい

しし
ょょ

（
４

）
ば

れ
い

し
ょ

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生

広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

一 年 生 イ ネ 科

効
果

の
程

度
使

用
方

法
及

び
使

用
時

期
、

1
0
a当

た
り

使
用

量
使

用
上

の
注

意
事

項
新 規 ・ 改 訂

毒 性
本 剤 の 使 用 回 数

薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

対
象

雑
草

1
0

ﾌ
ｨｰ

ﾙ
ﾄﾞ

ｽ
ﾀ
ｰ

P
乳

剤
［
B

A
S
-
6
5
6
］

-
R

4

ｼ
ﾞﾅ

ﾃ
ﾐﾄ

ﾞP
　

6
4
.0

%
全

面
土

壌
散

布
植

付
後

萌
芽

前
（
雑

草
発

生
前

）
7
5
～

1
2
0
m

l
（
散

布
水

量
1
0
0
L
）

●
○

○
○

1
１

．
砂

土
で

は
使

用
し

な
い

こ
と

。

1
1

ﾌ
ﾙ

ﾐｵ
W

D
G

[S
-
4
8
2
顆

粒
水

和
剤

]
-
H

2
8

ﾌ
ﾙ

ﾐｵ
ｷ

ｻ
ｼ
ﾞﾝ

　
5
0
%

全
面

土
壌

散
布

植
付

後
萌

芽
前

（
雑

草
発

生
前

）
1
0
g

●
○

○
○

1
１

．
砂

土
で

の
使

用
は

避
け

る
。

２
．

処
理

時
期

が
萌

芽
期

に
近

い
と

薬
害

を
生

じ
る

お
そ

れ
が

あ
る

の
で

、
処

理
を

遅
れ

な
い

よ
う

に
す

る
。

３
．

ば
れ

い
し

ょ
の

萌
芽

後
に

使
用

す
る

と
薬

害
が

生
じ

る
の

で
、

必
ず

萌
芽

前
に

使
用

す
る

。
４

．
使

用
後

著
し

い
降

雨
が

あ
る

と
、

縮
葉

・
褐

変
・
初

期
の

生
育

抑
制

を
生

じ
る

お
そ

れ
が

あ
る

。
５

．
本

剤
散

布
に

用
い

た
器

具
類

は
タ

ン
ク

ホ
ー

ス
内

に
薬

剤
が

残
ら

な
い

よ
う

、
使

用
後

出
来

る
だ

け
早

く
、

専
用

の
洗

剤
で

よ
く
洗

浄
し

、
他

の
用

途
に

使
用

す
る

場
合

、
薬

害
の

原
因

に
な

ら
な

い
よ

う
に

す
る

。

1
2

ﾎ
ﾞｸ

ｻ
ｰ

[S
Y
J
-
1
0
0
]

-
H

1
9

ﾌ
ﾟﾛ

ｽ
ﾙ

ﾎ
ｶ
ﾙ

ﾌ
ﾞ　

7
8
.4

%
全

面
土

壌
散

布
植

付
後

萌
芽

前
（
雑

草
発

生
前

)
4
0
0
～

5
0
0
m

l
(水

量
1
0
0
L
)

●
○

○
○

○
1

１
．

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

に
対

し
て

も
効

果
が

あ
る

。

1
3

ﾑ
ｷ

ﾞﾚ
ﾝ
ｼ
ﾞｬ

ｰ
乳

剤
[M

B
H

-
0
7
5
]

-
H

2
9

ﾌ
ﾟﾛ

ｽ
ﾙ

ﾎ
ｶ
ﾙ

ﾌ
ﾞ　

4
6
.0

%
ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

1
1
.5

%
全

面
土

壌
散

布
植

付
後

萌
芽

前
（
雑

草
発

生
前

～
発

生
始

期
)

4
0
0
～

6
0
0
m

l
(水

量
1
0
0
L
)

●
○

○
○

○
1

１
．

イ
ネ

科
雑

草
が

優
先

す
る

圃
場

で
は

規
定

量
の

範
囲

内
で

高
薬

量
で

使
用

す
る

。
２

．
砂

質
土

で
透

水
性

の
よ

い
畑

で
は

薬
害

を
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
の

で
散

布
を

避
け

る
。

３
．

本
剤

は
後

作
物

に
対

し
て

影
響

を
及

ぼ
す

こ
と

が
あ

る
の

で
注

意
す

る
。

特
に

ア
ブ

ラ
ナ

科
、

ウ
リ

科
、

ナ
ス

科
及

び
マ

メ
科

の
作

物
は

影
響

を
受

け
や

す
い

の
で

、
本

剤
処

理
後

3
ヶ

月
以

内
に

こ
れ

ら
を

後
作

物
と

し
て

栽
培

し
な

い
。

訂

1
4

ﾓ
ｰ

ﾃ
ｨﾌ

ﾞ乳
剤

[B
A

H
-
0
8
0
5
]

-
H

2
6

ｼ
ﾞﾒ

ﾃ
ﾅ

ﾐﾄ
ﾞP

　
1
9
.7

%
ﾍ

ﾟﾝ
ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

2
3
.1

%
全

面
土

壌
散

布
植

付
後

萌
芽

前
（
雑

草
発

生
前

)
2
0
0
～

4
0
0
m

l
●

○
○

○
○

1
１

．
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
に

も
効

果
が

あ
る

。
２

．
萌

芽
直

前
の

散
布

で
は

一
過

性
の

縮
葉

が
生

じ
る

場
合

が
あ

る
。

３
．

後
作

物
と

し
て

、
か

ぼ
ち

ゃ
等

の
う

り
科

や
ほ

う
れ

ん
そ

う
及

び
そ

ば
を

作
付

け
す

る
と

生
育

を
抑

制
す

る
こ

と
が

あ
る

の
で

避
け

る
。

４
．

砂
土

で
は

使
用

し
な

い
こ

と

1
5

ﾗ
ｸ
ｻ

ｰ
乳

剤
[A

L
-
5
1
3
]

-
H

2
1

ｱ
ﾗ
ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
3
0
%

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
1
2
%

全
面

土
壌

散
布

植
付

後
萌

芽
前

(雑
草

発
生

前
)

4
0
0
～

6
0
0
m

l
●

○
○

○
○

1
１

．
一

過
性

の
縮

葉
を

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

の
で

、
種

ば
れ

い
し

ょ
栽

培
で

の
使

用
に

際
し

て
は

留
意

す
る

。

1
6

ﾗ
ｯ
ｿ
ｰ

乳
剤

[ｱ
ﾗ
ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
]

-
S
5
7

ｱ
ﾗ
ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
4
3
%

全
面

土
壌

散
布

植
付

後
～

植
付

1
4
日

後
ま

で
(雑

草
発

生
前

)
3
0
0
～

4
0
0
m

l

●
○

1

1
7

ﾛ
ﾛ
ｯ
ｸ
ｽ

[ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
]

-
S
4
0
,H

1
9

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
5
0
%

全
面

土
壌

散
布

植
付

直
後

～
萌

芽
前

(雑
草

発
生

始
期

)
1
0
0
～

1
5
0
g

●
○

○
○

○
1

１
．

一
年

生
イ

ネ
科

雑
草

が
多

く
発

生
す

る
場

合
は

非
イ

オ
ン

系
展

着
剤

を
加

用
す

る
。

２
．

砂
土

系
で

透
水

性
の

良
い

ほ
場

や
、

多
量

の
降

雨
が

続
く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
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（（
４４

））
ばば

れれ
いい

しし
ょょ

（
４

）
ば

れ
い

し
ょ

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生

広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

一 年 生 イ ネ 科

効
果

の
程

度
使

用
方

法
及

び
使

用
時

期
、

1
0
a当

た
り

使
用

量
使

用
上

の
注

意
事

項
新 規 ・ 改 訂

毒 性
本 剤 の 使 用 回 数

薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

対
象

雑
草

②②
萌萌

芽芽
後後

雑雑
草草

茎茎
葉葉

散散
布布

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
1

ｾ
ﾚ
ｸ
ﾄ乳

剤
[A

L
H

-
0
8
3
1
]

-
H

2
5

ｸ
ﾚ
ﾄｼ

ﾞﾑ
　

2
4
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布

イ
ネ

科
雑

草
3
～

5
葉

期
5
0
～

7
5
m

l
(収

穫
3
0
日

前
ま

で
)

●
○

1
１

. 
や

や
遅

効
性

で
あ

り
、

イ
ネ

科
雑

草
を

完
全

に
枯

殺
す

る
ま

で
に

通
常

１
～

２
週

間
程

度
を

要
す

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

２
. 
広

葉
雑

草
お

よ
び

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
雑

草
な

ど
が

混
在

す
る

場
合

は
、

こ
れ

ら
の

雑
草

に
有

効
な

除
草

剤
と

の
体

系
で

使
用

す
る

。
３

. 
ｽ

ｽ
ﾞﾒ

ﾉ
ｶ
ﾀ
ﾋ
ﾞﾗ

に
対

し
て

も
効

果
が

あ
る

が
、

低
薬

量
で

は
劣

る
場

合
が

あ
る

。

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

イ
ネ

科
雑

草
3
～

5
葉

期
1
5
0
～

2
0
0
m

l
(収

穫
前

日
ま

で
)

●
○

１
．

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

を
除

く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

．
広

葉
雑

草
対

象
薬

剤
と

の
体

系
散

布
を

行
う

。
３

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
完

全
枯

死
ま

で
に

7
～

1
0
日

程
度

要
す

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
な

お
し

な
ど

し
な

い
よ

う
に

す
る

。

イ
ネ

科
雑

草
6
～

8
葉

期
2
0
0
m

l
(収

穫
前

日
ま

で
)

●
○

3
ﾎ

ﾟﾙ
ﾄﾌ

ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[N
C

-
3
6
0
]

-
H

1
9

ｷ
ｻ

ﾞﾛ
ﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟｴ

ﾁ
ﾙ

 7
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布

イ
ネ

科
雑

草
3
～

8
葉

期
2
0
0
～

3
0
0
m

l
(収

穫
前

日
ま

で
)

●
○

1
１

. 
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

. 
広

葉
雑

草
や

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
の

雑
草

に
は

効
果

が
な

い
の

で
、

こ
れ

ら
の

雑
草

が
混

発
す

る
ほ

場
で

は
有

効
な

除
草

剤
と

の
体

系
で

使
用

す
る

。
３

. 
イ

ネ
科

雑
草

が
完

全
に

枯
死

す
る

に
は

約
１

週
間

を
要

す
る

の
で

、
誤

っ
て

ま
き

直
し

な
ど

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。

4
ﾜ
ﾝ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

P
乳

剤
［
S
L
-
2
3
6
(L

)］
-
H

2
1
,H

2
6

ﾌ
ﾙ

ｱ
ｼ
ﾞﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟP

　
1
7
.5

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布

イ
ネ

科
雑

草
3
～

8
葉

期
7
5
～

1
0
0
m

l
（
水

量
 7

5
～

1
0
0
L
）

(収
穫

前
日

ま
で

)

●
○

1
１

. 
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

.
広

葉
雑

草
お

よ
び

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
雑

草
と

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

が
混

在
す

る
場

合
は

、
こ

れ
ら

の
雑

草
に

有
効

な
除

草
剤

と
の

体
系

で
使

用
す

る
。

３
.
遅

効
性

の
た

め
、

イ
ネ

科
雑

草
が

完
全

に
枯

死
す

る
に

は
約

３
週

間
程

度
か

か
る

場
合

も
あ

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

③③
畦畦

間間
散散

布布
1

ｻ
ﾞｸ

ｻ
液

剤
[A

H
-
0
1
]

-
H

2
3

ｸ
ﾞﾙ

ﾎ
ｼ
ﾈ

ｰ
ﾄP

ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

塩
1
1
.5

%
雑

草
茎

葉
散

布
雑

草
生

育
期

(畦
間

処
理

)
3
0
0
～

5
0
0
m

l
(水

量
1
0
0
～

1
5
0
L
)

(収
穫

2
1
日

前
ま

で
)

●
○

○
○

○
2

１
．

畦
間

処
理

は
作

物
に

か
か

ら
な

い
こ

と
を

前
提

と
し

た
処

理
方

法
で

あ
り

、
飛

散
防

止
装

置
を

装
着

し
、

畦
間

に
精

度
良

く
散

布
す

る
。

２
．

非
選

択
性

の
薬

剤
で

あ
り

、
作

物
に

飛
散

す
る

と
付

着
し

た
部

分
に

薬
害

を
生

じ
る

。

2
ﾅ

ﾌ
ﾞ乳

剤
[N

P
-
5
5
]

-
H

8
,H

2
3

ｾ
ﾄｷ

ｼ
ｼ
ﾞﾑ

　
　

2
0
%

2
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（（
５５

））
てて

んん
ささ

いい
（
５

）
て

ん
さ

い

移
植

栽
培

直
播

栽
培

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生

広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

一 年 生 イ ネ 科

多 年 生 イ ネ 科

ス ズ メ ノ

カ タ ビ ラ

1
ｸ
ﾛ
ﾛ
IP

C
乳

剤
[C

L
-
IP

C
]

-
S
3
4

IP
C

 4
5
.8

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
直

後
2
0
0
m

l
●

○
○

○
1

１
. 
沖

積
土

及
び

砂
質

土
で

は
薬

害
を

生
じ

や
す

い
の

で
注

意
す

る
。

２
. 
気

温
が

2
0
℃

以
上

の
と

き
に

は
効

果
が

劣
る

。

ｾ
ﾚ
ｸ
ﾄ乳

剤
[S

6
0
4
]

-
H

8
,H

1
3
,H

2
8

ｸ
ﾚ
ﾄｼ

ﾞﾑ
　

2
4
%

●
● イ ネ 科

○
○

○
１

.
や

や
遅

効
性

で
あ

り
、

イ
ネ

科
雑

草
を

完
全

に
枯

殺
す

る
ま

で
に

通
常

１
～

２
週

間
程

度
を

要
す

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

２
.
広

葉
雑

草
お

よ
び

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
雑

草
な

ど
が

混
在

す
る

場
合

は
、

こ
れ

ら
の

雑
草

に
有

効
な

除
草

剤
と

の
体

系
で

使
用

す
る

。
３

.
5
0
m

l/
1
0
a
の

薬
量

で
は

、
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
に

効
果

が
不

十
分

な
場

合
が

あ
る

。
４

. 
低

温
時

に
は

、
効

果
が

劣
る

場
合

が
あ

る
。

○
１

.
や

や
遅

効
性

で
あ

り
、

イ
ネ

科
雑

草
を

完
全

に
枯

殺
す

る
ま

で
に

通
常

１
～

２
週

間
程

度
を

要
す

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

２
.
広

葉
雑

草
お

よ
び

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
雑

草
な

ど
が

混
在

す
る

場
合

は
、

こ
れ

ら
の

雑
草

に
有

効
な

除
草

剤
と

の
体

系
で

使
用

す
る

。
３

. 
低

温
時

に
は

、
効

果
が

劣
る

場
合

が
あ

る
。

3
ﾀ
ｯ
ﾁ
ﾀ
ﾞｳ

ﾝ
iQ

［
Z
K
-
1
2
2
液

剤
]

-
R

2

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

4
4
.7

%
雑

草
茎

葉
塗

布
●

○
○

2
１

．
専

用
の

器
具

を
用

い
て

、
作

物
に

付
着

し
な

い
よ

う
に

塗
布

す
る

。
２

．
分

枝
の

多
い

雑
草

に
は

、
2
箇

所
以

上
塗

布
す

る
。

4
ﾃ
ﾞｭ

ｱ
ｰ

ﾙ
ｺ
ﾞｰ

ﾙ
ﾄﾞ

[C
G

-
1
1
9
α

]
-
H

1
2
,H

2
2

ｓ
-
ﾒ
ﾄﾗ

ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
 8

3
.7

%
全

面
土

壌
散

布
移

植
後

(雑
草

発
生

前
)

7
0
～

1
0
0
m

l
(収

穫
9
0
日

前
ま

で
)

出
芽

揃
期

(雑
草

発
生

前
期

)
7
0
～

1
0
0
m

l

●
○

○
2

１
．

砂
土

で
は

使
用

し
な

い
。

２
．

砂
土

系
で

透
水

性
の

よ
い

ほ
場

や
、

多
量

の
降

雨
の

続
く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
さ

け
る

。
３

．
水

稲
に

薬
害

が
生

じ
る

恐
れ

が
あ

る
た

め
、

使
用

ほ
場

に
お

け
る

当
年

ま
た

は
翌

年
の

水
稲

栽
培

を
避

け
る

。

ｾ
ﾄｷ

ｼ
ｼ
ﾞﾑ

　
 2

0
%

・
て

ん
さ

い
育

苗
期

 一
年

生
イ

ネ
科

雑
草

の
1
～

3
葉

期
(ｽ

ｽ
ﾞﾒ

ﾉ
ｶ
ﾀ
ﾋ
ﾞﾗ

を
除

く
）

1
5
0
～

3
0
0
m

l(
水

量
1
5
0
L
)

(0
.3

～
0
.6

m
l水

量
3
0
0
ｍ

ｌ
/
ペ

ー
パ

ー
ポ

ッ
ト

6
冊

)

●
○

○
2

●
● イ ネ 科

１
．

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

を
除

く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

．
広

葉
雑

草
対

象
薬

剤
と

の
体

系
散

布
を

行
う

。
３

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
完

全
枯

死
ま

で
に

7
～

1
0
日

程
度

要
す

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
す

る
。

・
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
の

3
～

5
葉

期
(ｽ

ｽ
ﾞﾒ

ﾉ
ｶ
ﾀ
ﾋ
ﾞﾗ

を
除

く
）

1
5
0
～

2
0
0
m

l(
水

量
1
0
0
L
)

(収
穫

3
0
日

前
ま

で
)

・
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
の

6
～

8
葉

期
(ｽ

ｽ
ﾞﾒ

ﾉ
ｶ
ﾀ
ﾋ
ﾞﾗ

を
除

く
）

2
0
0
m

l(
水

量
1
0
0
L
)

(収
穫

3
0
日

前
ま

で
)

・
シ

バ
ム

ギ
の

3
～

5
葉

期
　

 3
0
0
～

4
0
0
m

l
(収

穫
3
0
日

前
ま

で
)

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

ﾅ
ﾌ
ﾞ乳

剤
[N

P
-
5
5
]

-
S
5
8
,H

元
,H

2
0
,H

2
3

・
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
の

3
～

5
葉

期
 3

5
～

5
0
m

l
・
シ

バ
ム

ギ
・
レ

ッ
ド

ト
ッ

プ
・
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
の

3
～

5
葉

期
5
0
～

7
5
m

l
(収

穫
3
0
日

前
ま

で
)

2 5
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布

薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

対
象

雑
草

生
育

期
（
雑

草
生

育
期

）
（
収

穫
9
0
日

前
ま

で
）

2
倍

希
釈

（
0
.1

m
lを

1
～

3
箇

所
/
株

）
（
1
0
0
0
ｍ

ｌ/
1
0
a）

新 規 ・ 改 訂

・
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
の

5
～

8
葉

期
 5

0
～

7
5
m

l
(収

穫
3
0
日

前
ま

で
)

効
果

の
程

度
使

用
方

法
及

び
使

用
時

期
、

1
0
a当

た
り

使
用

量
毒 性

2本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項
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（（
５５

））
てて

んん
ささ

いい
（
５

）
て

ん
さ

い

移
植

栽
培

直
播

栽
培

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生

広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

一 年 生 イ ネ 科

多 年 生 イ ネ 科

ス ズ メ ノ

カ タ ビ ラ

薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

対
象

雑
草

新 規 ・ 改 訂

効
果

の
程

度
使

用
方

法
及

び
使

用
時

期
、

1
0
a当

た
り

使
用

量
毒 性

本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項

6
ﾊ

ｰ
ﾌ
ﾞﾗ

ｯ
ｸ
W

D
G

[N
B

A
-
9
6
1
]

-
H

1
1
,H

1
5
,H

1
7
,H

2
0

ﾒ
ﾀ
ﾐﾄ

ﾛ
ﾝ
　

7
0
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

・
移

植
活

着
後

(雑
草

発
生

始
期

～
発

生
揃

期
)

4
0
0
～

6
0
0
ｇ

(水
量

5
0
～

1
0
0
L
)

(収
穫

3
0
日

前
ま

で
)

・
て

ん
さ

い
子

葉
展

開
期

～
本

葉
抽

出
期

（
雑

草
発

生
始

期
～

発
生

揃
）

・
て

ん
さ

い
2
葉

期
以

降
（
雑

草
発

生
始

期
～

発
生

揃
期

(収
穫

3
0
日

前
ま

で
)）

2
5
0
～

3
5
0
g

(水
量

5
0
～

1
0
0
L
)

●
○

○
○

5
１

. 
生

育
の

進
ん

だ
雑

草
に

は
効

果
が

劣
る

場
合

が
あ

る
。

２
. 
非

イ
オ

ン
系

展
着

剤
を

加
用

す
る

。
３

. 
雑

草
及

び
土

壌
全

面
に

散
布

す
る

。
４

．
処

理
直

後
の

降
雨

で
効

果
が

劣
る

の
で

、
降

雨
が

予
想

さ
れ

る
場

合
に

は
散

布
を

避
け

る
。

５
．

直
播

に
つ

い
て

は
て

ん
さ

い
の

葉
齢

が
進

ん
で

い
な

い
幼

少
個

体
で

は
生

育
が

抑
制

さ
れ

る
場

合
が

あ
る

。
６

．
シ

ロ
ザ

と
ハ

コ
ベ

に
対

し
て

は
葉

齢
が

進
む

と
効

果
の

劣
る

場
合

が
あ

る
の

で
、

雑
草

発
生

初
期

に
散

布
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

ﾋ
ﾞｰ

ﾄｱ
ｯ
ﾌ
ﾟﾌ

ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[U
P

H
-
0
0
2
]

-
H

2
3
､H

2
9

ﾌ
ｪﾝ

ﾒ
ﾃ
ﾞｨ

ﾌ
ｧ
ﾑ

 1
6
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

土
壌

散
布

活
着

後
(雑

草
発

生
揃

期
)

4
0
0
～

6
0
0
m

l
(収

穫
6
0
日

前
ま

で
)

・
本

葉
２

葉
展

開
後

(雑
草

発
生

揃
期

)
4
0
0
～

6
0
0
m

l
(収

穫
6
0
日

前
ま

で
)

○
○

○
3

１
．

雑
草

が
大

き
く
な

る
と

極
端

に
効

果
が

劣
る

の
で

適
期

散
布

に
努

め
る

。
２

．
水

量
は

、
1
0
ａ
当

た
り

5
0
～

1
0
0
L
と

す
る

。
３

．
低

薬
量

で
効

果
が

劣
る

場
合

が
あ

る
。

４
．

ｲ
ﾇ
ﾀ
ﾃ
ﾞ、

ｲ
ﾇ
ﾎ

ｵ
ｽ

ﾞｷ
に

効
果

が
劣

る
場

合
が

あ
る

。

・
中

耕
後

(雑
草

発
生

揃
期

)
4
0
0
～

6
0
0
m

l
(収

穫
6
0
日

前
ま

で
)

-
H

2
9

一
年

生
広

葉
雑

草
茎

葉
処

理
育

苗
期

本
葉

展
開

後
（
雑

草
発

生
初

期
）

5
0
0
～

7
5
0
m

l
水

量
 1

5
0
L

１
．

雑
草

が
大

き
く
な

る
と

極
端

に
効

果
が

劣
る

。

-
H

3
0

・
子

葉
展

開
期

～
本

葉
抽

出
期

（
雑

草
発

生
揃

期
）

2
0
0
～

3
5
0
m

l
水

量
5
0
～

1
0
0
L

（
収

穫
6
0
日

前
ま

で
）

１
．

雑
草

が
大

き
く
な

る
と

極
端

に
効

果
が

劣
る

の
で

適
期

散
布

に
努

め
る

。
２

．
非

イ
オ

ン
系

展
着

剤
を

加
用

す
る

。
３

．
低

薬
量

で
効

果
が

劣
る

場
合

が
あ

る
。

４
．

ｲ
ﾇ
ﾀ
ﾃ
ﾞ、

ｲ
ﾇ
ﾎ

ｵ
ｽ

ﾞｷ
、

ﾀ
ﾆ
ｿ
ﾞﾊ

ﾞに
効

果
が

劣
る

場
合

が
あ

る
。

8
ﾌ
ｨｰ

ﾙ
ﾄﾞ

ｽ
ﾀ
ｰ

P
乳

剤
[B

A
S
-
6
5
6
乳

剤
]

-
H

2
0
,H

2
2
,R

3

ｼ
ﾞﾒ

ﾃ
ﾅ

ﾐﾄ
ﾞP

　
6
4
.0

%
全

面
土

壌
散

布
移

植
後

（
雑

草
発

生
前

）
7
5
～

1
2
0
m

l
(水

量
7
0
～

1
0
0
L
)

(収
穫

4
5
日

前
ま

で
)

中
耕

後
（
雑

草
発

生
前

）
7
5
～

1
2
0
m

l
（
水

量
7
0
～

1
0
0
L
）

（
収

穫
4
5
日

前
ま

で
）

●
●

○
○

○
2

１
．

直
播

て
ん

さ
い

に
使

用
す

る
場

合
に

は
、

て
ん

さ
い

の
葉

齢
が

進
ん

で
い

な
い

個
体

で
は

、
生

育
が

抑
制

さ
れ

る
場

合
が

あ
る

の
で

、
中

耕
後

（
6
葉

期
以

降
）

に
使

用
す

る
こ

と
。

２
．

砂
土

で
は

使
用

し
な

い
こ

と

ﾍ
ﾞﾀ

ﾀ
ﾞｲ

ﾔ
S
乳

剤
[H

S
W

-
9
1
0
4
S
]

-
H

1
2
,H

2
4
,H

2
9

ﾃ
ﾞｽ

ﾒ
ﾃ
ﾞｨ

ﾌ
ｧ
ﾑ

 2
.3

%
ﾌ
ｪﾝ

ﾒ
ﾃ
ﾞｨ

ﾌ
ｧ
ﾑ

 1
0
%

S
-
ﾒ
ﾄﾗ

ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
 7

.5
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

活
着

後
(雑

草
発

生
揃

期
)

5
0
0
m

l
（
水

量
5
0
～

1
0
0
L
）

(収
穫

9
0
日

前
ま

で
)

●
○

○
○

○
1

●

97

１
．

雑
草

が
大

き
く
な

る
と

効
果

が
劣

る
の

で
適

期
散

布
に

努
め

る
。

２
．

水
量

は
、

1
0
ａ
当

た
り

5
0
～

1
0
0
L
と

す
る

。
３

．
水

量
が

多
く
な

る
ほ

ど
、

ま
た

、
薬

液
調

製
後

の
時

間
が

経
過

す
る

ほ
ど

結
晶

が
生

じ
、

散
布

機
の

ﾉ
ｽ

ﾞﾙ
を

つ
ま

ら
せ

る
の

で
、

薬
液

調
製

後
は

速
や

か
に

散
布

す
る

。
４

．
高

温
時

の
散

布
は

薬
害

を
生

ず
る

恐
れ

が
あ

る
の

で
注

意
す

る
。

５
．

ｽ
ｽ

ﾞﾒ
ﾉ
ｶ
ﾀ
ﾋ
ﾞﾗ

及
び

ﾀ
ﾃ
ﾞ類

に
効

果
が

劣
る

場
合

が
あ

る
。

・
中

耕
後

（
雑

草
発

生
揃

期
（
て

ん
さ

い
7
葉

期
以

降
）
）

5
0
0
m

l
（
水

量
5
0
～

1
0
0
L
）

（
収

穫
9
0
日

前
ま

で
）
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（（
５５

））
てて

んん
ささ

いい
（
５

）
て

ん
さ

い

移
植

栽
培

直
播

栽
培

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生

広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

一 年 生 イ ネ 科

多 年 生 イ ネ 科

ス ズ メ ノ

カ タ ビ ラ

薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

対
象

雑
草

新 規 ・ 改 訂

効
果

の
程

度
使

用
方

法
及

び
使

用
時

期
、

1
0
a当

た
り

使
用

量
毒 性

本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項

ﾍ
ﾞﾀ

ﾅ
ｰ

ﾙ
乳

剤
[S

W
-
4
0
7
2
]

-
S
4
5
,H

2
8

ﾌ
ｪﾝ

ﾒ
ﾃ
ﾞｨ

ﾌ
ｧ
ﾑ

 1
4
.7

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布

・
活

着
後

(雑
草

発
生

揃
期

)
5
0
0
～

6
0
0
m

l
(収

穫
6
0
日

前
ま

で
)

・
本

葉
２

葉
展

開
後

(雑
草

発
生

揃
期

)
5
0
0
～

6
0
0
m

l
(収

穫
6
0
日

前
ま

で
)

●
●

○
○

○
3

・
中

耕
後

(雑
草

発
生

揃
期

)
5
0
0
～

6
0
0
m

l
(収

穫
6
0
日

前
ま

で
)

・
中

耕
後

(雑
草

発
生

揃
期

)
5
0
0
～

6
0
0
m

l
(収

穫
6
0
日

前
ま

で
)

・
子

葉
展

開
期

～
本

葉
抽

出
期

（
雑

草
発

生
揃

期
）

1
5
0
～

2
0
0
m

l
（
収

穫
6
0
日

前
ま

で
）

●
１

．
非

イ
オ

ン
系

展
着

剤
を

加
用

す
る

。
２

．
水

量
は

1
0
a当

た
り

5
0
～

8
0
L
と

す
る

。
３

．
土

壌
が

乾
燥

し
て

い
る

と
効

果
が

劣
る

傾
向

が
あ

る
の

で
水

量
を

多
め

と
す

る
。

４
．

水
量

が
多

く
な

る
ほ

ど
、

ま
た

、
薬

量
調

整
後

の
時

間
が

経
過

す
る

ほ
ど

結
晶

が
生

じ
、

散
布

機
の

ノ
ズ

ル
を

つ
ま

ら
せ

る
の

で
、

薬
剤

調
整

後
は

速
や

か
に

散
布

す
る

。

1
1

ﾍ
ﾞﾀ

ﾊ
ｰ

ﾌ
ﾞﾌ

ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[H
M

B
-
0
9
0
1
]

-
H

2
3
,H

2
7

ﾌ
ｪﾝ

ﾒ
ﾃ
ﾞｨ

ﾌ
ｧ
ﾑ

 9
%

ﾒ
ﾀ
ﾐﾄ

ﾛ
ﾝ
 2

7
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

・
移

植
活

着
後

(雑
草

発
生

揃
期

)
5
0
0
～

7
0
0
m

l
(収

穫
6
0
日

前
ま

で
)

・
第

2
本

葉
展

開
後

（
雑

草
発

生
揃

期
）

4
0
0
～

6
0
0
m

l
(収

穫
6
0
日

前
ま

で
)

●
○

○
○

3
１

. 
生

育
の

進
ん

だ
雑

草
に

は
効

果
が

劣
る

場
合

が
あ

る
。

２
．

水
量

は
、

1
0
ａ
当

た
り

5
0
～

1
0
0
L
と

す
る

。
３

. 
非

イ
オ

ン
系

展
着

剤
を

加
用

す
る

。
４

．
散

布
直

後
に

降
雨

が
予

想
さ

れ
る

場
合

に
は

使
用

を
避

け
る

。
５

．
（
直

播
栽

培
）
一

過
性

の
葉

の
黄

化
が

見
ら

れ
る

こ
と

が
あ

る
。

1
2

ﾎ
ﾟﾙ

ﾄﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[N
C

-
3
6
0
]

-
H

9
,H

1
1

ｷ
ｻ

ﾞﾛ
ﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟｴ

ﾁ
ﾙ

 7
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

●
● イ ネ 科

○
○

2
１

. 
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

.
広

葉
雑

草
や

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
の

雑
草

に
は

効
果

が
な

い
の

で
、

こ
れ

ら
の

雑
草

が
混

発
す

る
ほ

場
で

は
有

効
な

除
草

剤
と

の
体

系
で

使
用

す
る

。
３

.
イ

ネ
科

雑
草

が
完

全
に

枯
死

す
る

に
は

約
１

週
間

を
要

す
る

の
で

、
誤

っ
て

ま
き

直
し

な
ど

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。

ﾗ
ｯ
ｿ
ｰ

乳
剤

[ｱ
ﾗ
ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
]

-
S
5
7
,H

2
4
,H

2
5

全
面

土
壌

散
布

移
植

後
（
雑

草
発

生
前

）
3
0
0
～

4
0
0
m

l(
水

量
1
0
0
L
)

(収
穫

6
0
日

前
ま

で
)

中
耕

培
土

後
（
雑

草
発

生
前

）
3
0
0
～

4
0
0
m

l（
水

量
 1

0
0
L
)

（
収

穫
6
0
日

前
ま

で
）

●
○

3

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

土
壌

散
布

中
耕

培
土

後
(イ

ネ
科

雑
草

発
生

揃
期

)
3
0
0
～

4
0
0
m

l(
水

量
1
0
0
L
)

(収
穫

6
0
日

前
ま

で
)

・
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
の

3
～

6
葉

期
　

2
0
0
～

2
5
0
m

l
・
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
の

7
～

8
葉

期
　

2
0
0
～

3
0
0
m

l
・
多

年
生

イ
ネ

科
雑

草
の

3
～

6
葉

期
　

2
5
0
～

3
0
0
m

l
(収

穫
3
0
日

前
ま

で
)

1
3

ｱ
ﾗ
ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
　

4
3
%

1
0

１
. 
雑

草
が

大
き

く
な

る
と

極
端

に
効

果
が

劣
る

。
２

. 
水

量
は

、
1
0
ａ
当

た
り

5
0
～

8
0
L
と

す
る

。
３

.
土

壌
が

乾
燥

し
て

い
る

と
効

果
が

劣
る

傾
向

が
あ

る
の

で
水

量
を

多
め

と
す

る
。

４
.
水

量
が

多
く
な

る
ほ

ど
、

ま
た

、
薬

液
調

製
後

の
時

間
が

経
過

す
る

ほ
ど

結
晶

が
生

じ
、

散
布

機
の

ノ
ズ

ル
を

つ
ま

ら
せ

る
の

で
、

薬
液

調
製

後
は

速
や

か
に

散
布

す
る

。
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（（
５５

））
てて

んん
ささ

いい
（
５

）
て

ん
さ

い

移
植

栽
培

直
播

栽
培

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生

広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

一 年 生 イ ネ 科

多 年 生 イ ネ 科

ス ズ メ ノ

カ タ ビ ラ

薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

対
象

雑
草

新 規 ・ 改 訂

効
果

の
程

度
使

用
方

法
及

び
使

用
時

期
、

1
0
a当

た
り

使
用

量
毒 性

本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項

全
面

土
壌

散
布

中
耕

な
し

、
6
葉

期
以

降
、

雑
草

発
生

前
～

始
期

3
0
0

～
5
0
0
g

（
水

量
8
0

～
1
0
0
L
)

（
収

穫
6
0
日

前
ま

で
）

●
○

○
○

○
○

追

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

・
て

ん
さ

い
移

植
後

・
雑

草
発

生
前

～
始

期
3
0
0
～

5
0
0
g

（
水

量
8
0
～

1
0
0
L
）

（
収

穫
6
0
日

前
ま

で
）

●
○

○
○

○
○

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

●
○

○
○

○
○

・
て

ん
さ

い
移

植
後

・
雑

草
発

生
始

期
2
0
0
～

3
0
0
g（

水
量

1
0
0
L
）

（
収

穫
6
0
日

前
ま

で
）

・
本

葉
２

葉
期

2
0
0
～

3
0
0
g（

水
量

1
0
0
L
）

（
収

穫
6
0
日

前
ま

で
）

１
．

非
イ

オ
ン

系
展

着
剤

を
加

用
す

る
。

２
．

イ
ヌ

ビ
エ

に
対

し
て

効
果

が
劣

る
。

３
．

タ
デ

類
に

対
し

て
効

果
が

劣
る

場
合

が
あ

る
。

４
．

生
育

の
進

ん
だ

雑
草

に
対

し
て

効
果

が
劣

る
場

合
が

あ
る

。
（
直

播
栽

培
）

１
．

イ
ヌ

ビ
エ

の
発

生
圃

場
で

は
高

薬
量

で
使

用
す

る
。

ﾚ
ﾅ

ｼ
ﾙ

　
4
0
%

P
A

C
　

 3
0
%

・
活

着
後

(雑
草

発
生

始
期

)
2
0
0
～

3
0
0
g

(水
量

5
0
～

1
0
0
L
)

(収
穫

6
0
日

前
ま

で
)

・
本

葉
２

葉
期

(雑
草

発
生

始
期

)
2
0
0
g

●
○

○
○

○
2

・
中

耕
後

(雑
草

発
生

始
期

)
2
0
0
～

3
0
0
g

(水
量

5
0
～

1
0
0
L
)

(収
穫

6
0
日

前
ま

で
)

・
中

耕
後

(雑
草

発
生

始
期

)
2
0
0
～

3
0
0
g

(収
穫

6
0
日

前
ま

で
)

　

1
7

ﾜ
ﾝ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

P
乳

剤
[S

L
-
2
3
6
L
]

-
S
6
2
,H

1
9
,H

2
5

ﾌ
ﾙ

ｱ
ｼ
ﾞﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟP

　
1
7
.5

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布

●
○

1
１

. 
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

.
広

葉
雑

草
お

よ
び

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
雑

草
と

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

が
混

在
す

る
場

合
は

、
こ

れ
ら

の
雑

草
に

有
効

な
除

草
剤

と
の

体
系

で
使

用
す

る
。

３
.
遅

効
性

の
た

め
、

イ
ネ

科
雑

草
が

完
全

に
枯

死
す

る
に

は
約

３
週

間
程

度
か

か
る

場
合

も
あ

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

1
4

ﾚ
ﾅ

ｽ
ﾀ
ｰ

水
和

剤
［
H

O
K
-
1
9
1
1
］

-
R

4
,R

5
,R

7
＊

ﾌ
ｨｰ

ﾙ
ﾄﾞ

ｽ
ﾀ
ｰ

P
　

D
u
o

水
和

剤

ｼ
ﾞﾅ

ﾃ
ﾐﾅ

ﾄﾞ
P

　
1
5
.4

%
ﾚ
ﾅ

ｼ
ﾙ

　
1
9
.2

%
2

（
移

植
・
直

播
）

１
．

シ
ロ

ザ
に

対
し

て
効

果
が

劣
る

場
合

が
あ

る
。

２
．

砂
地

で
水

は
け

の
よ

い
畑

で
は

使
用

を
さ

け
る

こ
と

。
３

．
高

温
時

の
散

布
は

薬
害

を
生

じ
る

お
そ

れ
が

あ
る

の
で

注
意

す
る

こ
と

。

（
移

植
）

１
．

非
イ

オ
ン

系
展

着
剤

を
加

用
す

る
。

（
直

播
）

１
．

雑
草

発
生

始
期

処
理

で
は

、
非

イ
オ

ン
系

展
着

材
を

加
用

す
る

。
２

．
前

処
理

剤
に

よ
る

体
系

で
使

用
す

る
。

ﾚ
ﾅ

ﾊ
ﾟｯ

ｸ
水

和
剤

[ﾚ
ﾅ

ｼ
ﾙ

・
P

A
C

]
-
S
4
8
,H

1
6

・
イ

ネ
科

雑
草

の
3
～

8
葉

期
7
5
～

1
0
0
m

l
(水

量
7
0
～

1
0
0
L
/
1
0
a)

(収
穫

9
0
日

前
ま

で
)

●
ﾒ
ﾀ
ﾐﾄ

ﾛ
ﾝ
　

3
5
%

ﾚ
ﾅ

ｼ
ﾙ

　
4
0
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

土
壌

散
布

・
て

ん
さ

い
中

耕
後

・
雑

草
発

生
前

～
始

期
3
0
0
～

5
0
0
g

（
水

量
8
0
～

1
0
0
L
）

（
収

穫
6
0
日

前
ま

で
）

○
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布

2

1
6

１
.
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
畑

で
は

、
薬

害
を

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
２

.
生

育
の

進
ん

だ
雑

草
に

は
、

効
果

が
劣

る
の

で
雑

草
発

生
始

期
に

散
布

す
る

。
３

. 
非

イ
オ

ン
系

展
着

剤
を

1
5
0
～

2
0
0
m

l加
用

す
る

。
４

. 
雑

草
及

び
土

壌
全

面
に

散
布

す
る

。
５

. 
薬

液
は

十
分

攪
拌

し
、

と
き

ど
き

攪
拌

し
な

が
ら

散
布

す
る

。
６

．
少

水
量

散
布

の
場

合
に

は
、

専
用

ノ
ズ

ル
を

使
用

す
る

。
７

．
少

水
量

散
布

の
場

合
、

ヒ
エ

に
対

し
て

は
効

果
が

劣
る

の
で

、
中

耕
後

に
２

回
目

処
理

を
行

う
の

が
望

ま
し

い
。

・
て

ん
さ

い
中

耕
後

・
雑

草
発

生
始

期
1
5
0
～

3
0
0
g（

水
量

1
0
0
L
）

（
収

穫
6
0
日

前
ま

で
）

○
○

○
○

1
5

ﾚ
ﾅ

ｯ
ｸ
ｽ

水
和

剤
[M

B
H

-
2
0
0
3
]

-
R

5
,R

6
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（（
６６

））
そそ

　　
ばば

（
６

）
そ

　
ば

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生

広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

一 年 生 イ ネ 科

多 年 生 雑 草

1
ｻ

ﾞｸ
ｻ

液
剤

[A
H

-
0
1
]

-
H

2
1

ｸ
ﾞﾙ

ﾎ
ｼ
ﾈ

ｰ
ﾄP

ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

塩
1
1
.5

%
雑

草
茎

葉
散

布
耕

起
前

ま
た

は
は

種
前

、
雑

草
生

育
期

（
草

丈
3
0
c
m

以
下

）
3
0
0
～

5
0
0
m

l(
水

量
：
1
0
0
L
)

●
○

3
１

. 
散

布
直

後
の

降
雨

は
、

効
果

を
減

ず
る

。
２

. 
作

物
に

薬
剤

が
付

着
す

る
と

薬
害

を
生

ず
る

３
. 
雑

草
の

草
丈

3
0
ｃ
ｍ

以
下

で
処

理
す

る
。

改

2
ﾀ
ｯ
ﾁ
ﾀ
ﾞｳ

ﾝ
iQ

［
Z
K
-
1
2
2
］

-
H

1
9

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

4
4
.7

%
雑

草
茎

葉
散

布
耕

起
前

・
雑

草
生

育
期

2
5
0
～

5
0
0
m

l(
水

量
：
2
5
～

1
0
0
L
)

●
○

○
2

改

3
ﾗ
ｳ

ﾝ
ﾄﾞ

ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟﾏ

ｯ
ｸ
ｽ

ﾛ
ｰ

ﾄﾞ
［
N

C
-
6
2
2
］

-
H

2
1

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

4
8
%

雑
草

茎
葉

散
布

耕
起

前
ま

た
は

は
種

前
(雑

草
生

育
期

、
雑

草
草

丈
3
0
㎝

以
下

)
2
0
0
～

5
0
0
ｍ

ｌ(
水

量
：
5
0
～

1
0
0
L
　

少
水

量
:2

5
～

5
0
L
)

●
○

2
改

ﾅ
ﾌ
ﾞ乳

剤
[N

P
-
5
5
]

-
H

1
1
,H

2
6
,R

3

ｾ
ﾄｷ

ｼ
ｼ
ﾞﾑ

 2
0
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

イ
ネ

科
3
～

5
葉

期
1
5
0
～

2
0
0
m

l
(収

穫
3
0
日

前
ま

で
)

●
○

1

イ
ネ

科
6
～

8
葉

期
2
0
0
m

l
(収

穫
3
0
日

前
ま

で
)

イ
ネ

科
3
～

8
葉

期
2
0
0
m

l（
水

量
2
5
～

5
0
L
）

(収
穫

3
0
日

前
ま

で
)

5
ﾎ

ﾟﾙ
ﾄﾌ

ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[N
C

-
3
6
0
]

-
H

2
6

ｷ
ｻ

ﾞﾛ
ﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟｴ

ﾁ
ﾙ

　
7
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布

そ
ば

生
育

期
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
3
～

6
葉

期
2
0
0
～

3
0
0
m

l（
水

量
2
5
～

1
0
0
L
）

（
収

穫
1
4
日

前
ま

で
）

●
○

1
１

．
イ

ネ
科

雑
草

が
完

全
に

枯
死

す
る

ま
で

5
～

1
0
日

を
要

す
る

。
２

．
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
に

効
果

が
劣

る
。

（
少

水
量

散
布

）
１

．
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

新 規 ・ 改 訂

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

、
1
0
a当

た
り

使
用

量
毒 性

本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項

１
．

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

を
除

く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

．
広

葉
雑

草
対

象
薬

剤
と

の
体

系
散

布
を

行
う

。
３

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
完

全
枯

死
ま

で
に

7
～

1
0
日

程
度

要
す

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

（
少

水
量

散
布

）
１

．
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

効
果

の
程

度
対

象
雑

草

１
. 
多

年
生

イ
ネ

科
雑

草
が

1
5
c
m

以
上

に
再

生
し

て
か

ら
散

布
す

る
。

２
. 
本

剤
は

展
着

剤
を

加
用

し
な

い
。

３
. 
散

布
後

一
定

時
間

降
雨

の
な

い
日

に
散

布
す

る
（
1
～

3
時

間
）
。

４
. 
周

辺
の

作
物

に
薬

液
が

か
か

ら
な

い
よ

う
注

意
す

る
と

と
も

に
、

ド
リ

フ
ト

低
減

ノ
ズ

ル
（
ラ

ウ
ン

ド
ノ

ズ
ル

等
）
の

使
用

が
望

ま
し

い
。

５
．

ス
ギ

ナ
は

除
く

（
少

水
量

散
布

）
１

. 
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

4

薬 剤 番 号
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３３
－－

２２
畑畑

作作
物物

【【
ママ

イイ
ナナ

ーー
作作

物物
】】

【
マ

イ
ナ

ー
作

物
】

使
用

上
の

注
意

事
項

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生

広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

一 年 生 イ ネ 科

ス ズ メ ノ

カ タ ビ ラ

（（
７７

））
はは

っっ
かか

1
ﾅ

ﾌ
ﾞ乳

剤
[N

P
-
5
5
]

-
H

2
9

ｾ
ﾄｷ

ｼ
ｼ
ﾞﾑ

　
2
0
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布

雑
草

生
育

期
(イ

ネ
科

雑
草

3
～

5
葉

期
)

1
5
0
～

2
0
0
m

l(
収

穫
1
4
日

前
ま

で
)

●
○

2
１

．
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

．
広

葉
雑

草
対

象
薬

剤
と

の
体

系
散

布
を

行
う

。
３

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
完

全
枯

死
ま

で
に

7
～

1
0
日

程
度

要
す

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

2
ﾛ
ﾛ
ｯ
ｸ
ｽ

[ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
]

-
S
4
4

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
 5

0
%

全
面

土
壌

散
布

萌
芽

期
～

揃
い

(収
穫

1
2
0
日

前
ま

で
)

1
0
0
g

●
○

○
○

1
１

.
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
ほ

場
や

、
多

量
の

降
雨

が
続

く
時

期
の

散
布

は
薬

害
の

恐
れ

が
あ

る
の

で
散

布
は

避
け

る
。

２
. 
春

の
追

肥
、

ハ
ロ

ー
か

け
の

直
後

に
低

圧
噴

霧
器

で
ほ

場
全

面
に

散
布

す
る

。
３

. 
萌

芽
前

の
処

理
は

効
果

が
劣

る
。

４
. 
処

理
適

期
を

過
ぎ

る
と

薬
害

を
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
の

で
、

適
期

散
布

に
努

め
る

。

（（
８８

））
べべ

にに
ばば

なな
いい

んん
げげ

んん
1

ﾃ
ﾞｭ

ｱ
ｰ

ﾙ
ｺ
ﾞｰ

ﾙ
ﾄﾞ

[C
G

-
1
1
9
α

]
-
H

2
5

ｓ
-
ﾒ
ﾄﾗ

ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
 8

3
.7

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
後

出
芽

前
(雑

草
発

生
前

)
7
0
～

1
3
0
m

l

●
○

○
○

○
1

１
．

砂
土

で
は

使
用

し
な

い
。

２
．

砂
土

系
で

透
水

性
の

よ
い

圃
場

や
、

多
量

の
降

雨
の

続
く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
さ

け
る

。
３

．
シ

ロ
ザ

、
イ

ヌ
タ

デ
に

対
し

て
低

薬
量

で
効

果
が

劣
る

場
合

が
あ

る
。

2
ﾅ

ﾌ
ﾞ乳

剤
[N

P
-
5
5
]

-
H

1
9

ｾ
ﾄｷ

ｼ
ｼ
ﾞﾑ

　
2
0
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

雑
草

生
育

期
(イ

ネ
科

雑
草

3
～

5
葉

期
)

1
5
0
～

2
0
0
m

l(
収

穫
6
0
日

前
ま

で
)

●
○

1
１

．
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

．
広

葉
雑

草
対

象
薬

剤
と

の
体

系
散

布
を

行
う

。
３

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
完

全
枯

死
ま

で
に

7
～

1
0
日

程
度

要
す

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

3
ﾊ

ﾞｻ
ｸ
ﾞﾗ

ﾝ
液

剤
(ﾅ

ﾄﾘ
ｳ

ﾑ
塩

)
[B

A
S
-
3
5
1
0
(N

a)
]

-
H

1
9

ﾍ
ﾞﾝ

ﾀ
ｿ
ﾞﾝ

ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

塩
　

4
0
%

畦
間

雑
草

茎
葉

散
布

生
育

期
（
初

生
葉

展
開

～
本

葉
抽

出
始

期
）

1
0
0
～

2
0
0
m

l(
収

穫
4
5
日

前
ま

で
)

●
○

○
○

1
１

．
散

布
時

の
飛

散
に

よ
り

作
物

の
葉

縁
の

一
部

に
褐

変
が

発
生

す
る

場
合

が
あ

る
。

２
．

作
物

に
か

か
ら

な
い

よ
う

に
散

布
す

る
。

３
．

い
ん

げ
ん

ま
め

、
せ

り
に

使
用

す
る

場
合

、
本

剤
は

葉
枯

・
褐

変
症

状
の

薬
害

を
生

じ
や

す
く
、

蒸
散

の
盛

ん
な

高
温

乾
燥

条
件

下
で

は
薬

害
に

よ
り

減
収

す
る

こ
と

が
あ

る
の

で
、

雑
草

害
が

予
想

さ
れ

る
場

合
に

限
り

使
用

す
る

。

訂

4
ﾌ
ﾙ

ﾐｵ
W

D
G

[S
-
4
8
2
]

-
H

2
5

ﾌ
ﾙ

ﾐｵ
ｷ

ｻ
ｼ
ﾞﾝ

　
5
0
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

(雑
草

発
生

前
)

5
～

1
0
g

●
○

○
○

1
１

．
処

理
時

期
が

出
芽

期
に

近
い

と
生

育
抑

制
を

生
じ

る
場

合
が

あ
る

の
で

、
処

理
が

遅
れ

な
い

よ
う

に
す

る
。

２
．

本
剤

は
使

用
後

著
し

い
降

雨
が

あ
る

と
、

初
生

葉
に

萎
縮

を
生

じ
る

お
そ

れ
が

あ
る

。
３

．
本

剤
散

布
に

用
い

た
器

具
類

は
、

タ
ン

ク
ホ

ー
ス

内
に

薬
剤

が
残

ら
な

い
よ

う
、

使
用

後
で

き
る

だ
け

早
く
，

専
用

の
洗

剤
で

よ
く
洗

浄
し

、
他

の
用

途
に

使
用

す
る

場
合

、
薬

害
の

原
因

に
な

ら
な

い
よ

う
注

意
す

る
。

5
ﾛ
ﾛ
ｯ
ｸ
ｽ

[ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
] 

 -
H

1
9

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

5
0
％

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

(雑
草

発
生

前
)

7
5
～

1
0
0
g

●
○

○
○

○
1

１
.
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
ほ

場
や

、
多

量
の

降
雨

が
続

く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。

新 規 ・ 改 訂

本 剤 の 使 用 回 数

毒 性
薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

対
象

雑
草

効
果

の
程

度
使

用
方

法
及

び
使

用
時

期
、

 1
0
a当

た
り

使
用

量
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３３
－－

２２
畑畑

作作
物物

【【
ママ

イイ
ナナ

ーー
作作

物物
】】

【
マ

イ
ナ

ー
作

物
】

使
用

上
の

注
意

事
項

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生

広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

一 年 生 イ ネ 科

ス ズ メ ノ

カ タ ビ ラ

新 規 ・ 改 訂

本 剤 の 使 用 回 数

毒 性
薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

対
象

雑
草

効
果

の
程

度
使

用
方

法
及

び
使

用
時

期
、

 1
0
a当

た
り

使
用

量

（（
９９

））
おお

うう
ぎぎ

1
ｾ

ﾚ
ｸ
ﾄ乳

剤
[S

-
6
0
4
乳

剤
]

-
R

5

ｸ
ﾚ
ﾄｼ

ﾞﾑ
　

2
4
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布

雑
草

生
育

期
（
イ

ネ
科

雑
草

3
～

5
葉

期
）

5
0
～

7
5
m

l
た

だ
し

、
収

穫
3
0
日

前
ま

で
水

量
1
0
0
L

●
○

○
4 （ 1 年 間 に

2 回 以 内 ）

改

2
ﾅ

ﾌ
ﾞ乳

剤
[N

P
-
5
5
]

-
H

3
1

ｾ
ﾄｷ

ｼ
ｼ
ﾞﾑ

　
 2

0
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

雑
草

生
育

期
（
イ

ネ
科

雑
草

3
～

6
葉

期
）

1
5
0
～

2
0
0
m

l
水

量
1
0
0
L

●
○

1
１

．
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

．
広

葉
雑

草
対

象
薬

剤
と

の
体

系
散

布
を

行
う

。
３

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
完

全
枯

死
ま

で
に

7
～

1
0
日

程
度

要
す

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

改

3
ﾊ

ﾞｻ
ｸ
ﾞﾗ

ﾝ
液

剤
（
ﾅ

ﾄﾘ
ｳ

ﾑ
塩

）
[B

A
S
-
3
5
1
0
(N

a)
]

-
R

3

ﾍ
ﾞﾝ

ﾀ
ｿ
ﾞﾝ

ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

塩
　

4
0
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

お
う

ぎ
生

育
期

た
だ

し
、

収
穫

3
0
日

前
ま

で
広

葉
雑

草
3
～

4
葉

期
2
0
0
m

l
水

量
1
0
0
L

●
○

○
○

2
1
.黄

化
お

よ
び

白
化

の
薬

害
が

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

。

ﾊ
ﾟﾜ

ｰ
ｶ
ﾞｲ

ｻ
ﾞｰ

液
剤

[A
C

-
2
6
3
液

剤
]

-
H

2
9

ｲ
ﾏ
ｻ

ﾞﾓ
ｯ
ｸ
ｽ

ｱ
ﾝ
ﾓ
ﾆ
ｳ

ﾑ
塩

0
.8

5
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

土
壌

散
布

出
芽

揃
期

（
雑

草
発

生
始

期
～

揃
期

）
2
0
0
～

3
0
0
m

l
水

量
1
0
0
L

●
○

○
○

1
１

．
雑

草
の

発
生

始
期

か
ら

幼
少

期
に

か
け

て
高

い
効

果
を

示
す

の
で

、
使

用
時

期
を

逸
し

な
い

よ
う

に
散

布
す

る
。

２
．

有
機

リ
ン

系
殺

虫
剤

又
は

イ
ネ

科
雑

草
処

理
除

草
剤

と
の

1
0
日

以
内

の
近

接
散

布
は

、
薬

害
の

恐
れ

が
あ

る
の

で
避

け
る

。
３

．
周

辺
の

作
物

に
液

剤
が

か
か

ら
な

い
よ

う
十

分
注

意
す

る
。

畦
間

雑
草

茎
葉

散
布

生
育

期
（
雑

草
発

生
揃

期
～

2
葉

期
）

3
0
0
m

l（
収

穫
6
0
日

前
ま

で
）

水
量

1
0
0
L

１
．

作
物

に
飛

散
す

る
と

薬
害

を
生

じ
る

お
そ

れ
が

あ
る

。
２

．
畦

間
処

理
は

作
物

に
か

か
ら

な
い

こ
と

を
前

提
と

し
た

処
理

方
法

で
あ

り
、

飛
散

防
止

装
置

を
装

着
し

、
畦

間
に

精
度

良
く
散

布
す

る
。

３
．

雑
草

の
発

生
始

期
か

ら
幼

少
期

に
か

け
て

高
い

効
果

を
示

す
の

で
、

使
用

時
期

を
逸

し
な

い
よ

う
に

散
布

す
る

。
４

．
有

機
リ

ン
系

殺
虫

剤
又

は
イ

ネ
科

雑
草

処
理

除
草

剤
と

の
1
0
日

以
内

の
近

接
散

布
は

、
薬

害
の

恐
れ

が
あ

る
の

で
避

け
る

。

5
ﾛ
ﾛ
ｯ
ｸ
ｽ

[ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
] 

  
-
H

1
9

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

5
0
％

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

(雑
草

発
生

前
)

1
0
0
～

1
5
0
g

●
○

○
○

○
1

１
.
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
ほ

場
や

、
多

量
の

降
雨

が
続

く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。

（（
11
00
））
せせ

んん
きき

ゅゅ
うう

1
ｺ
ﾞｰ

ｺ
ﾞｰ

ｻ
ﾝ
乳

剤
[A

N
K
-
5
5
3
]

-
H

2
5

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

3
0
.0

%
全

面
土

壌
散

布
萌

芽
後

(雑
草

発
生

前
)

3
0
0
m

l(
収

獲
1
2
0
日

前
ま

で
)

●
○

○
○

○
○

1
１

．
発

生
後

の
雑

草
に

は
、

効
果

が
低

下
す

る
の

で
使

用
時

期
を

失
し

な
い

よ
う

に
す

る
。

２
．

ツ
ユ

ク
サ

・
キ

ク
科

雑
草

に
効

果
が

劣
る

。
３

．
後

作
物

と
し

て
か

ぼ
ち

ゃ
等

の
う

り
科

や
ほ

う
れ

ん
そ

う
、

そ
ば

を
作

付
け

る
と

生
育

が
抑

制
す

る
こ

と
が

あ
る

の
で

避
け

る
。

2
ﾊ

ｰ
ﾌ
ﾞﾗ

ｯ
ｸ
W

D
G

[ 
N

B
A

-
9
6
1
]

-
R

2

ﾒ
ﾀ
ﾐﾄ

ﾛ
ﾝ
　

7
0
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

せ
ん

き
ゅ

う
生

育
期

（
雑

草
発

生
揃

期
）
（
但

し
、

収
穫

3
0
日

前
ま

で
）

6
0
0
g

水
量

1
0
0
L

●
○

2
１

．
生

育
の

進
ん

だ
雑

草
に

は
効

果
が

劣
る

場
合

が
あ

る
２

．
非

イ
オ

ン
系

展
着

剤
を

加
用

す
る

３
．

処
理

直
後

の
降

雨
で

効
果

が
劣

る
の

で
、

散
布

直
後

に
降

雨
が

予
想

さ
れ

る
場

合
は

、
使

用
を

避
け

る
。

3
ﾜ
ﾝ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

P
乳

剤
[S

L
2
3
6
(L

)]
-
H

1
9

ﾌ
ﾙ

ｱ
ｼ
ﾞﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟP

1
7
.5

％
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布

雑
草

生
育

期
(イ

ネ
科

雑
草

3
～

5
葉

期
)

(ｽ
ｽ

ﾞﾒ
ﾉ
ｶ
ﾀ
ﾋ
ﾞﾗ

を
除

く
)

5
0
～

1
0
0
m

l(
収

穫
9
0
日

前
ま

で
)

●
○

1
１

. 
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

.
広

葉
雑

草
お

よ
び

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
雑

草
と

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

が
混

在
す

る
場

合
は

、
こ

れ
ら

の
雑

草
に

有
効

な
除

草
剤

と
の

体
系

で
使

用
す

る
。

３
.
遅

効
性

の
た

め
、

イ
ネ

科
雑

草
が

完
全

に
枯

死
す

る
に

は
約

３
週

間
程

度
か

か
る

場
合

も
あ

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

4
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３３
－－

２２
畑畑

作作
物物

【【
ママ

イイ
ナナ

ーー
作作

物物
】】

【
マ

イ
ナ

ー
作

物
】

使
用

上
の

注
意

事
項

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生

広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

一 年 生 イ ネ 科

ス ズ メ ノ

カ タ ビ ラ

新 規 ・ 改 訂

本 剤 の 使 用 回 数

毒 性
薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

対
象

雑
草

効
果

の
程

度
使

用
方

法
及

び
使

用
時

期
、

 1
0
a当

た
り

使
用

量

（（
11
11
））
とと

りり
かか

ぶぶ
とと

1
ｺ
ﾞｰ

ｺ
ﾞｰ

ｻ
ﾝ
乳

剤
[A

N
K
-
5
5
3
]

-
H

2
0

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

3
0
.0

%
全

面
土

壌
散

布
と

り
か

ぶ
と

生
育

期
(雑

草
発

生
前

)
3
0
0
～

5
0
0
m

l(
収

穫
9
0
日

前
ま

で
)

●
○

○
○

○
○

1
１

．
発

生
後

の
雑

草
に

は
、

効
果

が
低

下
す

る
の

で
使

用
時

期
を

失
し

な
い

よ
う

に
す

る
。

２
．

ツ
ユ

ク
サ

・
キ

ク
科

雑
草

に
効

果
が

劣
る

。
３

．
後

作
物

と
し

て
か

ぼ
ち

ゃ
等

の
う

り
科

や
ほ

う
れ

ん
そ

う
、

そ
ば

を
作

付
け

る
と

生
育

を
抑

制
す

る
こ

と
が

あ
る

の
で

避
け

る
。

2
ﾍ

ﾞﾀ
ﾊ

ｰ
ﾌ
ﾞﾌ

ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[H
M

B
-
0
9
0
1
F
]

-
R

2

ﾌ
ｪﾝ

ﾒ
ﾃ
ﾞｨ

ﾌ
ｧ
ﾑ

　
9
%

ﾒ
ﾀ
ﾐﾄ

ﾛ
ﾝ
　

2
7
％

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

と
り

か
ぶ

と
生

育
期

(雑
草

発
生

揃
期

)
7
0
0
m

l(
収

穫
3
0
日

前
ま

で
)

●
○

○
2

１
．

生
育

の
進

ん
だ

雑
草

に
は

効
果

が
劣

る
場

合
が

あ
る

。
２

．
非

イ
オ

ン
系

展
着

剤
を

加
用

す
る

。
３

．
散

布
直

後
に

降
雨

が
予

想
さ

れ
る

場
合

に
は

使
用

を
さ

け
る

。

3
ﾅ

ﾌ
ﾞ乳

剤
[N

P
-
5
5
]

-
H

1
9

ｾ
ﾄｷ

ｼ
ｼ
ﾞﾑ

　
2
0
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布

雑
草

生
育

期
(イ

ネ
科

雑
草

3
～

5
葉

期
)

1
5
0
～

2
0
0
m

l(
収

穫
1
4
日

前
ま

で
)

●
○

2
１

．
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

．
広

葉
雑

草
対

象
薬

剤
と

の
体

系
散

布
を

行
う

。
３

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
完

全
枯

死
ま

で
に

7
～

1
0
日

程
度

要
す

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

（（
11
22
））
チチ

ココ
リリ

（（
根根

株株
））

1
ｱ

ｸ
ﾞﾛ

ﾏ
ｯ
ｸ
ｽ

水
和

剤
[ﾌ

ﾟﾛ
ﾋ
ﾟｻ

ﾞﾐ
ﾄﾞ

]
-
H

2
3

ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟｻ

ﾞﾐ
ﾄﾞ

　
5
0
.0

%
全

面
土

壌
散

布
定

植
後

ま
た

は
中

耕
後

（
雑

草
発

生
前

）
3
0
0
g(

収
穫

6
0
日

前
ま

で
)

●
○

○
○

○
2

１
．

本
剤

は
キ

ク
科

、
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

に
は

効
果

が
劣

る
の

で
、

キ
ク

科
、

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
雑

草
優

占
の

場
合

に
は

使
用

を
避

け
る

こ
と

。
２

．
本

剤
は

雑
草

の
発

生
後

で
は

効
果

が
劣

る
の

で
、

散
布

は
必

ず
雑

草
の

発
生

前
に

土
壌

全
面

に
均

一
に

行
う

こ
と

。
３

．
砕

土
、

整
地

、
覆

土
は

丁
寧

に
行

な
う

こ
と

。
４

．
極

端
な

乾
燥

土
壌

ま
た

は
過

湿
土

壌
で

の
使

用
を

避
け

る
こ

と
。

散
布

後
に

降
雨

が
予

想
さ

れ
る

時
は

使
用

を
避

け
る

こ
と

。
５

．
散

布
は

噴
霧

状
に

な
ら

な
い

よ
う

注
意

す
る

こ
と

。
特

に
定

植
後

処
理

で
は

吐
出

圧
を

下
げ

て
土

穣
全

面
に

均
一

に
行

い
、

重
複

散
布

を
避

け
る

こ
と

。
６

．
砂

土
や

礫
を

含
む

土
壌

で
の

使
用

は
避

け
る

こ
と

。
７

．
移

植
を

す
る

作
物

で
は

根
が

露
出

す
る

よ
う

な
浅

植
え

を
避

け
、

丁
寧

に
移

植
を

行
う

こ
と

。

（（
11
33
））
おお

けけ
らら

1
ｷ

ﾙ
ﾊ

ﾟｰ
[M

C
N

-
8
5
0
1
]

-
R

4

ｶ
ｰ

ﾊ
ﾞﾑ

ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

塩
　

3
3
.0

%
土

壌
散

布
混

和
・
被

覆

定
植

1
5
日

前
ま

で
6
0
L
（
原

液
）

●
○

○
○

○
○

1
１

．
低

温
期

の
薬

害
の

発
生

を
防

ぐ
た

め
、

薬
剤

の
使

用
上

の
注

意
を

遵
守

す
る

。

2
ｺ
ﾞｰ

ｺ
ﾞｰ

ｻ
ﾝ
乳

剤
[A

N
K
-
5
5
3
]

-
H

2
3

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

3
0
.0

%
全

面
土

壌
散

布
苗

圃
：
は

種
後

出
芽

前
、

雑
草

発
生

前
本

圃
：
植

付
後

萌
芽

前
､雑

草
発

生
前

本
圃

：
お

け
ら

生
育

期
､雑

草
発

生
前

2
0
0
～

3
0
0
m

l(
収

穫
6
0
日

前
ま

で
)

●
○

○
○

○
○

3 ( 1 年 間 に

1 回 以 内 )

１
. 
排

水
不

良
の

ほ
場

や
多

量
の

降
雨

が
予

想
さ

れ
る

時
は

使
用

を
避

け
る

。
２

. 
発

生
後

の
雑

草
に

は
効

果
が

低
下

す
る

の
で

、
使

用
時

期
を

失
し

な
い

よ
う

に
す

る
。

３
．

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

に
対

し
て

は
低

薬
量

で
は

除
草

効
果

が
劣

る
場

合
が

あ
る

。
４

．
ツ

ユ
ク

サ
、

キ
ク

科
雑

草
に

効
果

が
劣

る
。

５
.
後

作
物

と
し

て
か

ぼ
ち

ゃ
等

の
う

り
科

や
ほ

う
れ

ん
そ

う
及

び
そ

ば
を

作
付

け
る

と
生

育
が

抑
制

す
る

こ
と

が
あ

る
の

で
避

け
る

。

3
ﾅ

ﾌ
ﾞ乳

剤
[N

P
-
5
5
]

-
H

2
8

ｾ
ﾄｷ

ｼ
ｼ
ﾞﾑ

　
2
0
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布

雑
草

生
育

期
(イ

ネ
科

雑
草

3
～

5
葉

期
)

1
5
0
～

2
0
0
m

l(
収

穫
3
0
日

前
ま

で
)

●
○

2
１

．
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

．
広

葉
雑

草
対

象
薬

剤
と

の
体

系
散

布
を

行
う

。
３

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
完

全
枯

死
ま

で
に

7
～

1
0
日

程
度

要
す

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

4
ﾊ

ｰ
ﾌ
ﾞﾗ

ｯ
ｸ
W

D
G

ﾒ
ﾀ
ﾐﾄ

ﾛ
ﾝ
　

7
0
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布

お
け

ら
生

育
期

（
雑

草
発

生
揃

期
）

6
0
0
g（

収
穫

3
0
日

前
ま

で
）

水
量

1
0
0
L

●
○

○
2

１
．

葉
緑

部
に

枯
れ

が
発

生
す

る
こ

と
が

あ
る

。
２

．
前

処
理

剤
と

の
組

み
合

わ
せ

で
使

用
す

る
。

３
．

非
イ

オ
ン

系
展

着
剤

を
加

用
す

る
。
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３３
－－

２２
畑畑

作作
物物

【【
ママ

イイ
ナナ

ーー
作作

物物
】】

【
マ

イ
ナ

ー
作

物
】

使
用

上
の

注
意

事
項

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生

広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

一 年 生 イ ネ 科

ス ズ メ ノ

カ タ ビ ラ

新 規 ・ 改 訂

本 剤 の 使 用 回 数

毒 性
薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

対
象

雑
草

効
果

の
程

度
使

用
方

法
及

び
使

用
時

期
、

 1
0
a当

た
り

使
用

量

（（
11
44
））
とと

うう
すす

けけ
ぼぼ

うう
ふふ

うう
1

ｺ
ﾞｰ

ｺ
ﾞｰ

ｻ
ﾝ
乳

剤
[A

N
K
-
5
5
3
]

-
H

2
5

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

3
0
.0

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
後

出
芽

前
(雑

草
発

生
前

)
3
0
0
m

l
●

○
○

○
○

○
1

１
．

発
生

後
の

雑
草

に
は

、
効

果
が

低
下

す
る

の
で

使
用

時
期

を
失

し
な

い
よ

う
に

す
る

。
２

．
ツ

ユ
ク

サ
・
キ

ク
科

雑
草

に
効

果
が

劣
る

。
３

．
後

作
物

と
し

て
か

ぼ
ち

ゃ
等

の
う

り
科

や
ほ

う
れ

ん
そ

う
、

そ
ば

を
作

付
け

る
と

生
育

が
抑

制
す

る
こ

と
が

あ
る

の
で

避
け

る
。

（（
11
55
））
とと

うう
きき

1
ｷ

ﾙ
ﾊ

ﾟｰ
[M

C
N

-
8
5
0
1
]

-
R

4

ｶ
ｰ

ﾊ
ﾞﾑ

ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

塩
　

3
3
.0

%
土

壌
散

布
混

和
・
被

覆

は
種

1
5
日

前
ま

で
6
0
L
（
原

液
）

●
○

○
○

○
○

1
１

．
低

温
期

の
薬

害
の

発
生

を
防

ぐ
た

め
、

薬
剤

の
使

用
上

の
注

意
を

遵
守

す
る

。

2
ｺ
ﾞｰ

ｺ
ﾞｰ

ｻ
ﾝ
乳

剤
[A

N
K
-
5
5
3
]

-
H

2
6

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

3
0
.0

%
全

面
土

壌
散

布
定

植
後

(雑
草

発
生

前
)

3
0
0
m

l（
収

穫
1
2
0
日

前
ま

で
）

●
○

○
○

○
○

1
１

．
発

生
後

の
雑

草
に

は
、

効
果

が
低

下
す

る
の

で
使

用
時

期
を

失
し

な
い

よ
う

に
す

る
。

２
．

ツ
ユ

ク
サ

・
キ

ク
科

雑
草

に
効

果
が

劣
る

。
３

．
後

作
物

と
し

て
か

ぼ
ち

ゃ
等

の
う

り
科

や
ほ

う
れ

ん
そ

う
、

そ
ば

を
作

付
け

る
と

生
育

が
抑

制
す

る
こ

と
が

あ
る

の
で

避
け

る
。

3
ｾ

ﾚ
ｸ
ﾄ乳

剤
[S

-
6
0
4
乳

剤
]

-
R

5

ｸ
ﾚ
ﾄｼ

ﾞﾑ
　

2
4
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布

雑
草

生
育

期
（
イ

ネ
科

雑
草

3
～

5
葉

期
）

5
0
～

7
5
m

l
た

だ
し

、
収

穫
3
0
日

前
ま

で
水

量
1
0
0
L

●
○

○
6 （ 1 年 間 に

2 回 以 内 ）

１
．

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

多
発

圃
場

で
は

高
薬

量
で

使
用

す
る

。
改

4
ﾊ

ｰ
ﾌ
ﾞﾗ

ｯ
ｸ
W

D
G

[N
B

A
-
9
6
1
]

-
R

3

ﾒ
ﾀ
ﾐﾄ

ﾛ
ﾝ
　

7
0
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布

と
う

き
生

育
期

（
雑

草
発

生
揃

期
）

6
0
0
g（

収
穫

3
0
日

前
ま

で
）

水
量

1
0
0
L

●
○

○
○

2
１

．
葉

が
黄

化
す

る
薬

害
が

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

。
２

．
前

処
理

剤
と

の
組

み
合

わ
せ

で
使

用
す

る
。

３
．

非
イ

オ
ン

系
展

着
剤

を
加

用
す

る
。

ﾍ
ﾞﾀ

ﾅ
ｰ

ﾙ
乳

剤
[ﾌ

ｪﾝ
ﾒ
ﾃ
ﾞｨ

ﾌ
ｧ
ﾑ

]
-
H

3
0

ﾌ
ｪﾝ

ﾒ
ﾃ
ﾞｨ

ﾌ
ｧ
ﾑ

　
1
4
.7

%
定

植
活

着
後

（
雑

草
発

生
揃

期
）

6
0
0
m

l
水

量
8
0
L
（
収

穫
6
0
日

前
ま

で
）

●
2

生
育

期
、

中
耕

後
（
雑

草
発

生
揃

期
）

6
0
0
m

l
水

量
8
0
L
（
収

穫
6
0
日

前
ま

で
）

（（
11
66
））
かか

のの
ここ

そそ
うう

1
ｻ

ﾞｸ
ｻ

液
剤

[A
H

-
0
1
]

-
H

3
0

ｸ
ﾞﾙ

ﾎ
ｼ
ﾈ

ｰ
ﾄP

ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

塩
1
1
.5

%
雑

草
茎

葉
散

布
雑

草
生

育
期

（
定

植
前

又
は

畦
間

処
理

）
5
0
0
m

l（
収

穫
1
4
日

前
ま

で
）

●
○

○
○

2
１

．
畦

間
散

布
は

作
物

に
か

か
ら

な
い

こ
と

を
前

提
と

し
た

処
理

方
法

で
あ

る
。

２
．

非
選

択
性

の
薬

剤
で

あ
り

、
作

物
に

飛
散

す
る

と
付

着
し

た
部

分
に

薬
害

を
生

じ
る

の
で

、
周

辺
の

作
物

に
薬

剤
が

か
か

ら
な

い
よ

う
に

十
分

注
意

す
る

。
３

．
雑

草
が

大
き

く
な

り
す

ぎ
る

と
効

果
が

劣
る

の
で

散
布

時
期

を
失

し
な

い
よ

う
、

雑
草

に
薬

液
が

十
分

付
着

す
る

よ
う

に
散

布
す

る
。

2
ｾ

ﾚ
ｸ
ﾄ乳

剤
[A

L
H

-
0
8
3
1
乳

剤
]

-
H

2
7

ｸ
ﾚ
ﾄｼ

ﾞﾑ
　

2
4
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

雑
草

生
育

期
（
イ

ネ
科

雑
草

3
～

5
葉

期
）

7
5
m

l（
収

穫
4
5
日

前
ま

で
）

●
○

○
1

１
．

効
果

の
発

現
に

は
２

～
３

週
間

程
度

を
要

す
る

。
２

．
低

温
時

に
は

効
果

が
劣

る
場

合
が

あ
る

。

3
ﾄﾚ

ﾌ
ｧ
ﾉ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

乳
剤

[ﾄ
ﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
]

-
H

2
6

ﾄﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
　

4
4
.5

%
全

面
土

壌
散

布
定

植
後

萌
芽

前
（
雑

草
発

生
前

）
3
0
0
m

l（
収

穫
1
2
0
日

前
ま

で
）

●
○

○
○

1
１

．
砂

土
及

び
過

湿
の

透
水

不
良

ほ
場

で
の

使
用

は
避

け
る

。
２

　
ツ

ユ
ク

サ
科

、
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

、
キ

ク
科

、
ア

ブ
ラ

ナ
科

を
除

く

5
１

．
雑

草
が

大
き

く
な

る
と

極
端

に
効

果
が

劣
る

。
２

．
薬

量
調

製
後

の
時

間
が

経
過

す
る

ほ
ど

結
晶

が
生

じ
、

散
布

機
の

ノ
ズ

ル
を

つ
ま

ら
せ

る
の

で
、

薬
剤  調

製
後

は
速

や
か

に
散

布
す

る
。

３
．

雑
草

発
生

始
期

で
は

効
果

が
劣

る
。

○
○

○
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布
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３３
－－

２２
畑畑

作作
物物

【【
ママ

イイ
ナナ

ーー
作作

物物
】】

【
マ

イ
ナ

ー
作

物
】

使
用

上
の

注
意

事
項

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生

広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

一 年 生 イ ネ 科

ス ズ メ ノ

カ タ ビ ラ

新 規 ・ 改 訂

本 剤 の 使 用 回 数

毒 性
薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

対
象

雑
草

効
果

の
程

度
使

用
方

法
及

び
使

用
時

期
、

 1
0
a当

た
り

使
用

量

（（
11
77
））
なな

たた
ねね

1
ﾊ

ﾞｽ
ﾀ
液

剤
[H

o
e
-
8
6
6
液

剤
]

-
H

2
7

ｸ
ﾞﾙ

ﾎ
ｼ
ﾈ

ｰ
ﾄ　

1
8
.5

%
雑

草
茎

葉
散

布
な

た
ね

生
育

期
雑

草
生

育
期

（
は

種
前

又
は

畦
間

処
理

）
3
0
0
～

5
0
0
m

l(
収

穫
3
0
日

前
ま

で
)

●
○

○
1

１
．

畦
間

処
理

は
作

物
に

か
か

ら
な

い
こ

と
を

前
提

と
し

た
処

理
方

法
で

あ
り

、
飛

散
防

止
装

置
を

装
着

し
、

畦
間

に
精

度
良

く
散

布
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

２
．

非
選

択
性

の
薬

剤
で

あ
り

、
作

物
に

飛
散

す
る

と
付

着
し

た
部

分
に

薬
害

を
生

じ
る

。

（（
11
88
））
食食

用用
亜亜

麻麻
1

ﾀ
ﾞｲ

ﾛ
ﾝ

[D
C

M
U

水
和

剤
]

-
H

2
8

D
C

M
U

　
8
0
%

雑
草

茎
葉

散
布

食
用

亜
麻

生
育

期
（
5
～

1
0
㎝

（
8
葉

展
開

期
以

降
）
）

雑
草

発
生

揃
期

6
0
g(

収
穫

6
0
日

前
ま

で
）

水
量

1
0
0
L

●
○

○
2

１
．

生
育

が
進

ん
だ

雑
草

に
は

効
果

が
劣

る
。

２
．

中
耕

除
草

と
の

組
合

せ
で

使
用

す
る

。
３

．
展

着
剤

は
加

用
し

な
い

。

（（
11
99
））
甘甘

草草
は

種
後

出
芽

前
（
雑

草
発

生
前

）
3
0
0
m

l（
水

量
1
0
0
L
)

○
○

○

定
植

後
（
雑

草
発

生
前

）
3
0
0
m

l（
水

量
1
0
0
L
)

（
た

だ
し

収
穫

9
0
日

前
ま

で
）

○
○

○

越
冬

後
萌

芽
前

（
雑

草
発

生
前

）
3
0
0
m

l（
水

量
1
0
0
L
)

○
○

○
○

2
ｾ

ﾚ
ｸ
ﾄ乳

剤
[A

L
H

-
0
8
3
1
乳

剤
]

-
H

3
1

ｸ
ﾚ
ﾄｼ

ﾞﾑ
　

2
4
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布

雑
草

生
育

期
（
イ

ネ
科

雑
草

3
～

5
葉

期
)

7
5
m

l（
水

量
1
0
0
L
）

(収
穫

1
4
日

前
ま

で
)

●
○

○

9

（ 年 3 回 ）

１
．

や
や

遅
効

性
で

あ
り

、
効

果
の

発
現

に
は

1
週

間
程

度
を

要
す

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

２
．

広
葉

雑
草

お
よ

び
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

雑
草

な
ど

が
混

在
す

る
場

合
は

、
こ

れ
ら

の
雑

草
に

有
効

な
除

草
剤

と
の

体
系

で
使

用
す

る
。

３
．

低
温

時
に

は
効

果
が

劣
る

場
合

が
あ

る
。

3
ﾄﾚ

ﾌ
ｧ
ﾉ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

乳
剤

［
ﾄﾘ

ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
乳

剤
］

-
H

3
1

ﾄﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
　

4
4
.5

%
全

面
土

壌
散

布
甘

草
定

植
後

～
萌

芽
揃

期
雑

草
発

生
前

3
0
0
m

l（
収

穫
6
0
日

前
ま

で
）

水
量

1
0
0
L

●
○

○
○

3

（ 年 1 回 ）

１
．

砂
土

及
び

加
湿

の
透

水
不

良
ほ

場
で

の
使

用
は

避
け

る
。

２
．

対
象

雑
草

は
ﾂ
ﾕ

ｸ
ｻ

科
、

ｶ
ﾔ

ﾂ
ﾘ
ｸ
ﾞｻ

科
、

ｷ
ｸ
科

、
ｱ

ﾌ
ﾞﾗ

ﾅ
科

、
ﾅ

ｽ
科

を
除

く
。

ﾊ
ﾟﾜ

ｰ
ｶ
ﾞｲ

ｻ
ﾞｰ

液
剤

[A
C

-
2
6
3
液

剤
]

-
H

2
9

ｲ
ﾏ
ｻ

ﾞﾓ
ｯ
ｸ
ｽ

ｱ
ﾝ
ﾓ
ﾆ
ｳ

ﾑ
塩

0
.8

5
%

萌
芽

前
（
雑

草
発

生
始

期
）

3
0
0
m

l
●

○
○

○
１

．
有

機
リ

ン
系

殺
虫

剤
又

は
イ

ネ
科

雑
草

処
理

除
草

剤
と

の
1
0
日

以
内

の
近

接
散

布
は

、
薬

害
の

恐
れ

が
あ

る
の

で
避

け
る

。
２

．
周

辺
の

作
物

に
液

剤
が

か
か

ら
な

い
よ

う
十

分
注

意
す

る
。

改

萌
芽

前
～

萌
芽

揃
期

（
雑

草
発

生
始

期
～

発
生

揃
期

）
3
0
0
m

l

畦
間

雑
草

茎
葉

散
布

生
育

期
（
雑

草
発

生
揃

期
～

2
葉

期
）

3
0
0
m

l（
収

穫
6
0
日

前
ま

で
）

１
．

畦
間

処
理

は
作

物
に

か
か

ら
な

い
こ

と
を

前
提

と
し

た
処

理
方

法
で

あ
り

、
飛

散
防

止
装

置
を

装
着

し
、

畦
間

に
精

度
良

く
散

布
す

る
。

２
．

作
物

に
飛

散
す

る
と

薬
害

を
生

じ
る

お
そ

れ
が

あ
る

。
３

．
雑

草
の

発
生

始
期

か
ら

幼
少

期
に

か
け

て
高

い
効

果
を

示
す

の
で

、
使

用
時

期
を

逸
し

な
い

よ
う

に
散

布
す

る
。

４
．

有
機

リ
ン

系
殺

虫
剤

又
は

イ
ネ

科
雑

草
処

理
除

草
剤

と
の

1
0
日

以
内

の
近

接
散

布
は

、
薬

害
の

恐
れ

が
あ

る
の

で
避

け
る

。
５

．
萌

芽
前

処
理

と
の

2
回

処
理

を
行

う
。

1 （ 年 間 ）

3

（ 年 1 回 ）

１
．

雑
草

の
生

育
が

進
む

と
効

果
が

低
下

す
る

の
で

、
雑

草
の

発
生

前
に

散
布

す
る

。
２

．
ツ

ユ
ク

サ
、

キ
ク

科
雑

草
に

効
果

が
劣

る
。

３
．

後
作

物
と

し
て

か
ぼ

ち
ゃ

等
の

う
り

科
や

ほ
う

れ
ん

そ
う

及
び

そ
ば

を
作

付
け

る
と

生
育

を
抑

制
す

る
こ

と
が

あ
る

の
で

避
け

る
。

４
．

は
種

後
出

芽
前

処
理

で
は

生
育

抑
制

を
生

じ
る

場
合

が
あ

る
。

4
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
土

壌
散

布

1
ｺ
ﾞｰ

ｺ
ﾞｰ

ｻ
ﾝ
乳

剤
[A

N
K
-
5
5
3
(改

)]
-
H

2
7

ﾍ
ﾞﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

3
0
.0

%
全

面
土

壌
散

布
● ｷ
ｸ

科 、
ﾂ

ﾕ
ｸ

ｻ
を

除
く
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３３
－－

２２
畑畑

作作
物物

【【
ママ

イイ
ナナ

ーー
作作

物物
】】

【
マ

イ
ナ

ー
作

物
】

使
用

上
の

注
意

事
項

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

一 年 生

広 葉 雑 草

多 年 生 雑 草

シ ロ ザ

タ デ 類

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

一 年 生 イ ネ 科

ス ズ メ ノ

カ タ ビ ラ

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

、
 1
0
a当

た
り

使
用

量
毒 性

薬 剤 番 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

指
導

参
考

年
次

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

対
象

雑
草

効
果

の
程

度
新 規 ・ 改 訂

本 剤 の 使 用 回 数

（（
22
00
））
おお

うう
ごご

んん
（（
ここ

がが
ねね

ばば
なな

））
1

ﾄﾚ
ﾌ
ｧ
ﾉ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

乳
剤

[ﾄ
ﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
]

-
H

2
7

ﾄﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
　

4
4
.5

%
全

面
土

壌
散

布
定

植
後

雑
草

発
生

前
2
0
0
～

3
0
0
m

l(
収

穫
9
0
日

前
ま

で
)

●
○

○
○

○

2

( 年 1 回 ）

１
．

砂
土

及
び

過
湿

の
透

水
不

良
ほ

場
で

の
使

用
は

避
け

る
。

２
．

イ
ネ

科
雑

草
に

対
し

て
効

果
が

高
く
、

広
葉

雑
草

が
多

い
ほ

場
で

は
高

薬
量

で
使

用
す

る
。

３
．

軽
微

な
生

育
抑

制
を

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

。
４

．
ツ

ユ
ク

サ
科

、
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

、
キ

ク
科

、
ア

ブ
ラ

ナ
科

を
除

く
。

改

（（
22
11
））
しし

ゃゃ
くく
やや

くく
（（
薬薬

用用
））

1
ﾅ

ﾌ
ﾞ乳

剤
[N

P
-
5
5
]

-
H

2
9

ｾ
ﾄｷ

ｼ
ｼ
ﾞﾑ

　
2
0
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布

雑
草

生
育

期
(イ

ネ
科

雑
草

3
～

6
葉

期
)

1
5
0
～

2
0
0
m

l(
収

穫
6
0
日

前
ま

で
)

●
○

1 0

( 年 2 回 ）

１
．

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

を
除

く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

．
広

葉
雑

草
対

象
薬

剤
と

の
体

系
散

布
を

行
う

。
３

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
完

全
枯

死
ま

で
に

7
～

1
0
日

程
度

要
す

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

（（
22
22
））
だだ

いい
おお

うう
1

ｾ
ﾚ
ｸ
ﾄ乳

剤
[A

L
H

-
0
8
3
1
乳

剤
]

-
H

3
1

ｸ
ﾚ
ﾄｼ

ﾞﾑ
　

2
4
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布

雑
草

生
育

期
（
イ

ネ
科

雑
草

3
～

5
葉

期
)

7
5
m

l(
収

穫
1
4
日

前
ま

で
)

●
○

○

1 5

（ 年 3 回 ）

１
．

や
や

遅
効

性
で

あ
り

、
イ

ネ
科

雑
草

を
完

全
に

枯
殺

す
る

ま
で

に
通

常
１

～
２

週
間

程
度

を
要

す
る

の
で

、
誤

っ
て

ま
き

直
し

な
ど

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。
２

．
低

温
時

に
は

効
果

が
劣

る
場

合
が

あ
る

。

（（
22
33
））
キキ

ノノ
アア

1
ﾅ

ﾌ
ﾞ乳

剤
[N

P
-
5
5
]

-
R

2

ｾ
ﾄｷ

ｼ
ｼ
ﾞﾑ

 2
0
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

雑
草

生
育

期
（
イ

ネ
科

雑
草

3
～

6
葉

期
）

1
5
0
～

2
0
0
m

l
（
収

穫
1
4
日

前
ま

で
）

水
量

1
0
0
L

●
○

2
１

．
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
完

全
枯

死
ま

で
に

7
～

1
0
日

程
度

を
要

す
る

の
で

、
誤

っ
て

ま
き

直
し

な
ど

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。

追
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３３
--
３３

　　
野野

　　
菜菜

●
＝

対
象

雑
草

、
－

＝
対

象
外

、
○

＝
効

果
が

高
い

、
△

＝
劣

る
、

空
欄

＝
草

種
別

評
価

な
し

３
-
３

　
野

　
菜

使
用

上
の

注
意

事
項

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

多 年 生 雑 草

ス ズ メ ノ

カ タ ビ ラ

ア ブ ラ ナ 科

ア カ ザ 科

タ デ 科

キ ク 科

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

ス ベ リ ヒ ユ

（（
１１

））
だだ

いい
ここ

んん
1

ﾀ
ｯ
ﾁ
ﾀ
ﾞｳ

ﾝ
iQ

[Z
K
-
1
2
2
液

]
-
H

2
0

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

4
4
.7

%
雑

草
茎

葉
散

布
耕

起
ま

た
は

播
種

７
日

以
前

、
雑

草
生

育
期

(草
丈

3
0
㎝

以
下

)

2
5
0
～

5
0
0
m

l
(水

量
2
5
～

5
0
L
)

●
-

-
-

○
○

○
-

○
1

１
．

薬
剤

が
雑

草
(草

丈
3
0
㎝

以
下

)の
茎

葉
全

体
に

均
一

に
か

か
る

よ
う

に
散

布
す

る
こ

と
。

２
．

播
種

予
定

の
７

日
以

前
に

処
理

す
る

よ
う

に
留

意
す

る
こ

と
。

３
．

少
量

散
布

の
場

合
に

は
、

専
用

ノ
ズ

ル
を

使
用

す
る

こ
と

。

2
ﾄﾚ

ﾌ
ｧ
ﾉ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

乳
剤

[ﾄ
ﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
乳

]
-
S
5
7

ﾄﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
　

4
4
.5

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
直

後
雑

草
発

生
前

1
5
0
～

2
0
0
m

l
●

△
△

△
△

1
１

．
特

に
イ

ネ
科

雑
草

に
効

果
が

高
い

。
ツ

ユ
ク

サ
、

キ
ク

科
、

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
、

ア
ブ

ラ
ナ

科
雑

草
に

は
効

果
が

劣
る

。
２

，
散

布
後

、
土

と
混

和
す

る
と

薬
害

を
生

じ
や

す
い

の
で

混
和

し
な

い
。

３
．

後
作

と
し

て
イ

ネ
科

作
物

や
ほ

う
れ

ん
そ

う
な

ど
の

作
付

予
定

地
で

は
、

残
効

期
間

を
考

慮
し

て
作

付
け

す
る

。
４

．
だ

い
こ

ん
に

使
用

す
る

場
合

に
は

、
薬

害
を

避
け

る
た

め
に

、
薬

量
を

厳
守

し
、

砂
土

で
は

低
薬

量
で

使
用

す
る

。

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

イ
ネ

科
の

3
～

5
葉

期
収

穫
1
4
日

前
ま

で

1
5
0
～

2
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

1

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

イ
ネ

科
の

6
～

8
葉

期
収

穫
1
4
日

前
ま

で

2
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

1

4
ﾎ

ﾟﾙ
ﾄﾌ

ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

［
N

C
-
3
6
0
］

-
H

2
4

ｷ
ｻ

ﾞﾛ
ﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟｴ

ﾁ
ﾙ

7
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

生
育

期
イ

ネ
科

雑
草

の
3
～

8
葉

期
収

穫
1
4
日

前
ま

で

2
0
0
～

3
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

1
１

. 
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

.
広

葉
雑

草
や

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
の

雑
草

に
は

効
果

が
な

い
の

で
、

こ
れ

ら
の

雑
草

が
混

発
す

る
ほ

場
で

は
有

効
な

除
草

剤
と

の
体

系
で

使
用

す
る

。
３

. 
イ

ネ
科

雑
草

が
完

全
に

枯
死

す
る

に
は

約
１

週
間

を
要

す
る

の
で

、
誤

っ
て

ま
き

直
し

な
ど

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。
４

．
少

量
散

布
の

場
合

に
は

、
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
こ

と
。

5
ﾜ
ﾝ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

P
乳

剤
[S

L
-
2
3
6
(L

)乳
]

-
H

1
6

ﾌ
ﾙ

ｱ
ｼ
ﾞﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟP

1
7
.5

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布
雑

草
生

育
期

イ
ネ

科
雑

草
3
～

5
葉

期
収

穫
4
5
日

前
ま

で

5
0
～

1
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

1
１

. 
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

.
広

葉
雑

草
お

よ
び

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
雑

草
と

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

が
混

在
す

る
場

合
は

、
こ

れ
ら

の
雑

草
に

有
効

な
除

草
剤

と
の

体
系

で
使

用
す

る
。

３
.
遅

効
性

の
た

め
、

イ
ネ

科
雑

草
が

完
全

に
枯

死
す

る
に

は
約

３
週

間
程

度
か

か
る

場
合

も
あ

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

４
．

だ
い

こ
ん

に
使

用
し

た
場

合
、

間
引

き
菜

ま
た

は
つ

ま
み

菜
と

し
て

食
用

に
供

さ
な

い
。

（（
２２

））
にに

んん
じじ

んん
1

ｶ
ｲ
ﾀ
ｯ
ｸ
乳

剤
[P

L
-
1
0
乳

]
-
H

6

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

1
5
%

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

1
0
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

直
後

雑
草

発
生

前

3
0
0
～

5
0
0
m

l
●

△
1

１
．

土
壌

が
乾

燥
し

て
い

る
と

効
果

が
劣

る
。

２
．

は
げ

し
い

降
雨

が
予

想
さ

れ
る

と
き

に
は

、
使

用
を

避
け

る
。

2
ｶ
ｲ
ﾀ
ｯ
ｸ
細

粒
剤

F
[P

L
-
1
0
細

粒
]

-
H

1
0

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

1
.5

%
ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

1
.0

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
直

後
雑

草
発

生
前

3
～

5
㎏

●
△

1
１

．
ツ

ユ
ク

サ
に

効
果

が
劣

る
。

２
．

土
壌

が
乾

燥
し

て
い

る
場

合
に

は
効

果
が

劣
る

の
で

、
降

雨
後

土
壌

が
適

湿
の

時
に

散
布

す
る

。
３

．
は

げ
し

い
降

雨
の

予
想

さ
れ

る
と

き
に

は
、

使
用

を
避

け
る

。
４

．
適

用
土

壌
は

砂
壌

土
～

壌
土

で
あ

る
。

3
ｸ
ﾘ
ｱ

ﾀ
ｰ

ﾝ
乳

剤
[K

U
H

-
9
0
1
乳

]
-
H

1
1

ﾍ
ﾞﾝ

ﾁ
ｵ

ｶ
ｰ

ﾌ
ﾞ　

5
0
%

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

5
%

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

7
.5

%

全
面

土
壌

散
布

は
種

直
後

雑
草

発
生

前

5
0
0
～

7
0
0
m

l
●

△
1

１
．

低
薬

量
で

ツ
ユ

ク
サ

に
効

果
が

劣
る

。
２

．
土

壌
が

乾
燥

し
て

い
る

場
合

に
は

効
果

が
劣

る
の

で
、

降
雨

後
土

壌
が

適
湿

の
時

に
散

布
す

る
。

３
．

発
生

後
の

雑
草

に
は

効
果

が
劣

る
の

で
、

使
用

時
期

を
失

し
な

い
よ

う
に

す
る

。
４

．
ﾍ

ﾞﾝ
ﾁ
ｵ

ｶ
ｰ

ﾌ
ﾞ、

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
又

は
ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
を

含
む

農
薬

の
総

使
用

回
数

は
１

回
ま

で
。

4
ｸ
ﾚ
ﾏ
ｰ

ﾄ乳
剤

[S
-
2
8
乳

]
-
H

5

ﾌ
ﾞﾀ

ﾐﾎ
ｽ

　
5
0
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

雑
草

発
生

前

3
0
0
～

4
0
0
m

l
●

△
△

1
１

．
砂

土
で

は
薬

害
を

生
じ

や
す

い
の

で
、

少
な

め
の

薬
量

で
使

用
す

る
。

２
．

ノ
ボ

ロ
ギ

ク
、

ツ
ユ

ク
サ

に
効

果
が

劣
る

。
３

．
適

用
土

壌
は

砂
壌

土
～

埴
土

で
あ

る
。

対
象

雑
草

効
果

の
程

度
新 規 ・ 改 訂

１
．

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

を
除

く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

．
広

葉
雑

草
対

象
薬

剤
と

の
体

系
散

布
を

行
う

。
３

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
完

全
枯

死
ま

で
に

7
～

1
0
日

程
度

要
す

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
掲

載
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

1
0
a当

た
り

製
品

使
用

量
毒 性

本 剤 の 使 用 回 数

3
ﾅ

ﾌ
ﾞ乳

剤
[N

P
-
5
5
乳

]
-
S
6
1

ｾ
ﾄｷ

ｼ
ｼ
ﾞﾑ

　
2
0
%

- 354 -



３
-
３

　
野

　
菜

使
用

上
の

注
意

事
項

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

多 年 生 雑 草

ス ズ メ ノ

カ タ ビ ラ

ア ブ ラ ナ 科

ア カ ザ 科

タ デ 科

キ ク 科

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

ス ベ リ ヒ ユ

対
象

雑
草

効
果

の
程

度
新 規 ・ 改 訂

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
掲

載
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

1
0
a当

た
り

製
品

使
用

量
毒 性

本 剤 の 使 用 回 数

5
ｸ
ﾛ
ﾛ
IP

C
[I
P

C
乳

]
-
H

1
4

IP
C

　
4
5
.8

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
直

後
雑

草
発

生
前

3
0
0
m

l
●

△
△

○
△

○
△

○
1

１
．

ア
カ

ザ
科

、
キ

ク
科

雑
草

に
は

効
果

が
劣

る
が

、
特

に
ハ

コ
ベ

、
タ

デ
類

、
ス

ベ
リ

ヒ
ユ

に
効

果
が

高
い

。
２

．
整

地
は

て
い

ね
い

に
行

い
、

覆
土

を
完

全
に

す
る

。
３

．
砂

質
土

壌
で

は
、

使
用

を
避

け
る

。
４

．
高

温
時

に
は

効
果

が
劣

る
の

で
使

用
を

避
け

る
。

6
ｺ
ﾞｰ

ｺ
ﾞｰ

ｻ
ﾝ
細

粒
剤

F
[A

N
K
-
5
5
3
細

粒
]

-
S
6
3

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

2
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

雑
草

発
生

前

4
～

5
㎏

●
△

△
1

１
．

発
生

後
の

雑
草

に
は

効
果

が
低

下
す

る
の

で
、

使
用

時
期

を
失

し
な

い
よ

う
に

す
る

。
２

．
土

壌
が

乾
燥

し
て

い
る

時
は

効
果

が
劣

る
の

で
、

適
度

の
水

分
の

時
に

散
布

す
る

。
３

．
は

げ
し

い
降

雨
が

予
想

さ
れ

る
と

き
に

は
使

用
を

避
け

る
。

４
．

後
作

物
と

し
て

か
ぼ

ち
ゃ

等
の

う
り

科
や

ほ
う

れ
ん

そ
う

、
そ

ば
を

作
付

け
る

と
生

育
が

抑
制

す
る

こ
と

が
あ

る
の

で
避

け
る

。
５

．
適

用
土

壌
は

砂
壌

土
～

埴
土

で
あ

る
。

7
ｺ
ﾞｰ

ｺ
ﾞｰ

ｻ
ﾝ
乳

剤
[A

N
K
-
5
5
3
乳

]
-
S
6
0

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

3
0
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

雑
草

発
生

前

2
0
0
～

3
0
0
m

l
●

△
△

1
１

．
発

生
後

の
雑

草
に

は
効

果
が

低
下

す
る

の
で

、
使

用
時

期
を

失
し

な
い

よ
う

に
す

る
。

２
．

土
壌

が
乾

燥
し

て
い

る
時

は
効

果
が

劣
る

の
で

、
適

度
の

水
分

の
時

に
散

布
す

る
。

３
．

は
げ

し
い

降
雨

が
予

想
さ

れ
る

と
き

に
は

使
用

を
避

け
る

。
４

．
後

作
物

と
し

て
か

ぼ
ち

ゃ
等

の
う

り
科

や
ほ

う
れ

ん
そ

う
、

そ
ば

を
作

付
け

る
と

生
育

が
抑

制
す

る
こ

と
が

あ
る

の
で

避
け

る
。

8
ｺ
ﾀ
ﾞｰ

ﾙ
S
水

和
剤

[N
K
-
1
1
0
1
水

和
]

-
H

2
7

S
-
ﾒ
ﾄﾗ

ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
 2

4
.8

%
ﾌ
ﾟﾛ

ﾒ
ﾄﾘ

ﾝ
　

2
6
.6

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
後

出
芽

前
(雑

草
発

生
前

)

1
5
0
g

●
1

１
．

薬
害

の
お

そ
れ

が
あ

る
の

で
ト

ン
ネ

ル
栽

培
で

は
使

用
を

避
け

る
。

２
．

薬
害

を
生

ず
る

お
そ

れ
が

あ
る

の
で

、
砕

土
、

整
地

お
よ

び
覆

土
は

て
い

ね
い

に
行

う
。

３
．

砂
土

で
は

使
用

し
な

い
。

9
ｾ

ﾚ
ｸ
ﾄ乳

剤
[S

-
6
0
4
乳

]
-
H

1
1

ｸ
ﾚ
ﾄｼ

ﾞﾑ
　

2
4
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

イ
ネ

科
の

3
～

5
葉

期
収

穫
4
0
日

前
ま

で

5
0
～

7
5
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
1

１
.
や

や
遅

効
性

で
あ

り
、

イ
ネ

科
雑

草
を

完
全

に
枯

殺
す

る
ま

で
に

通
常

１
～

２
週

間
程

度
を

要
す

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

２
.
広

葉
雑

草
お

よ
び

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
雑

草
な

ど
が

混
在

す
る

場
合

は
、

こ
れ

ら
の

雑
草

に
有

効
な

除
草

剤
と

の
体

系
で

使
用

す
る

。
３

. 
低

温
時

に
は

、
効

果
が

劣
る

場
合

が
あ

る
。

1
0

ﾄﾚ
ﾌ
ｧ
ﾉ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

粒
剤

2
.5

[ﾄ
ﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
粒

]
-
S
4
7

ﾄﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
　

2
.5

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
直

後
雑

草
発

生
前

4
kg

●
△

△
△

△
1

１
．

特
に

イ
ネ

科
雑

草
に

効
果

が
高

い
。

ツ
ユ

ク
サ

、
キ

ク
科

、
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

、
ア

ブ
ラ

ナ
科

雑
草

に
は

効
果

が
劣

る
。

２
．

適
応

作
型

は
露

地
栽

培
と

す
る

。
３

．
ト

ン
ネ

ル
や

ハ
ウ

ス
栽

培
で

は
ﾄﾘ

ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
が

気
化

し
て

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

。

1
1

ﾄﾚ
ﾌ
ｧ
ﾉ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

乳
剤

[ﾄ
ﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
乳

]
-
S
6
1

ﾄﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
　

4
4
.5

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
直

後
雑

草
発

生
前

2
0
0
～

3
0
0
m

l
●

△
△

△
△

1
１

．
特

に
イ

ネ
科

雑
草

に
効

果
が

高
い

。
ツ

ユ
ク

サ
、

キ
ク

科
、

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
、

ア
ブ

ラ
ナ

科
雑

草
に

は
効

果
が

劣
る

。
２

．
適

応
作

型
は

露
地

栽
培

と
す

る
。

３
．

ト
ン

ネ
ル

や
ハ

ウ
ス

栽
培

で
は

ﾄﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
が

気
化

し
て

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

。

ﾅ
ﾌ
ﾞ乳

剤
[N

P
-
5
5
乳

]
-
S
6
2
,H

2
6

ｾ
ﾄｷ

ｼ
ｼ
ﾞﾑ

　
2
0
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

イ
ネ

科
の

3
～

5
葉

期
収

穫
1
4
日

前
ま

で

1
5
0
～

2
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

１
．

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

を
除

く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

．
広

葉
雑

草
対

象
薬

剤
と

の
体

系
散

布
を

行
う

。
３

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
完

全
枯

死
ま

で
に

7
～

1
0
日

程
度

要
す

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

イ
ネ

科
の

6
～

8
葉

期
収

穫
1
4
日

前
ま

で

2
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

1
3

ﾎ
ﾟﾙ

ﾄﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[N
C

-
3
6
0
]

-
H

1
2

ｷ
ｻ

ﾞﾛ
ﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟｴ

ﾁ
ﾙ

　
7
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

イ
ネ

科
の

3
～

8
葉

期
収

穫
4
5
日

前
ま

で

2
0
0
～

3
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

1
１

. 
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

.
広

葉
雑

草
や

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
の

雑
草

に
は

効
果

が
な

い
の

で
、

こ
れ

ら
の

雑
草

が
混

発
す

る
ほ

場
で

は
有

効
な

除
草

剤
と

の
体

系
で

使
用

す
る

。
３

. 
イ

ネ
科

雑
草

が
完

全
に

枯
死

す
る

に
は

約
１

週
間

を
要

す
る

の
で

、
誤

っ
て

ま
き

直
し

な
ど

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。

全
面

土
壌

散
布

は
種

直
後

1
0
0
～

1
5
0
g

●
1

に
ん

じ
ん

の
3
～

5
葉

期
雑

草
発

生
始

期
（
収

穫
3
0
日

前
ま

で
）

1

１
．

整
地

は
丁

寧
に

行
い

、
覆

土
を

均
一

に
す

る
。

２
．

砂
質

土
で

透
水

性
の

よ
い

畑
で

は
薬

害
を

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

の
で

、
散

布
を

避
け

る
。

３
．

に
ん

じ
ん

の
出

芽
後

か
ら

3
葉

期
未

満
ま

で
の

散
布

は
薬

害
の

恐
れ

が
あ

る
。

感
受

性
の

高
い

品
種

も
あ

る
の

で
、

は
種

直
後

に
使

用
す

る
。

４
．

高
温

期
に

は
使

用
を

避
け

る
。

1

1
4

ﾛ
ﾛ
ｯ
ｸ
ｽ

[ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
水

和
]

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

5
0
%

1
2

野
菜

- 355 -



３
-
３

　
野

　
菜

使
用

上
の

注
意

事
項

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

多 年 生 雑 草

ス ズ メ ノ

カ タ ビ ラ

ア ブ ラ ナ 科

ア カ ザ 科

タ デ 科

キ ク 科

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

ス ベ リ ヒ ユ

対
象

雑
草

効
果

の
程

度
新 規 ・ 改 訂

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
掲

載
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

1
0
a当

た
り

製
品

使
用

量
毒 性

本 剤 の 使 用 回 数

ﾜ
ﾝ
ｸ
ﾛ
ｽ

W
G

[S
L
-
1
2
2
顆

粒
水

和
]

-
H

2
4

ﾌ
ﾙ

ｱ
ｼ
ﾞﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟP

　
7
%

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

3
0
%

雑
草

茎
葉

兼
土

壌
散

布
に

ん
じ

ん
の

3
～

5
葉

期
雑

草
生

育
期

収
穫

3
0
日

前
ま

で

2
0
0
～

2
5
0
g

●
○

○
○

○
1

-
H

2
9

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

雑
草

発
生

前

2
0
0
～

2
5
0
g

●
○

○
1

1
6

ﾜ
ﾝ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

P
乳

剤
[S

L
-
2
3
6
(L

)乳
]

-
H

1
6

ﾌ
ﾙ

ｱ
ｼ
ﾞﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟP

　
1
7
.5

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布
雑

草
生

育
期

イ
ネ

科
雑

草
3
～

5
葉

期
（
収

穫
3
0
日

前
ま

で
）

5
0
～

1
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

1
１

. 
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

.
広

葉
雑

草
お

よ
び

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
雑

草
と

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

が
混

在
す

る
場

合
は

、
こ

れ
ら

の
雑

草
に

有
効

な
除

草
剤

と
の

体
系

で
使

用
す

る
。

３
.
遅

効
性

の
た

め
、

イ
ネ

科
雑

草
が

完
全

に
枯

死
す

る
に

は
約

３
週

間
程

度
か

か
る

場
合

も
あ

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

（（
３３

））
なな

がが
いい

もも
1

ｶ
ｲ
ﾀ
ｯ
ｸ
乳

剤
[P

L
-
1
0
乳

]
-
H

9

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

1
5
%

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

1
0
%

全
面

土
壌

散
布

植
付

後
萌

芽
前

雑
草

発
生

前

4
0
0
～

6
0
0
m

l
●

△
1

１
．

ツ
ユ

ク
サ

に
効

果
が

劣
る

。
２

．
土

壊
が

乾
燥

し
て

い
る

場
合

に
は

効
果

が
劣

る
の

で
、

降
雨

後
土

壊
が

適
湿

の
時

に
散

布
す

る
。

３
．

は
げ

し
い

降
雨

の
予

想
さ

れ
る

と
き

に
は

使
用

を
避

け
る

。

2
ｶ
ｲ
ﾀ
ｯ
ｸ
細

粒
剤

F
[P

L
-
1
0
細

粒
]

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

1
.5

%
ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

1
.0

%
全

面
土

壌
散

布
植

付
後

萌
芽

前
雑

草
発

生
前

4
～

6
㎏

●
△

1
１

．
ツ

ユ
ク

サ
に

効
果

が
劣

る
。

２
．

土
壌

が
乾

燥
し

て
い

る
場

合
に

は
効

果
が

劣
る

の
で

、
降

雨
後

土
壌

が
適

湿
の

時
に

散
布

す
る

。
３

．
は

げ
し

い
降

雨
の

予
想

さ
れ

る
と

き
に

は
使

用
を

避
け

る
。

3
ｸ
ﾚ
ﾏ
ｰ

ﾄ乳
剤

[S
-
2
8
乳

]
ﾌ
ﾞﾀ

ﾐﾎ
ｽ

　
5
0
%

全
面

土
壌

散
布

植
付

後
萌

芽
前

雑
草

発
生

前

2
0
0
～

4
0
0
m

l
●

△
△

1
１

．
キ

ク
科

雑
草

、
ツ

ユ
ク

サ
に

は
効

果
が

劣
る

。
２

．
土

壌
が

乾
燥

し
て

い
る

場
合

に
は

効
果

が
劣

る
の

で
、

降
雨

後
土

壌
適

湿
の

と
き

に
散

布
す

る
。

３
．

発
生

後
の

雑
草

に
は

効
果

が
低

下
す

る
の

で
、

使
用

時
期

を
失

し
な

い
よ

う
に

す
る

。
４

．
適

用
土

壌
は

砂
壌

土
～

埴
土

で
あ

る
。

4
ｺ
ﾞｰ

ｺ
ﾞｰ

ｻ
ﾝ
乳

剤
[A

N
K
-
5
5
3
乳

]
-
H

2

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

3
0
%

全
面

土
壌

散
布

植
付

後
～

萌
芽

前
雑

草
発

生
前

3
0
0
～

4
0
0
m

l
●

△
△

1
１

．
キ

ク
科

雑
草

、
ツ

ユ
ク

サ
に

は
効

果
が

劣
る

。
２

．
発

生
後

の
雑

草
に

は
効

果
が

劣
る

の
で

、
使

用
時

期
を

失
し

な
い

よ
う

に
す

る
。

３
．

土
壌

が
極

端
に

乾
燥

し
て

い
る

時
は

効
果

が
劣

る
の

で
、

降
雨

後
に

散
布

す
る

。
４

．
後

作
物

と
し

て
か

ぼ
ち

ゃ
等

の
う

り
科

や
ほ

う
れ

ん
そ

う
、

そ
ば

を
作

付
け

る
と

生
育

が
抑

制
す

る
こ

と
が

あ
る

の
で

避
け

る
。

ｺ
ﾀ
ﾞｰ

ﾙ
S
水

和
剤

[N
K
-
1
1
0
1
水

和
]

-
H

2
7

S
-
ﾒ
ﾄﾗ

ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
 2

4
.8

%
ﾌ
ﾟﾛ

ﾒ
ﾄﾘ

ﾝ
　

2
6
.6

%
全

面
土

壌
散

布
植

付
後

萌
芽

前
(雑

草
発

生
前

)

2
2
5
～

3
0
0
ｇ

●
１

．
薬

害
を

生
ず

る
お

そ
れ

が
あ

る
の

で
、

砕
土

、
整

地
お

よ
び

覆
土

は
て

い
ね

い
に

行
う

。
２

．
砂

土
で

は
使

用
し

な
い

。

-
H

3
0

畦
間

土
壌

処
理

萌
芽

後
た

だ
し

、
植

付
4
5
日

後
ま

で
（
イ

ネ
科

雑
草

2
葉

期
ま

で
）

2
2
5
～

3
0
0
ｇ

●

ｻ
ﾞｸ

ｻ
液

剤
[A

H
-
0
1
液

]
-
H

2
1

ｸ
ﾞﾙ

ﾎ
ｼ
ﾈ

ｰ
ﾄP

ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

塩
　

1
1
.5

%
茎

葉
散

布
畦

間
散

布
雑

草
生

育
期

(収
穫

3
0
日

前
ま

で
)

3
0
0
～

5
0
0
m

l
●

3

-
H

2
4

全
面

雑
草

散
布

（
草

丈
3
0
c
m

以
下

）
植

付
後

萌
芽

前
3
0
0
～

5
0
0
m

l
●

　
-

-
-

-
-

-
-

-

-
H

2
4

畦
間

茎
葉

散
布

生
育

期
雑

草
生

育
期

（
草

丈
3
0
c
m

以
下

）

3
0
0
～

5
0
0
m

l
●

　
-

-
-

-
-

-
-

-
１

．
作

物
に

飛
散

し
な

い
よ

う
に

散
布

す
る

。

65

１
．

砂
質

土
で

透
水

性
の

よ
い

畑
で

は
薬

害
を

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

の
で

散
布

を
避

け
る

。
２

．
高

温
時

は
薬

害
を

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
の

で
使

用
し

な
い

。
３

．
品

種
に

よ
り

薬
害

を
生

じ
る

場
合

が
あ

る
の

で
、

事
前

に
使

用
品

種
に

お
け

る
薬

害
の

有
無

を
確

認
す

る
。

１
．

畦
間

処
理

は
作

物
に

か
か

ら
な

い
こ

と
を

前
提

と
し

た
処

理
方

法
で

あ
り

、
飛

散
防

止
装

置
を

装
着

し
、

畦
間

に
精

度
良

く
散

布
す

る
。

２
．

非
選

択
性

の
薬

剤
で

あ
り

、
作

物
に

飛
散

す
る

と
付

着
し

た
部

分
に

薬
害

を
生

じ
る

。

1
5

1

- 356 -



３
-
３

　
野

　
菜

使
用

上
の

注
意

事
項

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

多 年 生 雑 草

ス ズ メ ノ

カ タ ビ ラ

ア ブ ラ ナ 科

ア カ ザ 科

タ デ 科

キ ク 科

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

ス ベ リ ヒ ユ

対
象

雑
草

効
果

の
程

度
新 規 ・ 改 訂

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
掲

載
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

1
0
a当

た
り

製
品

使
用

量
毒 性

本 剤 の 使 用 回 数

ﾀ
ﾞｲ

ﾛ
ﾝ
ｿ
ﾞﾙ

[H
C

W
-
2
0
1
]

-
H

2
2
,H

2
4

D
C

M
U

　
5
0
%

全
面

茎
葉

兼
土

壌
散

布
植

付
後

萌
芽

前
雑

草
発

生
前

～
雑

草
発

生
始

期
（
イ

ネ
科

雑
草

3
葉

期
以

内
）

●
-

-
○

○
-

-
-

-
１

．
効

果
の

発
現

に
１

～
２

週
間

程
度

要
す

る
。

２
．

本
剤

の
使

用
回

数
は

植
付

後
萌

芽
前

、
ま

た
は

生
育

期
の

い
ず

れ
か

１
回

と
す

る
。

-
H

2
4

生
育

期
雑

草
生

育
期

畦
間

茎
葉

散
布

茎
葉

兼
土

壌
散

布
た

だ
し

､収
穫

6
0
日

前
ま

で

●
　

-
○

○
○

-
-

-
○

１
．

効
果

の
発

現
に

１
～

２
週

間
程

度
要

す
る

。
２

．
本

剤
の

使
用

回
数

は
植

付
後

萌
芽

前
、

ま
た

は
生

育
期

の
い

ず
れ

か
１

回
と

す
る

。
３

．
生

育
期

に
散

布
す

る
場

合
は

茎
葉

に
か

か
ら

な
い

よ
う

に
畦

間
に

散
布

す
る

。

8
ﾄﾚ

ﾌ
ｧ
ﾉ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

粒
剤

2
.5

[ﾄ
ﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
粒

]
-
S
6
1

ﾄﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
　

2
.5

%
全

面
土

壌
散

布
植

付
直

後
全

面
ま

た
は

生
育

初
期

畦
間

(植
付

3
0
日

後
ま

で
)

雑
草

発
生

前

4
～

6
㎏

●
△

△
△

△
1

１
．

特
に

イ
ネ

科
雑

草
に

効
果

が
高

い
。

ツ
ユ

ク
サ

、
キ

ク
科

、
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

、
ア

ブ
ラ

ナ
科

雑
草

に
は

効
果

が
劣

る
。

２
．

生
育

期
に

使
用

す
る

と
き

は
茎

葉
に

か
か

ら
な

い
よ

う
に

畦
間

に
散

布
す

る
。

9
ﾅ

ﾌ
ﾞ乳

剤
[N

P
-
5
5
乳

]
-
H

元

ｾ
ﾄｷ

ｼ
ｼ
ﾞﾑ

　
2
0
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

イ
ネ

科
の

3
～

5
葉

期
収

穫
6
0
日

前
ま

で

1
5
0
～

2
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

1
１

．
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

．
広

葉
雑

草
対

象
薬

剤
と

の
体

系
散

布
を

行
う

。
３

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
完

全
枯

死
ま

で
に

7
～

1
0
日

程
度

要
す

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

1
0

ﾊ
ﾞｽ

ﾀ
液

剤
[H

o
e
-
8
6
6
液

]
-
H

元

ｸ
ﾞﾙ

ﾎ
ｼ
ﾈ

ｰ
ﾄ　

1
8
.5

%
雑

草
茎

葉
散

布
植

付
後

畦
間

処
理

雑
草

生
育

初
期

～
生

育
期

(雑
草

草
丈

2
0
㎝

以
下

)
収

穫
3
0
日

前
ま

で

3
0
0
～

5
0
0
m

l
●

3
１

．
薬

剤
が

雑
草

の
茎

葉
全

体
に

均
一

に
か

か
る

よ
う

に
散

布
す

る
。

２
．

薬
液

が
茎

葉
に

か
か

る
と

奇
形

い
も

の
発

生
す

る
恐

れ
が

あ
る

の
で

、
地

際
部

を
含

め
薬

液
が

飛
散

し
な

い
よ

う
に

散
布

す
る

。
３

．
散

布
後

６
時

間
以

内
に

降
雨

が
予

想
さ

れ
る

場
合

は
、

散
布

を
避

け
る

。

1
1

ﾎ
ﾟﾙ

ﾄﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[N
C

-
3
6
0
]

-
H

1
9

ｷ
ｻ

ﾞﾛ
ﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟｴ

ﾁ
ﾙ

7
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

イ
ネ

科
の

3
～

8
葉

期
収

穫
7
日

前
ま

で

2
0
0
～

3
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

1
１

. 
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

.
広

葉
雑

草
や

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
の

雑
草

に
は

効
果

が
な

い
の

で
、

こ
れ

ら
の

雑
草

が
混

発
す

る
ほ

場
で

は
有

効
な

除
草

剤
と

の
体

系
で

使
用

す
る

。
３

. 
イ

ネ
科

雑
草

が
完

全
に

枯
死

す
る

に
は

約
１

週
間

を
要

す
る

の
で

、
誤

っ
て

ま
き

直
し

な
ど

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。

全
面

土
壌

散
布

植
付

直
後

畦
間

土
壌

散
布

生
育

期
雑

草
発

生
前

～
揃

期
収

穫
6
0
日

前
ま

で

1
3

ﾛ
ﾛ
ｯ
ｸ
ｽ

粒
剤

[M
B

-
2
0
6
粒

]
-
S
6
3

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

1
.5

%
全

面
土

壌
散

布
植

付
後

雑
草

発
生

前

6
kg

●
1

１
．

砂
質

土
で

透
水

性
の

よ
い

畑
で

は
薬

害
を

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

の
で

、
散

布
を

避
け

る
。

1
4

ﾜ
ﾝ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

P
乳

剤
[S

L
-
2
3
6
(L

)乳
]

-
H

2
0

ﾌ
ﾙ

ｱ
ｼ
ﾞﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟP

　
1
7
.5

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布
雑

草
生

育
期

イ
ネ

科
雑

草
3
～

5
葉

期
収

穫
3
0
日

前
ま

で

5
0
～

1
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

1
１

. 
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

.
広

葉
雑

草
お

よ
び

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
雑

草
と

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

が
混

在
す

る
場

合
は

、
こ

れ
ら

の
雑

草
に

有
効

な
除

草
剤

と
の

体
系

で
使

用
す

る
。

３
.
遅

効
性

の
た

め
、

イ
ネ

科
雑

草
が

完
全

に
枯

死
す

る
に

は
約

３
週

間
程

度
か

か
る

場
合

も
あ

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

7

●
１

．
砂

質
土

で
透

水
性

の
よ

い
畑

で
は

薬
害

を
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
の

で
、

散
布

を
避

け
る

。
２

．
畦

間
土

壌
処

理
は

作
物

に
飛

散
し

な
い

よ
う

注
意

す
る

。
2

1
2

ﾛ
ﾛ
ｯ
ｸ
ｽ

[ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
水

和
]

-
H

3
,H

6
,H

1
8

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

5
0
%

1
0
0
～

1
5
0
g

1
1
0
0
～

2
0
0
m

l
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３
-
３

　
野

　
菜

使
用

上
の

注
意

事
項

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

多 年 生 雑 草

ス ズ メ ノ

カ タ ビ ラ

ア ブ ラ ナ 科

ア カ ザ 科

タ デ 科

キ ク 科

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

ス ベ リ ヒ ユ

対
象

雑
草

効
果

の
程

度
新 規 ・ 改 訂

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
掲

載
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

1
0
a当

た
り

製
品

使
用

量
毒 性

本 剤 の 使 用 回 数

（（
４４

））
ごご

ぼぼ
うう

1
ｱ

ｸ
ﾞﾛ

ﾏ
ｯ
ｸ
ｽ

水
和

剤
[ﾌ

ﾟﾛ
ﾋ
ﾟｻ

ﾞﾐ
ﾄﾞ

水
和

]
-
H

1
0
,H

1
2

ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟｻ

ﾞﾐ
ﾄﾞ

　
5
0
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
雑

草
発

生
前

2
0
0
～

3
0
0
g

(但
し

、
べ

た
が

け
栽

培
は

1
0
0
～

2
0
0
g)

●
○

-
○

1
１

．
春

ま
き

栽
培

及
び

べ
た

が
け

栽
培

に
適

用
す

る
。

２
．

出
芽

か
ら

生
育

が
遅

延
し

、
収

穫
時

期
が

や
や

遅
れ

る
こ

と
が

あ
る

。
３

．
低

温
期

に
高

薬
量

散
布

す
る

と
生

育
遅

延
に

よ
る

収
量

減
が

大
き

く
な

る
こ

と
が

あ
る

。
４

．
砂

土
で

は
使

用
し

な
い

。
５

．
キ

ク
科

雑
草

・
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
は

除
く
。

低
薬

量
で

シ
ロ

ザ
に

効
果

が
劣

る
。

春
ま

き
2
0
0
～

3
0
0
m

l

晩
春

ま
き

2
0
0
～

4
0
0
m

l

3
ｻ

ﾞｸ
ｻ

液
剤

[A
H

-
0
1
液

]
-
H

2
0

ｸ
ﾞﾙ

ﾎ
ｼ
ﾈ

ｰ
ﾄP

ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

塩
　

1
1
.5

%
畦

間
茎

葉
散

布
雑

草
生

育
期

(収
穫

前
日

ま
で

)

3
0
0
～

5
0
0
m

l
水

量
1
0
0
～

1
5
0
L

●
2

１
．

畦
間

処
理

は
作

物
に

か
か

ら
な

い
こ

と
を

前
提

と
し

た
処

理
方

法
で

あ
り

、
飛

散
防

止
装

置
を

装
着

し
畦

間
に

精
度

良
く
散

布
す

る
。

２
．

非
選

択
性

の
薬

剤
で

あ
り

、
作

物
に

飛
散

す
る

と
付

着
し

た
部

分
に

薬
害

を
生

じ
る

。

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

イ
ネ

科
の

3
～

5
葉

期
収

穫
3
0
日

前
ま

で

1
5
0
～

2
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

１
．

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

を
除

く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

．
広

葉
雑

草
対

象
薬

剤
と

の
体

系
散

布
を

行
う

。
３

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
、

完
全

枯
死

ま
で

に
7
～

1
0
日

程
度

要
す

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

イ
ネ

科
の

6
～

8
葉

期
収

穫
3
0
日

前
ま

で

2
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

１
．

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

を
除

く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。

5
ﾎ

ﾟﾙ
ﾄﾌ

ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[N
C

-
3
6
0
]

-
R

3
, R

7

ｷ
ﾞｻ

ﾞﾛ
ﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟｴ

ﾁ
ﾙ

　
7
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

定
植

後
　

→
　

生
育

期
（
R

7
白

本
）

ｲ
ﾈ

科
雑

草
3
～

8
葉

期
収

穫
3
0
日

前
ま

で

2
0
0
～

3
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

1
１

. 
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

. 
広

葉
雑

草
や

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
の

雑
草

に
は

効
果

が
な

い
の

で
、

こ
れ

ら
の

雑
草

が
混

発
す

る
ほ

場
で

は
有

効
な

除
草

剤
と

の
体

系
で

使
用

す
る

。
３

. 
イ

ネ
科

雑
草

が
完

全
に

枯
死

す
る

に
は

約
１

週
間

を
要

す
る

の
で

、
誤

っ
て

ま
き

直
し

な
ど

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。

改

（（
５５

））
はは

くく
ささ

いい
1

ｺ
ﾞｰ

ｺ
ﾞｰ

ｻ
ﾝ
乳

剤
[A

N
K
-
5
5
3
乳

]
-
H

元

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

3
0
%

全
面

土
壌

散
布

定
植

前
雑

草
発

生
前

2
0
0
～

3
0
0
m

l
●

△
△

1
１

．
発

生
後

の
雑

草
に

は
、

効
果

が
劣

る
の

で
使

用
時

期
を

失
し

な
い

よ
う

に
す

る
。

２
．

は
げ

し
い

降
雨

が
予

想
さ

れ
る

時
に

は
使

用
を

避
け

る
。

３
．

セ
ル

成
型

苗
に

は
薬

害
が

発
生

す
る

恐
れ

が
あ

る
の

で
使

用
を

避
け

る
。

４
．

後
作

物
と

し
て

か
ぼ

ち
ゃ

等
の

う
り

科
や

ほ
う

れ
ん

そ
う

、
そ

ば
を

作
付

け
る

と
生

育
が

抑
制

す
る

こ
と

が
あ

る
の

で
避

け
る

。

2
ﾄﾚ

ﾌ
ｧ
ﾉ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

乳
剤

[ﾄ
ﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
乳

]
-
S
4
4

ﾄﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
　

4
4
.5

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
直

後
（
直

播
）

植
穴

掘
前

(移
植

)
雑

草
発

生
前

2
0
0
～

3
0
0
m

l
●

△
△

△
△

1
１

．
特

に
イ

ネ
科

雑
草

に
効

果
が

高
い

。
ツ

ユ
ク

サ
、

キ
ク

科
、

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
、

ア
ブ

ラ
ナ

科
雑

草
に

は
効

果
が

劣
る

。

3
ﾄﾚ

ﾌ
ｧ
ﾉ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

粒
剤

2
.5

[ﾄ
ﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
粒

]
-
H

3

ﾄﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
　

2
.5

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
直

後
(直

播
)

定
植

前
(植

穴
掘

前
)(

移
植

)
雑

草
発

生
前

直
播

：
3
～

5
kg

移
植

：
4
～

5
㎏

●
△

△
△

△
1

１
．

特
に

イ
ネ

科
雑

草
に

効
果

が
高

い
。

ツ
ユ

ク
サ

、
キ

ク
科

、
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

、
ア

ブ
ラ

ナ
科

雑
草

に
は

効
果

が
劣

る
。

２
．

必
ず

土
壌

表
面

散
布

で
使

用
す

る
。

３
．

後
作

と
し

て
イ

ネ
科

作
物

や
ほ

う
れ

ん
そ

う
な

ど
の

作
付

予
定

地
で

は
、

残
効

期
間

を
考

慮
し

て
作

付
け

す
る

。

4
ﾅ

ﾌ
ﾞ乳

剤
[N

P
-
5
5
乳

]
-
S
6
2

ｾ
ﾄｷ

ｼ
ｼ
ﾞﾑ

　
2
0
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

イ
ネ

科
の

3
～

5
葉

期
収

穫
1
4
日

前
ま

で

1
5
0
～

2
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

1
１

．
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

．
広

葉
雑

草
対

象
薬

剤
と

の
体

系
散

布
を

行
う

。
３

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
、

完
全

枯
死

ま
で

に
7
～

1
0
日

程
度

要
す

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

４
．

イ
ネ

科
雑

草
6
～

8
葉

期
（
収

穫
1
4
日

前
ま

で
）
ま

で
登

録
拡

大
（
R

5
）
（
た

だ
し

、
使

用
量

2
0
0
m

l/
1
0
aの

み
）

2
１

．
シ

ロ
ザ

、
ス

カ
シ

タ
ゴ

ボ
ウ

、
ツ

ユ
ク

サ
、

キ
ク

科
に

効
果

が
劣

る
。

ハ
コ

ベ
、

タ
デ

類
、

ス
ベ

リ
ヒ

ユ
に

効
果

が
高

い
。

２
．

春
ま

き
の

べ
た

が
け

栽
培

お
よ

び
マ

ル
チ

栽
培

で
は

薬
害

が
生

じ
る

の
で

使
用

し
な

い
。

３
．

砂
質

土
壌

で
は

使
用

を
さ

け
る

こ
と

。

1

△
△

1
ｸ
ﾛ
ﾛ
IP

C
乳

剤
[I
P

C
乳

]
-
H

1
0
,H

1
1

IP
C

　
4
5
.8

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
直

後
雑

草
発

生
前

○
△

○
●

△
○

4
ﾅ

ﾌ
ﾞ乳

剤
[N

P
-
5
5
乳

]
-
S
6
2
,H

3
1

ｾ
ﾄｷ

ｼ
ｼ
ﾞﾑ

　
2
0
%
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３
-
３

　
野

　
菜

使
用

上
の

注
意

事
項

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

多 年 生 雑 草

ス ズ メ ノ

カ タ ビ ラ

ア ブ ラ ナ 科

ア カ ザ 科

タ デ 科

キ ク 科

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

ス ベ リ ヒ ユ

対
象

雑
草

効
果

の
程

度
新 規 ・ 改 訂

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
掲

載
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

1
0
a当

た
り

製
品

使
用

量
毒 性

本 剤 の 使 用 回 数

（（
６６

））
キキ

ャャ
ベベ

ツツ
1

ｱ
ｸ
ﾞﾛ

ﾏ
ｯ
ｸ
ｽ

水
和

剤
[ﾌ

ﾟﾛ
ﾋ
ﾟｻ

ﾞﾐ
ﾄﾞ

水
和

]
-
H

1
2

ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟｻ

ﾞﾐ
ﾄﾞ

　
5
0
%

全
面

土
壌

散
布

定
植

直
後

雑
草

発
生

前
春

～
夏

播
移

植
栽

培

3
0
0
g

●
-

1
１

．
キ

ク
科

、
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

を
除

く
。

２
．

イ
ヌ

ビ
エ

、
シ

ロ
ザ

、
タ

ニ
ソ

バ
に

効
果

が
劣

る
こ

と
が

あ
る

。

2
ｺ
ﾞｰ

ｺ
ﾞｰ

ｻ
ﾝ
乳

剤
[A

N
K
-
5
5
3
乳

]
-
S
6
1

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

3
0
%

全
面

土
壌

散
布

定
植

前
雑

草
発

生
前

2
0
0
～

4
0
0
m

l
●

△
△

1
１

．
発

生
後

の
雑

草
に

は
効

果
が

劣
る

の
で

、
使

用
時

期
を

失
し

な
い

よ
う

に
す

る
。

２
．

は
げ

し
い

降
雨

が
予

想
さ

れ
る

時
に

は
使

用
を

避
け

る
。

３
．

セ
ル

成
型

苗
に

は
薬

害
が

発
生

す
る

恐
れ

が
あ

る
の

で
使

用
を

避
け

る
。

４
．

後
作

物
と

し
て

か
ぼ

ち
ゃ

等
の

う
り

科
や

ほ
う

れ
ん

そ
う

、
そ

ば
を

作
付

け
る

と
生

育
が

抑
制

す
る

こ
と

が
あ

る
の

で
避

け
る

。

3
ｺ
ﾞｰ

ｺ
ﾞｰ

ｻ
ﾝ
細

粒
剤

F
[A

N
K
-
5
5
3
細

粒
]

-
H

元

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

2
.0

%
全

面
土

壌
散

布
定

植
前

又
は

定
植

後
～

定
植

翌
日

(雑
草

発
生

前
)

4
～

5
㎏

●
△

△
1

１
．

発
生

後
の

雑
草

に
は

効
果

が
劣

る
の

で
、

使
用

時
期

を
失

し
な

い
よ

う
に

す
る

。
２

．
は

げ
し

い
降

雨
が

予
想

さ
れ

る
時

に
は

使
用

を
避

け
る

。
３

．
セ

ル
成

型
苗

に
は

薬
害

が
発

生
す

る
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
４

．
後

作
物

と
し

て
か

ぼ
ち

ゃ
等

の
う

り
科

や
ほ

う
れ

ん
そ

う
、

そ
ば

を
作

付
け

る
と

生
育

が
抑

制
す

る
こ

と
が

あ
る

の
で

避
け

る
。

５
．

適
用

土
壌

は
砂

壌
土

～
埴

土
で

あ
る

。

4
ｾ

ﾚ
ｸ
ﾄ乳

剤
[S

-
6
0
4
乳

]
-
H

2
0

ｸ
ﾚ
ﾄｼ

ﾞﾑ
　

2
4
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

雑
草

生
育

期
イ

ネ
科

雑
草

3
～

5
葉

期
収

穫
3
0
日

前
ま

で

5
0
～

7
5
m

l
●

　
-

-
-

-
-

-
-

1
１

.
や

や
遅

効
性

で
あ

り
、

イ
ネ

科
雑

草
を

完
全

に
枯

殺
す

る
ま

で
に

通
常

１
～

２
週

間
程

度
を

要
す

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

２
.
広

葉
雑

草
お

よ
び

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
雑

草
な

ど
が

混
在

す
る

場
合

は
、

こ
れ

ら
の

雑
草

に
有

効
な

除
草

剤
と

の
体

系
で

使
用

す
る

。
３

. 
低

温
時

に
は

、
効

果
が

劣
る

場
合

が
あ

る
。

5
ﾄﾚ

ﾌ
ｧ
ﾉ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

粒
剤

2
.5

[ﾄ
ﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
粒

]
-
H

3

ﾄﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
　

2
.5

%
全

面
土

壌
散

布
定

植
前

（
植

穴
掘

前
）

雑
草

発
生

前

4
～

5
㎏

●
△

△
△

△
1

１
．

特
に

イ
ネ

科
に

効
果

が
高

い
。

ツ
ユ

ク
サ

、
キ

ク
科

、
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

、
ア

ブ
ラ

ナ
科

雑
草

に
は

効
果

が
劣

る
。

２
．

適
応

作
型

は
、

夏
ど

り
及

び
秋

ど
り

栽
培

と
す

る
。

３
．

散
布

後
、

土
と

混
和

す
る

と
薬

害
を

生
じ

や
す

い
の

で
混

和
し

な
い

。
４

．
後

作
と

し
て

イ
ネ

科
作

物
や

ほ
う

れ
ん

そ
う

な
ど

の
作

付
予

定
地

で
は

、
残

効
期

間
を

考
慮

し
て

作
付

け
す

る
。

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

イ
ネ

科
の

3
～

5
葉

期
収

穫
1
4
日

前
ま

で

1
5
0
～

2
0
0
m

l

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

イ
ネ

科
の

6
～

8
葉

期
収

穫
1
4
日

前
ま

で

2
0
0
m

l

7
ﾌ
ｨｰ

ﾙ
ﾄﾞ

ｽ
ﾀ
ｰ

P
乳

剤
[B

A
S
-
6
5
6
乳

]
-
H

1
3

ｼ
ﾞﾒ

ﾃ
ﾅ

ﾐﾄ
ﾞP

　
6
4
.0

%
全

面
土

壌
散

布
定

植
後

雑
草

発
生

前
定

植
後

1
0
日

ま
で

5
0
～

7
5
m

l
●

-
-

-
1

１
．

初
期

生
育

抑
制

を
生

ず
る

こ
と

が
あ

る
の

で
薬

量
を

厳
守

す
る

。
２

．
ア

カ
ザ

科
、

ア
ブ

ラ
ナ

科
、

タ
デ

科
を

除
く
、

一
年

生
雑

草
に

効
果

が
あ

る
。

３
．

散
布

直
後

の
多

量
の

降
雨

は
薬

害
の

お
そ

れ
が

あ
る

の
で

、
天

候
を

み
き

わ
め

て
散

布
す

る
。

４
．

砂
土

で
は

使
用

し
な

い
。

8
ﾎ

ﾟﾙ
ﾄﾌ

ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[N
C

-
3
6
0
]

-
H

2
4

ｷ
ｻ

ﾞﾛ
ﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟｴ

ﾁ
ﾙ

7
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

定
植

後
ｲ
ﾈ

科
雑

草
3
～

6
葉

期
収

穫
3
0
日

前
ま

で

2
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

1
１

. 
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

.
広

葉
雑

草
や

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
の

雑
草

に
は

効
果

が
な

い
の

で
、

こ
れ

ら
の

雑
草

が
混

発
す

る
ほ

場
で

は
有

効
な

除
草

剤
と

の
体

系
で

使
用

す
る

。
３

. 
イ

ネ
科

雑
草

が
完

全
に

枯
死

す
る

に
は

約
１

週
間

を
要

す
る

の
で

、
誤

っ
て

ま
き

直
し

な
ど

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。

9
ﾗ
ｯ
ｿ
ｰ

乳
剤

[ｱ
ﾗ
ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
乳

]
-
S
4
6

ｱ
ﾗ
ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
　

4
3
%

全
面

土
壌

散
布

定
植

活
着

後
雑

草
発

生
前

定
植

8
日

後
ま

で

2
0
0
m

l
●

1
１

．
出

芽
後

の
雑

草
に

は
効

果
が

な
い

。
２

．
砂

質
土

で
の

使
用

を
避

け
る

。
３

．
き

ゅ
う

り
、

ね
ぎ

に
か

か
る

と
薬

害
を

生
ず

る
。

1
0

ﾜ
ﾝ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

P
乳

剤
[S

L
-
2
3
6
(L

)乳
]

-
H

1
4

ﾌ
ﾙ

ｱ
ｼ
ﾞﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟP

　
1
7
.5

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布
雑

草
生

育
期

イ
ネ

科
雑

草
3
～

5
葉

期
収

穫
3
0
日

前
ま

で

5
0
～

1
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

1
１

. 
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

.
広

葉
雑

草
お

よ
び

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
雑

草
と

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

が
混

在
す

る
場

合
は

、
こ

れ
ら

の
雑

草
に

有
効

な
除

草
剤

と
の

体
系

で
使

用
す

る
。

３
.
遅

効
性

の
た

め
、

イ
ネ

科
雑

草
が

完
全

に
枯

死
す

る
に

は
約

３
週

間
程

度
か

か
る

場
合

も
あ

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

ﾅ
ﾌ
ﾞ乳

剤
[N

P
-
5
5
乳

]
-
S
6
3

ｾ
ﾄｷ

ｼ
ｼ
ﾞﾑ

　
2
0
%

-
1

１
．

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

を
除

く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

．
広

葉
雑

草
対

象
薬

剤
と

の
体

系
散

布
を

行
う

。
３

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
、

完
全

枯
死

ま
で

に
7
～

1
0
日

程
度

要
す

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

-
-

-
-

-
-

6
●

-
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３
-
３

　
野

　
菜

使
用

上
の

注
意

事
項

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

多 年 生 雑 草

ス ズ メ ノ

カ タ ビ ラ

ア ブ ラ ナ 科

ア カ ザ 科

タ デ 科

キ ク 科

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

ス ベ リ ヒ ユ

本 剤 の 使 用 回 数

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
掲

載
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

1
0
a当

た
り

製
品

使
用

量
毒 性

新 規 ・ 改 訂

対
象

雑
草

効
果

の
程

度

（（
７７

））
レレ

タタ
スス

1
ｱ

ｸ
ﾞﾛ

ﾏ
ｯ
ｸ
ｽ

水
和

剤
[ﾌ

ﾟﾛ
ﾋ
ﾟｻ

ﾞﾐ
ﾄﾞ

水
和

]
-
H

2
0

ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟｻ

ﾞﾐ
ﾄﾞ

　
5
0
%

全
面

土
壌

散
布

定
植

後
雑

草
発

生
前

た
だ

し
定

植
1
4
日

後
ま

で

2
0
0
～

3
0
0
g

●
○

-
○

1
１

．
キ

ク
科

、
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

を
除

く
。

（（
８８

））
ブブ

ロロ
ッッ

ココ
リリ

ーー
1

ｱ
ｸ
ﾞﾛ

ﾏ
ｯ
ｸ
ｽ

水
和

剤
[ﾌ

ﾟﾛ
ﾋ
ﾟｻ

ﾞﾐ
ﾄﾞ

水
和

]
-
H

1
7

ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟｻ

ﾞﾐ
ﾄﾞ

　
5
0
%

全
面

土
壌

散
布

定
植

後
（
移

植
栽

培
）

雑
草

発
生

前
た

だ
し

定
植

1
4
日

後
ま

で

2
0
0
～

3
0
0
g

●
○

-
○

1
１

．
キ

ク
科

、
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

を
除

く
。

２
．

根
部

に
薬

剤
が

付
着

し
た

場
合

に
は

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

。

2
ﾌ
ｨｰ

ﾙ
ﾄﾞ

ｽ
ﾀ
ｰ

P
乳

剤
[B

A
S
-
6
5
6
乳

]
-
H

2
7

ｼ
ﾞﾒ

ﾃ
ﾅ

ﾐﾄ
ﾞP

　
6
4
.0

%
全

面
土

壌
散

布
定

植
後

雑
草

発
生

前
但

し
、

収
穫

3
0
日

前
ま

で

5
0
～

7
5
m

l
●

-
-

-
○

○
○

1
１

．
夏

期
の

高
温

時
は

薬
害

を
生

じ
る

お
そ

れ
が

あ
る

の
で

使
用

し
な

い
こ

と
。

２
．

ア
カ

ザ
科

、
ア

ブ
ラ

ナ
科

、
ダ

デ
科

を
除

く
一

年
生

雑
草

に
効

果
が

あ
る

。
３

．
散

布
後

の
多

量
の

降
雨

は
薬

害
の

お
そ

れ
が

あ
る

の
で

、
天

候
を

見
き

わ
め

て
散

布
す

る
。

４
．

砂
土

で
は

使
用

し
な

い
。

3
ﾎ

ﾟﾙ
ﾄﾌ

ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[N
C

-
3
6
0
]

-
H

2
6

ｷ
ｻ

ﾞﾛ
ﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟｴ

ﾁ
ﾙ

7
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

定
植

後
ｲ
ﾈ

科
雑

草
3
～

6
葉

期
収

穫
7
日

前
ま

で

2
0
0
～

3
0
0
m

l
水

量
2
5
～

1
0
0
L

●
-

-
-

-
-

-
-

-
1

１
. 
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

.
広

葉
雑

草
や

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
の

雑
草

に
は

効
果

が
な

い
の

で
、

こ
れ

ら
の

雑
草

が
混

発
す

る
ほ

場
で

は
有

効
な

除
草

剤
と

の
体

系
で

使
用

す
る

。
３

. 
イ

ネ
科

雑
草

が
完

全
に

枯
死

す
る

に
は

約
１

週
間

を
要

す
る

の
で

、
誤

っ
て

ま
き

直
し

な
ど

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。
（
少

水
量

散
布

）
１

. 
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

4
ﾄﾚ

ﾌ
ｧ
ﾉ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

乳
剤

[ﾄ
ﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
乳

]
-
(R

7
)

ﾄﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
　

4
4
.5

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
直

後
（
直

播
）

雑
草

発
生

前

2
0
0
～

3
0
0
m

l
●

〇
-

〇
-

〇
-

〇
1

１
．

特
に

イ
ネ

科
雑

草
に

効
果

が
高

い
。

ツ
ユ

ク
サ

科
、

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
、

キ
ク

科
、

ア
ブ

ラ
ナ

科
雑

草
に

は
効

果
が

劣
る

。
新

（（
９９

））
ほほ

うう
れれ

んん
そそ

うう
1

ｱ
ｰ

ｼ
ﾞﾗ

ﾝ
液

剤
[M

&
B

-
9
0
5
7
液

]
-
S
6
0

ｱ
ｼ
ｭ
ﾗ
ﾑ

　
3
7
%

全
面

土
壌

散
布

春
～

初
夏

ま
き

は
種

直
後

雑
草

発
生

前

8
0
0
～

1
,0

0
0
m

l
●

1
１

．
出

芽
後

の
処

理
で

は
薬

害
を

生
じ

る
。

２
．

芽
出

し
播

種
は

8
0
0
m

lと
す

る
。

３
．

雨
よ

け
栽

培
及

び
連

作
ほ

場
で

の
使

用
は

避
け

る
。

４
．

高
温

時
（
2
5
℃

以
上

）
で

は
薬

害
を

生
じ

や
す

い
の

で
使

用
し

な
い

。
５

．
砂

壌
土

、
砂

土
で

は
薬

害
を

生
じ

や
す

い
。

2
ﾊ

ﾞｽ
ｱ

ﾐﾄ
ﾞ微

粒
剤

ｶ
ﾞｽ

ﾀ
ｰ

ﾄﾞ
微

粒
剤

[B
J
L
-
8
6
1
微

粒
]

-
H

1
2

ﾀ
ﾞｿ

ﾞﾒ
ｯ
ﾄ　

9
6
.5

%
全

面
土

壌
混

和
処

理
は

種
1
0
日

前
雑

草
発

生
前

3
0
㎏

●
劇

1
１

．
適

用
病

害
虫

は
萎

凋
病

、
株

腐
病

、
立

枯
病

、
根

腐
病

。
２

．
地

温
1
5
℃

以
下

で
は

被
覆

期
間

を
延

長
し

、
1
0
℃

以
下

で
は

使
用

し
な

い
。

３
．

は
種

2
1
日

前
ま

で
に

土
壌

表
面

散
布

し
、

1
5
～

2
0
㎝

の
深

さ
に

土
壌

混
和

後
、

ビ
ニ

ー
ル

で
7
～

1
4
日

被
覆

後
、

2
～

3
日

お
き

に
2
回

以
上

の
耕

起
に

よ
り

ガ
ス

抜
き

す
る

。
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３
-
３

　
野

　
菜

使
用

上
の

注
意

事
項

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

多 年 生 雑 草

ス ズ メ ノ

カ タ ビ ラ

ア ブ ラ ナ 科

ア カ ザ 科

タ デ 科

キ ク 科

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

ス ベ リ ヒ ユ

対
象

雑
草

効
果

の
程

度
新 規 ・ 改 訂

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
掲

載
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

1
0
a当

た
り

製
品

使
用

量
毒 性

本 剤 の 使 用 回 数

（（
11
00
））
たた

まま
ねね

ぎぎ
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布
・
6
月

上
旬

ま
で

雑
草

3
～

5
葉

期
・
倒

伏
始

期
以

降
雑

草
の

草
丈

1
0
㎝

以
内

収
穫

3
0
日

前
ま

で

1
0
0
～

1
5
0
m

l
● 広 葉

2

（
直

播
栽

培
）

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

雑
草

1
～

2
葉

期
た

ま
ね

ぎ
の

1
葉

期
以

降
～

6
月

下
旬

ま
で

収
穫

3
0
日

前
ま

で

3
0
～

5
0
m

l
3

ｱ
ｸ
ﾞﾛ

ﾏ
ｯ
ｸ
ｽ

水
和

剤
[ﾌ

ﾟﾛ
ﾋ
ﾟｻ

ﾞﾐ
ﾄﾞ

水
和

]
-
H

1
3

3
0
0
g

●
○

-
○

１
．

キ
ク

科
、

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
を

除
く
、

一
年

生
雑

草
に

有
効

。

-
H

2
5

2
0
0
～

3
0
0
g

●
○

-
-

-
-

-
-

-
１

．
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

含
む

一
年

生
イ

ネ
科

雑
草

に
有

効
。

ｸ
ﾞﾗ

ﾒ
ｯ
ｸ
ｽ

水
和

剤
[S

K
H

-
0
1
水

和
]

-
S
5
2

ｼ
ｱ

ﾅ
ｼ
ﾞﾝ

　
5
0
%

1
5
0
～

2
0
0
g

●
○

○
○

○
○

△
○

1

[A
K
D

-
7
1
6
4
水

和
]

-
H

2
5

5
0
～

1
0
0
g

● 広 葉

-
○

○
○

○
△

○

[A
K
D

-
7
1
6
4
水

和
]

-
H

2
2

（
直

播
栽

培
）

全
面

土
壌

散
布

播
種

後
出

芽
前

（
雑

草
発

生
前

）

7
5
～

1
0
0
ｇ

●
○

-
○

○
○

-
△

○

4
ｸ
ﾚ
ﾏ
ｰ

ﾄ乳
剤

[S
-
2
8
乳

]
-
S
5
2

ﾌ
ﾞﾀ

ﾐﾎ
ｽ

　
5
0
%

全
面

土
壌

散
布

定
植

後
雑

草
発

生
前

収
穫

6
0
日

前
ま

で

2
0
0
～

3
0
0
m

l
●

△
1

１
．

ノ
ボ

ロ
ギ

ク
、

ツ
ユ

ク
サ

に
効

果
が

劣
る

。
２

．
土

壌
が

過
湿

条
件

下
で

は
、

薬
害

の
出

る
こ

と
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
３

．
土

壌
が

極
度

に
乾

燥
し

て
い

る
場

合
は

効
果

が
劣

る
。

４
．

適
用

土
壌

は
砂

壌
土

～
埴

土
で

あ
る

。

5
ｸ
ﾛ
ﾛ
IP

C
[I
P

C
乳

]
IP

C
　

4
5
.8

%
全

面
土

壌
散

布
定

植
活

着
後

又
は

中
耕

後
収

穫
3
0
日

前
ま

で

2
0
0
～

2
5
0
m

l
●

△
△

○
○

△
○

2
１

．
特

に
ハ

コ
ベ

、
タ

デ
類

、
ス

ベ
リ

ヒ
ユ

に
効

果
が

高
い

。
シ

ロ
ザ

、
ス

カ
シ

タ
ゴ

ボ
ウ

、
ツ

ユ
ク

サ
に

効
果

が
劣

る
。

２
．

土
壌

が
乾

燥
し

て
い

る
時

は
効

果
が

劣
る

。

6
ｺ
ﾀ
ﾞｰ

ﾙ
S
水

和
剤

[N
K
-
1
1
0
1
水

和
]

-
H

2
7

S
-
ﾒ
ﾄﾗ

ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
 2

4
.8

%
ﾌ
ﾟﾛ

ﾒ
ﾄﾘ

ﾝ
　

2
6
.6

%
全

面
土

壌
散

布
定

植
活

着
1
5
日

後
ま

で
(雑

草
発

生
前

)
又

は
中

耕
除

草
後

収
穫

9
0
日

前
ま

で

1
5
0
～

2
2
5
ｇ

●
1

１
．

薬
害

を
生

ず
る

お
そ

れ
が

あ
る

の
で

、
砕

土
、

整
地

お
よ

び
覆

土
は

て
い

ね
い

に
行

う
。

２
．

砂
土

で
は

使
用

し
な

い
。

ｺ
ﾞｰ

ｺ
ﾞｰ

ｻ
ﾝ
乳

剤
[A

N
K
-
5
5
3
乳

]
-
S
5
1
,H

2
6

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

3
0
%

全
面

土
壌

散
布

移
植

栽
培

定
植

活
着

後
雑

草
発

生
前

収
穫

3
0
日

前
ま

で

3
0
0
～

5
0
0
m

l
●

△
△

1

-
H

1
9

（
直

播
栽

培
）

全
面

土
壌

散
布

播
種

後
～

本
葉

2
葉

期
雑

草
発

生
前

2
0
0
～

4
0
0
m

l

全
面

土
壌

散
布

定
植

活
着

後
雑

草
発

生
前

収
穫

3
0
日

前
ま

で

31 7

ｱ
ｲ
ｵ

ｷ
ｼ
ﾆ
ﾙ

　
3
0
%

ｱ
ｸ
ﾁ
ﾉ
ｰ

ﾙ
乳

剤
ｱ

ｸ
ﾁ
ﾉ
ｰ

ﾙ
Ｂ

乳
剤

[ｱ
ｲ
ｵ

ｷ
ｼ
ﾆ
ﾙ

乳
]

-
S
5
4
,S

5
8
,H

9

2
ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟｻ

ﾞﾐ
ﾄﾞ

　
5
0
%

全
面

土
壌

散
布

定
植

活
着

後
(春

播
移

植
栽

培
)

雑
草

発
生

前
収

穫
4
5
日

前
ま

で

2

１
．

魚
毒

性
が

強
い

の
で

十
分

留
意

す
る

。
２

．
散

布
時

期
が

遅
れ

、
夏

期
高

温
時

の
散

布
は

生
育

の
状

態
に

よ
っ

て
は

、
薬

害
を

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

の
で

、
6
月

上
旬

ま
で

に
散

布
す

る
。

３
．

散
布

は
除

草
剤

専
用

の
ノ

ズ
ル

を
使

用
し

、
高

圧
の

散
布

を
避

け
る

。
４

．
イ

ネ
科

雑
草

対
象

薬
剤

と
の

体
系

散
布

を
行

う
。

１
．

特
に

ハ
コ

ベ
､タ

デ
類

､シ
ロ

ザ
､ス

カ
シ

タ
ゴ

ボ
ウ

､ノ
ボ

ロ
ギ

ク
､ス

ベ
リ

ヒ
ユ

に
効

果
が

高
い

。
２

．
ツ

ユ
ク

サ
に

効
果

が
劣

る
。

３
．

砂
土

、
水

は
け

の
良

い
土

壌
で

は
、

薬
害

を
生

じ
る

恐
れ

が
あ

る
の

で
使

用
を

避
け

る
。

ま
た

雨
の

多
い

時
期

は
使

用
を

避
け

る
。

４
．

高
温

時
の

散
布

で
は

薬
害

を
生

じ
る

恐
れ

が
あ

る
の

で
所

定
範

囲
内

の
少

な
目

の
薬

量
と

す
る

。

１
．

薬
量

が
多

い
と

生
育

が
抑

制
さ

れ
る

こ
と

が
あ

る
。

２
．

発
生

後
の

雑
草

に
は

、
効

果
が

劣
る

の
で

使
用

時
期

を
失

し
な

い
よ

う
に

す
る

。
３

．
土

壌
が

乾
燥

し
て

い
る

時
は

効
果

が
劣

る
の

で
、

希
釈

水
量

を
多

め
に

す
る

か
、

又
は

降
雨

後
に

散
布

す
る

。
４

．
後

作
物

と
し

て
か

ぼ
ち

ゃ
等

の
う

り
科

や
ほ

う
れ

ん
そ

う
、

そ
ば

を
作

付
け

る
と

生
育

が
抑

制
す

る
こ

と
が

あ
る

の
で

避
け

る
。
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３
-
３

　
野

　
菜

使
用

上
の

注
意

事
項

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

多 年 生 雑 草

ス ズ メ ノ

カ タ ビ ラ

ア ブ ラ ナ 科

ア カ ザ 科

タ デ 科

キ ク 科

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

ス ベ リ ヒ ユ

対
象

雑
草

効
果

の
程

度
新 規 ・ 改 訂

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
掲

載
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

1
0
a当

た
り

製
品

使
用

量
毒 性

本 剤 の 使 用 回 数

8
ｺ
ﾞｰ

ｺ
ﾞｰ

ｻ
ﾝ
細

粒
剤

F
[A

N
K
-
5
5
3
細

粒
]

-
S
6
2

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

2
.0

%
全

面
土

壌
散

布
定

植
活

着
後

雑
草

発
生

前
収

穫
3
0
日

前
ま

で

5
～

6
㎏

●
△

△
1

１
．

土
壌

が
乾

燥
し

て
い

る
時

は
効

果
が

劣
る

の
で

、
適

度
な

水
分

の
と

き
に

散
布

す
る

。
２

．
散

布
む

ら
の

な
い

よ
う

に
す

る
。

３
．

後
作

物
と

し
て

か
ぼ

ち
ゃ

等
の

う
り

科
や

ほ
う

れ
ん

そ
う

、
そ

ば
を

作
付

け
る

と
生

育
が

抑
制

す
る

こ
と

が
あ

る
の

で
避

け
る

。
４

．
適

用
土

壌
は

砂
壌

土
～

埴
土

で
あ

る
。

9
ｺ
ﾝ
ﾎ

ﾞﾗ
ﾙ

[S
S
H

-
1
3
0
粒

]
-
H

1
3

ﾄﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
　

1
.2

%
ﾍ

ﾟﾝ
ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

1
.2

%
全

面
土

壌
散

布
定

植
後

雑
草

発
生

前
収

穫
7
5
日

前
ま

で

4
～

6
㎏

●
△

-
-

1
１

．
ツ

ユ
ク

サ
、

キ
ク

科
雑

草
を

除
く
一

年
生

雑
草

で
有

効
。

２
．

土
壌

適
湿

条
件

で
処

理
す

る
。

３
．

適
用

土
壌

は
砂

壌
土

～
埴

土
で

あ
る

。

1
0

ｾ
ﾚ
ｸ
ﾄ乳

剤
[S

-
6
0
4
乳

]
-
H

2
4

ｸ
ﾚ
ﾄｼ

ﾞﾑ
　

2
4
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

雑
草

生
育

期
(イ

ネ
科

の
3
～

5
葉

期
)

収
穫

2
1
日

前
ま

で

5
0
～

7
5
m

l
●

○
-

-
-

-
-

-
-

3
１

．
広

葉
雑

草
対

象
薬

剤
と

の
体

系
散

布
を

行
う

。
２

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
完

全
枯

死
ま

で
に

７
日

程
度

を
要

す
る

。
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
は

、
こ

れ
よ

り
や

や
数

日
を

要
す

る
こ

と
が

あ
る

。

1
1

ﾀ
ｯ
ﾁ
ﾀ
ﾞｳ

ﾝ
iQ

[Z
K
-
1
2
2
液

]
-
H

1
9

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

4
4
.7

%
畦

間
処

理
：
雑

草
生

育
期

(草
丈

3
0
c
m

以
下

)
但

し
､収

穫
7
日

前
ま

で

2
5
0
～

5
0
0
m

l
(水

量
2
5
～

5
0
L
)

●
-

-
-

○
○

○
-

○
3

１
．

薬
剤

が
雑

草
(草

丈
3
0
㎝

以
下

)の
茎

葉
全

体
に

均
一

に
か

か
る

よ
う

に
散

布
す

る
こ

と
。

２
．

少
量

散
布

の
場

合
に

は
、

専
用

ノ
ズ

ル
を

使
用

す
る

こ
と

。

1
2

ﾄﾚ
ﾌ
ｧ
ﾉ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

乳
剤

[ﾄ
ﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
乳

]
-
H

3

ﾄﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
　

4
4
.5

%
全

面
土

壌
散

布
定

植
後

収
穫

7
5
日

前
ま

で
雑

草
発

生
前

2
0
0
～

3
0
0
m

l
●

△
△

△
△

2
１

．
特

に
イ

ネ
科

雑
草

に
効

果
が

高
い

。
ツ

ユ
ク

サ
、

キ
ク

科
、

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
、

ア
ブ

ラ
ナ

科
雑

草
に

は
効

果
が

劣
る

。

1
3

ﾄﾚ
ﾌ
ｧ
ﾉ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

粒
剤

2
.5

[ﾄ
ﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
粒

]
-
S
5
6

ﾄﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
　

2
.5

%
定

植
後

全
面

土
壌

散
布

又
は

生
育

期
畦

間
土

壌
散

布
(但

し
、

収
穫

7
5
日

前
ま

で
）

雑
草

発
生

前

4
～

5
㎏

●
△

△
△

△
2

１
．

特
に

イ
ネ

科
雑

草
に

効
果

が
高

い
。

ツ
ユ

ク
サ

、
キ

ク
科

、
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

、
ア

ブ
ラ

ナ
科

雑
草

に
は

効
果

が
劣

る
。

２
．

生
育

期
畦

間
土

壌
表

面
散

布
を

行
う

場
合

は
、

中
耕

除
草

後
に

実
施

し
、

作
物

体
に

散
布

し
な

い
よ

う
に

す
る

。

ﾅ
ﾌ
ﾞ乳

剤
[N

P
-
5
5
乳

]
-
S
6
2
,H

2
6

ｾ
ﾄｷ

ｼ
ｼ
ﾞﾑ

　
2
0
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

イ
ネ

科
の

3
～

5
葉

期
収

穫
1
4
日

前
ま

で

1
5
0
～

2
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

2

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

イ
ネ

科
の

6
～

8
葉

期
収

穫
1
4
日

前
ま

で

2
0
0
m

l

1
5

ﾌ
ｨｰ

ﾙ
ﾄﾞ

ｽ
ﾀ
ｰ

P
乳

剤
[B

A
S
-
6
5
6
乳

]
-
H

2
5

ｼ
ﾞﾒ

ﾃ
ﾅ

ﾐﾄ
ﾞ-

P
　

6
4
.0

%
全

面
土

壌
散

布
定

植
後

、
雑

草
発

生
前

定
植

後
3
0
日

ま
で

7
5
～

1
2
0
m

l
●

-
-

-
1

１
．

ア
カ

ザ
科

、
ア

ブ
ラ

ナ
科

、
タ

デ
科

を
除

く
、

一
年

生
雑

草
に

効
果

が
あ

る
。

２
．

散
布

直
後

の
多

量
の

降
雨

は
薬

害
の

お
そ

れ
が

あ
る

の
で

、
天

候
を

み
き

わ
め

て
散

布
す

る
。

３
．

砂
土

で
は

使
用

し
な

い
。

1
6

ﾎ
ﾞｸ

ｻ
ｰ

[S
Y
J
-
1
0
0
]

-
H

1
9

ﾌ
ﾟﾛ

ｽ
ﾙ

ﾎ
ｶ
ﾙ

ﾌ
ﾞ　

7
8
.4

%
全

面
土

壌
散

布
定

植
後

雑
草

発
生

前
但

し
、

収
穫

4
5
日

前
ま

で

4
0
0
～

5
0
0
m

l
●

1
１

．
薬

量
、

希
釈

水
量

を
厳

守
し

、
重

複
散

布
は

避
け

る
こ

と
。

２
．

葉
面

散
布

肥
料

と
混

用
、

又
は

、
肥

料
散

布
後

の
使

用
を

避
け

る
こ

と
。

３
．

他
の

農
薬

と
の

混
用

は
避

け
る

こ
と

。
４

．
高

温
時

、
又

は
た

ま
ね

ぎ
の

高
葉

齢
期

を
避

け
る

こ
と

。

訂

1
7

ﾎ
ﾟﾙ

ﾄﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[N
C

-
3
6
0
]

-
H

1
2

ｷ
ｻ

ﾞﾛ
ﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟｴ

ﾁ
ﾙ

　
7
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

イ
ネ

科
の

3
～

8
葉

期
収

穫
3
0
日

前
ま

で

2
0
0
～

3
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

2
１

. 
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

.
広

葉
雑

草
や

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
の

雑
草

に
は

効
果

が
な

い
の

で
、

こ
れ

ら
の

雑
草

が
混

発
す

る
ほ

場
で

は
有

効
な

除
草

剤
と

の
体

系
で

使
用

す
る

。
３

. 
イ

ネ
科

雑
草

が
完

全
に

枯
死

す
る

に
は

約
１

週
間

を
要

す
る

の
で

、
誤

っ
て

ま
き

直
し

な
ど

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。

1
8

ﾓ
ｰ

ﾃ
ｨﾌ

ﾞ乳
剤

[B
A

H
-
0
8
0
5
乳

]
-
H

2
5

ｼ
ﾞﾒ

ﾃ
ﾅ

ﾐﾄ
ﾞP

　
1
9
.7

%
ﾍ

ﾟﾝ
ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

2
3
.1

%
全

面
土

壌
散

布
定

植
後

  
雑

草
発

生
前

但
し

、
定

植
4
5
日

後
ま

で

2
0
0
～

4
0
0
m

l
●

○
○

○
○

○
○

-
○

1
１

．
砂

土
で

の
使

用
は

避
け

る
。

２
．

後
作

物
と

し
て

か
ぼ

ち
ゃ

等
の

う
り

科
や

ほ
う

れ
ん

そ
う

、
そ

ば
を

作
付

け
る

と
生

育
が

抑
制

す
る

こ
と

が
あ

る
の

で
避

け
る

。

1
4

１
．

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

を
除

く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

．
広

葉
雑

草
対

象
薬

剤
と

の
体

系
散

布
を

行
う

。
３

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
完

全
枯

死
ま

で
に

７
～

1
0
日

程
度

要
す

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。
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３
-
３

　
野

　
菜

使
用

上
の

注
意

事
項

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

多 年 生 雑 草

ス ズ メ ノ

カ タ ビ ラ

ア ブ ラ ナ 科

ア カ ザ 科

タ デ 科

キ ク 科

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

ス ベ リ ヒ ユ

対
象

雑
草

効
果

の
程

度
新 規 ・ 改 訂

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
掲

載
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

1
0
a当

た
り

製
品

使
用

量
毒 性

本 剤 の 使 用 回 数

1
9

ﾗ
ｳ

ﾝ
ﾄﾞ

ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ

ﾏ
ｯ
ｸ
ｽ

ﾛ
ｰ

ﾄﾞ
[N

C
-
6
2
2
液

]
-
H

2
6

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

4
8
%

雑
草

茎
葉

散
布

耕
起

又
は

定
植

1
4
日

前
ま

で
（
ス

ギ
ナ

生
育

期
）

1
,5

0
0
～

2
,0

0
0
m

l
● ス ギ ナ

3
１

．
薬

剤
が

雑
草

(草
丈

3
0
㎝

以
下

)の
茎

葉
全

体
に

均
一

に
か

か
る

よ
う

に
散

布
す

る
こ

と
。

２
．

た
ま

ね
ぎ

収
穫

後
の

ス
ギ

ナ
生

育
期

に
散

布
す

る
こ

と
。

３
．

少
量

散
布

の
場

合
に

は
、

専
用

ノ
ズ

ル
を

使
用

す
る

こ
と

。

2
0

ﾜ
ﾝ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

P
乳

剤
[S

L
-
2
3
6
(L

)乳
]

-
H

1

ﾌ
ﾙ

ｱ
ｼ
ﾞﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟP

　
1
7
.5

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布
イ

ネ
科

雑
草

の
3
～

5
葉

期
収

穫
3
0
日

前
ま

で

7
5
～

1
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

1
１

. 
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

.
広

葉
雑

草
お

よ
び

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
雑

草
と

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

が
混

在
す

る
場

合
は

、
こ

れ
ら

の
雑

草
に

有
効

な
除

草
剤

と
の

体
系

で
使

用
す

る
。

３
.
遅

効
性

の
た

め
、

イ
ネ

科
雑

草
が

完
全

に
枯

死
す

る
に

は
約

３
週

間
程

度
か

か
る

場
合

も
あ

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

（（
11
11
））
ねね

ぎぎ
1

ｺ
ﾞｰ

ｺ
ﾞｰ

ｻ
ﾝ
乳

剤
[A

N
K
-
5
5
3
乳

]
-
H

元

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

3
0
%

全
面

土
壌

散
布

定
植

活
着

後
雑

草
発

生
前

定
植

1
0
日

後
ま

で

2
0
0
～

3
0
0
m

l
●

△
△

1
１

．
キ

ク
科

雑
草

、
ツ

ユ
ク

サ
に

は
効

果
が

劣
る

。
２

．
発

生
後

の
雑

草
に

は
効

果
が

劣
る

の
で

、
使

用
時

期
を

失
し

な
い

よ
う

に
す

る
。

３
．

後
作

物
と

し
て

か
ぼ

ち
ゃ

等
の

う
り

科
や

ほ
う

れ
ん

そ
う

、
そ

ば
を

作
付

け
る

と
生

育
が

抑
制

す
る

こ
と

が
あ

る
の

で
避

け
る

。

2
ｺ
ﾞｰ

ｺ
ﾞｰ

ｻ
ﾝ
細

粒
剤

F
[A

N
K
-
5
5
3
細

粒
]

-
H

3

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

2
.0

%
全

面
土

壌
散

布
定

植
活

着
後

雑
草

発
生

前
定

植
1
0
日

後
ま

で

4
～

6
㎏

●
△

△
1

１
．

キ
ク

科
雑

草
、

ツ
ユ

ク
サ

に
は

効
果

が
劣

る
。

２
．

発
生

後
の

雑
草

に
は

効
果

が
劣

る
の

で
、

使
用

時
期

を
失

し
な

い
よ

う
に

す
る

。
３

．
土

壌
が

極
端

に
乾

燥
し

て
い

る
場

合
は

効
果

が
劣

る
の

で
適

度
の

水
分

の
時

に
散

布
す

る
。

４
．

後
作

物
と

し
て

か
ぼ

ち
ゃ

等
の

う
り

科
や

ほ
う

れ
ん

そ
う

、
そ

ば
を

作
付

け
る

と
生

育
が

抑
制

す
る

こ
と

が
あ

る
の

で
避

け
る

。
５

．
適

用
土

壌
は

砂
壌

土
～

埴
土

で
あ

る
。

3
ｺ
ﾝ
ﾎ

ﾞﾗ
ﾙ

[S
S
H

-
1
3
0
粒

]
-
H

1
5

ﾄﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
　

1
.2

%
ﾍ

ﾟﾝ
ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

1
.2

%
全

面
土

壌
散

布
定

植
直

後
雑

草
発

生
前

4
～

6
㎏

●
-

-
1

１
．

ツ
ユ

ク
サ

、
キ

ク
科

雑
草

を
除

く
、

一
年

生
雑

草
で

有
効

。
２

．
土

壌
適

湿
条

件
で

処
理

す
る

。

4
ﾄﾚ

ﾌ
ｧ
ﾉ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

乳
剤

[ﾄ
ﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
乳

]
-
H

1
9

ﾄﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
　

4
4
.5

%
全

面
土

壌
散

布
定

植
後

雑
草

発
生

前
但

し
、

収
穫

3
0
日

前
ま

で

2
0
0
～

3
0
0
m

l
●

△
△

△
△

2
１

．
特

に
イ

ネ
科

雑
草

に
効

果
が

高
い

。
ツ

ユ
ク

サ
、

キ
ク

科
、

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
、

ア
ブ

ラ
ナ

科
雑

草
に

は
効

果
が

劣
る

。

5
ﾅ

ﾌ
ﾞ乳

剤
[N

P
-
5
5
乳

]
-
H

6

ｾ
ﾄｷ

ｼ
ｼ
ﾞﾑ

　
2
0
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

イ
ネ

科
の

3
～

5
葉

期
収

穫
3
0
日

前
ま

で

1
5
0
～

2
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

1
１

．
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

．
広

葉
雑

草
対

象
薬

剤
と

の
体

系
散

布
を

行
う

。
３

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
完

全
枯

死
ま

で
に

７
～

1
0
日

程
度

要
す

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

４
．

イ
ネ

科
雑

草
6
～

8
葉

期
（
収

穫
3
0
日

前
ま

で
）
ま

で
登

録
拡

大
（
R

5
）
（
た

だ
し

、
使

用
量

2
0
0
m

l/
1
0
aの

み
）

6
ﾊ

ﾞｽ
ｱ

ﾐﾄ
ﾞ微

粒
剤

ｶ
ﾞｽ

ﾀ
ｰ

ﾄﾞ
微

粒
剤

[B
J
L
-
8
6
1
微

粒
]

-
H

1
0

ﾀ
ﾞｿ

ﾞﾒ
ｯ
ﾄ　

9
6
.5

%
全

面
土

壌
混

和
処

理
播

種
1
4
日

前
ま

で
雑

草
発

生
前

3
0
kg

●
劇

1
１

．
適

用
病

害
虫

は
苗

立
枯

病
、

ネ
ギ

ハ
モ

グ
リ

バ
エ

、
白

絹
病

、
小

菌
核

腐
敗

病
、

紅
色

根
腐

病
。

２
．

地
温

1
5
℃

以
下

で
は

被
覆

期
間

を
延

長
し

、
1
0
℃

以
下

で
は

使
用

し
な

い
。

３
．

は
種

2
1
日

前
ま

で
に

、
土

壌
表

面
処

理
、

1
5
～

2
0
㎝

の
深

さ
に

土
壌

混
和

後
ビ

ニ
ー

ル
等

で
7
～

1
4
日

被
覆

後
、

2
～

3
日

お
き

２
回

以
上

の
耕

起
に

よ
り

ガ
ス

抜
き

を
す

る
。

（（
11
22
））
にに

んん
にに

くく
1

ｸ
ﾚ
ﾏ
ｰ

ﾄ乳
剤

[ﾌ
ﾞﾀ

ﾐﾎ
ｽ

乳
]

-
H

7

ﾌ
ﾞﾀ

ﾐﾎ
ｽ

　
5
0
%

全
面

土
壌

散
布

植
付

後
、

萌
芽

前
雑

草
発

生
前

2
0
0
～

3
0
0
m

l
●

△
△

1
１

．
キ

ク
科

雑
草

、
ツ

ユ
ク

サ
に

効
果

が
劣

る
。

２
．

土
壌

が
過

湿
条

件
下

で
は

、
薬

害
の

出
る

こ
と

が
あ

る
の

で
使

用
を

避
け

る
。

３
．

土
壌

が
極

度
に

乾
燥

し
て

い
る

場
合

は
効

果
が

劣
る

。
４

．
適

用
土

壌
は

砂
壌

土
～

埴
土

で
あ

る
。

2
ｸ
ﾚ
ﾏ
ｰ

ﾄU
粒

剤
[ﾌ

ﾞﾀ
ﾐﾎ

ｽ
U

粒
]

-
H

7

ﾌ
ﾞﾀ

ﾐﾎ
ｽ

　
3
%

全
面

土
壌

散
布

植
付

後
、

萌
芽

前
雑

草
発

生
前

4
～

6
㎏

●
△

△
1

１
．

キ
ク

科
雑

草
、

ツ
ユ

ク
サ

に
効

果
が

劣
る

。
２

．
土

壌
が

過
湿

条
件

下
で

は
、

薬
害

の
出

る
こ

と
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
３

．
土

壌
が

極
度

に
乾

燥
し

て
い

る
場

合
は

効
果

が
劣

る
。

４
．

適
用

土
壌

は
砂

壌
土

～
埴

土
で

あ
る

。
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３
-
３

　
野

　
菜

使
用

上
の

注
意

事
項

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

多 年 生 雑 草

ス ズ メ ノ

カ タ ビ ラ

ア ブ ラ ナ 科

ア カ ザ 科

タ デ 科

キ ク 科

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

ス ベ リ ヒ ユ

対
象

雑
草

効
果

の
程

度
新 規 ・ 改 訂

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
掲

載
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

1
0
a当

た
り

製
品

使
用

量
毒 性

本 剤 の 使 用 回 数

3
ｺ
ﾞｰ

ｺ
ﾞｰ

ｻ
ﾝ
乳

剤
[A

N
K
-
5
5
3
乳

]
-
H

3

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

3
0
%

全
面

土
壌

散
布

植
付

後
(雑

草
発

生
前

)
収

穫
6
0
日

前
ま

で

3
0
0
～

5
0
0
m

l
●

△
△

1
１

．
キ

ク
科

雑
草

、
ツ

ユ
ク

サ
に

は
効

果
が

劣
る

。
２

．
発

生
後

の
雑

草
に

は
効

果
が

劣
る

の
で

、
使

用
時

期
を

失
し

な
い

よ
う

に
す

る
。

３
．

土
壌

が
乾

燥
し

て
い

る
と

き
は

効
果

が
劣

る
の

で
、

適
度

な
水

分
の

と
き

に
散

布
す

る
。

４
．

後
作

物
と

し
て

か
ぼ

ち
ゃ

等
の

う
り

科
や

ほ
う

れ
ん

そ
う

、
そ

ば
を

作
付

け
る

と
、

生
育

が
抑

制
す

る
こ

と
が

あ
る

の
で

避
け

る
。

５
．

適
用

土
壌

は
壌

土
～

埴
土

で
あ

る
。

4
ｺ
ﾞｰ

ｺ
ﾞｰ

ｻ
ﾝ
細

粒
剤

F
[A

N
K
-
5
5
3
細

粒
]

-
H

6

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

2
.0

%
全

面
土

壌
散

布
植

付
後

(雑
草

発
生

前
)

収
穫

6
0
日

前
ま

で

4
～

6
㎏

●
△

△
1

１
．

キ
ク

科
雑

草
、

ツ
ユ

ク
サ

に
は

効
果

が
劣

る
。

２
．

発
生

後
の

雑
草

に
は

効
果

が
低

下
す

る
の

で
、

使
用

時
期

を
失

し
な

い
よ

う
に

す
る

。
３

．
後

作
物

と
し

て
か

ぼ
ち

ゃ
等

の
う

り
科

や
ほ

う
れ

ん
そ

う
、

そ
ば

を
作

付
け

る
と

、
生

育
が

抑
制

す
る

こ
と

が
あ

る
の

で
避

け
る

。
４

．
適

用
土

壌
は

砂
壌

土
～

埴
土

で
あ

る
。

5
ｾ

ﾚ
ｸ
ﾄ乳

剤
[S

-
6
0
4
乳

]
-
H

1
6

ｸ
ﾚ
ﾄｼ

ﾞﾑ
　

2
4
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

雑
草

生
育

期
イ

ネ
科

の
3
～

5
葉

期
収

穫
3
0
日

前
ま

で

5
0
～

7
5
m

l
●

○
-

-
-

-
-

-
-

2
１

.
や

や
遅

効
性

で
あ

り
、

イ
ネ

科
雑

草
を

完
全

に
枯

殺
す

る
ま

で
に

通
常

１
～

２
週

間
程

度
を

要
す

る
が

、
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
に

対
し

て
は

さ
ら

に
期

間
を

要
す

る
場

合
が

あ
る

の
で

、
誤

っ
て

ま
き

直
し

な
ど

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。
２

.
広

葉
雑

草
お

よ
び

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
雑

草
な

ど
が

混
在

す
る

場
合

は
、

こ
れ

ら
の

雑
草

に
有

効
な

除
草

剤
と

の
体

系
で

使
用

す
る

。
３

. 
低

温
時

に
は

、
効

果
が

劣
る

場
合

が
あ

る
。

6
ﾅ

ﾌ
ﾞ乳

剤
[N

P
-
5
5
乳

]
-
S
6
3

ｾ
ﾄｷ

ｼ
ｼ
ﾞﾑ

　
2
0
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

イ
ネ

科
の

3
～

5
葉

期
収

穫
7
日

前
ま

で

1
5
0
～

2
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

1
１

．
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

．
広

葉
雑

草
対

象
薬

剤
と

の
体

系
散

布
を

行
う

。
３

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
完

全
枯

死
ま

で
に

７
～

1
0
日

程
度

要
す

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

7
ﾜ
ﾝ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

P
乳

剤
[S

L
-
2
3
6
(L

)乳
]

-
H

1
6

ﾌ
ﾙ

ｱ
ｼ
ﾞﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟP

　
1
7
.5

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布
雑

草
生

育
期

イ
ネ

科
雑

草
の

3
～

5
葉

期
収

穫
2
1
日

前
ま

で

5
0
～

1
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

1
１

．
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
イ

ネ
科

雑
草

に
有

効
。

２
．

広
葉

雑
草

対
象

薬
剤

と
の

体
系

散
布

を
行

う
。

３
．

効
果

の
発

現
は

遅
効

性
で

完
全

枯
死

ま
で

に
最

大
約

３
週

間
程

度
要

す
る

。

（（
11
33
））
なな

すす
1

ﾄﾚ
ﾌ
ｧ
ﾉ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

乳
剤

[ﾄ
ﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
乳

]
-
S
4
4

ﾄﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
　

4
4
.5

%
露

地
栽

培
・
全

面
土

壌
散

布
定

植
前

(植
穴

掘
前

)
雑

草
発

生
前

2
0
0
～

3
0
0
m

l
●

△
△

△
△

1
１

．
特

に
イ

ネ
科

雑
草

に
効

果
が

高
い

。
ツ

ユ
ク

サ
、

キ
ク

科
、

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
、

ア
ブ

ラ
ナ

科
雑

草
に

は
効

果
が

劣
る

。
２

．
マ

ル
チ

下
処

理
は

実
面

積
当

り
薬

量
を

算
出

し
て

使
用

す
る

。

（（
11
44
））
トト

ママ
トト

1
ﾄﾚ

ﾌ
ｧ
ﾉ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

乳
剤

[ﾄ
ﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
乳

]
ﾄﾘ

ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
　

4
4
.5

%
露

地
栽

培
・
全

面
土

壌
散

布
定

植
前

(植
穴

掘
前

)
又

は
定

植
直

後
、

畦
間

土
壌

散
布

雑
草

発
生

前

2
0
0
～

2
5
0
m

l
●

△
△

△
△

1
１

．
特

に
イ

ネ
科

に
効

果
が

高
い

。
ツ

ユ
ク

サ
、

キ
ク

科
、

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
、

ア
ブ

ラ
ナ

科
雑

草
に

は
効

果
が

劣
る

。
２

．
ハ

ウ
ス

・
ト

ン
ネ

ル
栽

培
で

は
気

化
し

て
薬

害
の

恐
れ

が
あ

る
の

で
、

使
用

を
避

け
る

。
３

．
定

植
後

散
布

の
場

合
、

花
房

に
か

か
ら

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

４
．

マ
ル

チ
下

処
理

は
実

面
積

当
り

薬
量

を
算

出
し

て
使

用
す

る
。

（（
11
55
））
すす

いい
かか

1
ｸ
ﾚ
ﾏ
ｰ

ﾄ乳
剤

[S
-
2
8
乳

]
-
H

6

ﾌ
ﾞﾀ

ﾐﾎ
ｽ

　
5
0
%

全
面

土
壌

散
布

定
植

・
マ

ル
チ

前
雑

草
発

生
前

2
0
0
～

4
0
0
m

l
●

△
△

1
１

．
キ

ク
科

雑
草

、
ツ

ユ
ク

サ
に

効
果

が
劣

る
。

２
．

適
応

作
型

は
、

露
地

ト
ン

ネ
ル

、
マ

ル
チ

栽
培

と
す

る
。

３
．

マ
ル

チ
下

処
理

は
実

面
積

当
り

薬
量

を
算

出
し

て
使

用
す

る
。

４
．

適
用

土
壌

は
砂

壌
土

～
埴

土
で

あ
る

。

2
ﾄﾚ

ﾌ
ｧ
ﾉ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

粒
剤

2
.5

[ﾄ
ﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
粒

]
-
S
4
6

ﾄﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
　

2
.5

%
ト

ン
ネ

ル
マ

ル
チ

栽
培

全
面

土
壌

散
布

定
植

前
マ

ル
チ

前
(植

穴
掘

前
)

又
は

畦
間

土
壌

散
布

(ト
ン

ネ
ル

除
去

前
)

(収
穫

4
5
日

前
ま

で
の

生
育

期
)

定
植

前
2
㎏

生
育

期
4
kg

●
△

△
△

△
2

１
．

特
に

イ
ネ

科
雑

草
に

効
果

が
高

い
。

ツ
ユ

ク
サ

、
キ

ク
科

、
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

、
ア

ブ
ラ

ナ
科

雑
草

に
は

効
果

が
劣

る
。

２
．

適
応

作
型

は
、

露
地

ト
ン

ネ
ル

、
マ

ル
チ

栽
培

と
す

る
。

３
．

マ
ル

チ
下

処
理

は
実

面
積

当
り

薬
量

を
算

出
し

て
使

用
す

る
。

４
．

定
植

の
時

、
根

が
直

接
薬

に
触

れ
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。
５

．
散

布
は

定
植

７
日

以
上

前
と

し
、

マ
ル

チ
を

す
る

。
そ

の
後

、
定

植
数

日
前

に
定

植
箇

所
の

マ
ル

チ
を

切
開

し
、

気
化

し
た

薬
剤

を
揮

散
さ

せ
て

か
ら

定
植

す
る

。
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３
-
３

　
野

　
菜

使
用

上
の

注
意

事
項

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

多 年 生 雑 草

ス ズ メ ノ

カ タ ビ ラ

ア ブ ラ ナ 科

ア カ ザ 科

タ デ 科

キ ク 科

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

ス ベ リ ヒ ユ

対
象

雑
草

効
果

の
程

度
新 規 ・ 改 訂

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
掲

載
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

1
0
a当

た
り

製
品

使
用

量
毒 性

本 剤 の 使 用 回 数

3
ﾄﾚ

ﾌ
ｧ
ﾉ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

乳
剤

[ﾄ
ﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
乳

]
-
S
4
4

ﾄﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
　

4
4
.5

%
ト

ン
ネ

ル
マ

ル
チ

栽
培

全
面

土
壌

散
布

定
植

前
マ

ル
チ

前
(植

穴
掘

前
)

又
は

畦
間

土
壌

散
布

(ト
ン

ネ
ル

除
去

前
)

(収
穫

4
5
日

前
ま

で
の

生
育

期
)

2
0
0
～

3
0
0
m

l
●

△
△

△
△

2
１

．
特

に
イ

ネ
科

雑
草

に
効

果
が

高
い

。
ツ

ユ
ク

サ
、

キ
ク

科
、

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
、

ア
ブ

ラ
ナ

科
雑

草
に

は
効

果
が

劣
る

。
２

．
適

応
作

型
は

ト
ン

ネ
ル

・
マ

ル
チ

栽
培

と
す

る
。

３
．

生
育

期
畦

間
処

理
は

中
耕

除
草

後
に

行
う

。
ま

た
茎

葉
に

か
か

ら
な

い
よ

う
に

必
ず

ト
ン

ネ
ル

除
去

前
に

散
布

す
る

。
４

．
散

布
は

定
植

７
日

以
上

前
と

し
、

マ
ル

チ
を

す
る

。
そ

の
後

、
定

植
数

日
前

に
定

植
箇

所
の

マ
ル

チ
を

切
開

し
、

気
化

し
た

薬
剤

を
揮

散
さ

せ
て

か
ら

定
植

す
る

。

4
ﾅ

ﾌ
ﾞ乳

剤
[N

P
-
5
5
乳

]
-
S
6
3

ｾ
ﾄｷ

ｼ
ｼ
ﾞﾑ

　
2
0
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

イ
ネ

科
の

3
～

5
葉

期
収

穫
1
4
日

前
ま

で

1
5
0
～

2
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

1
１

．
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

．
広

葉
雑

草
対

象
薬

剤
と

の
体

系
散

布
を

行
う

。
３

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
完

全
枯

死
ま

で
に

７
～

1
0
日

程
度

要
す

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

（（
11
66
））
メメ

ロロ
ンン

1
ﾄﾚ

ﾌ
ｧ
ﾉ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

乳
剤

[ﾄ
ﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
乳

]
-
S
4
4

ﾄﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
　

4
4
.5

%
露

地
ト

ン
ネ

ル
マ

ル
チ

栽
培

全
面

土
壌

散
布

定
植

前
マ

ル
チ

前
(植

穴
掘

前
)

雑
草

発
生

前

2
0
0
m

l
●

△
△

△
△

2
１

．
特

に
イ

ネ
雑

草
科

に
効

果
が

高
い

。
ツ

ユ
ク

サ
、

キ
ク

科
、

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
,ア

ブ
ラ

ナ
科

に
は

効
果

が
劣

る
。

２
．

適
応

作
型

は
、

露
地

ト
ン

ネ
ル

、
マ

ル
チ

栽
培

と
す

る
。

３
．

マ
ル

チ
下

処
理

は
実

面
積

当
り

薬
量

を
算

出
し

て
使

用
す

る
。

４
．

定
植

の
時

、
根

が
直

接
薬

に
触

れ
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。
５

．
散

布
は

定
植

７
日

以
上

前
と

し
、

マ
ル

チ
を

す
る

。
そ

の
後

、
定

植
数

日
前

に
定

植
箇

所
の

マ
ル

チ
を

切
開

し
、

気
化

し
た

薬
剤

を
揮

散
さ

せ
て

か
ら

定
植

す
る

。

2
ﾄﾚ

ﾌ
ｧ
ﾉ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

粒
剤

2
.5

[ﾄ
ﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
粒

]
-
S
4
6

ﾄﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
　

2
.5

%
露

地
ト

ン
ネ

ル
マ

ル
チ

栽
培

全
面

土
壌

散
布

定
植

前
マ

ル
チ

前
(植

穴
掘

前
)

雑
草

発
生

前

3
kg

●
△

△
△

△
2

１
．

特
に

イ
ネ

雑
草

科
に

効
果

が
高

い
。

ツ
ユ

ク
サ

、
キ

ク
科

、
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

,ア
ブ

ラ
ナ

科
に

は
効

果
が

劣
る

。
２

．
適

応
作

型
は

、
露

地
ト

ン
ネ

ル
、

マ
ル

チ
栽

培
と

す
る

。
３

．
マ

ル
チ

下
処

理
は

実
面

積
当

り
薬

量
を

算
出

し
て

使
用

す
る

。
４

．
定

植
の

時
、

根
が

直
接

薬
に

触
れ

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

５
．

散
布

は
定

植
７

日
以

上
前

と
し

、
マ

ル
チ

を
す

る
。

そ
の

後
、

定
植

数
日

前
に

定
植

箇
所

の
マ

ル
チ

を
切

開
し

、
気

化
し

た
薬

剤
を

揮
散

さ
せ

て
か

ら
定

植
す

る
。

3
ｸ
ﾚ
ﾏ
ｰ

ﾄ乳
剤

[S
-
2
8
乳

]
-
H

4

ﾌ
ﾞﾀ

ﾐﾎ
ｽ

　
5
0
%

全
面

土
壌

散
布

定
植

・
マ

ル
チ

前
雑

草
発

生
前

3
0
0
～

4
0
0
m

l
●

△
△

1
１

．
マ

ル
チ

下
処

理
は

実
面

積
当

り
薬

量
を

算
出

し
て

使
用

す
る

。
２

．
セ

ル
成

型
苗

で
は

使
用

し
な

い
。

(薬
害

)
３

．
定

植
の

時
、

根
が

直
接

薬
に

触
れ

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

４
．

適
用

土
壌

は
砂

壌
土

～
埴

土
で

あ
る

。

4
ﾊ

ﾞｽ
ﾀ
液

剤
[H

o
e
-
8
6
6
液

]
-
H

元

ｸ
ﾞﾙ

ﾎ
ｼ
ﾈ

ｰ
ﾄ　

1
8
.5

%
収

穫
3
0
日

前
ま

で
(雑

草
生

育
期

定
植

前
又

は
畦

間
処

理
)

3
0
0
～

5
0
0
m

l
●

2
１

．
露

地
、

ト
ン

ネ
ル

、
マ

ル
チ

栽
培

の
畦

間
に

使
用

す
る

。

（（
11
77
））
かか

ぼぼ
ちち

ゃゃ
ト

ン
ネ

ル
・
マ

ル
チ

栽
培

全
面

土
壌

散
布

定
植

前
マ

ル
チ

前
（
植

穴
堀

前
）

雑
草

発
生

前

2
kg

ト
ン

ネ
ル

・
マ

ル
チ

栽
培

畦
間

土
壌

散
布

畦
間

土
壌

散
布

（
ト

ン
ネ

ル
除

去
前

)
雑

草
発

生
前

(収
穫

4
5
日

前
ま

で
)

4
～

5
㎏

2
ｾ

ﾚ
ｸ
ﾄ乳

剤
[S

-
6
0
4
乳

]
-
H

2
4

ｸ
ﾚ
ﾄｼ

ﾞﾑ
　

2
4
%

か
ぼ

ち
ゃ

生
育

期
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布
雑

草
生

育
期

(一
年

生
イ

ネ
科

雑
草

3
～

5
葉

期
)

収
穫

3
0
日

前
ま

で

5
0
～

7
5
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

1
１

.
や

や
遅

効
性

で
あ

り
、

イ
ネ

科
雑

草
を

完
全

に
枯

殺
す

る
ま

で
に

通
常

１
～

２
週

間
程

度
を

要
す

る
が

、
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
に

対
し

て
は

さ
ら

に
期

間
を

要
す

る
場

合
が

あ
る

の
で

、
誤

っ
て

ま
き

直
し

な
ど

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。
２

.
広

葉
雑

草
お

よ
び

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
雑

草
な

ど
が

混
在

す
る

場
合

は
、

こ
れ

ら
の

雑
草

に
有

効
な

除
草

剤
と

の
体

系
で

使
用

す
る

。
３

. 
低

温
時

に
は

、
効

果
が

劣
る

場
合

が
あ

る
。

△
△

△
1

ﾄﾚ
ﾌ
ｧ
ﾉ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

粒
剤

2
.5

[ﾄ
ﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
粒

]
-
S
6
3

ﾄﾘ
ﾌ
ﾙ

ﾗ
ﾘ
ﾝ
　

2
.5

%
●

△
2

１
．

特
に

イ
ネ

雑
草

科
に

効
果

が
高

い
。

ツ
ユ

ク
サ

、
キ

ク
科

、
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

、
ア

ブ
ラ

ナ
科

雑
草

に
は

効
果

が
劣

る
。

２
．

マ
ル

チ
下

処
理

は
実

面
積

当
り

薬
量

を
算

出
し

て
使

用
す

る
。

３
．

定
植

の
時

、
根

が
直

接
薬

に
触

れ
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。
４

．
散

布
は

定
植

７
日

以
上

前
と

し
マ

ル
チ

を
す

る
。

そ
の

後
、

定
植

数
日

前
に

定
植

箇
所

の
マ

ル
チ

を
切

開
し

、
気

化
し

た
薬

剤
を

揮
散

さ
せ

て
か

ら
定

植
す

る
。
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３
-
３

　
野

　
菜

使
用

上
の

注
意

事
項

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

多 年 生 雑 草

ス ズ メ ノ

カ タ ビ ラ

ア ブ ラ ナ 科

ア カ ザ 科

タ デ 科

キ ク 科

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

ス ベ リ ヒ ユ

本 剤 の 使 用 回 数

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
掲

載
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

1
0
a当

た
り

製
品

使
用

量
毒 性

新 規 ・ 改 訂

対
象

雑
草

効
果

の
程

度

3
ﾅ

ﾌ
ﾞ乳

剤
[N

P
-
5
5
乳

]
-
H

2
2

ｾ
ﾄｷ

ｼ
ｼ
ﾞﾑ

　
2
0
%

か
ぼ

ち
ゃ

生
育

期
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布
雑

草
生

育
期

（
イ

ネ
科

雑
草

3
～

5
葉

期
）

（
但

し
収

穫
1
4
日

前
ま

で
）

1
5
0
～

2
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

1
１

．
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

．
広

葉
雑

草
対

象
薬

剤
と

の
体

系
散

布
を

行
う

。
３

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
、

完
全

枯
死

ま
で

に
７

～
1
0
日

程
度

を
要

す
る

の
で

、
誤

っ
て

ま
き

直
し

な
ど

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。

4
ｻ

ﾞｸ
ｻ

液
剤

[A
H

-
0
1
液

]
-
H

2
2

ｸ
ﾞﾙ

ﾎ
ｼ
ﾈ

ｰ
ﾄP

ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

塩
　

1
1
.5

%
か

ぼ
ち

ゃ
生

育
期

畦
間

茎
葉

散
布

雑
草

生
育

期
（
草

丈
3
0
c
m

以
下

）
(収

穫
3
0
日

前
ま

で
)

3
0
0
～

5
0
0
m

l
水

量
1
0
0
～

1
5
0
L

●
〇

〇
〇

〇
2

１
．

作
物

に
か

か
ら

な
い

よ
う

に
す

る
。

新

（（
11
88
））
アア

スス
パパ

ララ
ガガ

スス
アア

　　
苗苗

　　
　　

　　
床床

1
ｸ
ﾛ
ﾛ
IP

C
乳

剤
[I
P

C
乳

]
IP

C
  

4
5
.8

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
直

後
2
0
0
～

3
0
0
m

l
●

△
△

○
○

△
○

1
１

．
ハ

コ
ベ

、
タ

デ
類

、
ス

ベ
リ

ヒ
ユ

に
効

果
が

高
い

。
２

．
土

壌
が

乾
燥

し
て

い
る

と
き

は
効

果
が

劣
る

の
で

、
覆

土
は

厚
め

(2
c
m

)と
し

、
希

釈
水

量
を

多
め

に
す

る
。

３
．

砂
質

土
及

び
透

水
性

の
良

い
畑

で
は

薬
害

が
生

じ
や

す
い

の
で

、
使

用
を

避
け

る
。

イイ
　　

収収
穫穫

畑畑
（（
ホホ

ワワ
イイ

トト
））

1
ｸ
ﾞﾗ

ﾒ
ｯ
ｸ
ｽ

水
和

剤
[S

K
H

-
0
1
水

和
]

-
S
5
5

ｼ
ｱ

ﾅ
ｼ
ﾞﾝ

　
5
0
%

全
面

土
壌

散
布

萌
芽

前
ま

た
は

収
穫

後
(培

土
後

又
は

培
土

く
ず

し
後

)
雑

草
発

生
前

2
0
0
g

●
○

○
○

○
○

△
○

1
１

．
特

に
ハ

コ
ベ

、
タ

デ
、

シ
ロ

ザ
、

オ
オ

イ
ヌ

ノ
フ

グ
リ

、
ノ

ボ
ロ

ギ
ク

に
効

果
が

高
い

。
イ

ネ
科

雑
草

、
ツ

ユ
ク

サ
に

は
効

果
が

劣
る

。
２

．
出

芽
前

よ
り

出
芽

初
期

（
2
～

3
葉

期
）
の

雑
草

を
枯

死
さ

せ
る

が
、

雑
草

発
生

前
の

散
布

が
最

も
高

い
除

草
効

果
を

示
す

。
３

．
残

効
は

、
春

処
理

(培
土

後
)4

5
日

、
培

土
く
ず

し
後

処
理

4
5
～

6
0
日

で
あ

る
。

2
ｸ
ﾛ
ﾛ
IP

C
[I
P

C
乳

]
IP

C
　

4
5
.8

%
全

面
土

壌
散

布
培

土
後

雑
草

発
生

前
収

穫
3
0
日

前
ま

で

2
5
0
～

3
0
0
m

l
●

△
△

○
○

△
○

1
１

．
ハ

コ
ベ

、
タ

デ
類

、
ス

ベ
リ

ヒ
ユ

に
効

果
が

高
い

。
２

．
土

壌
が

乾
燥

し
て

い
る

と
き

は
効

果
が

劣
る

の
で

、
適

湿
度

の
時

散
布

す
る

。
３

．
除

草
効

果
は

低
温

時
に

高
い

。

ｾ
ﾝ
ｺ
ﾙ

水
和

剤
[N

T
N

-
7
0
水

和
]

-
S
5
1

ﾒ
ﾄﾘ

ﾌ
ﾞｼ

ﾞﾝ
　

5
0
%

全
面

土
壌

散
布

又
は

雑
草

茎
葉

散
布

萌
芽

前
～

萌
芽

始
期

1
0
0
～

1
5
0
g

●
1

全
面

土
壌

散
布

又
は

雑
草

茎
葉

散
布

収
穫

打
切

後
(培

土
後

又
は

培
土

く
ず

し
後

)
雑

草
発

生
前

～
雑

草
4
,5

葉
期

4
ﾛ
ﾛ
ｯ
ｸ
ｽ

[ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
水

和
]

-
S
4
0

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

5
0
%

全
面

土
壌

散
布

萌
芽

前
(培

土
後

)
雑

草
発

生
前

～
始

期

1
5
0
g

●
○

1
１

．
雑

草
の

発
生

始
期

の
処

理
で

、
効

果
が

高
い

。

１
．

擬
(ぎ

)葉
展

開
後

に
散

布
し

た
場

合
に

、
薬

害
を

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

の
で

擬
葉

展
開

前
に

散
布

し
、

使
用

量
を

厳
守

す
る

。
２

．
有

機
質

含
有

量
の

少
な

い
土

壌
で

は
使

用
量

の
範

囲
内

で
少

な
目

の
薬

量
を

使
用

す
る

。
３

．
隣

接
ほ

場
、

特
に

て
ん

菜
、

ア
ブ

ラ
ナ

科
野

菜
な

ど
へ

の
飛

散
に

よ
る

薬
害

に
注

意
す

る
。

４
．

苗
床

及
び

未
収

穫
養

成
畑

で
は

、
使

用
を

避
け

る
。

ま
た

、
未

収
穫

養
成

畑
に

お
い

て
間

作
物

を
作

付
け

す
る

場
合

は
使

用
し

な
い

。
５

．
適

用
土

壌
は

砂
壌

土
～

埴
土

で
あ

る
。

3
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３
-
３

　
野

　
菜

使
用

上
の

注
意

事
項

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

多 年 生 雑 草

ス ズ メ ノ

カ タ ビ ラ

ア ブ ラ ナ 科

ア カ ザ 科

タ デ 科

キ ク 科

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

ス ベ リ ヒ ユ

対
象

雑
草

効
果

の
程

度
新 規 ・ 改 訂

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
掲

載
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

1
0
a当

た
り

製
品

使
用

量
毒 性

本 剤 の 使 用 回 数

ウウ
　　

収収
穫穫

畑畑
（（
ググ

リリ
ーー

ンン
））

1
ｸ
ﾞﾗ

ﾒ
ｯ
ｸ
ｽ

水
和

剤
[S

K
H

-
0
1
水

和
]

-
S
5
5

ｼ
ｱ

ﾅ
ｼ
ﾞﾝ

　
5
0
%

全
面

土
壌

散
布

萌
芽

前
又

は
収

穫
後

雑
草

発
生

前

2
0
0
g

●
○

○
○

○
○

△
○

1
１

．
特

に
ハ

コ
ベ

、
タ

デ
、

シ
ロ

ザ
、

オ
オ

イ
ノ

ヌ
フ

グ
リ

、
ノ

ボ
ロ

ギ
ク

に
効

果
が

高
い

。
イ

ネ
科

雑
草

、
ツ

ユ
ク

サ
に

は
効

果
が

劣
る

。
２

．
出

芽
前

よ
り

出
芽

初
期

（
2
～

3
葉

期
）
の

雑
草

を
枯

死
さ

せ
る

が
、

雑
草

発
生

前
の

散
布

が
最

も
高

い
除

草
効

果
を

示
す

。

2
ｸ
ﾚ
ﾏ
ｰ

ﾄ乳
剤

[S
-
2
8
乳

]
-
H

9

ﾌ
ﾞﾀ

ﾐﾎ
ｽ

　
5
0
%

全
面

土
壌

散
布

萌
芽

前
雑

草
発

生
前

2
0
0
～

4
0
0
m

l
●

△
△

1
１

．
キ

ク
科

雑
草

、
ツ

ユ
ク

サ
に

効
果

が
劣

る
。

２
．

土
壌

が
乾

燥
し

て
い

る
場

合
に

は
効

果
が

劣
る

の
で

、
降

雨
後

土
壌

が
適

湿
の

時
に

散
布

す
る

。
３

．
発

生
後

の
雑

草
に

は
効

果
が

劣
る

の
で

使
用

時
期

を
失

し
な

い
よ

う
に

す
る

。
４

．
適

用
土

壌
は

砂
壌

土
～

埴
土

で
あ

る
。

ｻ
ﾞｸ

ｻ
液

剤
[A

H
-
0
1
]

-
H

2
0
,H

2
3
,H

2
8

ｸ
ﾞﾙ

ﾎ
ｼ
ﾈ

ｰ
ﾄP

ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

塩 1
1
.5

%

ア
ス

パ
ラ

ガ
ス

萌
芽

前
（
雑

草
生

育
期

（
草

丈
3
0
c
m

以
下

）
）

3
0
0
～

5
0
0
m

l
●

2

ア
ス

パ
ラ

ガ
ス

収
穫

前
日

ま
で

（
雑

草
生

育
期

（
草

丈
3
0
c
m

以
下

）
、

畦
間

茎
葉

散
布

）

ア
ス

パ
ラ

ガ
ス

収
穫

打
ち

切
り

後
（
雑

草
生

育
期

（
草

丈
3
0
c
m

以
下

）
全

面
茎

葉
散

布

5
0
0
m

l
●

● 広 葉

4
ｾ

ﾚ
ｸ
ﾄ乳

剤
[S

-
6
0
4
乳

]
-
H

1
6

ｸ
ﾚ
ﾄｼ

ﾞﾑ
　

2
4
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

イ
ネ

科
雑

草
3
～

5
葉

期
収

穫
前

日
ま

で

5
0
～

7
5
m

l
●

2
１

.
や

や
遅

効
性

で
あ

り
、

イ
ネ

科
雑

草
を

完
全

に
枯

殺
す

る
ま

で
に

通
常

１
～

２
週

間
程

度
を

要
す

る
が

、
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
に

対
し

て
は

さ
ら

に
期

間
を

要
す

る
場

合
が

あ
る

の
で

、
誤

っ
て

ま
き

直
し

な
ど

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。
２

.
広

葉
雑

草
お

よ
び

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
雑

草
な

ど
が

混
在

す
る

場
合

は
、

こ
れ

ら
の

雑
草

に
有

効
な

除
草

剤
と

の
体

系
で

使
用

す
る

。
３

. 
低

温
時

に
は

、
効

果
が

劣
る

場
合

が
あ

る
。

ｾ
ﾝ
ｺ
ﾙ

水
和

剤
[N

T
N

-
7
0
水

和
]

-
S
5
1

ﾒ
ﾄﾘ

ﾌ
ﾞｼ

ﾞﾝ
　

5
0
%

全
面

土
壌

散
布

又
は

雑
草

茎
葉

散
布

萌
芽

前

1
0
0
～

1
5
0
g

●
1

全
面

土
壌

散
布

又
は

雑
草

茎
葉

散
布

収
穫

打
切

り
後

雑
草

発
生

前
～

4
、

5
葉

期

6
ﾅ

ﾌ
ﾞ乳

剤
[N

P
-
5
5
乳

]
-
S
6
1

ｾ
ﾄｷ

ｼ
ｼ
ﾞﾑ

　
2
0
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

イ
ネ

科
の

3
～

5
葉

期
収

穫
前

日
ま

で

1
5
0
～

2
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

1
１

．
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

．
広

葉
雑

草
対

象
薬

剤
と

の
体

系
散

布
を

行
う

。
３

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
完

全
枯

死
ま

で
に

７
～

1
0
日

程
度

を
要

す
る

の
で

、
誤

っ
て

ま
き

直
し

な
ど

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。
４

．
イ

ネ
科

雑
草

6
～

8
葉

期
（
収

穫
前

日
ま

で
）
ま

で
登

録
拡

大
（
R

5
）
（
た

だ
し

、
使

用
量

2
0
0
m

l/
1
0
aの

み
）

7
ﾊ

ﾞｽ
ﾀ
液

剤
[H

o
e
-
8
6
6
液

]
-
S
6
3

ｸ
ﾞﾙ

ﾎ
ｼ
ﾈ

ｰ
ﾄ　

1
8
.5

%
雑

草
茎

葉
散

布
雑

草
生

育
期

萌
芽

前
又

は
畦

間
処

理
雑

草
発

生
初

期
～

生
育

期
(雑

草
の

草
丈

2
0
㎝

以
下

)
収

穫
前

日
ま

で

3
0
0
～

5
0
0
m

l
●

2
１

．
雑

草
茎

葉
に

均
一

に
散

布
す

る
。

２
．

散
布

後
６

時
間

以
内

に
降

雨
が

予
想

さ
れ

る
場

合
は

、
散

布
を

避
け

る
。

３
．

畦
間

処
理

は
作

物
に

か
か

ら
な

い
よ

う
に

留
意

す
る

。

3 5
１

．
擬

(ぎ
)葉

展
開

後
に

散
布

し
た

場
合

に
、

薬
害

を
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
の

で
擬

葉
展

開
前

に
散

布
し

、
使

用
量

を
厳

守
す

る
。

２
．

有
機

質
含

有
量

の
少

な
い

土
壊

で
は

使
用

量
の

範
囲

内
で

少
な

目
の

薬
量

を
使

用
す

る
。

３
．

隣
接

ほ
場

、
特

に
て

ん
菜

、
ア

ブ
ラ

ナ
科

野
菜

な
ど

へ
の

飛
散

に
よ

る
薬

害
に

注
意

す
る

。
４

．
苗

床
及

び
未

収
穫

養
成

畑
で

は
、

使
用

を
避

け
る

。
ま

た
、

未
収

穫
養

成
畑

に
お

い
て

間
作

物
を

作
付

け
す

る
場

合
は

使
用

し
な

い
。

５
．

適
用

土
壌

は
砂

壌
土

～
埴

土
で

あ
る

。

１
．

畦
間

処
理

は
作

物
に

か
か

ら
な

い
こ

と
を

前
提

と
し

た
処

理
方

法
で

あ
り

、
飛

散
防

止
装

置
を

装
着

し
、

畦
間

に
精

度
良

く
散

布
す

る
。

２
．

非
選

択
性

の
薬

剤
で

あ
り

、
作

物
に

飛
散

す
る

と
付

着
し

た
部

分
に

薬
害

を
生

じ
る

。
３

．
ア

ス
パ

ラ
ガ

ス
の

立
茎

栽
培

で
使

用
す

る
場

合
は

、
萌

芽
し

て
い

る
若

茎
に

薬
害

を
生

じ
る

お
そ

れ
が

あ
る

の
で

、
散

布
後

新
た

に
萌

芽
し

た
若

茎
を

用
い

て
立

茎
す

る
の

が
望

ま
し

い
。

４
．

散
布

1
時

間
以

内
に

降
雨

が
予

想
さ

れ
る

場
合

は
、

散
布

を
避

け
る

。
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３
-
３

　
野

　
菜

使
用

上
の

注
意

事
項

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

多 年 生 雑 草

ス ズ メ ノ

カ タ ビ ラ

ア ブ ラ ナ 科

ア カ ザ 科

タ デ 科

キ ク 科

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

ス ベ リ ヒ ユ

対
象

雑
草

効
果

の
程

度
新 規 ・ 改 訂

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
掲

載
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

1
0
a当

た
り

製
品

使
用

量
毒 性

本 剤 の 使 用 回 数

8
ﾜ
ﾝ
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

P
乳

剤
[S

L
-
2
3
6
(L

)液
]

-
H

1
7

ﾌ
ﾙ

ｱ
ｼ
ﾞﾎ

ｯ
ﾌ
ﾟP

　
1
7
.5

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布
イ

ネ
科

雑
草

の
3
～

5
葉

期
収

穫
前

日
ま

で

5
0
～

1
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

2
１

. 
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

.
広

葉
雑

草
お

よ
び

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
雑

草
と

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

が
混

在
す

る
場

合
は

、
こ

れ
ら

の
雑

草
に

有
効

な
除

草
剤

と
の

体
系

で
使

用
す

る
。

３
.
遅

効
性

の
た

め
、

イ
ネ

科
雑

草
が

完
全

に
枯

死
す

る
に

は
約

３
週

間
程

度
か

か
る

場
合

も
あ

る
の

で
、

誤
っ

て
ま

き
直

し
な

ど
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

9
ﾗ
ｳ

ﾝ
ﾄﾞ

ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟﾏ

ｯ
ｸ
ｽ

ﾛ
ｰ

ﾄﾞ
[N

C
-
6
2
2
]

-
H

2
9

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

4
8
%

ア
ス

パ
ラ

ガ
ス

収
穫

中
(雑

草
生

育
期

(草
丈

2
0
～

2
5
c
m

以
下

)
、

畦
間

茎
葉

散
布

)

1
,5

0
0
m

l
（
水

量
1
0
0
L
/
1
0
a）

2
,0

0
0
m

l
（
水

量
2
5
～

1
0
0
L
/
1
0
a）

● ス ギ ナ

2
１

．
少

量
散

布
の

場
合

は
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

（（
11
99
））
いい

ちち
ごご

1
ﾅ

ﾌ
ﾞ乳

剤
[N

P
-
5
5
乳

]
-
S
6
3

ｾ
ﾄｷ

ｼ
ｼ
ﾞﾑ

　
2
0
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

イ
ネ

科
の

3
～

5
葉

期
収

穫
開

始
1
4
日

前
ま

で

1
5
0
～

2
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

1
１

．
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

．
広

葉
雑

草
対

象
薬

剤
と

の
体

系
散

布
を

行
う

。
３

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
完

全
枯

死
ま

で
に

７
～

1
0
日

程
度

を
要

す
る

の
で

、
誤

っ
て

ま
き

直
し

な
ど

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。

2
ﾗ
ｯ
ｿ
ｰ

乳
剤

[ｱ
ﾗ
ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
乳

]
-
S
4
9

ｱ
ﾗ
ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
　

4
3
%

全
面

又
は

株
間

土
壌

散
布

定
植

後
又

は
春

季
・
マ

ル
チ

前
雑

草
発

生
前

収
穫

6
0
日

前
ま

で

1
5
0
～

2
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
2

１
．

砂
土

で
の

使
用

を
避

け
る

。

（（
22
00
））
食食

用用
ゆゆ

りり
1

ﾅ
ﾌ
ﾞ乳

剤
[ｾ

ﾄｷ
ｼ
ｼ
ﾞﾑ

乳
]

-
H

1
9

ｾ
ﾄｷ

ｼ
ｼ
ﾞﾑ

　
2
0
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

イ
ネ

科
の

3
～

5
葉

期
収

穫
3
0
日

前
ま

で

1
5
0
～

2
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

2
１

．
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

．
広

葉
雑

草
対

象
薬

剤
と

の
体

系
散

布
を

行
う

。
３

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
完

全
枯

死
ま

で
に

７
～

1
0
日

程
度

を
要

す
る

の
で

、
誤

っ
て

ま
き

直
し

な
ど

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。

2
ﾛ
ﾛ
ｯ
ｸ
ｽ

[ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
水

和
]

-
H

1
9

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

5
0
%

全
面

土
壌

散
布

植
付

後
萌

芽
前

雑
草

発
生

前
～

始
期

1
0
0
～

1
5
0
g

●
○

○
○

1

（（
22
11
））
みみ

つつ
ばば

1
ﾛ
ﾛ
ｯ
ｸ
ｽ

[ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
水

和
]

-
H

1
9

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

5
0
%

全
面

土
壌

散
布

播
種

後
出

芽
前

雑
草

発
生

前

1
0
0
～

1
5
0
g

●
○

○
○

○
1

（（
22
22
））
もも

りり
ああ

ざざ
みみ

（（
やや

まま
ごご

ぼぼ
うう

））
1

ｱ
ｸ
ﾞﾛ

ﾏ
ｯ
ｸ
ｽ

水
和

剤
[ﾌ

ﾟﾛ
ﾋ
ﾟｻ

ﾞﾐ
ﾄﾞ

水
和

]
-
H

1
9

ﾌ
ﾟ゚ﾛ

ﾋ
ﾟｻ

ﾞﾐ
ﾄﾞ

　
5
0
%

全
面

土
壌

散
布

播
種

後
出

芽
前

雑
草

発
生

前

1
5
0
～

2
0
0
g

●
○

-
○

○
1

１
．

キ
ク

科
、

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
を

除
く
、

一
年

生
雑

草
に

有
効

。

2
ﾅ

ﾌ
ﾞ乳

剤
[ｾ

ﾄｷ
ｼ
ｼ
ﾞﾑ

乳
]

-
H

1
9

ｾ
ﾄｷ

ｼ
ｼ
ﾞﾑ

　
2
0
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

イ
ネ

科
の

3
～

5
葉

期
収

穫
7
日

前
ま

で

1
5
0
～

2
0
0
m

l
●

-
-

-
-

-
-

-
-

1
１

．
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

．
広

葉
雑

草
対

象
薬

剤
と

の
体

系
散

布
を

行
う

。
３

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
完

全
枯

死
ま

で
に

７
～

1
0
日

程
度

を
要

す
る

の
で

、
誤

っ
て

ま
き

直
し

な
ど

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。
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３
-
３

　
野

　
菜

使
用

上
の

注
意

事
項

一 年 生 雑 草

一 年 生

イ ネ 科 雑 草

多 年 生 雑 草

ス ズ メ ノ

カ タ ビ ラ

ア ブ ラ ナ 科

ア カ ザ 科

タ デ 科

キ ク 科

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

ス ベ リ ヒ ユ

対
象

雑
草

効
果

の
程

度
新 規 ・ 改 訂

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
掲

載
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

1
0
a当

た
り

製
品

使
用

量
毒 性

本 剤 の 使 用 回 数

（（
22
33
））
わわ

ささ
びび

だだ
いい

ここ
んん

1
ﾛ
ﾛ
ｯ
ｸ
ｽ

[ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
水

和
］

-
H

1
9

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

5
0
%

全
面

土
壌

散
布

植
付

後
萌

芽
前

雑
草

発
生

前
～

発
生

始
期

1
0
0
～

1
5
0
g

●
○

○
1

（（
22
44
））
ああ

ささ
つつ

きき
1

ﾛ
ﾛ
ｯ
ｸ
ｽ

[ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
水

和
]

-
H

1
9

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

5
0
%

全
面

土
壌

散
布

植
付

直
後

～
萌

芽
前

雑
草

発
生

前
～

発
生

始
期

1
5
0
g

●
1

（（
22
55
））
ささ

やや
いい

んん
げげ

んん
1

ﾊ
ﾟﾜ

ｰ
ｶ
ﾞｲ

ｻ
ﾞｰ

液
剤

[A
C

-
2
6
3
]

-
H

2
9

ｲ
ﾏ
ｻ

ﾞﾓ
ｯ
ｸ
ｽ

ｱ
ﾝ
ﾓ
ﾆ
ｳ

ﾑ
塩

　
0
.8

5
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

土
壌

散
布

出
芽

直
前

～
出

芽
期

雑
草

発
生

始
期

～
発

生
揃

期

2
0
0
～

3
0
0
m

l
● 広 葉

1
１

. 
雑

草
の

発
生

始
期

か
ら

幼
少

期
に

か
け

て
高

い
効

果
を

示
す

の
で

、
使

用
時

期
を

逸
し

な
い

よ
う

に
散

布
す

る
。

２
. 
使

用
時

期
を

逸
す

る
と

作
物

の
生

育
に

影
響

が
出

る
恐

れ
が

あ
る

。
３

. 
有

機
リ

ン
系

殺
虫

剤
又

は
イ

ネ
科

雑
草

処
理

除
草

剤
と

の
1
0
日

以
内

の
近

接
散

布
は

、
薬

害
の

恐
れ

が
あ

る
の

で
避

け
る

。
４

. 
周

辺
の

作
物

に
薬

液
が

か
か

ら
な

い
よ

う
十

分
注

意
す

る
。

（（
22
66
））
実実

ええ
んん

どど
うう

1
ﾌ
ﾙ

ﾐｵ
W

D
G

[S
-
4
8
2
]

-
H

3
1

ﾌ
ﾙ

ﾐｵ
ｷ

ｻ
ｼ
ﾞﾝ

　
5
0
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

(雑
草

発
生

前
)

5
～

1
0
ｇ

● 広 葉

1
１

．
処

理
時

期
が

出
芽

期
に

近
い

と
生

育
抑

制
を

生
じ

る
場

合
が

あ
る

の
で

、
処

理
が

遅
れ

な
い

よ
う

に
す

る
。

２
．

本
剤

は
使

用
後

著
し

い
降

雨
が

あ
る

と
、

初
生

葉
に

萎
縮

を
生

じ
る

お
そ

れ
が

あ
る

。
３

．
本

剤
散

布
に

用
い

た
器

具
類

は
、

タ
ン

ク
ホ

ー
ス

内
に

薬
剤

が
残

ら
な

い
よ

う
、

使
用

後
で

き
る

だ
け

早
く
，

専
用

の
洗

剤
で

よ
く
洗

浄
し

、
他

の
用

途
に

使
用

す
る

場
合

、
薬

害
の

原
因

に
な

ら
な

い
よ

う
注

意
す

る
。
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雑雑
草草

防防
除除

ガガ
イイ

ドド
掲掲

載載
農農

薬薬
一一

覧覧
（（
除除

草草
剤剤

））
３

-
４

　
花

き
類

・
観

葉
植

物
、

樹
木

類

３３
--
４４

　　
花花

きき
類類

・・
観観

葉葉
植植

物物
、、

樹樹
木木

類類
  

●
＝

対
象

雑
草

、
－

＝
対

象
外

、
○

＝
効

果
が

高
い

、
△

＝
劣

る
、

空
欄

＝
草

種
別

評
価

な
し

一 年 生 雑 草

一 年 生 イ ネ 科 雑 草

多 年 生 雑 草

ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ

ア ブ ラ ナ 科

ア カ ザ 科

タ デ 科

キ ク 科

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

ス ベ リ ヒ ユ

（（
１１

））
カカ

ーー
ネネ

ーー
シシ

ョョ
ンン

1
ｻ

ﾞｸ
ｻ

液
剤

[A
H

-
0
1
液

]
-
H

2
1

ｸ
ﾞﾙ

ﾎ
ｼ
ﾈ

ｰ
ﾄP

ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

塩
　

1
1
.5

%
雑

草
茎

葉
散

布
雑

草
生

育
期

　
畦

間
処

理
（
草

丈
3
0
c
m

以
下

）

3
0
0
～

5
0
0
m

l
●

3
１

．
畦

間
処

理
は

作
物

に
か

か
ら

な
い

こ
と

を
前

提
と

し
た

処
理

方
法

で
あ

り
、

飛
散

防
止

装
置

を
装

着
し

畦
間

に
精

度
良

く
散

布
す

る
。

２
．

非
選

択
性

の
薬

剤
で

あ
り

、
作

物
に

飛
散

す
る

と
付

着
し

た
部

分
に

薬
害

を
生

じ
る

。

2
ﾊ

ﾞｽ
ｱ

ﾐﾄ
ﾞ微

粒
剤

ｶ
ﾞｽ

ﾀ
ｰ

ﾄﾞ
微

粒
剤

[B
J
L
-
8
6
1
微

粒
]

-
H

1
3

ﾀ
ﾞｿ

ﾞﾒ
ｯ
ﾄ　

9
6
.5

%
全

面
土

壌
混

和
処

理
定

植
前

雑
草

発
生

前

2
0
～

3
0
㎏

●
劇

1
１

．
地

温
1
5
℃

以
下

で
は

被
覆

期
間

を
延

長
し

、
1
0
℃

以
下

で
は

使
用

し
な

い
。

２
．

深
さ

1
5
～

2
5
㎝

に
混

和
後

、
ビ

ニ
ー

ル
フ

ィ
ル

ム
で

７
～

1
4
日

間
被

覆
処

理
す

る
。

３
．

ガ
ス

抜
き

が
不

十
分

な
場

合
は

生
育

抑
制

の
事

例
が

あ
る

の
で

、
定

植
前

に
被

覆
を

除
去

し
、

少
な

く
と

も
２

回
以

上
の

耕
起

に
よ

る
ガ

ス
抜

き
を

行
う

。

（（
２２

））
きき

　　
くく

1
ｻ

ﾞｸ
ｻ

液
剤

[A
H

-
0
1
液

]
-
H

2
2

ｸ
ﾞﾙ

ﾎ
ｼ
ﾈ

ｰ
ﾄP

ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

塩
　

1
1
.5

%
雑

草
茎

葉
散

布
雑

草
生

育
期

　
畦

間
処

理
（
草

丈
3
0
c
m

以
下

）

3
0
0
～

5
0
0
m

l
●

3
１

．
畦

間
処

理
は

作
物

に
か

か
ら

な
い

こ
と

を
前

提
と

し
た

処
理

方
法

で
あ

り
、

飛
散

防
止

装
置

を
装

着
し

畦
間

に
精

度
良

く
散

布
す

る
。

２
．

非
選

択
性

の
薬

剤
で

あ
り

、
作

物
に

飛
散

す
る

と
付

着
し

た
部

分
に

薬
害

を
生

じ
る

。

2
ﾗ
ｳ

ﾝ
ﾄﾞ

ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟﾏ

ｯ
ｸ
ｽ

ﾛ
ｰ

ﾄﾞ
[N

C
-
6
2
2
液

]
-
H

2
2

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

4
8
%

雑
草

茎
葉

散
布

耕
起

前
ま

で
(雑

草
生

育
期

)
2
0
0
～

5
0
0
m

l
●

2
１

．
散

布
後

１
時

間
以

内
に

降
雨

の
な

い
日

に
散

布
す

る
。

２
．

周
辺

の
作

物
に

薬
液

が
か

か
ら

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
と

と
も

に
、

ド
リ

フ
ト

低
減

ノ
ズ

ル
（
ラ

ウ
ン

ド
ノ

ズ
ル

等
）
の

使
用

が
望

ま
し

い
。

３
．

少
水

量
散

布
に

あ
っ

て
は

、
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

（（
３３

））
ひひ

まま
わわ

りり
1

ﾗ
ｳ

ﾝ
ﾄﾞ

ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟﾏ

ｯ
ｸ
ｽ

ﾛ
ｰ

ﾄﾞ
[N

C
-
6
2
2
液

]
-
H

2
2

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

4
8
%

雑
草

茎
葉

散
布

耕
起

前
ま

で
(雑

草
生

育
期

)
2
0
0
～

5
0
0
m

l
●

2
１

．
散

布
後

１
時

間
以

内
に

降
雨

の
な

い
日

に
散

布
す

る
。

２
．

周
辺

の
作

物
に

薬
液

が
か

か
ら

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
と

と
も

に
、

ド
リ

フ
ト

低
減

ノ
ズ

ル
（
ラ

ウ
ン

ド
ノ

ズ
ル

等
）
の

使
用

が
望

ま
し

い
。

３
．

少
水

量
散

布
に

あ
っ

て
は

、
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

（（
４４

））
ララ

イイ
ララ

ッッ
クク

1
ﾅ

ﾌ
ﾞ乳

剤
[N

P
-
5
5
乳

]
-
H

6

ｾ
ﾄｷ

ｼ
ｼ
ﾞﾑ

　
2
0
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

雑
草

生
育

期
イ

ネ
科

雑
草

の
3
～

5
葉

期

1
5
0
～

2
0
0
m

l
●

－
－

－
－

－
－

－
－

3
１

．
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を

除
く
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
に

有
効

。
２

．
広

葉
雑

草
対

象
薬

剤
と

の
体

系
散

布
を

行
う

。
３

．
効

果
の

発
現

は
遅

効
性

で
完

全
枯

死
ま

で
に

７
～

1
0
日

程
度

を
要

す
る

の
で

、
誤

っ
て

ま
き

直
し

な
ど

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。

（（
５５

））
どど

うう
だだ

んん
つつ

つつ
じじ

1
ﾀ
ｯ
ﾁ
ﾀ
ﾞｳ

ﾝ
ｉQ

[Z
K
-
1
2
2
液

]
-
H

2
3

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

4
4
.7

%
雑

草
茎

葉
散

布
雑

草
生

育
期

(草
丈

3
0
c
m

以
下

)
2
5
0
～

5
0
0
m

l
(水

量
2
5
～

5
0
L
)

●
　

　
　

　
　

　
　

　
　

4
散

布
は

専
用

ノ
ズ

ル
を

使
用

し
、

作
物

に
か

か
ら

な
い

よ
う

に
散

布
す

る
。

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
掲

載
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

1
0
a当

た
り

使
用

量
対

象
雑

草
効

果
の

程
度

本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項

新 規 ・ 改 訂

毒 性
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雑雑
草草

防防
除除

ガガ
イイ

ドド
掲掲

載載
農農

薬薬
一一

覧覧
（（
除除

草草
剤剤

））

３３
－－

５５
　　

果果
　　

樹樹
３

－
５

　
果

　
樹

収 穫 前

日 数
一

年
生

雑
草

多
年

生
雑

草
一

年
生

雑
草

及
び

多
年

生
雑

草

そ
の

他

（（
１１

））
りり

んん
ごご

1
ｶ
ｿ
ﾛ
ﾝ
粒

剤
6
.7

[D
B

N
]

-
S
4
6

D
B

N
  
6
.7

%
雑

草
処

理
春

期
雑

草
発

生
期

－
－

－
－

幼
木

 8
kg

成
木

1
0
kg

1
１

．
エ

ゾ
ノ

ギ
シ

ギ
シ

、
ヨ

モ
ギ

、
タ

ン
ポ

ポ
、

ヤ
ブ

ガ
ラ

シ
等

の
広

葉
雑

草
対

象
。

２
．

エ
ゾ

ノ
ギ

シ
ギ

シ
の

株
に

0
.8

～
1
.0

gの
ス

ポ
ッ

ト
処

理
も

効
果

が
あ

る
。

３
．

雑
草

の
生

育
状

態
に

よ
り

薬
量

を
減

ら
し

て
も

よ
い

。
４

．
遅

効
性

な
の

で
雑

草
の

生
育

初
期

に
処

理
す

る
。

５
．

三
年

生
未

満
の

幼
木

及
び

樹
勢

の
弱

い
樹

に
は

使
用

を
避

け
る

。
６

．
極

端
な

砂
質

土
壌

で
は

使
用

し
な

い
。

2
ｸ
ｻ

ﾄﾘ
ｷ

ﾝ
ｸ
ﾞ

[W
O

C
-
0
1
]

-
H

1
0

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｲ

ｿ
ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾙ

ｱ
ﾐﾝ

塩
　

4
1
%

雑
草

茎
葉

処
理

雑
草

生
育

期
春

及
び

夏
処

理
草

丈
3
0
c
m

以
下

7
2
5
0
m

l
(5

0
～

1
0
0
L
)

5
0
0
m

l
(5

0
～

1
0
0
L
)

－
－

非
ﾎ

ﾙ
ﾓ
ﾝ
型

移
行

性
3

１
．

本
剤

は
吸

収
移

行
す

る
の

で
散

布
に

当
た

っ
て

は
、

り
ん

ご
の

枝
梢

・
根

ば
え

に
か

か
ら

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

3
ﾀ
ｯ
ﾁ
ﾀ
ﾞｳ

ﾝ
ｉＱ

[Z
K
-
1
2
2
]

-
H

1
9

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

4
4
.7

%
雑

草
茎

葉
処

理
雑

草
生

育
期

春
及

び
夏

処
理

草
丈

3
0
c
m

以
下

5
5
0
0
m

l
(2

5
～

1
0
0
L
)

5
0
0
～

1
0
0
0
m

l
(2

5
～

1
0
0
L
)

－
－

3
１

．
本

剤
は

吸
収

移
行

す
る

の
で

散
布

に
当

た
っ

て
は

、
り

ん
ご

の
枝

梢
・
根

ば
え

に
か

か
ら

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

２
．

専
用

少
量

散
布

ノ
ズ

ル
を

使
用

し
、

散
布

む
ら

の
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。

4
ﾊ

ﾞｽ
ﾀ
液

剤
[H

o
e
-
8
6
6
]

-
S
6
0

ｸ
ﾞﾙ

ﾎ
ｼ
ﾈ

ｰ
ﾄ

1
8
.5

%
雑

草
茎

葉
処

理
雑

草
生

育
期

春
及

び
夏

処
理

草
丈

3
0
c
m

以
下

2
1

－
※

5
0
0
～

7
5
0
m

l
(1

0
0
～

1
5
0
L
)

－
非

ﾎ
ﾙ

ﾓ
ﾝ
型

接
触

性
移

行
性

3
１

．
一

年
生

雑
草

で
も

茎
部

が
木

質
化

し
て

い
る

場
合

は
効

果
が

劣
る

。
２

．
薬

液
が

雑
草

全
体

に
付

着
す

る
よ

う
に

散
布

す
る

。

5
ﾗ
ｳ

ﾝ
ﾄﾞ

ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ

ﾏ
ｯ
ｸ
ｽ

ﾛ
ｰ

ﾄﾞ
[N

C
-
6
2
2
]

-
H

2
2

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

4
8
%

雑
草

茎
葉

処
理

雑
草

生
育

期
春

及
び

夏
処

理
草

丈
3
0
c
m

以
下

7
5
0
0
～

1
,0

0
0
m

l
(2

5
～

1
0
0
L
)

－
－

非
ﾎ

ﾙ
ﾓ
ﾝ
型

移
行

性
3

１
．

本
剤

は
吸

収
移

行
す

る
の

で
散

布
に

当
た

っ
て

は
、

り
ん

ご
の

枝
梢

・
根

ば
え

に
か

か
ら

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

２
．

散
布

水
量

が
5
0
L
/
1
0
a
以

下
の

場
合

、
少

量
専

用
散

布
ノ

ズ
ル

を
使

用
し

、
散

布
む

ら
の

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

（（
２２

））
ぶぶ

どど
うう

1
ﾀ
ｯ
ﾁ
ﾀ
ﾞｳ

ﾝ
ｉＱ

[Z
K
-
1
2
2
]

-
H

1
9

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

4
4
.7

%
雑

草
茎

葉
処

理
雑

草
生

育
期

春
及

び
夏

処
理

草
丈

3
0
c
m

以
下

5
5
0
0
m

l
(2

5
～

5
0
L
)

5
0
0
～

1
,0

0
0
m

l
(2

5
～

1
0
0
L
)

－
－

3
１

．
本

剤
は

吸
収

移
行

す
る

の
で

散
布

に
当

た
っ

て
は

、
り

ん
ご

の
枝

梢
・
根

ば
え

に
か

か
ら

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

２
．

専
用

少
量

散
布

ノ
ズ

ル
を

使
用

し
、

散
布

む
ら

の
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。

2
ﾊ

ﾞｽ
ﾀ
液

剤
[H

o
e
-
8
6
6
]

-
S
6
1

ｸ
ﾞﾙ

ﾎ
ｼ
ﾈ

ｰ
ﾄ

1
8
.5

%
雑

草
茎

葉
処

理
雑

草
生

育
期

春
及

び
夏

処
理

草
丈

3
0
c
m

以
下

前
日

－
※

5
0
0
～

7
5
0
m

l
(1

0
0
～

1
5
0
L
)

－
3

１
．

一
年

生
雑

草
で

も
茎

部
が

木
質

化
し

て
い

る
場

合
は

効
果

が
劣

る
。

２
．

薬
液

が
雑

草
全

体
に

よ
く
付

着
す

る
よ

う
に

散
布

す
る

。

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

主
な

対
象

雑
草

と
1
0
a当

た
り

製
品

使
用

量
（
水

量
）

使
用

上
の

注
意

事
項

新 規 ・ 改 訂

作
用

型

非
ﾎ

ﾙ
ﾓ
ﾝ
型

移
行

性

非
ﾎ

ﾙ
ﾓ
ﾝ
型

移
行

性

毒 性
本 剤 の 使 用

回 数

非
ﾎ

ﾙ
ﾓ
ﾝ
型

移
行

性

非
ﾎ

ﾙ
ﾓ
ﾝ
型

接
触

性
移

行
性

花
き

果
樹
等
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３３
－－

５５
　　

果果
　　

樹樹
３

－
５

　
果

　
樹

収 穫 前

日 数
一

年
生

雑
草

多
年

生
雑

草
一

年
生

雑
草

及
び

多
年

生
雑

草

そ
の

他

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

主
な

対
象

雑
草

と
1
0
a当

た
り

製
品

使
用

量
（
水

量
）

使
用

上
の

注
意

事
項

新 規 ・ 改 訂

作
用

型
毒 性

本 剤 の 使 用

回 数

（（
３３

））
おお

うう
とと

うう
1

ﾊ
ﾞｽ

ﾀ
液

剤
[H

o
e
-
8
6
6
]

-
H

元

ｸ
ﾞﾙ

ﾎ
ｼ
ﾈ

ｰ
ﾄ

1
8
.5

%
雑

草
茎

葉
処

理
雑

草
生

育
期

春
及

び
夏

処
理

草
丈

3
0
c
m

以
下

前
日

－
※

5
0
0
～

7
5
0
m

l
(1

0
0
～

1
5
0
L
)

－
3

１
．

一
年

生
雑

草
で

も
茎

部
が

木
質

化
し

て
い

る
場

合
は

効
果

が
劣

る
。

２
．

薬
液

が
雑

草
全

体
に

よ
く
付

着
す

る
よ

う
に

散
布

す
る

。

（（
４４

））
除除

草草
剤剤

のの
作作

目目
別別

適適
用用

範範
囲囲

り
ん

ご
ぶ

ど
う

お
う

と
う

な
　

し
も

も
小

粒
核

果
類

果
樹

類

1
●

○
○

2
グ

リ
ホ

サ
ー

ト
カ

リ
ウ

ム
塩

液
剤

(4
8
%
)［

ﾗ
ｳ

ﾝ
ﾄﾞ

ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟﾏ

ｯ
ｸ
ｽ

ﾛ
ｰ

ﾄﾞ
］

●
○

3
グ

リ
ホ

サ
ー

ト
イ

ソ
プ

ロ
ピ

ル
ア

ミ
ン

塩
液

剤
(4

1
%
)［

ｸ
ｻ

ﾄﾘ
ｷ

ﾝ
ｸ
ﾞ］

●
○

4
グ

リ
ホ

サ
ー

ト
カ

リ
ウ

ム
塩

液
剤

(4
4
.7

%
)［

ﾀ
ｯ
ﾁ
ﾀ
ﾞｳ

ﾝ
iＱ

］
●

●
 

○

5
グ

ル
ホ

シ
ネ

ー
ト

液
剤

(1
8
.5

%
)［

ﾊ
ﾞｽ

ﾀ
液

剤
］

●
●

●
○

○
○

【
共
通
留
意
事
項
】

①
グ
リ
ホ
サ
－
ト
を
含
む
薬
剤
の
総
使
用
回
数
は
３
回
以
内
。

②
水
量
の
記
載
が
な
い
薬
剤
は
、
通
常
散
布
量
の
「
1
0
0
L
/
1
0
ａ
」
程
度
と
す
る
。

③
適
用
範
囲
一
覧
の
記
号
：
●
は
指
導
参
考
が
あ
り
、
登
録
を
有
す
る
剤
、
○
は
登
録
は
有
す
る
が
、
指
導
参
考
は
な
し
。

④
各
ペ
ー
ジ
で
「
主
な
対
象
雑
草
と
1
0
ａ
当
た
り
製
品
使
用
量
（
水
量
）
」
欄
で
「
※
」
印
の
あ
る
も
の
は
、
指
導
参
考
と
な
っ
た
試
験
で
「
雑
草
全
般
」
だ
っ
た
も
の
を
登
録
の
内
容
に
合
わ
せ
た
も
の
。

薬
剤

名
・
［
商

品
名

］
新

規
・

改
訂 改

非
ﾎ

ﾙ
ﾓ
ﾝ
型

接
触

性
移

行
性

Ｄ
Ｂ

Ｎ
粒

剤
［
ｶ
ｿ
ﾛ
ﾝ
粒

剤
6
.7

］
改
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雑雑
草草

防防
除除

ガガ
イイ

ドド
掲掲

載載
農農

薬薬
一一

覧覧
（（
除除

草草
剤剤

））
３３

－－
６６

　　
飼飼

料料
作作

物物

（（
１１

））
とと

うう
もも

ろろ
ここ

しし
（（
飼飼

料料
用用

））
（
１

）
と

う
も

ろ
こ

し
（
飼

料
用

）

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

と
う

も
ろ

こ
し

3
～

5
葉

期
(但

し
、

収
穫

4
5
日

前
ま

で
）

1
0
0
～

1
5
0
m

l
○

○
○

○
○

1
１

．
散

布
時

の
展

開
葉

に
薬

害
（
黄

斑
）
を

生
じ

る
場

合
が

あ
る

が
、

そ
の

後
の

生
育

、
収

量
に

は
影

響
が

無
い

。

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

(と
う

も
ろ

こ
し

6
～

7
葉

期
、

一
年

生
雑

草
・
イ

チ
ビ

を
含

む
)

(但
し

、
収

穫
4
5
日

前
ま

で
）

1
0
0
～

1
5
0
m

l
○

○
○

○
○

1
１

．
散

布
時

の
展

開
葉

に
薬

害
（
黄

斑
）
を

生
じ

る
場

合
が

あ
る

が
、

そ
の

後
の

生
育

、
収

量
に

は
影

響
が

無
い

。
２

．
雑

草
発

生
の

多
い

圃
場

で
は

、
初

期
生

育
で

の
競

合
が

懸
念

さ
れ

る
た

め
、

土
壌

処
理

剤
と

の
併

用
処

理
が

望
ま

し
い

。

2
ｴ
ｺ
ﾄｯ

ﾌ
ﾟP

乳
剤

[N
M

-
5
3
6
-
P

]
（
H

2
4
;H

2
6
-
p
2
7
0
)

ｼ
ﾞﾒ

ﾃ
ﾅ

ﾐﾄ
ﾞP

　
8
.5

%
ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

1
2
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

(雑
草

発
生

前
)

4
0
0
～

6
0
0
m

l
○

○
○

○
1

１
. 
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
圃

場
や

、
多

量
の

降
雨

が
続

く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
２

.
本

剤
は

眼
に

強
い

刺
激

性
が

あ
る

の
で

、
散

布
液

調
製

時
に

保
護

メ
ガ

ネ
を

着
用

し
て

、
薬

剤
が

眼
に

は
い

ら
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。

3
ｶ
ｲ
ﾀ
ｯ
ｸ
乳

剤
[P

L
-
1
0
]

(H
7
;H

8
-
p
1
4
4
)

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
 1

5
%

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
 1

0
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

直
後

～
は

種
後

5
日

(雑
草

発
生

前
)

4
0
0
～

5
0
0
m

l
○

○
○

○
1

１
. 
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
圃

場
や

、
多

量
の

降
雨

が
続

く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
２

. 
雑

草
が

大
き

く
な

る
と

効
果

が
劣

る
の

で
、

雑
草

の
発

生
前

か
発

生
初

期
に

散
布

す
る

。
３

. 
新

葉
の

ね
じ

れ
、

葉
先

枯
れ

な
ど

が
発

生
す

る
場

合
が

あ
る

。

4
ｶ
ｲ
ﾀ
ｯ
ｸ
細

粒
剤

F
[P

L
-
1
0
]

(H
8
;H

1
0
-
p
2
8
6
)

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
 1

.5
%

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
 1

.0
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

直
後

(雑
草

発
生

前
)

5
～

6
kg

○
○

○
○

1
１

. 
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
圃

場
や

、
多

量
の

降
雨

が
続

く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
２

. 
土

壌
が

乾
燥

し
て

い
る

場
合

は
効

果
が

劣
る

の
で

、
土

壌
が

適
度

の
水

分
の

時
に

散
布

す
る

。
３

. 
雑

草
が

大
き

く
な

る
と

効
果

が
劣

る
の

で
、

雑
草

の
発

生
前

か
発

生
初

期
に

散
布

す
る

。
４

. 
重

複
散

布
は

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

、
散

布
ム

ラ
が

な
い

よ
う

均
一

に
散

布
す

る
。

５
. 
新

葉
の

ね
じ

れ
、

葉
先

枯
れ

な
ど

が
発

生
す

る
場

合
が

あ
る

。

5
ｸ
ﾘ
ｱ

ﾀ
ｰ

ﾝ
乳

剤
[K

U
H

-
9
0
1
]

(H
7
-
p
1
2
8
)

(H
1
2
-
p
3
1
6
)

ﾍ
ﾞﾝ

ﾁ
ｵ

ｶ
ｰ

ﾌ
ﾞ 
5
0
%

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
 5

%
ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
 7

.5
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

直
後

(雑
草

発
生

前
)

5
0
0
～

8
0
0
m

l
○

○
○

○
1

１
. 
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
圃

場
や

、
多

量
の

降
雨

が
続

く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
２

. 
ツ

ユ
ク

サ
、

キ
ク

科
雑

草
に

効
果

が
劣

る
。

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

(雑
草

発
生

前
)

1
4
0
～

2
0
0
m

l
○

○
○

○
１

. 
砂

土
で

は
使

用
し

な
い

。
２

. 
極

端
な

過
湿

土
壌

及
び

砂
質

土
壌

で
は

、
生

育
を

抑
制

す
る

こ
と

が
あ

る
の

で
、

薬
量

を
少

な
く
す

る
。

３
．

使
用

回
数

は
全

面
土

壌
散

布
又

は
雑

草
茎

葉
散

布
の

い
ず

れ
か

１
回

と
す

る
。

全
面

土
壌

散
布

と
う

も
ろ

こ
し

2
～

4
葉

期
1
4
0
～

2
0
0
m

l
○

○
○

○
○

１
. 
砂

土
で

は
使

用
し

な
い

。
２

. 
極

端
な

過
湿

土
壌

及
び

砂
質

土
壌

で
は

、
生

育
を

抑
制

す
る

こ
と

が
あ

る
の

で
、

薬
量

を
少

な
く
す

る
。

３
. 
低

温
等

で
生

育
が

遅
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

カ
ス

リ
状

の
褪

緑
斑

を
生

ず
る

こ
と

が
あ

る
の

で
、

薬
量

を
少

な
く
す

る
。

４
. 
生

育
の

遅
れ

る
地

域
（
根

釧
）
な

ど
で

は
、

２
葉

期
に

散
布

す
る

。
５

．
使

用
回

数
は

全
面

土
壌

散
布

又
は

雑
草

茎
葉

散
布

の
い

ず
れ

か
１

回
と

す
る

。
６

．
後

作
物

と
し

て
水

稲
を

作
付

け
る

と
薬

害
が

生
じ

る
恐

れ
が

あ
る

た
め

、
使

用
ほ

場
に

お
け

る
当

年
ま

た
は

翌
年

の
水

稲
栽

培
は

避
け

る
。

6

新 規 ・ 改 訂

1
ﾄﾌ

ﾟﾗ
ﾒ
ｿ
ﾞﾝ

 3
.6

%

1
ｹ

ﾞｻ
ﾞﾉ

ﾝ
ｺ
ﾞｰ

ﾙ
ﾄﾞ

[C
G

-
1
2
3
α

]
(H

1
2
;H

2
3
-
p
2
6
5
)

ｱ
ﾄﾗ

ｼ
ﾞﾝ

　
2
7
.8

%
S
-
ﾒ
ﾄﾗ

ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
2
6
.4

%

主
な

対
象

雑
草

ギ シ ギ シ 類

イ チ ビ

シ ロ ザ

タ デ 類

毒 性
本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

一 年 生 イ ネ 科

ｱ
ﾙ

ﾌ
ｧ
ｰ

ﾄﾞ
液

剤
[N

P
-
6
5
]

(H
2
6
-
p
2
6
8
)

(H
2
7
-
p
2
1
1
)

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

1
0
ａ
当

た
り

使
用

量

飼
料

作
物

- 373 -



（
１

）
と

う
も

ろ
こ

し
（
飼

料
用

）

新 規 ・ 改 訂

主
な

対
象

雑
草

ギ シ ギ シ 類

イ チ ビ

シ ロ ザ

タ デ 類

毒 性
本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

一 年 生 イ ネ 科

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

1
0
ａ
当

た
り

使
用

量

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

(雑
草

発
生

前
)

1
0
0
～

2
0
0
m

l
○

○
○

1

全
面

土
壌

散
布

及
び

雑
草

茎
葉

散
布

と
う

も
ろ

こ
し

2
～

4
葉

期
(雑

草
発

生
揃

期
)

1
0
0
～

2
0
0
m

l
○

○
○

○

8
ｺ
ﾀ
ﾞｰ

ﾙ
S
水

和
剤

[N
K
-
1
1
0
1
]

(H
2
9
-
p
1
8
7
)

S
-
ﾒ
ﾄﾗ

ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
　

2
4
.8

%
ﾌ
ﾟﾛ

ﾒ
ﾄﾘ

ﾝ
　

2
6
.6

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
後

出
芽

前
(雑

草
発

生
前

)

2
2
5
～

3
0
0
g

○
○

○
○

1
１

．
土

壌
が

乾
い

て
い

る
と

効
果

が
劣

る
。

２
．

後
作

物
と

し
て

水
稲

を
作

付
け

る
と

薬
害

が
生

じ
る

恐
れ

が
あ

る
た

め
、

使
用

ほ
場

に
お

け
る

当
年

ま
た

は
翌

年
の

水
稲

栽
培

は
避

け
る

。

9
ｺ
ﾞｰ

ｺ
ﾞｰ

ｻ
ﾝ
乳

剤
[A

N
K
-
5
5
3
]

(S
5
5
-
p
2
0
0
)

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

3
0
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

(雑
草

発
生

前
)

2
0
0
～

3
0
0
m

l
○

○
○

○
1

１
. 
雑

草
の

生
育

が
進

む
と

効
果

が
低

下
す

る
の

で
、

雑
草

の
発

生
前

か
発

生
初

期
に

散
布

す
る

。
２

. 
処

理
時

期
が

遅
れ

る
と

、
薬

害
が

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

。
３

. 
ツ

ユ
ク

サ
、

キ
ク

科
雑

草
に

効
果

が
劣

る
。

４
. 
後

作
物

と
し

て
か

ぼ
ち

ゃ
等

の
う

り
科

、
ほ

う
れ

ん
そ

う
や

そ
ば

を
作

付
け

る
と

生
育

が
抑

制
す

る
こ

と
が

あ
る

の
で

避
け

る
。

1
0

ｺ
ﾞｰ

ｺ
ﾞｰ

ｻ
ﾝ
細

粒
剤

F
[A

N
K
-
5
5
3
]

(H
4
;H

5
-
p
1
4
6
)

ﾍ
ﾟﾝ

ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

2
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

(雑
草

発
生

前
)

5
～

6
kg

○
○

○
○

1
１

. 
土

壌
が

乾
燥

し
て

い
る

場
合

は
効

果
が

劣
る

の
で

、
土

壌
が

適
度

の
水

分
の

時
に

散
布

す
る

。
２

. 
雑

草
の

生
育

が
進

む
と

効
果

が
低

下
す

る
の

で
、

雑
草

の
発

生
前

か
発

生
初

期
に

散
布

す
る

。
３

. 
処

理
時

期
が

遅
れ

る
と

、
薬

害
が

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

。
４

. 
重

複
散

布
は

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

、
散

布
ム

ラ
が

な
い

よ
う

均
一

に
散

布
す

る
。

５
. 
ツ

ユ
ク

サ
、

キ
ク

科
雑

草
に

効
果

が
劣

る
。

６
. 
後

作
物

と
し

て
か

ぼ
ち

ゃ
等

の
う

り
科

、
ほ

う
れ

ん
そ

う
や

そ
ば

を
作

付
け

る
と

生
育

が
抑

制
す

る
こ

と
が

あ
る

の
で

避
け

る
。

ｼ
ｬ
ﾄﾞ

ｰ
水

和
剤

[N
C

-
3
3
1
水

和
剤

]
(H

2
4
-
p
2
8
8
)

(H
2
7
ｰ

p
2
0
9
)

ﾊ
ﾛ
ｽ

ﾙ
ﾌ
ﾛ
ﾝ
ﾒ
ﾁ
ﾙ

5
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

と
う

も
ろ

こ
し

3
～

5
葉

期
、

ｲ
ﾁ

ﾋ
ﾞ2

～
5
葉

期

5
0
～

7
5
ｇ

○
1

１
．

砂
土

で
は

使
用

し
な

い
。

２
．

有
機

リ
ン

系
殺

虫
剤

と
の

混
用

及
び

７
日

以
内

の
近

接
散

布
は

、
薬

害
を

生
ず

る
こ

と
が

あ
る

の
で

避
け

る
。

３
．

周
辺

作
物

、
特

に
て

ん
さ

い
や

あ
ぶ

ら
な

科
作

物
に

対
し

て
、

薬
害

を
生

ず
る

お
そ

れ
が

あ
る

の
で

飛
散

し
な

い
よ

う
に

注
意

し
て

散
布

す
る

。
４

．
使

用
後

、
タ

ン
ク

、
ホ

ー
ス

、
ノ

ズ
ル

内
に

薬
液

が
残

ら
な

い
よ

う
散

布
器

具
は

十
分

に
洗

浄
し

、
他

の
用

途
に

使
用

す
る

場
合

、
薬

害
の

原
因

に
な

ら
な

い
よ

う
注

意
す

る
。

５
．

飼
料

用
と

う
も

ろ
こ

し
で

散
布

数
日

後
、

一
時

的
に

縞
状

の
退

色
、

生
育

抑
制

を
生

ず
る

こ
と

が
あ

る
が

、
そ

の
後

の
生

育
に

影
響

な
い

。
６

．
飼

料
用

と
う

も
ろ

こ
し

で
耕

作
土

壌
の

反
転

等
に

よ
り

、
極

端
に

土
壌

の
有

機
物

含
量

が
少

な
い

場
合

、
縞

状
の

退
色

、
生

育
抑

制
の

薬
害

を
生

じ
る

恐
れ

が
あ

る
の

で
使

用
を

避
け

る
。

７
．

散
布

直
後

の
降

雨
に

よ
っ

て
薬

害
を

生
ず

る
恐

れ
が

あ
る

の
で

、
天

候
を

見
極

め
て

散
布

す
る

。
８

．
通

常
の

輪
作

体
系

で
は

後
作

物
に

影
響

は
な

い
が

、
本

剤
使

用
後

短
期

間
内

に
飼

料
用

と
う

も
ろ

こ
し

以
外

の
作

物
の

は
種

は
避

け
る

。
９

．
イ

チ
ビ

、
キ

ク
イ

モ
以

外
の

雑
草

に
つ

い
て

は
、

北
海

道
指

導
参

考
と

な
っ

て
い

な
い

。

キ
ク

イ
モ

（
雑

草
茎

葉
散

布
）
（
と

う
も

ろ
こ

し
５

葉
期

）
5
0
～

7
5
ｇ

1
１

．
～

９
．

ま
で

の
注

意
事

項
は

同
上

。
1
0
．

キ
ク

イ
モ

は
枯

死
に

至
ら

な
い

た
め

再
生

す
る

が
、

と
う

も
ろ

こ
し

収
穫

量
の

低
下

は
大

幅
に

軽
減

で
き

る
。

1
1
．

と
う

も
ろ

こ
し

４
葉

期
ま

で
の

処
理

で
は

、
収

量
低

下
軽

減
効

果
は

期
待

で
き

な
い

。

1
2

ﾀ
ｯ
ﾁ
ﾀ
ﾞｳ

ﾝ
ｉＱ

[Z
K
-
1
2
2
液

剤
]

(H
2
1
-
p
2
9
6
)

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

4
4
.7

%
雑

草
茎

葉
散

布
不

耕
起

、
は

種
後

出
芽

前
（
雑

草
生

育
期

）
散

布
水

量
：
5
0
～

1
0
0
L

2
0
0
～

4
0
0
m

l
○

○
○

○
○

2
１

．
と

う
も

ろ
こ

し
出

芽
後

の
使

用
は

枯
死

す
る

の
で

避
け

る
。

２
．

専
用

ノ
ズ

ル
を

使
用

す
る

。
３

．
泥

炭
土

で
の

使
用

は
避

け
る

。

7
１

. 
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
圃

場
や

、
多

量
の

降
雨

の
続

く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
２

. 
雑

草
の

発
生

前
か

ら
発

生
揃

期
に

散
布

す
る

と
、

最
も

効
果

が
高

い
。

３
．

使
用

回
数

は
全

面
土

壌
散

布
又

は
雑

草
茎

葉
散

布
の

い
ず

れ
か

１
回

と
す

る
。

４
．

と
う

も
ろ

こ
し

2
～

4
葉

期
の

茎
葉

処
理

に
お

い
て

、
ハ

ル
ガ

ヤ
の

実
生

に
効

果
が

あ
る

。

ｹ
ﾞｻ

ﾞﾌ
ﾟﾘ

ﾑ
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[ｱ
ﾄﾗ

ｼ
ﾞﾝ

]
(S

5
9
)

ｱ
ﾄﾗ

ｼ
ﾞﾝ

　
4
5
%

1
1
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（
１

）
と

う
も

ろ
こ

し
（
飼

料
用

）

新 規 ・ 改 訂

主
な

対
象

雑
草

ギ シ ギ シ 類

イ チ ビ

シ ロ ザ

タ デ 類

毒 性
本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

一 年 生 イ ネ 科

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

1
0
ａ
当

た
り

使
用

量

1
3

ﾃ
ﾞｭ

ｱ
ｰ

ﾙ
ｺ
ﾞｰ

ﾙ
ﾄﾞ

(乳
剤

)
[C

G
-
1
1
9
α

]
(H

1
2
;H

2
3
-
p
2
4
8
)

S
-
ﾒ
ﾄﾗ

ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
8
3
.7

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
後

出
芽

前
(雑

草
発

生
前

)

7
0
～

1
0
0
m

l
○

1

(H
2
0
;H

2
3
-
p
2
6
7
)

全
面

土
壌

散
布

と
う

も
ろ

こ
し

1
～

2
葉

期
、

イ
ネ

科
雑

草
2
葉

期
ま

で

7
0
～

1
0
0
m

l
○

1
4

ﾊ
ﾞｻ

ｸ
ﾞﾗ

ﾝ
液

剤
(ﾅ

ﾄﾘ
ｳ

ﾑ
塩

)
[B

A
S
-
3
5
1
0
(N

a)
]

(S
6
1
-
p
1
9
5
)

ﾍ
ﾞﾝ

ﾀ
ｿ
ﾞﾝ

　
4
0
%

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

広
葉

雑
草

の
3
～

4
葉

期
(収

穫
5
0
日

前
ま

で
)

1
0
0
m

l
○

○
○

○
1

１
. 
散

布
後

、
曇

天
、

降
雨

日
が

長
く
続

く
と

効
果

が
劣

る
こ

と
が

あ
る

の
で

、
晴

天
を

見
計

ら
っ

て
散

布
す

る
。

２
. 
高

温
条

件
下

で
は

薬
害

が
生

じ
や

す
い

の
で

、
異

常
高

温
下

で
の

散
布

は
避

け
る

。

1
5

ﾊ
ｰ

ﾓ
ﾆ
ｰ

7
5
D

F
水

和
剤

ﾊ
ｰ

ﾓ
ﾆ
ｰ

D
F

[D
P

X
-
1
6
顆

粒
水

和
]

(H
2
4
-
p
2
9
0
)

ﾁ
ﾌ
ｪﾝ

ｽ
ﾙ

ﾌ
ﾛ
ﾝ
ﾒ
ﾁ
ﾙ

7
5
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布
と

う
も

ろ
こ

し
3
～

4
葉

期
(雑

草
生

育
期

)

2
g

○
1

１
．

砂
土

で
は

使
用

し
な

い
。

２
．

ギ
シ

ギ
シ

類
に

効
果

が
あ

る
。

茎
葉

処
理

剤
の

た
め

ギ
シ

ギ
シ

類
の

葉
が

展
開

し
て

か
ら

行
う

。
３

．
有

機
リ

ン
系

殺
虫

剤
と

の
混

用
お

よ
び

7
日

以
内

の
近

接
散

布
は

、
薬

害
を

生
じ

る
恐

れ
が

あ
る

の
で

避
け

る
。

４
．

本
剤

散
布

に
用

い
た

器
具

類
は

、
タ

ン
ク

や
ホ

ー
ス

内
に

薬
液

が
残

ら
な

い
よ

う
使

用
後

で
き

る
だ

け
早

く
専

用
の

洗
浄

剤
で

よ
く
洗

浄
し

、
他

の
用

途
に

使
用

す
る

場
合

、
薬

害
の

原
因

に
な

ら
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。
５

．
薬

害
が

生
ず

る
お

そ
れ

が
あ

る
の

で
、

必
ず

所
定

量
及

び
使

用
時

期
を

守
り

、
均

一
に

散
布

す
る

。

1
6

ﾌ
ｨｰ

ﾙ
ﾄﾞ

ｽ
ﾀ
ｰ

P
乳

剤
[B

A
S
-
6
5
6
]

(H
2
5
-
p
1
9
7
)

ｼ
ﾞﾒ

ﾃ
ﾅ

ﾐﾄ
ﾞP

　
6
4
.0

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
後

～
と

う
も

ろ
こ

し
２

葉
期

(ｲ
ﾈ

科
雑

草
２

葉
期

ま
で

）

7
5
～

1
2
0
m

l
○

1
１

．
砂

土
で

は
使

用
し

な
い

。

1
7

ﾌ
ﾞﾙ

ｰ
ｼ
ｱ

ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[S
L
-
5
7
3
]

(H
2
7
;H

2
9
-
p
1
8
9
)

ﾄﾙ
ﾋ
ﾟﾗ

ﾚ
ｰ

ﾄ　
1
0
.4

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布
と

う
も

ろ
こ

し
3
～

5
葉

期
（
但

し
、

収
穫

4
5
日

前
ま

で
）

(雑
草

生
育

期
)

4
0
～

5
0
m

l
○

○
○

○
1

１
．

散
布

時
の

展
開

葉
に

薬
害

(黄
斑

）
を

生
じ

る
場

合
が

あ
る

が
、

そ
の

後
の

生
育

、
収

量
に

は
影

響
が

無
い

。

(H
3
0
-
P

1
7
6
)

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

と
う

も
ろ

こ
し

6
～

7
葉

期
（
但

し
、

収
穫

4
5
日

前
ま

で
）

5
0
～

7
5
m

l
○

○
○

○
○

1
１

．
雑

草
発

生
の

多
い

ほ
場

で
は

、
初

期
生

育
で

の
競

合
が

懸
念

さ
れ

る
た

め
、

土
壌

処
理

な
ど

の
併

用
が

望
ま

し
い

。

1
8

ﾎ
ﾞｸ

ｻ
ｰ

[S
Y
J
-
1
0
0
]

(H
2
6
-
p
2
7
2
)

ﾌ
ﾟﾛ

ｽ
ﾙ

ﾎ
ｶ
ﾙ

ﾌ
ﾞ

7
8
.4

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
後

出
芽

前
(雑

草
発

生
前

)

4
0
0
～

5
0
0
m

l
○

○
○

○
○

1
１

．
雑

草
の

生
育

が
進

む
と

効
果

が
低

下
す

る
の

で
、

時
期

を
失

し
な

い
よ

う
に

散
布

す
る

。
２

．
堆

肥
を

多
く
施

用
し

た
圃

場
で

は
、

低
薬

量
で

イ
ネ

科
雑

草
に

効
果

が
劣

る
場

合
が

あ
る

の
で

、
広

葉
雑

草
優

占
圃

場
で

使
用

す
る

こ
と

.

1
9

ﾓ
ｰ

ﾃ
ｨﾌ

ﾞ乳
剤

[B
A

H
-
0
8
0
5
]

(H
2
4
-
p
2
9
2
,2

9
4
,2

9
6
)

ｼ
ﾞﾒ

ﾃ
ﾅ

ﾐﾄ
ﾞP

　
1
9
.7

%
ﾍ

ﾟﾝ
ﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
　

2
3
.1

%
全

面
土

壌
散

布
は

種
後

～
と

う
も

ろ
こ

し
2
葉

期
、

ｲ
ﾈ

科
雑

草
2
葉

期
ま

で

2
0
0
～

4
0
0
m

l
○

○
○

○
○

1
１

. 
砂

土
で

は
使

用
し

な
い

。
２

. 
後

作
物

と
し

て
か

ぼ
ち

ゃ
等

の
う

り
科

、
ほ

う
れ

ん
そ

う
や

そ
ば

を
作

付
け

る
と

生
育

が
抑

制
す

る
こ

と
が

あ
る

の
で

避
け

る
。

１
. 
砂

土
で

は
使

用
し

な
い

。
２

. 
砂

土
系

で
透

水
性

の
良

い
圃

場
や

、
多

量
の

降
雨

の
続

く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
３

．
後

作
物

と
し

て
水

稲
を

作
付

け
る

と
薬

害
が

生
じ

る
恐

れ
が

あ
る

た
め

、
使

用
ほ

場
に

お
け

る
当

年
ま

た
は

翌
年

の
水

稲
栽

培
は

避
け

る
。
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（
１

）
と

う
も

ろ
こ

し
（
飼

料
用

）

新 規 ・ 改 訂

主
な

対
象

雑
草

ギ シ ギ シ 類

イ チ ビ

シ ロ ザ

タ デ 類

毒 性
本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項

ハ コ ベ

ツ ユ ク サ

一 年 生 イ ネ 科

番 　 号

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
年

次
）

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

1
0
ａ
当

た
り

使
用

量

2
0

ﾗ
ｸ
ｻ

ｰ
乳

剤
[A

L
-
5
1
3
乳

剤
]

(H
2
2
-
p
2
5
4
)

ｱ
ﾗ
ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
　

3
0
%

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

1
2
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

(雑
草

発
生

前
)

4
0
0
～

6
0
0
m

l
○

○
○

○
○

1
１

. 
砂

土
で

は
使

用
し

な
い

。

ﾗ
ｯ
ｿ
ｰ

乳
剤

[ｱ
ﾗ
ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
]

(S
5
8
-
p
2
6
3
)

ｱ
ﾗ
ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
　

4
3
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

後
出

芽
前

(雑
草

発
生

前
)

2
0
0
～

4
0
0
m

l
○

1
１

. 
土

壌
が

乾
い

て
い

る
と

効
果

が
劣

る
。

(H
2
0
)

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

土
壌

散
布

と
う

も
ろ

こ
し

1
～

2
葉

期
、

イ
ネ

科
雑

草
2
葉

期
ま

で

2
0
0
～

4
0
0
m

l
○

１
．

粘
土

質
の

土
壌

で
は

、
所

定
の

範
囲

内
で

多
目

の
薬

量
を

使
用

す
る

。

2
2

ﾄｯ
ﾌ
ﾟﾒ

ﾘ
ｯ
ﾄﾌ

ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

[N
P

-
6
6
H

]
(R

3
-
1
8
3
)

(ﾋ
ﾟﾛ

ｷ
ｻ

ｽ
ﾙ

ﾎ
ﾝ
　

3
.4

％
 ・

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

2
4
％

)
全

面
土

壌
処

理
は

播
種

後
出

芽
前

（
雑

草
発

生
前

）

2
5
0
～

3
5
0
m

l

散
布

水
量

1
0
0
L

○
○

○
○

○
1

１
．

稲
、

大
麦

、
ソ

ル
ガ

ム
に

薬
害

を
生

じ
る

お
そ

れ
が

あ
る

の
で

、
散

布
し

た
当

年
ま

た
は

翌
年

の
栽

培
を

避
け

る
。

２
．

マ
ル

チ
栽

培
、

ト
ン

ネ
ル

栽
培

等
で

の
使

用
は

薬
害

を
生

じ
る

お
そ

れ
が

あ
る

の
で

避
け

る
。

2
3

ﾗ
ｳ

ﾝ
ﾄﾞ

ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ

ﾏ
ｯ
ｸ
ｽ

ﾛ
ｰ

ﾄﾞ
[N

C
-
6
2
2
液

]
(H

2
0
-
p
3
0
9
)

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

4
8
%

雑
草

茎
葉

散
布

不
耕

起
、

は
種

後
出

芽
前

（
雑

草
生

育
期

）
散

布
水

量
5
0
L

2
0
0
～

4
0
0
m

l
○

○
○

○
○

2
１

．
と

う
も

ろ
こ

し
出

芽
後

の
使

用
は

枯
死

す
る

の
で

避
け

る
。

２
．

専
用

ノ
ズ

ル
を

使
用

す
る

。
３

．
泥

炭
土

で
の

使
用

は
避

け
る

。

2
4

ﾛ
ﾛ
ｯ
ｸ
ｽ

(水
和

剤
)

[ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
]

(S
4
1
)

ﾘ
ﾆ
ｭ
ﾛ
ﾝ
　

5
0
%

全
面

土
壌

散
布

は
種

直
後

1
5
0
～

2
0
0
g

○
○

○
1

１
. 
砂

土
系

で
透

水
性

の
よ

い
圃

場
や

、
多

量
の

降
雨

の
続

く
時

期
の

散
布

は
、

薬
害

の
恐

れ
が

あ
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
２

. 
雑

草
が

大
き

く
な

る
と

効
果

が
劣

る
の

で
、

雑
草

の
発

生
前

か
発

生
初

期
に

散
布

す
る

。

2
5

ﾜ
ﾝ
ﾎ

ｰ
ﾌ
ﾟ乳

剤
[S

L
-
9
5
0
]

(H
4
;H

7
-
p
1
3
0
)

ﾆ
ｺ
ｽ

ﾙ
ﾌ
ﾛ
ﾝ
　

4
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布
と

う
も

ろ
こ

し
3
～

5
葉

期
(収

穫
3
0
日

前
ま

で
）

1
0
0
～

1
5
0
m

l
○

○
○

○
○

1
１

. 
散

布
数

日
後

一
時

的
に

褪
色

及
び

生
育

抑
制

を
生

ず
る

こ
と

が
あ

る
。

２
. 
品

種
に

よ
っ

て
薬

害
が

生
じ

る
恐

れ
が

あ
る

の
で

注
意

す
る

。
３

.
本

剤
は

、
微

量
の

成
分

で
作

物
に

影
響

を
与

え
る

こ
と

が
あ

る
の

で
、

散
布

機
械

器
具

は
家

庭
用

洗
剤

等
に

よ
る

十
分

な
洗

浄
を

行
う

。
４

. 
有

機
り

ん
系

殺
虫

剤
と

の
混

用
及

び
７

日
以

内
の

近
接

散
布

は
薬

害
を

生
ず

る
こ

と
が

あ
る

の
で

避
け

る
。

５
. 
シ

バ
ム

ギ
、

レ
ッ

ド
ト

ッ
プ

に
効

果
が

あ
る

。

2
6

ﾜ
ﾝ
ﾎ

ｰ
ﾌ
ﾟエ

ー
ス

Ｏ
Ｄ

[S
L
-
5
7
4
]

(H
2
9
;H

3
1
-
1
5
7
)

(H
3
0
;H

3
1
-
1
5
9
)

(ﾄ
ﾙ

ﾋ
ﾟﾗ

ﾚ
ｰ

ﾄ　
3
.1

％
 ・

ﾆ
ｺ
ｽ

ﾙ
ﾌ
ﾛ
ﾝ
　

3
.1

％
)

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

と
う

も
ろ

こ
し

3
～

5
葉

期
　

(収
穫

4
5
日

前
ま

で
)

1
0
0
～

2
0
0
m

ｌ
○

○
○

○
〇

○
1

１
. 
天

候
に

よ
り

黄
化

・
黄

斑
が

見
ら

れ
る

場
合

あ
り

。
２

. 
品

種
に

よ
っ

て
薬

害
が

生
じ

る
恐

れ
が

あ
る

の
で

注
意

す
る

。
３

.
本

剤
は

、
微

量
の

成
分

で
作

物
に

影
響

を
与

え
る

こ
と

が
あ

る
の

で
、

散
布

機
械

器
具

は
家

庭
用

洗
剤

等
に

よ
る

十
分

な
洗

浄
を

行
う

。
４

. 
有

機
り

ん
系

殺
虫

剤
と

の
混

用
及

び
７

日
以

内
の

近
接

散
布

は
薬

害
を

生
ず

る
こ

と
が

あ
る

の
で

避
け

る
。

５
. 
シ

バ
ム

ギ
、

リ
ー

ド
カ

ナ
リ

ー
グ

ラ
ス

に
効

果
が

あ
る

。
６

．
コ

ス
ズ

メ
ノ

チ
ャ

ヒ
キ

に
は

効
果

が
劣

る
。

2
7

ﾊ
ﾞｽ

ﾀ
液

剤
[H

o
e
-
8
6
6
]

(R
6
,R

7
-
1
3
4
)

ｸ
ﾞﾙ

ﾎ
ｼ
ﾈ

ｰ
ﾄ　

1
8
.5

%
茎

葉
処

理
（
畦

間
）

と
う

も
ろ

こ
し

生
育

期
・
雑

草
生

育
期

（
草

丈
3
0
㎝

以
下

）
(収

穫
7
日

前
ま

で
）

3
0
0
～

5
0
0
m

ｌ
○

○
○

○
3

１
.
茎

葉
処

理
は

作
物

に
か

か
ら

な
い

こ
と

を
前

提
と

し
た

方
法

で
あ

り
、

飛
散

防
止

装
置

を
装

着
し

、
畦

間
に

精
度

良
く
散

布
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

２
. 
非

選
択

制
の

薬
剤

で
あ

り
、

作
物

に
飛

散
す

る
と

付
着

し
た

部
分

に
薬

害
を

生
じ

る
。

新

2
1
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３３
－－

６６
　　

飼飼
料料

作作
物物

（（
２２

））
草草

  地地
（
２

）
草

 地

実 生
経 年

実 生
経 年

実 生
経 年

アア
．．

アア
ルル

フフ
ァァ

ルル
フフ

ァァ
ｱ

ｰ
ｼ
ﾞﾗ

ﾝ
液

剤
[ｱ

ｼ
ｭ
ﾗ
ﾑ

液
剤

]
(S

5
7
-
p
1
9
2
)

ｱ
ｼ
ｭ
ﾗ
ﾑ

　
3
7
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布
・
秋

処
理

・
新

播
草

地
の

ｷ
ﾞｼ

ｷ
ﾞｼ

類
の

栄
養

成
長

期
(但

し
、

最
終

採
草

後
)

・
本

葉
3
～

4
葉

期
  

　
2
0
0
～

3
0
0
m

l

○
○

１
．

処
理

後
一

時
的

に
生

育
抑

制
及

び
黄

化
が

み
ら

れ
る

こ
と

が
あ

る
。

２
．

ギ
シ

ギ
シ

類
の

実
生

が
秋

期
に

発
生

し
た

場
合

に
は

、
秋

期
に

も
使

用
で

き
る

。
３

．
秋

期
は

種
の

場
合

に
は

翌
春

処
理

が
望

ま
し

い
。

４
．

単
播

草
地

に
適

用
す

る
。

５
．

北
海

道
で

の
秋

期
散

布
は

、
最

終
採

草
後

に
行

う
。

６
．

散
布

後
1
4
日

間
は

放
牧

を
行

わ
な

い
。

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

・
ｷ

ﾞｼ
ｷ

ﾞｼ
類

の
栄

養
成

長
期

・
春

処
理

(採
草

1
4
日

前
ま

で
)

・
5
月

上
～

下
旬

　
2
0
0
～

3
0
0
m

l
○

・
秋

処
理

(但
し

、
最

終
採

草
後

)
・
1
0
月

上
～

中
旬

　
3
0
0
～

4
0
0
m

l
○

2
ﾊ

ｰ
ﾓ
ﾆ
ｰ

7
5
D

F
水

和
剤

ﾊ
ｰ

ﾓ
ﾆ
ｰ

D
F

[D
P

X
-
1
6
顆

粒
水

和
剤

]
(H

９
-
p
1
1
6
)

(H
1
0
-
p
3
0
5
)

ﾁ
ﾌ
ｪﾝ

ｽ
ﾙ

ﾌ
ﾛ
ﾝ
ﾒ
ﾁ
ﾙ

7
5
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布
・
経

年
草

地
の

夏
処

理
及

び
秋

処
理

(採
草

2
1
日

前
ま

で
) 

 　
３

g

○
1

１
．

ア
ル

フ
ァ

ル
フ

ァ
経

年
草

地
及

び
イ

ネ
科

混
播

草
地

に
限

る
。

２
．

ア
ル

フ
ァ

ル
フ

ァ
、

イ
ネ

科
牧

草
に

一
時

的
に

生
育

停
滞

が
見

ら
れ

る
。

３
．

処
理

当
該

番
草

の
刈

取
り

及
び

放
牧

は
散

布
後

2
1
日

間
は

行
わ

な
い

。
４

．
散

布
液

の
飛

散
や

流
出

に
よ

っ
て

有
用

植
物

に
薬

害
が

生
ず

る
こ

と
の

な
い

よ
う

十
分

注
意

し
て

散
布

す
る

こ
と

。
５

．
本

剤
散

布
に

用
い

た
器

具
類

は
、

タ
ン

ク
や

ホ
ー

ス
内

に
薬

液
が

残
ら

な
い

よ
う

使
用

後
で

き
る

だ
け

早
く
専

用
の

洗
浄

剤
で

よ
く
洗

浄
し

、
他

の
用

途
に

使
用

す
る

場
合

、
薬

害
の

原
因

に
な

ら
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。

イイ
．．

草草
　　

地地
（（
新新

播播
））

1
ｱ

ｰ
ｼ
ﾞﾗ

ﾝ
液

剤
[ｱ

ｼ
ｭ
ﾗ
ﾑ

液
剤

]
(S

5
7
-
p
1
9
0
)

ｱ
ｼ
ｭ
ﾗ
ﾑ

　
3
7
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布
・
秋

処
理

・
ｷ

ﾞｼ
ｷ

ﾞｼ
類

の
栄

養
成

長
期

(但
し

、
最

終
採

草
後

)
・
1
0
月

上
～

中
旬

　
2
0
0
～

3
0
0
m

l

○
○

1
１

．
夏

・
秋

期
は

種
草

地
へ

の
散

布
は

避
け

る
。

２
．

当
年

は
ギ

シ
ギ

シ
類

の
黄

化
の

み
で

翌
年

春
に

枯
死

す
る

。
３

．
北

海
道

で
の

秋
期

散
布

は
、

最
終

採
草

後
に

行
う

。
４

．
散

布
後

1
4
日

間
は

放
牧

を
行

わ
な

い
。

2
ﾊ

ｰ
ﾓ
ﾆ
ｰ

7
5
D

F
水

和
剤

ﾊ
ｰ

ﾓ
ﾆ
ｰ

D
F

[D
P

X
-
1
6
顆

粒
水

和
剤

]
(H

2
0
；
H

2
2
-
p
2
5
6
)

ﾁ
ﾌ
ｪﾝ

ｽ
ﾙ

ﾌ
ﾛ
ﾝ
ﾒ
ﾁ
ﾙ

7
5
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布
・
夏

処
理

及
び

秋
処

理
・
夏

は
種

牧
草

定
着

後
・
ｷ

ﾞｼ
ｷ

ﾞｼ
類

の
草

丈
2
0
c
m

以
下

0
.5

～
1
.0

g(
散

布
水

量
1
0
0
L
)

○
1

１
．

ク
ロ

ー
バ

に
対

す
る

薬
害

が
著

し
い

。
な

お
、

ｱ
ﾙ

ﾌ
ｧ
ﾙ

ﾌ
ｧ
（
主

体
、

混
播

）
草

地
に

お
け

る
試

験
例

は
な

い
。

２
．

茎
葉

処
理

剤
の

た
め

ｷ
ﾞｼ

ｷ
ﾞｼ

類
の

葉
が

展
開

し
て

か
ら

行
う

。
３

．
本

剤
の

散
布

後
2
1
日

間
は

採
草

お
よ

び
放

牧
を

行
わ

な
い

。
４

．
散

布
液

の
飛

散
や

流
出

に
よ

っ
て

有
用

植
物

に
薬

害
が

生
ず

る
こ

と
の

な
い

よ
う

十
分

注
意

し
て

散
布

す
る

こ
と

。
５

．
本

剤
散

布
に

用
い

た
器

具
類

は
、

タ
ン

ク
や

ホ
ー

ス
内

に
薬

液
が

残
ら

な
い

よ
う

使
用

後
で

き
る

だ
け

早
く
専

用
の

洗
浄

剤
で

よ
く
洗

浄
し

、
他

の
用

途
に

使
用

す
る

場
合

、
薬

害
の

原
因

に
な

ら
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。

番 　 号
ギ

シ
ギ

シ
類

1

イ
ネ

科
フ キ

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
年

次
）

ワ ラ ビ

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

1
0
a当

た
り

使
用

量
主

な
対

象
雑

草
新 規 ・ 改 訂

広
葉

本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項

毒 性

１
．

春
期

に
お

け
る

高
薬

量
処

理
の

場
合

に
、

混
播

イ
ネ

科
牧

草
に

生
育

抑
制

及
び

黄
化

が
み

ら
れ

る
こ

と
が

あ
る

。
２

．
採

草
直

後
の

散
布

は
避

け
る

。
３

．
散

布
後

に
実

生
が

発
生

す
る

場
合

が
多

い
の

で
、

春
期

と
秋

期
の

体
系

処
理

が
必

要
で

あ
る

。
４

．
秋

期
処

理
の

場
合

は
翌

春
処

理
の

必
要

は
な

い
。

５
. 
散

布
後

1
4
日

間
は

放
牧

、
採

草
し

な
い

。
６

．
北

海
道

で
の

秋
期

散
布

は
、

最
終

採
草

後
に

行
う

。

1
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（
２

）
草

 地

実 生
経 年

実 生
経 年

実 生
経 年

番 　 号
ギ

シ
ギ

シ
類

イ
ネ

科
フ キ

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
年

次
）

ワ ラ ビ

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

1
0
a当

た
り

使
用

量
主

な
対

象
雑

草
新 規 ・ 改 訂

広
葉

本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項

毒 性

ウウ
．．

草草
　　

地地
（（
経経

年年
））
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
ｱ

ｰ
ｼ
ﾞﾗ

ﾝ
液

剤
[ｱ

ｼ
ｭ
ﾗ
ﾑ

液
剤

]
(S

5
7
-
p
1
9
0
)

ｱ
ｼ
ｭ
ﾗ
ﾑ

　
3
7
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布
・
春

処
理

・
ｷ

ﾞｼ
ｷ

ﾞｼ
類

の
栄

養
成

長
期

(採
草

1
4
日

前
ま

で
)

・
5
月

上
～

下
旬

　
  

2
0
0
～

3
0
0
m

l

○
１

．
当

該
番

草
に

黄
化

・
生

育
抑

制
が

み
ら

れ
る

の
で

注
意

す
る

。
２

．
高

温
時

又
は

降
雨

前
の

散
布

は
避

け
る

。
３

．
重

複
散

布
は

避
け

る
。

４
．

採
草

･放
牧

直
後

の
散

布
は

避
け

る
。

散
布

後
1
4
日

間
は

放
牧

・
採

草
は

行
わ

な
い

。
５

．
局

所
処

理
は

5
0
～

8
0
倍

液
を

１
株

あ
た

り
約

2
5
m

l。
６

．
局

所
散

布
し

た
周

辺
の

牧
草

は
飼

料
に

し
な

い
。

雑
草

茎
葉

散
布

又
は

全
面

散
布

・
秋

処
理

・
ｷ

ﾞｼ
ｷ

ﾞｼ
類

の
栄

養
成

長
期

(但
し

、
最

終
採

草
後

)
・
1
0
月

上
～

中
旬

  
 　

3
0
0
～

4
0
0
m

l

○
１

．
当

年
は

ギ
シ

ギ
シ

類
の

黄
化

の
み

で
翌

年
春

に
枯

死
す

る
。

２
．

北
海

道
で

の
秋

期
散

布
は

、
最

終
採

草
後

に
行

う
。

３
．

散
布

後
1
4
日

間
は

放
牧

を
行

わ
な

い
。

2
ﾊ

ｰ
ﾓ
ﾆ
ｰ

7
5
D

F
水

和
剤

ﾊ
ｰ

ﾓ
ﾆ
ｰ

D
F

[D
P

X
-
1
6
顆

粒
水

和
剤

]
(H

９
-
p
1
2
0
)

ﾁ
ﾌ
ｪﾝ

ｽ
ﾙ

ﾌ
ﾛ
ﾝ
ﾒ
ﾁ
ﾙ

7
5
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
又

は
全

面
散

布
・
夏

及
び

秋
処

理
(採

草
2
1
日

前
ま

で
) 

　
3
g

○
○

1
１

．
イ

ネ
科

単
播

経
年

草
地

及
び

ア
ル

フ
ァ

ル
フ

ァ
と

の
混

播
草

地
。

２
．

ク
ロ

ー
バ

に
対

す
る

薬
害

が
著

し
い

。
３

．
夏

処
理

に
つ

い
て

は
イ

ネ
科

牧
草

に
つ

い
て

も
生

育
抑

制
が

み
ら

れ
る

こ
と

が
あ

る
が

､夏
期

高
温

時
の

薬
害

の
程

度
は

ア
シ

ュ
ラ

ム
剤

に
比

べ
て

少
な

い
。

４
．

本
剤

散
布

後
2
1
日

間
は

採
草

及
び

放
牧

を
行

わ
な

い
。

５
．

散
布

液
の

飛
散

や
流

出
に

よ
っ

て
有

用
植

物
に

薬
害

が
生

ず
る

こ
と

の
な

い
よ

う
十

分
注

意
し

て
散

布
す

る
こ

と
。

６
．

本
剤

散
布

に
用

い
た

器
具

類
は

、
タ

ン
ク

や
ホ

ー
ス

内
に

薬
液

が
残

ら
な

い
よ

う
使

用
後

で
き

る
だ

け
早

く
専

用
の

洗
浄

剤
で

よ
く
洗

浄
し

、
他

の
用

途
に

使
用

す
る

場
合

、
薬

害
の

原
因

に
な

ら
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。

3
ﾊ

ﾞﾝ
ﾍ

ﾞﾙ
ｰ

D
液

剤
[M

D
B

A
液

剤
]

(H
1
2
-
p
3
7
3
)

(H
1
3
-
p
2
6
9
)

M
D

B
A

　
5
0
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
・
ｲ
ﾈ

科
経

年
草

地
の

ｷ
ﾞｼ

ｷ
ﾞｼ

類
に

対
す

る
秋

処
理

・
ｷ

ﾞｼ
ｷ

ﾞｼ
類

の
栄

養
成

長
期

・
秋

期
最

終
刈

り
取

り
後

3
0
日

以
内

7
5
～

1
0
0
m

l、
水

1
0
0
L

○
1

１
．

マ
メ

科
牧

草
に

は
薬

害
を

生
じ

る
の

で
、

イ
ネ

科
草

地
で

使
用

す
る

。
２

．
散

布
薬

剤
の

飛
散

、
あ

る
い

は
流

出
に

よ
っ

て
、

作
物

に
薬

害
が

生
じ

る
こ

と
の

な
い

よ
う

に
十

分
注

意
す

る
。

３
．

秋
期

散
布

し
た

牧
草

は
使

用
し

な
い

こ
と

。

エエ
．．

草草
地地

更更
新新

用用
地地

1
ｴ
ｲ
ﾄｱ

ｯ
ﾌ
ﾟ液

剤
[A

K
-
0
1
液

剤
]

(H
1
7
-
p
3
2
8
)

(H
1
7
-
p
3
3
3
)

(H
2
0
)

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｲ

ｿ
ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾙ

ｱ
ﾐﾝ

塩
　

4
1
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
・
雑

草
の

生
育

盛
期

・
耕

起
の

1
0
日

以
前

・
雑

草
全

般
　

2
5
0
～

5
0
0
m

l、
水

5
0
L

○
○

2
（
雑

草
茎

葉
散

布
）

１
．

刈
り

取
り

後
、

前
植

生
の

再
生

を
待

っ
て

処
理

す
る

。
２

．
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

2
ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｴ
ｷ

ｽ
液

剤
[A

K
-
0
1
液

剤
]

(H
1
7
-
p
3
2
8
)

(H
1
7
-
p
3
3
3
)

(H
2
0
)

・
ｷ

ﾞｼ
ｷ

ﾞｼ
類

　
5
0
0
～

7
0
0
m

l、
水

5
0
L

○

3
ｻ

ﾝ
ﾌ
ｰ

ﾛ
ﾝ
液

剤
[A

K
-
0
1
液

剤
]

(H
1
7
-
p
3
2
8
)

(H
1
7
-
p
3
3
3
)

(H
2
0
)

は
種

前
処

理
・
は

種
1
0
日

前
か

ら
は

種
当

日
ま

で
・
雑

草
全

般
　

2
5
0
～

5
0
0
m

l、
水

5
0
L

○
○

○
○

○
○

1
1

（
は

種
前

処
理

）
１

．
主

要
雑

草
が

出
揃

う
の

を
待

っ
て

処
理

す
る

。
２

．
砕

土
・
整

地
は

丁
寧

に
行

い
、

処
理

後
は

鎮
圧

以
外

の
表

土
攪

乱
を

避
け

る
。

３
．

専
用

ノ
ズ

ル
を

使
用

す
る

。
４

．
薬

量
の

増
加

に
伴

い
、

は
種

牧
草

の
発

芽
数

が
減

少
す

る
傾

向
が

認
め

ら
れ

る
の

で
1
0
ａ
当

た
り

製
品

使
用

量
を

守
る

。
５

．
泥

炭
土

で
の

使
用

は
避

け
る

。
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（
２

）
草

 地

実 生
経 年

実 生
経 年

実 生
経 年

番 　 号
ギ

シ
ギ

シ
類

イ
ネ

科
フ キ

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
年

次
）

ワ ラ ビ

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

1
0
a当

た
り

使
用

量
主

な
対

象
雑

草
新 規 ・ 改 訂

広
葉

本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項

毒 性

ｸ
ｻ

ﾄﾘ
ｷ

ﾝ
ｸ
ﾞ

[W
O

C
-
0
1
液

剤
]

(H
1
1
-
p
3
4
7
)

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｲ

ｿ
ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾙ

ｱ
ﾐﾝ

塩
　

4
1
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
・
雑

草
の

生
育

盛
期

・
更

新
の

1
0
日

以
前

・
雑

草
全

般
  

2
5
0
～

5
0
0
m

l、
水

5
0
L

○
○

１
．

刈
り

取
り

後
、

前
植

生
の

再
生

を
待

っ
て

処
理

す
る

。
２

．
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

・
ｷ

ﾞｼ
ｷ

ﾞｼ
類

・
ｼ
ﾊ

ﾞﾑ
ｷ

ﾞ　
5
0
0
～

7
0
0
m

l、
水

5
0
L

○
○

(H
1
4
-
p
2
7
8
)

・
ﾌ
ｷ

の
栄

養
生

長
期

・
春

処
理

5
月

上
旬

～
下

旬
・
耕

起
の

1
0
日

以
前

6
0
0
～

8
0
0
m

l、
水

5
0
L

○
１

．
フ

キ
の

葉
が

大
き

く
な

り
す

ぎ
な

い
う

ち
に

処
理

す
る

。
２

．
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

(H
1
7
-
p
3
2
9
)

(H
1
7
-
p
3
3
1
)

は
種

前
雑

草
茎

葉
散

布
・
は

種
床

の
雑

草
発

生
揃

期
・
は

種
1
0
日

前
か

ら
は

種
当

日
ま

で
2
5
0
～

5
0
0
m

l、
水

2
5
～

5
0
L

○
○

○
○

○
○

１
．

主
要

雑
草

が
出

揃
う

の
を

待
っ

て
処

理
す

る
。

２
．

砕
土

・
整

地
は

丁
寧

に
行

い
、

処
理

後
は

鎮
圧

以
外

の
表

土
攪

乱
を

避
け

る
。

３
．

専
用

ノ
ズ

ル
を

使
用

す
る

。
４

．
薬

量
の

増
加

に
伴

い
、

は
種

牧
草

の
発

芽
数

が
減

少
す

る
傾

向
が

認
め

ら
れ

る
の

で
1
0
ａ
当

た
り

製
品

使
用

量
を

守
る

。
５

．
泥

炭
土

で
の

使
用

は
避

け
る

。

ｻ
ﾝ
ﾀ
ﾞｰ

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ0
0
7

[N
H

-
0
0
7
ﾌ
ﾛ
ｱ

ﾌ
ﾞﾙ

]
(H

1
9
-
p
3
7
3
)

雑
草

茎
葉

散
布

・
雑

草
の

生
育

盛
期

・
耕

起
の

1
0
日

以
前

・
雑

草
全

般
 4

0
0
～

6
0
0
m

l、
水

1
0
0
L

○
○

1
１

．
刈

り
取

り
後

、
前

植
生

の
再

生
を

待
っ

て
処

理
す

る
。

(H
1
9
-
p
3
7
5
)

・
ｷ

ﾞｼ
ｷ

ﾞｼ
類

 4
0
0
～

6
0
0
m

l、
水

1
0
0
L

○

ﾀ
ｯ
ﾁ
ﾀ
ﾞｳ

ﾝ
iQ

[Z
K
-
1
2
2
液

剤
]

(H
1
8
-
p
3
0
9
)

(H
1
8
-
p
3
1
4
)

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

4
4
.7

%
雑

草
茎

葉
散

布
・
雑

草
の

生
育

盛
期

・
耕

起
の

1
0
日

以
前

・
雑

草
全

般
　

3
0
0
m

l 
水

2
5
～

1
0
0
L

○
○

2
１

．
刈

り
取

り
後

、
前

植
生

の
再

生
を

待
っ

て
処

理
す

る
。

２
．

専
用

ノ
ズ

ル
を

使
用

す
る

。

(H
1
8
-
p
3
1
1
)

(H
1
9
-
p
3
7
2
)

・
ｷ

ﾞｼ
ｷ

ﾞｼ
類

　
3
0
0
～

5
0
0
m

l 
水

5
0
～

1
0
0
L

○

(H
1
8
-
p
3
1
2
)

ﾌ
ｷ

(雑
草

茎
葉

散
布

)
・
ﾌ
ｷ

の
栄

養
成

長
期

・
春

処
理

(5
月

中
・
下

旬
)

・
耕

起
の

1
0
日

以
前

6
0
0
～

7
5
0
m

l、
水

5
0
～

1
0
0
L

○
１

．
フ

キ
の

葉
が

大
き

く
な

り
す

ぎ
な

い
う

ち
に

処
理

す
る

。
２

．
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

(H
2
6
-
p
2
7
4
)

ﾘ
ｰ

ﾄﾞ
ｶ
ﾅ

ﾘ
ｰ

ｸ
ﾞﾗ

ｽ
（
雑

草
茎

葉
散

布
）

・
８

月
中

旬
の

2
番

草
収

穫
か

ら
約

2
0
～

3
0
日

後
（
ﾘ
ｰ

ﾄﾞ
ｶ
ﾅ

ﾘ
ｰ

ｸ
ﾞﾗ

ｽ
草

丈
2
0
～

5
0
ｃ
ｍ

）
5
0
0
～

7
5
0
m

l、
水

5
0
L

○
１

．
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

２
．

2
番

草
収

穫
（
最

終
刈

取
）
後

、
ﾘ
ｰ

ﾄﾞ
ｶ
ﾅ

ﾘ
ｰ

ｸ
ﾞﾗ

ｽ
の

再
生

草
丈

を
確

認
し

て
処

理
す

る
。

３
．

ﾘ
ｰ

ﾄﾞ
ｶ
ﾅ

ﾘ
ｰ

ｸ
ﾞﾗ

ｽ
は

実
生

発
生

が
懸

念
さ

れ
る

た
め

、
「
は

種
前

雑
草

茎
葉

散
布

（
は

種
床

処
理

）
」
と

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
（
泥

炭
土

を
除

く
）
。

(H
1
8
-
p
3
0
8
)

は
種

前
雑

草
茎

葉
散

布
・
は

種
床

の
雑

草
発

生
揃

期
・
は

種
1
0
日

前
か

ら
は

種
当

日
ま

で
2
0
0
～

3
0
0
m

l、
水

5
0
～

1
0
0
L

○
○

○
○

○
○

１
．

主
要

雑
草

が
出

揃
う

の
を

待
っ

て
処

理
す

る
。

２
．

砕
土

・
整

地
は

丁
寧

に
行

い
、

処
理

後
は

鎮
圧

以
外

の
表

土
攪

乱
を

避
け

る
。

３
．

専
用

ノ
ズ

ル
を

使
用

す
る

。
４

．
薬

量
の

増
加

に
伴

い
、

は
種

牧
草

の
発

芽
数

が
減

少
す

る
傾

向
が

認
め

ら
れ

る
の

で
1
0
ａ
当

た
り

製
品

使
用

量
を

守
る

。
５

．
泥

炭
土

で
の

使
用

は
避

け
る

。

ﾋ
ﾟﾗ

ﾌ
ﾙ

ﾌ
ｪﾝ

ｴ
ﾁ
ﾙ

0
.1

6
%

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｲ

ｿ
ﾌ
ﾟﾛ

ﾋ
ﾟﾙ

ｱ
ﾐﾝ

塩
　

3
0
%

5

2

64
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（
２

）
草

 地

実 生
経 年

実 生
経 年

実 生
経 年

番 　 号
ギ

シ
ギ

シ
類

イ
ネ

科
フ キ

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
年

次
）

ワ ラ ビ

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

1
0
a当

た
り

使
用

量
主

な
対

象
雑

草
新 規 ・ 改 訂

広
葉

本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項

毒 性

ﾗ
ｳ

ﾝ
ﾄﾞ

ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟﾏ

ｯ
ｸ
ｽ

ﾛ
ｰ

ﾄﾞ
[N

C
-
6
2
2
液

剤
]

(H
1
8
)

(H
2
0
-
p
3
1
1
)

(H
2
1
-
p
2
9
2
)

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

4
8
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
・
雑

草
の

生
育

期
・
耕

起
の

1
0
日

以
前

2
0
0
～

3
0
0
m

l、
水

2
5
～

5
0
L

○
○

○
○

○
○

3
１

．
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

２
．

刈
取

後
は

前
植

生
の

再
生

を
待

っ
て

処
理

す
る

。

(H
1
8
)

(H
2
0
-
p
3
1
3
)

(H
2
1
-
p
2
9
0
)

雑
草

茎
葉

散
布

･ｷ
ﾞｼ

ｷ
ﾞｼ

類
の

生
育

期
･耕

起
の

1
0
日

以
前

3
0
0
～

5
0
0
m

l、
水

2
5
～

5
0
L

○
○

１
．

専
用

ノ
ズ

ル
を

使
用

す
る

。
２

．
刈

取
後

は
前

植
生

の
再

生
を

待
っ

て
処

理
す

る
。

(H
2
6
-
p
2
7
7
)

(R
3
-
p
8
7
)

ﾘ
ｰ

ﾄﾞ
ｶ
ﾅ

ﾘ
ｰ

ｸ
ﾞﾗ

ｽ
（
雑

草
茎

葉
散

布
）

・
８

月
中

旬
の

2
番

草
収

穫
か

ら
約

2
0
～

3
0
日

後
（
ﾘ
ｰ

ﾄﾞ
ｶ
ﾅ

ﾘ
ｰ

ｸ
ﾞﾗ

ｽ
草

丈
2
0
～

5
0
ｃ
ｍ

）
5
0
0
～

7
5
0
m

l、
水

5
0
L

○
１

．
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

２
．

2
番

草
収

穫
（
最

終
刈

取
）
後

、
ﾘ
ｰ

ﾄﾞ
ｶ
ﾅ

ﾘ
ｰ

ｸ
ﾞﾗ

ｽ
の

再
生

草
丈

を
確

認
し

て
処

理
す

る
。

３
．

ﾘ
ｰ

ﾄﾞ
ｶ
ﾅ

ﾘ
ｰ

ｸ
ﾞﾗ

ｽ
は

実
生

発
生

が
懸

念
さ

れ
る

た
め

、
「
は

種
前

雑
草

茎
葉

散
布

（
は

種
床

処
理

）
」
と

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

が
望

ま
し

い

(H
2
1
-
p
2
9
4
)

(R
3
-
p
8
7
)

は
種

前
雑

草
茎

葉
散

布
・
は

種
床

の
雑

草
発

生
揃

期
・
は

種
1
0
日

前
か

ら
は

種
当

日
ま

で
2
0
0
～

3
0
0
m

l、
水

5
0
L

○
○

○
○

○
○

１
．

専
用

ノ
ズ

ル
を

使
用

す
る

。
２

. 
泥

炭
土

で
の

使
用

は
避

け
る

（
た

だ
し

、
表

土
の

土
砂

含
量

が
5
5
%
を

超
え

る
場

合
に

は
そ

の
限

り
で

は
な

い
）
。

オオ
．．

草草
地地

造造
成成

・・
更更

新新
用用

地地
1

ｱ
ｰ

ｼ
ﾞﾗ

ﾝ
液

剤
[ｱ

ｼ
ｭ
ﾗ
ﾑ

液
剤

]
(S

5
0
-
p
1
6
2
)

ｱ
ｼ
ｭ
ﾗ
ﾑ

　
3
7
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
布

又
は

全
面

散
布

・
ﾜ
ﾗ
ﾋ
ﾞ展

葉
期

　
1
,0

0
0
m

l
○

1
１

．
ワ

ラ
ビ

の
栄

養
成

長
期

の
散

布
は

避
け

る
。

２
．

降
雨

前
の

散
布

を
避

け
、

処
理

後
は

放
牧

・
採

草
を

行
わ

な
い

。

8

（
２

）
草

 地

実 生
経 年

実 生
経 年

実 生
経 年

新 規 ・ 改 訂

広
葉

本 剤 の 使 用 回 数

使
用

上
の

注
意

事
項

毒 性
イ

ネ
科

フ キ

商
 品

 名
[試

験
番

号
]

（
指

導
参

考
年

次
）

ワ ラ ビ

有
効

成
分

名
及

び
含

有
量

(%
)

使
用

方
法

及
び

使
用

時
期

1
0
a当

た
り

使
用

量
主

な
対

象
雑

草
番 　 号

ギ
シ

ギ
シ

類

ﾗ
ｳ

ﾝ
ﾄﾞ

ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟﾏ

ｯ
ｸ
ｽ

ﾛ
ｰ

ﾄﾞ
[N

C
-
6
2
2
液

剤
]

(H
1
8
)

(H
2
0
-
p3

1
1
)

(H
2
1
-
p2

9
2
)

ｸ
ﾞﾘ

ﾎ
ｻ

ｰ
ﾄｶ

ﾘ
ｳ

ﾑ
塩

4
8
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
・
雑

草
の

生
育

期
・
耕

起
の

1
0
日

以
前

2
0
0
～

3
0
0
m

l、
水

2
5
～

5
0
L

○
○

○
○

○
○

3
１

．
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

２
．

刈
取

後
は

前
植

生
の

再
生

を
待

っ
て

処
理

す
る

。

(H
1
8
)

(H
2
0
-
p3

1
3
)

(H
2
1
-
p2

9
0
)

雑
草

茎
葉

散
布

･ｷ
ﾞｼ

ｷ
ﾞｼ

類
の

生
育

期
･耕

起
の

1
0
日

以
前

3
0
0
～

5
0
0
m

l、
水

2
5
～

5
0
L

○
○

１
．

専
用

ノ
ズ

ル
を

使
用

す
る

。
２

．
刈

取
後

は
前

植
生

の
再

生
を

待
っ

て
処

理
す

る
。

(H
2
6
-
p2

7
7
)

(R
3
-
p8

7
)

ﾘ
ｰ

ﾄﾞ
ｶ
ﾅ

ﾘ
ｰ

ｸ
ﾞﾗ

ｽ
（
雑

草
茎

葉
散

布
）

・
８

月
中

旬
の

2
番

草
収

穫
か

ら
約

2
0
～

3
0
日

後
（
ﾘ
ｰ

ﾄﾞ
ｶ
ﾅ

ﾘ
ｰ

ｸ
ﾞﾗ

ｽ
草

丈
2
0
～

5
0
ｃ
ｍ

）
5
0
0
～

7
5
0
m

l、
水

5
0
L

○
１

．
専

用
ノ

ズ
ル

を
使

用
す

る
。

２
．

2
番

草
収

穫
（
最

終
刈

取
）
後

、
ﾘ
ｰ

ﾄﾞ
ｶ
ﾅ

ﾘ
ｰ

ｸ
ﾞﾗ

ｽ
の

再
生

草
丈

を
確

認
し

て
処

理
す

る
。

３
．

ﾘ
ｰ

ﾄﾞ
ｶ
ﾅ

ﾘ
ｰ

ｸ
ﾞﾗ

ｽ
は

実
生

発
生

が
懸

念
さ

れ
る

た
め

、
「
は

種
前

雑
草

茎
葉

散
布

（
は

種
床

処
理

）
」
と

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

が
望

ま
し

い

(H
2
1
-
p2

9
4
)

(R
3
-
p8

7
)

は
種

前
雑

草
茎

葉
散

布
・
は

種
床

の
雑

草
発

生
揃

期
・
は

種
1
0
日

前
か

ら
は

種
当

日
ま

で
2
0
0
～

3
0
0
m

l、
水

5
0
L

○
○

○
○

○
○

１
．

専
用

ノ
ズ

ル
を

使
用

す
る

。
２

. 
泥

炭
土

で
の

使
用

は
避

け
る

（
た

だ
し

、
表

土
の

土
砂

含
量

が
5
5
%
を

超
え

る
場

合
に

は
そ

の
限

り
で

は
な

い
）
。

オオ
．．

草草
地地

造造
成成

・・
更更

新新
用用

地地
1

ｱ
ｰ

ｼ
ﾞﾗ

ﾝ
液

剤
[ｱ

ｼ
ｭ
ﾗ
ﾑ

液
剤

]
(S

5
0
-
p1

6
2
)

ｱ
ｼ
ｭ
ﾗ
ﾑ

　
3
7
.0

%
雑

草
茎

葉
散

布
布

又
は

全
面

散
布

・
ﾜ
ﾗ
ﾋ
ﾞ展

葉
期

　
1
,0

0
0
m

l
○

1
１

．
ワ

ラ
ビ

の
栄

養
成

長
期

の
散

布
は

避
け

る
。

２
．

降
雨

前
の

散
布

を
避

け
、

処
理

後
は

放
牧

・
採

草
を

行
わ

な
い

。

7
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（（
３３
））
ググ
リリ
ホホ
ササ
ーー
トト
系系
除除
草草
剤剤
のの
使使
用用
回回
数数
にに
つつ
いい
てて

アア
　　
とと
うう
もも
ろろ
ここ
しし
（（
飼飼
料料
用用
））

本
剤
の
使
用
回
数

新
規

・
改
訂

２
回
以
内

イイ
　　
草草
　　
　　
地地

本
剤
の
使
用
回
数

新
規

・
改
訂

サ
ン
ダ
ー
ボ
ル
ト
0
0
7

１
回

２
回
以
内

３
回
以
内

グ
リ
ホ
サ
ー
ト
を
含
む
農
薬
の

総
使
用
回
数

商
　
　
品
　
　
名

グ
リ
ホ
サ
ー
ト
を
含
む
農
薬
の

総
使
用
回
数

２
回
以
内

　
飼
料
作
物
に
掲
載
し
た
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
を
含
む
除
草
剤
の
使
用
回
数
は
、
農
薬
登
録
で
は
以
下
の
と
お
り
な
の
で
留
意
す
る
。

　
な
お
、
使
用
回
数
の
カ
ウ
ン
ト
期
間
は
「
は
種
（
準
備
作
業
を
含
む
）
か
ら
収
穫
に
至
る
ま
で
の
間
（
複
数
回
収
穫
さ
れ
る
作
物
で
は
、
直
前
の
収
穫

か
ら
次
の
収
穫
ま
で
の
間
）
」
で
あ
る
。

　
草
地
で
は
、
は
種
の
準
備
作
業
は
耕
起
を
も
っ
て
始
ま
る
と
解
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
例
え
ば
草
地
更
新
用
地
で
は
、
耕
起
前
の
使
用
回
数
は
耕
起

後
の
使
用
回
数
に
引
き
継
が
れ
な
い
。

３
回
以
内

（
本
剤
は
ピ
ラ
フ
ル
フ
ェ
ン
エ
チ
ル
を
含
み
、
ピ
ラ
フ
ル
フ
ェ
ン
エ
チ

ル
を
含
む
農
薬
の
総
使
用
回
数
は
２
回
以
内
）

商
　
　
品
　
　
名

ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド

エ
イ
ト
ア
ッ
プ
液
剤
、
グ
リ
ホ
エ
キ
ス
液
剤
、
サ
ン

フ
ー
ロ
ン
液
剤
、
ク
サ
ト
リ
キ
ン
グ
、
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
ｉＱ

３
回
以
内

３
回
以
内

タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
iＱ
、
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド
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